
評
価

グ
リッ

ド 
(
実

績
とプ

ロセ
ス)

 
 
 

調
査

項
目

判
断

基
準

・方
法

結
果

大
項

目
小

項
目

 
 

 
 

実
績

の
検

証
投

入
の

実
績

•
投

入
は

計
画

ど
お

りに
行

わ
れ

た
か

<
日

本
側

＞
a
.

日
本

人
長

期
専

門
家

派
遣

b
.

日
本

人
短

期
専

門
家

の
派

遣

1
．日

本
人

専
門

家
の

派
遣

a
.

プロ
ジェ

クト
運

営
管

理
に

関
す

る日
本

人
専

門
家

の
派

遣
P

D
M

に
お

い
て

、チ
ー

フア
ドバ

イザ
ー

1
名

、ア
カデ

ミッ
クア

ドバ
イザ

ー
1

名
、プ

ロジ
ェク

ト調
整

員
3

名
の

日
本

人
専

門
家

の
S

E
E

D
-
N

E
T

事
務

局
へ

の
派

遣
が

計
画

され
て

い
た

。
2

0
0

7
年

3
月

現
在

、上
記

ポ
ジシ

ョン
に

対
し、

累
計

1
1

名
が

派
遣

され
て

い
る。

プロ
ジェ

クト
準

備
期

間
より

継
続

して
、チ

ー
フア

ドバ
イザ

ー
は

2
0
0
3

年
8

月
まで

、ア
カデ

ミッ
クア

ドバ
イザ

ー
は

2
0
0
4

年
9

月
ま

で
長

期
専

門
家

とし
て

派
遣

され
た

。以
降

、両
名

は
日

本
へ

の
一

時
帰

国
あ

るい
は

往
復

を繰
り返

しな
が

ら派
遣

され
て

い
る。

b
.

日
本

人
短

期
専

門
家

の
派

遣
プロ

ジェ
クト

実
施

に
関

す
る日

本
人

教
授

の
派

遣
に

つ
い

て
は

、
実

績
2

0
0
7

年
3

月
現

在
： 

共
同

研
究

関
連

活
動

の
た

め
の

参
加

大
学

訪
問

 
8
5

人
回

 
 

 
分

野
別

セ
ミナ

ー
他

の
た

め
の

訪
問

 
 

2
0
4

人
回

 
 

 
 

合
計

 
 

 
2
8
9

人
回

 
c
.

機
材

供
与

(
2
0
0
5

年
まで

)

•
実

績
2

0
0

3
～

2
0

0
5

年
（終

了
）：

 9
0

品
目

 
P

D
M

あ
るい

は
戦

略
ペ

ー
パ

ー
に

は
計

画
に

つ
い

て
明

記
され

て
い

ない
。（

注
：準

備
期

間
中

に
合

計
T

H
B

2
,
8
1
3
,
3
0
8

相
当

の
I
T

機
器

が
1

3
M

I
（7

H
I
+

6
S

I
）が

支
給

され
た

。）
d
.

プロ
ジェ

クト
活

動
費

1
)

修
士

な
ら

び
に

博
士

課
程

の
た

め
の

奨
学

金
2
)

留
学

生
の

C
R

な
らび

に
論

文
研

究
費

3
)

ア
ドバ

イ
ザ

ー
の

日
本

また
は

M
I
へ

の
短

期
訪

問
4
)
 

F
W

S
や

ワ
ー

ク
ショ

ップ
、会

議

•
計

画
と実

績
の

合
致

・
乖

離
度

プロ
ジェ

クト
活

動
費

（セ
ミナ

ー
、研

究
、小

額
研

究
機

材
）を

含
め

た
プロ

ジェ
クト

経
費

実
績

は
以

下
の

とお
り 

 
 
(
単

位
：千

円
)

年
度

 
2

0
0

3
 

2
0
0
4
 

 
2
0
0
5
 

2
0
0
6
 

 
2
0
0
7
(
計
画

)
合
計

執
行
済
額

（
2
0

0
7
年
度
は
計
画
額
）

1
5

8
,
4
3

7
 

3
8

3
,
0
7
4
 

4
9
0
,
8
2
7
 

6
1
7
,
8
9
5
 

6
2
3
,
5
5
8
 
 

2
,
2
7
3
,
7
9
1
 

（注
：プ

ロジ
ェク

ト実
施

期
間

に
お

い
て

、I
T

拡
張

コー
ス

ウ
ェア

開
発

の
た

め
に

合
計

U
S

$
4
8
,
8
4
5
、1

3
大

学
（8

H
I
+

5
S

I
）よ

り
1
4

名
が

充
当

され
た

。）

e
.
 
S

E
E

D
-
N

e
t
事

務
局

経
費

•
プロ

ジェ
クト

支
援

業
務

の
た

め
の

タイ
の

プロ
グ

ラム
オ

フィ
サ

ー
7

名
が

配
置

され
て

い
る。

－ ��� －

2.  評価グリッド（和文）



評
価

グ
リッ

ド 
(
実

績
とプ

ロセ
ス)

 
 
 

調
査

項
目

判
断

基
準

・方
法

結
果

大
項

目
小

項
目

 
 

 
 

実
績

の
検

証
投

入
の

実
績

•
投

入
は

計
画

ど
お

りに
行

わ
れ

た
か

<
日

本
側

＞
a
.

日
本

人
長

期
専

門
家

派
遣

b
.

日
本

人
短

期
専

門
家

の
派

遣

1
．日

本
人

専
門

家
の

派
遣

a
.

プロ
ジェ

クト
運

営
管

理
に

関
す

る日
本

人
専

門
家

の
派

遣
P

D
M

に
お

い
て

、チ
ー

フア
ドバ

イザ
ー

1
名

、ア
カデ

ミッ
クア

ドバ
イザ

ー
1

名
、プ

ロジ
ェク

ト調
整

員
3

名
の

日
本

人
専

門
家

の
S

E
E

D
-
N

E
T

事
務

局
へ

の
派

遣
が

計
画

され
て

い
た

。
2

0
0

7
年

3
月

現
在

、上
記

ポ
ジシ

ョン
に

対
し、

累
計

1
1

名
が

派
遣

され
て

い
る。

プロ
ジェ

クト
準

備
期

間
より

継
続

して
、チ

ー
フア

ドバ
イザ

ー
は

2
0
0
3

年
8

月
まで

、ア
カデ

ミッ
クア

ドバ
イザ

ー
は

2
0
0
4

年
9

月
ま

で
長

期
専

門
家

とし
て

派
遣

され
た

。以
降

、両
名

は
日

本
へ

の
一

時
帰

国
あ

るい
は

往
復

を繰
り返

しな
が

ら派
遣

され
て

い
る。

b
.

日
本

人
短

期
専

門
家

の
派

遣
プロ

ジェ
クト

実
施

に
関

す
る日

本
人

教
授

の
派

遣
に

つ
い

て
は

、
実

績
2

0
0
7

年
3

月
現

在
： 

共
同

研
究

関
連

活
動

の
た

め
の

参
加

大
学

訪
問

 
8
5

人
回

 
 

 
分

野
別

セ
ミナ

ー
他

の
た

め
の

訪
問

 
 

2
0
4

人
回

 
 

 
 

合
計

 
 

 
2
8
9

人
回

 
c
.

機
材

供
与

(
2
0
0
5

年
まで

)

•
実

績
2

0
0

3
～

2
0

0
5

年
（終

了
）：

 9
0

品
目

 
P

D
M

あ
るい

は
戦

略
ペ

ー
パ

ー
に

は
計

画
に

つ
い

て
明

記
され

て
い

ない
。（

注
：準

備
期

間
中

に
合

計
T

H
B

2
,
8
1
3
,
3
0
8

相
当

の
I
T

機
器

が
1

3
M

I
（7

H
I
+

6
S

I
）が

支
給

され
た

。）
d
.

プロ
ジェ

クト
活

動
費

1
)

修
士

な
ら

び
に

博
士

課
程

の
た

め
の

奨
学

金
2
)

留
学

生
の

C
R

な
らび

に
論

文
研

究
費

3
)

ア
ドバ

イ
ザ

ー
の

日
本

また
は

M
I
へ

の
短

期
訪

問
4
)
 

F
W

S
や

ワ
ー

ク
ショ

ップ
、会

議

•
計

画
と実

績
の

合
致

・
乖

離
度

プロ
ジェ

クト
活

動
費

（セ
ミナ

ー
、研

究
、小

額
研

究
機

材
）を

含
め

た
プロ

ジェ
クト

経
費

実
績

は
以

下
の

とお
り 

 
 
(
単

位
：千

円
)

年
度

 
2

0
0

3
 

2
0
0
4
 

 
2
0
0
5
 

2
0
0
6
 

 
2
0
0
7
(
計
画

)
合
計

執
行
済
額

（
2
0

0
7
年
度
は
計
画
額
）

1
5

8
,
4
3

7
 

3
8

3
,
0
7
4
 

4
9
0
,
8
2
7
 

6
1
7
,
8
9
5
 

6
2
3
,
5
5
8
 
 

2
,
2
7
3
,
7
9
1
 

（注
：プ

ロジ
ェク

ト実
施

期
間

に
お

い
て

、I
T

拡
張

コー
ス

ウ
ェア

開
発

の
た

め
に

合
計

U
S

$
4
8
,
8
4
5
、1

3
大

学
（8

H
I
+

5
S

I
）よ

り
1
4

名
が

充
当

され
た

。）

e
.
 
S

E
E

D
-
N

e
t
事

務
局

経
費

•
プロ

ジェ
クト

支
援

業
務

の
た

め
の

タイ
の

プロ
グ

ラム
オ

フィ
サ

ー
7

名
が

配
置

され
て

い
る。

調
査

項
目

判
断

基
準

・方
法

結
果

大
項

目
小

項
目

＜
アセ

アン
諸

国
側

＞
a
.

必
要

な
事

務
な

ら
び

に
教

員
の

ア
サ

イ
ン

J
I
C

A
とタ

イ大
学

省
（現

在
の

タイ
高

等
教

育
委

員
会

：C
H

E
）と

の
R

/
D

に
よれ

ば
、以

下
の

人
員

が
配

置
され

る予
定

で
あ

っ
た

。
・
 

合
同

調
整

委
員

会
 
(
J
C

C
)
議

長
・
 

プロ
ジェ

クト
マ

ネ
ー

ジャ
ー

・
 

参
加

大
学

の
プロ

ジェ
クト

マ
ネ

ー
ジャ

ー
:
 
(
1

)
 
タイ

の
参

加
大

学
の

学
長

また
は

指
名

され
た

代
表

者
,
 
(
2
)
 
タイ

の
参

加
大

学
の

工
学

部
の

学
部

長
あ

るい
は

指
名

され
た

代
表

者
・
 

事
務

職
員

:
 
(
1

)
 
プロ

グ
ラム

オ
フィ

サ
ー

,
 
(
2

)
 
秘

書
,
 
(
3
)
 
そ

の
他

必
要

な
ス

タッ
フ

2
0

0
7

年
5

月
末

現
在

、こ
れ

らは
計

画
通

り任
命

され
て

い
る。

人
数

な
らび

に
費

用
負
担

に
つ

い
て

は
、各

項
目

別
に
該

当
す

る
箇
所

に
記

入
。

一
方

、タ
イを

除
く各

M
I
に

つ
い

て
は

、次
の

とお
り。

・ 
大

学
に

よっ
て

人
数

は
異

な
るも

の
の

、必
要

な
事

務
員

は
ア

サ
イン

され
て

い
る。

しか
しな

が
ら作

業
の

質
に

つ
い

て
は

大
学

に
よっ

て
か

な
りの

差
が
認

め
られ

る。
・ 

必
要

な
教

員
に

つ
い

て
も、

大
学

に
よっ

て
人

数
は
異

な
るも

の
の

、ア
サ

イン
され

て
い

る。
b
.

プ
ロ

ジ
ェク

ト活
動

費
の

一
部

負
担

多
くの

参
加

国
な

らび
に

参
加

大
学

が
金

銭
的

あ
るい

は
そ

の
他

の
コス

トシ
ェア

をし
て

お
り、

そ
の

項
目

な
らび

に
金

額
は

年
々
増

加
の

一
途

をた
どっ

て
い

る。
主

な
項

目
は

次
の

とお
り。

・
人
的
稼

動
な

らび
に

ス
ペ

ー
ス

の
提

供
・延

長
期

間
に

関
す

る授
業

料
な

らび
に
滞

在
費

（こ
れ

まで
、7

参
加

大
学

が
延

長
期

間
に

つ
い

て
5
0
～

1
0
0
％

の
補
助

金
の

供
与

を
表

明
して

い
る）

・奨
学

金
（シ

ンガ
ポ

ー
ル

の
2

つ
の

参
加

大
学

は
修

士
号

な
らび

に
博

士
号

に
対

し奨
学

金
を供

与
して

い
る）

・
教

職
員

に
関

す
る諸

経
費

（ほ
とん

どの
MI

が
、地

元
で

行
わ

れ
る

FW
Sに

対
して

、人
的

負
担

あ
るい

は
一

部
の

費
用

負
担

をし
て

い
る）

 
・C

R
プロ

ジェ
クト

ファ
ンド

c
.

事
務

所
ス

ペ
ー

ス
と

S
E

E
D

-
N

e
t
事

務
局

経
費

の
一

部
負
担

（C
U

）

•
帳

簿
な

らび
に
ヒア

リ
ング

に
よる

実
績

•
事

務
所

ス
ペ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、当

初
か

ら現
在

まで
、計

画
どお

りタ
イの

チ
ュラ

ロン
コン

大
学
内

の
施
設

が
提

供
され

て
い

る。
 

•
事

務
局

長
、副

事
務

局
長

に
つ

い
て

は
、主

に
タイ

の
チ
ュラ

ロン
コン

大
学

教
官

が
兼

務
して

お
り、

謝
金

等
一

部
を日

本
側

が
負

担
して

い
る。

（2
0
0

5
年
秋

より
、副

事
務

局
長

1
名

は
タイ

側
全

額
負
担

）
•

プロ
ジェ

クト
資

金
に

より
、ま

た
お

よび
秘

書
2

名
が

タイ
政
府

に
よっ

て
雇

用
され

て
い

る（
プロ

ジェ
クト

が
一

部
補
填

）。
•

国
内

通
話

代
、水

道
光
熱

費
、一

部
人
件

費
をタ

イ側
が

負
担

して
い

る。
＜

ア
セ

ア
ン

日
本

基
金

＞
(
2
0
0
4

年
度

まで
)

•
 
2

0
0

4
年

度
まで

に
終

了
して

お
り、

中
間

評
価

どお
りで

あ
る

日
本

アセ
アン

基
金

か
ら

5
5

1
,
5

3
5

ドル
の

予
算

が
配

分
され

て
お

り、
プロ

ジェ
クト

準
備

期
間

を含
め

2
0
0
1

年
か

ら
2
0
0
4

年
ま

で
の

間
に

修
士

プロ
グ

ラム
へ

の
奨

学
金

9
件

、研
究

プロ
ジェ

クト
6
件

、研
究

セ
ミナ

ー
5
件

に
対

し
3
1
6
,
0
7
3
.
5
6

ドル
を供

与
され

た
。 投

入
実

績
は

、予
定

され
た

金
額

の
お

よそ
5

7
％

に
相

当
す

る。
予
算

との
差
異

は
、主

に
奨

学
金

の
キ

ャン
セ
ル

に
よる

。

活
動

の
実

績
•

活
動

は
計

画
ど

お
りに

行
わ

れ
た

か

M
I

に
お
け

る活
動
内
容

とメ
リッ

ト、
課

題
と提

言
等

プロ
ジ

ェク
ト初

期
に

お
い

て
は

、様
々

な
活

動
を達

成
す

るた
め

の
ス
キ

ー
ム

、構
成

、プ
ロセ

ス
等

は
必

ず
しも

確
定

され
て

お
らず

、
試

行
錯
誤

に
て

行
わ

れ
た
面
もあ

る。
これ

らの
貴
重

な
経

験
と

M
I

お
よび

プロ
ジェ

クト
事

務
局

らの
努
力

に
基

づ
い

て
、ス

キ
ー

ム
、

構
成

、プ
ロセ

ス
等

が
プロ

ジ
ェク

ト前
半

に
確

立
され

て
きた

もの
で

あ
る。

これ
より

、プ
ロジ

ェク
ト後

半
で

は
、ほ

とん
どの

活
動

が
P

D
M

記
載

の
とお

りに
達
成

され
た

。
ス
キ

ー
ム

、構
成

、プ
ロセ

ス
等

は
未

だ
に
改

善
途

中
に

あ
り、

い
くつ

か
さら

に
改

善
を要

す
る項

目
も存

在
す

る。
一

つ
は

現
況

の
延

長
長

に
あ

って
比

較
的

達
成

しや
す

い
もの

で
あ

るが
、他

方
、プ

ロジ
ェク

トの
自

立
発

展
性

の
見

地
より

、本
質

的
な
変

革
に

関
す

る
もの

で
あ

る。
これ

らの
詳
細

は
各

活
動

の
実
態

とと
もに

、投
入

お
よび

成
果

に
記
載

され
て

い
る。

－ ��� －



調
査

項
目

判
断

基
準

・方
法

結
果

大
項

目
小

項
目

アセ
アン

諸
国

で
の

M
A

H
I
： 

問
題
点

とし
て

、つ
ぎ

の
よう

なも
の

が
あ

る。
•
評
価

・競
争
力

の
確
保

 
-
 
改
善
案

とし
て

-
プロ

モー
ショ

ン（
地
域

会
議

等
、出

版
機

会
）、

非
M

I
の
取

り込
み

•
学

生
間

の
基
礎

学
力
差

、言
語

コミ
ュニ

ケ
ー

ショ
ン能

力
の
違

い
-
改
善
案

とし
て

、M
I
に

お
け

る英
語
重
視

、入
学

前
研

修
等

•
財
政
難

等
の
克
服

-
改
善
案

とし
て

、産
業
界

・他
ネ

ット
ワ

ー
クと

の
連

携
強
化

、研
究

課
題

の
厳
選

等
S

I
： 

メリ
ット

あ
るい

は
問

題
点

とし
て

、つ
ぎ

の
よう

な
もの

が
あ

る。
•

教
員

の
学

位
取
得

に
よる

資
質
向

上
お

よび
M

I
間

、J
S

U
との

ネ
ット

ワ
ー

クが
強
化

され
た

。反
面

、適
切

な
候
補

者
の
選

定
や

、
学

位
取
得
後

の
元

S
I

へ
の

教
員

とし
て

の
復

帰
が
保

証
され

な
い

こと
が

問
題

とな
って

い
る-

改
善
案

とし
て

は
、学

生
との

コン
タ

クト
の

保
持

と奨
学

金
の
確
保

。
•
最
優
秀

学
生

は
欧
米

へ
の

留
学

に
関

心
を示

す
。一

部
、台

湾
、韓

国
をも

含
む

）-
改
善
案

は
アセ

アン
諸

国
で

の
M

A
、日

本
で

の
P

h
.
D

を魅
力

あ
るも

の
に

す
るこ

と。
サ

ンド
イン

チ
プロ

グ
ラム

に
よる

P
h

.
D

 

メリ
ット

あ
るい

は
問

題
点

とし
て

、つ
ぎ

の
よう

な
もの

が
あ

る。
•
 
H

I
： 

教
育

を通
じて

、プ
ログ

ラム
の

質
の

向
上

した
。課

題
とし

て
は

、最
優

秀
学

生
は

他
奨

学
金

に
流

れ
るこ

と、
１年

間
の

日
本

滞
在

の
期

間
（短

期
、長

期
）、

3
年

間
の

P
h

.
D

は
短

い
（事

務
手

続
きに

2
-
3
ヶ月

を要
す

る）
-
改
善
案

とし
て

、期
間

の
見
直

し（
複

数
分
割

）お
よび

M
A

&
P

h
.
D

一
元
化

に
よる

期
間

短
縮

等
•
 
S

I
： 

教
員

の
学

位
取
得

に
よる

資
質
向

上
お

よび
M

I
間

、J
S

U
との

ネ
ット

ワ
ー

ク強
化

と共
同

研
究

の
増

加
、問

題
とし

て
、S

I
か

らの
候

補
者

不
足

、修
了

後
の

復
帰

が
保

証
され

ぬ
こと

、最
優

秀
学

生
は

欧
米

へ
の

留
学

に
関

心
を示

す
な

ど-
改

善
案

とし
て

、
コン

タク
トの

保
持

と奨
学

金
の
確
保

、ア
セ

アン
諸

国
で

の
M

A
、日

本
で

の
P

h
.
D

を魅
力

あ
るも

に
す

るこ
と。

サ
ンド

イン
チ

プロ
グ

ラム
の

た
め

の
日

本
へ

の
短

期
訪

問
メリ

ット
とし

て
、つ

ぎ
の

よう
な
もの

が
あ

る。
•

共
同

学
生

指
導

に
よる

質
的

向
上

、ア
カデ

ミッ
クな

雰
囲

気
、施

設
利

用
の

研
究

経
験

、会
議

出
席

と出
版

の
機

会
、幅

広
い
資

料
アク

セ
ス

、文
化
的

経
験

（プ
ロ研

究
者

とし
て

の
態

度
）、

J
S

U
・研

究
機

関
、企

業
等

との
ネ

ット
ワ

ー
ク等

問
題
点

とし
て

、つ
ぎ

の
よう

な
もの

が
あ

る。
•
 
1

年
滞

在
は

長
い

-
改
善
案

とし
て、

期
間

の
見
直

し（
複

数
分
割

）
•

奨
学

金
対
象

者
の

数
が
限

定
-
改
善
案

とし
て

、奨
学

金
の

確
保

•
研

究
機

材
の

相
違

-
改
善
案

とし
て

、中
古

機
材

の
寄
付

•
 
J
S

U
と

H
I
教

員
との

間
の
意
思

の
疎

通
-
改
善
案

とし
て

、ネ
ット

ミー
ティ

ング
、T

V
会

議
日

本
で

の
P

h
.
D

メリ
ット

とし
て

、つ
ぎ

の
よう

な
もの

が
あ

る。
•

学
位

取
得

ス
タッ

フに
よる

質
的

向
上

、施
設

利
用

の
研

究
経

験
、会

議
出

席
と出

版
の

機
会

、幅
広

い
資

料
ア

クセ
ス

、文
化

的
経

験
（プ

ロ研
究

者
とし

て
の
態

度
）、

J
S

U
,
 
S

I
、非

H
I
との

ネ
ット

ワ
ー

ク等
問
題
点

とし
て

、つ
ぎ

の
よう

な
もの

が
あ

る。
•

奨
学

金
対
象

者
の

数
が
限

定
-
改
善
案

とし
て

、M
A

&
P

h
.
D

一
元
化

•
共

同
指
導

が
不
適
切

-
改
善
案

とし
て

、S
I
,
 
H

I
指
導

者
の
取

り込
み

－ ��� －



調
査
項
目

判
断
基
準
・方

法
結
果

大
項
目

小
項
目

共
同
研
究

メリ
ット

とし
て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
共
同
指
導
に
よる

研
究

面
の
質

的
向

上
、研

究
効
率

の
拡
大

(
ス
ケ
ジ
ュー

ル
化

)
、他

資
金
源
（教

育
省
、N

E
D

O
、私

企
業
）の

確
保

等
問
題
点
とし

て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
知
的
財
産
権
（関

連
機
関
間
に
お
け
る）

-
改
善
案
とし

て
、知

的
財
産
権
に
関
す
る合

意
書

•
研
究
トピ

ック
の
関

心
の
相
違
（H

I
,
 
S

I
,
 
J
S

U
）、

産
業
界
、コ

ミュ
ニ
テイ

の
ニ
ー
ズ
の
多
様
さ-

改
善
案
とし

て
、地

域
の
関
心
に
マ
ッ

チ
した

課
題
選
定

日
本
か
らの

指
導
教
員
の
派
遣

メリ
ット

とし
て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
教
育
お
よび

研
究

面
の
質
の
向
上
、研

究
効
率
の
拡
大
、ア

カデ
ミッ

クな
雰
囲
気
、学

位
取
得
プロ

グ
ラム

の
魅
力
、ネ

ット
ワ
ー
ク

問
題
点
とし

て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
訪
問
時
期
、タ

イミ
ング

の
マ
ネ
ジメ

ント
(
J
S

U
教
員
、H

I
)
、期

間
の
短
さ、

頻
度
の
少
な
さ-

改
善
案
とし

て
、引

退
教
授
陣
、研

究
室

所
属
関
係
ス
タッ

フ等
の
動
員
が
あ
る。

分
野
別
セ
ミナ

ー
メリ

ット
とし

て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
 
J
S

U
,
 
H

I
,
S

I
との

間
の
調
整
、進

捗
評
価
と研

究
成
果
普
及
の
機
会
、将

来
の
共
同
研
究
の
形
成
、M

I
間

で
の

ベ
ンチ

マ
ー
キ
ング

設
定
（達

成
、標

準
、改

善
点
）、

科
学
者
社
会
へ
の
参
加
、国

際
会
議
主
催
へ
の
信
用
、国

際
ネ
ット

ワ
ー
ク

問
題
点
とし

て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
開
催
期
間
の
短
さ（

多
くの

アジ
ェン

ダ
と

2
日
とい

う期
間
）、

参
加
者
が
限
定
され

る。
-
改
善
案
とし

て
、開

催
期
間
の
柔
軟
な
対

応
（分

野
毎
）、

非
M

I
・企

業
・コ

ミュ
ニテ

ィの
巻
き込

み
、共

同
開
催
、地

域
・国

際
会
議
へ
の
昇
格

日
本
へ
の
短
期
訪
問

メリ
ット

とし
て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
指

導
に
よる

研
究

面
の

質
の

向
上
、関

係
ス
タッ

フの
巻

き込
み

(
J
S

U
,
 
H

I
,
 
S

I
)
と交

流
、共

同
研

究
討

議
（進

捗
、将

来
計
画
）、

文
献
へ
の
アク

セ
ス
、セ

ミナ
ー
参
加
機
会

問
題
点
とし

て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
訪
問
期
間
・頻

度
が
不
十
分

-
改
善
案
とし

て
、資

金
源
の
多
様
化
、J

I
C

A
研
修
プロ

グ
ラム

との
連

携
等

•
地
域
で
異
な
る必

要
日
当
額

M
I
間
で
の
短
期
訪
問

メリ
ット

とし
て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
指

導
に
よる

研
究

面
の

質
の

向
上
、関

係
ス
タッ

フの
巻

き込
み

(
J
S

U
,
 
H

I
,
 
S

I
)
と交

流
、共

同
研

究
討

議
（進

捗
、将

来
計
画
）、

文
献
へ
の
アク

セ
ス
、セ

ミナ
ー
参
加
機
会

•
分
野
別
セ
ミナ

ー
へ
の
参
加

問
題
点
とし

て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
訪
問
時
機
、ス

ケ
ジュ

ー
ル
の
調
整
等
不
適
切

-
改
善
案

とし
て
、緊

密
な
コミ

ュニ
ケ
ー
ショ

ン
プロ

モー
ショ

ン訪
問

メリ
ット

とし
て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
 
H

I
プロ

グ
ラム

の
魅

力
度

増
加

、将
来

学
生

へ
の

イン
タビ

ュー
、将

来
研

究
討

議
、S

I
状

況
の

理
解

、相
手

国
大

使
館

との
関

係
(
M

O
U
等
に
も影

響
)

問
題
点
とし

て
、つ

ぎ
の
よう

な
もの

が
あ
る。

•
 
M

I
学
生
の
英
語
力
、短

い
訪
問
期

間
、ミ

ャン
マ
ー
の
場
合
は
訪
問
困

難
-
改
善
案
とし

て
、同

窓
会
組
織

の
活
用
、メ

デ
ィア

、展
示

会
等
の
併
用

－ ��� －



調
査

項
目

判
断

基
準

・方
法

結
果

大
項

目
小

項
目

成
果

の
達

成
度 •

ア
ウ

トプ
ット

は
計

画
通

り
実

現
され

た
か

(
1
)
成

果
1

の
「大

学
院

学
位

取
得

を
通

じて
教

員
の

質
が

改
善

さ
れ

る
」は

達
成

され
る見

込
み

か

1
.
1
 

S
E

E
D

-
N

e
t
で

修
士
号

を取
得

した
教

員
数

が
2

0
0

8

年
まで

に
2
8

4
人

増
え

る

•
計

画
値

： 
計

画
人

員
数

は
計

2
8

4
名

で
あ

った
。こ

の
数
値

は
以

下
の

理
由

に
より

、プ
ロジ

ェク
トの

終
了

時
点

で
は

達
成

され
な

い
が

、長
期

的
に

は
達
成

され
ると

思
わ

れ
る。

・こ
れ

まで
の
総

入
学

者
総

数
は

2
0
0

7
年

の
計

画
を含

め
て
３１

０名
であ

る
・修

士
を取

得
す

るた
め

に
2

年
か

か
る

・こ
れ

まで
の

ドロ
ップ

アウ
トが

何
人

か
で

る（
これ

まで
に
８名

でて
い

る）
・過

去
に

お
い

て
は

、多
くの

修
士
取
得

者
は

教
員

とな
って

い
るが

、す
べ

て
教

員
に

な
ると

は
限

らな
い

・修
士

取
得

者
の
うち

調
査

時
点

で教
員

とな
って

い
な

い
者

の
多
くは

博
士

課
程

に
進
ん

で
い

る

1
.
2
 
S

E
E

D
-
N

e
t
で

博
士
号

を取
得

した
教

員
数

が
2

0
0

8

年
まで

に
1
4

0
人

増
え

る

•
計

画
値

： 
計

画
人

員
数

は
計

1
4

0
名

で
あ

った
。こ

の
数
値

は
以

下
の

理
由

に
より

、プ
ロジ

ェク
トの

終
了

時
点

で
は

達
成

され
な

い
が

、長
期

的
に

は
達
成

され
る可

能
性

は
あ

る。
・こ

れ
まで

の
総

入
学

者
総

数
は

2
0
0

7
年

の
計

画
を含

め
て

1
4
1

名
であ

る
・博

士
を取

得
す

るた
め

に
最
低
３年

か
か

る
・こ

れ
まで

の
ドロ

ップ
アウ

トが
何

人
か

で
る（

これ
まで

に
１名

でて
い

る）
・博

士
課

程
に

お
い

て
は

稀
な

事
例

とな
ると

思
わ

れ
るが

、全
て

の
博

士
号
取
得

者
が

教
員

とな
ると

は
限

らな
い

＜
補
足

＞
 
S

I
の

教
員

の
質

が
向

上
した

と
S

I
の

教
員

が
評

価
す

る

•
 
S

I
の

中
で

は
、卒

業
後

帰
国

し教
員

とし
た

活
躍

を始
め

た
人

数
が

異
な

る。
そ

れ
が

少
な

い
大

学
で

は
現

時
点

で
この

評
価

は
困
難

で
あ

ると
回
答

して
い

るが
、あ

る程
度

の
人

数
が
戻

って
い

る大
学

で
は

教
員

の
質

が
向

上
した

と評
価

して
い

る。

2
.
1

プ
ロ

ジ
ェク

トの
支

援
で

H
I

に
受
け

入
れ

ら
れ

た
学

生
の

総
数

が
、そ

れ
ぞ

れ
の

分
野

で
年

に
、

修
士

課
程

は
5

名
、

博
士

課
程

は
2

名
とな

る

•
計

画
値

： 
そ

れ
ぞ

れ
の

分
野

で
年

に
修

士
課

程
は

5
名

、博
士

課
程

は
2

名
•

この
二
三

年
の
傾
向

に
よる

と
9

分
野

共
、毎

年
修

士
課

程
入

学
者

数
は
５名

以
上

に
な

って
い

る。
一

方
、博

士
課

程
入

学
者

数
は

分
野

に
より

2
名

以
下

の
分

野
も、

2
名

以
上

の
分

野
もあ

る。

(
2
)
成

果
2

の
「ホ

ス
ト

大
学

の
大

学
院

プ
ロ
グ

ラ
ム

が
向

上
す
る」

は
達

成
され

る見
込

み
か

2
.
2

プ
ロ

ジ
ェク

トの
支

援
で

な
され

た
共

同
研

究
な

ら
び

に
論

文
研

究
が

2
0

0
8

年
まで

に
2
1

3
な

る。

•
 
2

0
0

7
年

3
月

末
現

在
まで

に
実

施
され

た
研

究
の

数
が

1
7
0

で
、2

0
0
7

年
に

実
施

され
ると

予
想

され
る研

究
が
４３

で
あ

り、
合

計
２１

３と
な

り、
目

標
は
達
成

され
る見

込
み

で
あ

る。

2
.
3

プロ
ジェ

クト
に

関
与

して
い

る
H

I
な

らび
に

J
S

U
の

教
員

が
、受

け
入

れ
大

学
院

の
プロ

グ
ラム

が
プ

ロ
ジ

ェク
トに

よ
って

改
善

され
た

と評
価

す
る

・多
くの

H
I
が

、教
育
技
能

、研
究

活
動

の
質
量

、ニ
ー
ズ

に
会

った
教

え
方

の
開

発
、新

た
な

分
野

の
コー

ス
の

開
発

、英
語

コー
ス

の
開

始
、H

I
が

教
員

ス
タッ

フ数
、院

生
の

熱
心

度
、国

際
的

ラン
キ

ング
な

どの
い
くつ

か
で
改

善
あ

るい
は

向
上

した
とし

て
い

る。
（た

だ
し

N
U

S
を除

く）
また

、国
際
的

に
学

生
を受

け
入

れ
るこ

とで
、コ

ミュ
ニ
ケ

ー
ショ

ンス
キ
ル

が
向

上
す

ると
い
う副

次
的
効

果
もみ

ら
れ

た
。

国
際

ラン
キ

ング
に

つ
い

て
、ロ

ンド
ン高

等
教

育
調

査
の

上
位

5
2
0

大
学

(
2
0
0
6
出
版

、評
価

基
準

：研
究

の
質

、修
了

生
就

職
、国

際
展
望

、教
育

の
質

の
4

項
目

、留
学

生
割

合
と学

部
国
際

度
の
視
点
もこ

れ
らに

含
む

)
に

よる
と、

い
くつ

か
は

4
0
0

位
以
内

に
あ

る。
例

とし
て

、N
U

S
 
(
N

o
.
 
1

9
)
,
 
N

T
U

 
(
N

o
.
 
6

1
)
,
 
C

U
 
(
N

o
.
 
1
6
1
)
,
 
U

M
 
(
N

o
.
 
1
9
2
)
,
 
I
T

B
 
(
N

o
.
 
2
5
8
)
,
 
U

G
M

 
(
N

o
.
 
2
7
0
)
,
 
U

S
M

 
(
N

o
.
 

2
7

7
)
,
 
U

P
 
(
N

o
.
 
2
9

9
)
,
 
a
n

d
 
D

L
S

U
 
(
N

o
.
 
3

9
2
)
 

・J
S

U
教

員
の

アン
ケ

ー
ト結

果
に

よる
と、

9
割

の
J
S

U
教

員
が

H
I
の

大
学
院

プロ
グ

ラム
が

プロ
ジェ

クト
の

開
始
前

と比
較

して
向

上
した

と感
じて

い
る。

プロ
ジ

ェク
トの

実
施

に
よっ

て
研

究
成

果
が

国
際
的

な
水

準
に
近

くな
った

大
学

や
、博

士
課

程
の

プロ
グ

ラム

－ ��0 －



調
査

項
目

判
断

基
準

・方
法

結
果

大
項

目
小

項
目

運
用

が
改

善
され

コー
ス

ワ
ー

クが
整

備
され

た
大

学
もあ

る。
た
だ

し学
際

的
な
領

域
で

は
他

分
野

との
連

携
を強

化
す

る必
要

性
も

指
摘

され
て

い
る。

(3)
成

果
3の

「メ
ンバ

ー
大

学
の

共
同

活
動

と
人

的
つ

な
が

りが
強

化
され

る」
は
達
成

さ
れ

る見
込
み

か
 

3
.
1
 M

I
間

に
お
け

る共
同

研
究

、分
野

別
セ

ミナ
ー

、短
期

派
遣

な
ら

び
に

そ
の

他
の

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
が

研
究

の
経

験
や

成
果

を
共

有
す

る
場

とし
て
利

用
さ

れ
る

共
同

研
究

、分
野

別
セ

ミナ
ー

、短
期

派
遣

な
らび

に
そ

の
他

の
ワ

ー
クシ

ョッ
プな

どの
M

I
間

に
お
け

る共
同

活
動

や
人
的
繋

が
りが

確
立

・強
化

され
た

が
、自

立
発
展

す
るだ

け
の

ネ
ット

ワ
ー

ク構
造

に
は

な
って

い
な

い
と判

断
され

る。
•
 
F

W
S

で
は

他
の

M
I

や
教

員
の

研
究

成
果

を共
有

で
きる

だ
け

で
な
く、

新
た

な
共

同
研

究
の

トピ
ック

ス
に

つ
い

て
協

議
で
きる

よい
場

とな
った

。ま
た

ネ
ット

ワ
ー

クの
構

築
に
も役

立
って

い
ると

す
る意

見
が

大
多

数
をし

め
た

。し
か

しな
が

ら、
そ

の
先

の
具

体
的

な
活
動
に
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
戦
略
や
目
的
、
参
加

者
の
範
囲
、
テ
ー
マ
な
ど
を
見
直
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
散
見
さ
れ
た
。

•
共

同
研

究
で

は
他

の
M

I
の

教
員

と共
同

で
研

究
アド

バ
イザ

ー
を行

って
い

るの
で

、経
験

を共
有

す
るい

い
機

会
に

な
った

とい
う

意
見
も多

い
。

•
一

方
、こ

れ
らの

共
同

研
究

、分
野

別
セ

ミナ
ー

、短
期

派
遣

に
つ

い
て

、S
I
を中

心
に
改
善

を希
望

す
る声

も多
か

った
。

•
 
(
参
考

)
分

野
別

セ
ミナ

ー
の

開
催
頻

度
2

0
0

2
~

2
0

0
6

年
計

7
6

事
例

•
 
(
参
考

)
M

I
間

短
期

訪
問

プロ
グ

ラム
の

実
施

実
績

 2
0
0
2
~

2
0
0
6

年
計

 1
8
3

事
例

 
3
.
2

プロ
ジェ

クト
に

関
与

して
い

る
M

I
の

教
員

が
、M

I
間

の
共

同
活

動
や

人
的

つ
な

が
りが

強
化

され
た

と評
価

す
る

•
ほ

とん
どす

べ
て

の
M

I
に

お
い

て
、M

I
間

の
共

同
活

動
や

人
的

つ
な

が
りが

強
化

され
た

と評
価

した
。

共
同
作

業
に

て
関
係

性
とネ

ット
ワ

ー
クを

維
持

で
きる

。こ
れ

は
人
的

資
源

を共
有

して
、教

育
・研

究
プロ

グ
ラム

の
拡

張
に

つ
な

が
る

もの
で

あ
る、

な
どコ

メン
トあ

り。
•

参
考

まで
に

、J
S

U
教

員
も、

メン
バ

ー
大

学
間

の
共

同
活

動
と人

的
つ

な
が

りが
強
化

され
た

と評
価

して
い

る。
全
般
的

に
分

野
別

セ
ミナ

ー
、相

互
大

学
訪

問
、ミ

ー
ティ

ング
な

どを
通

じて
各

分
野

の
人

的
な

ネ
ット

ワ
ー

クが
形
成

され
た

と評
価

して
お

り、
中

に
は

メン
バ

ー
大

学
間

の
研

究
成

果
を持

ち寄
って

論
文

集
の

出
版

を行
った

例
もあ

る。
た
だ

しこ
の

よう
な

事
例

は
ま
だ
少

数
で

あ
り、

構
築

され
た

ネ
ット

ワ
ー

クを
通

じて
具

体
的

な
共

同
活

動
や

研
究

に
至

るこ
とが

期
待

され
て

お
り、

分
野

を超
え

た
ネ

ット
ワ

ー
クを

強
化

す
るこ

とが
課

題
とし

て
指
摘

され
て

い
る。

(4)
成

果
4

の
「情

報
配

信
シ

ス
テ

ム
、活

動
管

理
体
制

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

確
立

す
る
」は

達
成

され
る

見
込
み

か
 

4
.
1

機
能

と責
任

が
明
確

な
組
織

が
設
立

され
る

＜
補
足

指
標

＞
•
 
A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t

の
フレ

ー
ム

ワ
ー

クが
規

定
され

て
い

る
•
 
H

I
、S

I
、事

務
局

、
J
C

C
、運

営
委

員
会

の
役

割
が

明
記

さ
れ

、適
切

に
運

営
さ

れ
て

い
る

情
報

配
信

シス
テム

、活
動

管
理

体
制

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
ショ

ンネ
ット

ワ
ー

クは
確

立
され

た
が

、自
立

発
展

して
い
くま

で
に

は
い

た
って

い
な

い
と判

断
され

る。
・2

0
0
1

年
4

月
に

A
U

N
、A

S
E

A
N

 
F

o
u

n
d
a

t
io

n
、 メ

ンバ
ー

大
学

、J
I
C

A
が

、A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
の
組
織
的
枠
組
み

を規
定

した
文

書
（C

o
o

p
e

r
a

t
iv

e
 
F

r
a

m
e

w
o

r
k
）に

署
名

した
。こ

の
文

書
に

は
A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
の

目
的

、組
織
構
造

、メ
ンバ

ー
大

学
、事

務
局

、
J
C

C
、運

営
委

員
会

の
役
割

が
明

記
され

て
お

り、
プロ

ジェ
クト

もこ
の
規

定
に

そ
って

運
営

され
て
きた

。
・各

役
割

は
明
確

で
あ

り、
適
切

に
なさ

れ
て

い
ると

評
価

す
る声

が
多

か
った

。

－ ��� －



調
査

項
目

判
断

基
準

・方
法

結
果

大
項

目
小

項
目

4
.
2

訪
問

な
どに

よる
モ

ニ
タリ

ン
グ

活
動

が
頻

度
と効

果
の

面
か

ら適
切

に
な

され
る

＜
補
足

指
標

＞
•
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

の
頻

度
、モ

ニ
タリ

ン
グ

の
結

果
の

フィ
ー

ドバ
ッ

クの
仕
組
み

と実
績

・モ
ニ

タリ
ング

訪
問

は
プロ

ジェ
クト

品
質

保
証

とし
て

の
モニ

タリ
ング

ス
キ

ー
ム

の
一

環
をな

す
もの

で
あ

る。
A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t

は
年
次

定
例

会
議

を
H

I
ス

タッ
フお

よび
学

生
らと

開
催

す
る。

議
題

とし
て

は
、全

て
の

関
連

プロ
グ

ラム
、学

生
との

討
論

とラ
ップ

アッ
プ（

学
生

より
提
起

され
た

こと
に

つ
い

て
、解

決
の

た
め

に
学

部
ス

タッ
フに

喚
起

す
るも

の
）で

あ
り、

アド
バ

イザ
ー

と学
部

ス
タッ

フが
討

議
す

るも
の

で
あ

る。
い
くつ

か
の

H
I

で
は

、新
入

生
へ

の
オ
リエ

ンテ
ー

ショ
ンを

兼
ね

て
、モ

ニ
タリ

ング
ミー

ティ
ング

を持
つ

とこ
ろも

あ
る。

・各
モニ

タリ
ング

訪
問

後
に

は
、レ

ポ
ー

トが
作
成

され
記

録
とし

て
残

され
る。

事
務

局
は

この
記
録

を問
題

履
歴

とす
ると

とも
に

、次
回

訪
問

時
に

お
け

る解
決

度
合

い
の
確
認
資
料

とす
る。

4
.
3
 
S

E
E

D
-
N

e
t
ウ

ェブ
サ

イト
へ

の
訪

問
者

数
が
増
え

る

２０
０５

年
３月

に
S

E
E

D
-
N

e
t
ウ

ェブ
サ

イト
が
構
築

され
て

以
来

、ウ
ェブ

サ
イト

へ
の

訪
問

者
数

が
増
え

てい
る。

•
ウ

ェブ
サ

イト
アク

セ
ス

数
： 

累
積

計
３３

万
件

以
上

 2
0
0
7

年
3

月
時
点

2
0

0
5
 
年

（３
月

以
降

） 
1
1

8
,
8
9
4
 
 

2
0

0
6
 年

 
1

9
1

,
8
9
3
 
 

2
0

0
7
 
年

(
３月

まで
)
 

 
2

1
,
3
3
4
 
 

•
問

い
合

わ
せ
件

数
（e

メー
ル

、電
話

、直
接

訪
問

） 
計

4
0
件

以
上
／

年
•
メー

リン
グ
リス

トメ
ンバ

ー
数

 6
7
6

名

4
.
4
メデ

ィア
で
取

り上
げ

られ
た

数
が

増
え

る

メデ
ィア

で
取

り上
げ

られ
た

数
は

増
え

て
い

る。
•

プレ
ス
取

り扱
い

数
 

2
0

0
2

年
 

 
1

 
件

2
0

0
3

年
 

 
2

 
件

2
0

0
4

年
 

 
4

 
件

2
0

0
5

年
 

3
0

 
件

2
0

0
6

年
 

2
6

 
件

累
積

計
6

3
件

 2
0

0
7

年
3

月
時
点

4
.
5

通
常

の
郵
便

と電
子

的
手

段
（メ

ー
リン

グ
リス

ト）
に

よ
って

配
信

さ
れ

る
S

E
E

D
-
N

e
t
ニ
ュー

ス
レタ

ー
の

数
が

増
え

る

•
 
S

E
E

D
-
N

e
t
ニ
ュー

ス
レタ

ー
は
２０

０５
年

か
ら、

通
常

の
郵
便

と電
子
的

手
段

（メ
ー
リン

グ
リス

ト）
に

よっ
て毎

年
４回

づ
つ

配
信

さ
れ

て
い

る。
２０

０５
年
４回

、２
００

６年
４回

 計
８回

•
ニ
ュー

ス
レタ

ー
は
毎

回
５０

０部
印

刷
され

配
布

（郵
送

、直
接

配
布

）さ
れ

て
い

る。
•
メー

リ ン
グ
リス

トに
よる

配
布

は
、２

００
５年

に
お

い
て

は
２４

３で
、２

００
７年

に
お

い
て

は
６７

６に
増

加
して

い
る。

4
.
6

プロ
ジェ

クト
に

関
与

して
い

る
M

I
な

らび
に

J
S

U
の

教
員

が
、情

報
配

信
シ

ス
テ

ム
、活

動
管

理
体

制
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

ネ
ット

ワ
ー

ク
が

きち
ん

と設
立

さ
れ

た
と評

価
す

る

•
各

大
学

は
うま

く確
立

され
た

と評
価

して
い

る。
•
特

に
事

務
局

に
対

す
る賞

賛
の

声
は

随
所

で
聞

か
れ

た
。し

か
しな

が
ら、

これ
は

現
在

の
事

務
所

へ
の

依
存

度
が

高
い

こと
を示

し、
自
立

発
展

の
た

め
に

は
、新

しい
ス
キ

ー
ム

の
確
立

が
必

要
で

あ
る。

•
 
J
S

U
教

員
は

、情
報

配
信

シス
テム

、活
動

管
理
体
制

、コ
ミュ

ニ
ケ

ー
ショ

ン・
ネ

ット
ワ

ー
クが

確
立

した
と評

価
して

い
る。

具
体
的

に
は

、H
P

の
立
ち上

げ
や

事
務

局
の
体
制

が
強
化

され
機
能

して
い

る点
が
評
価

され
て

い
る。

－ ��� －



調
査
項
目

判
断
基
準
・方

法
結
果

大
項
目

小
項
目

•
（S

E
E

D
-
N

e
t
で
修

士
号
を取

得
した

教
員
の
数
が

2
0

0
8
年

まで
に

2
8

4
人
増
え

る）

－
成
果

1
と同

じ指
標
な
の
で
、成

果
1
で
カバ

ー
す
る。

プロ
ジ
ェク

ト目
標

は
達

成
され

る
と見

込
め

る
か

•
（S

E
E

D
-
N

e
t
で
博

士
号
を取

得
した

教
員
の
数
が

2
0

0
8
年

まで
に

1
4

0
人
増
え

る）

－
成
果

1
と同

じ指
標
な
の
で
、成

果
1
で
カバ

ー
す
る。

目
標

の
「参

加
大

学
（M

I
）の

教
育

お
よ
び

研
究

能
力

が
、参

加
大

学
間

の
活

発
な
交

流
お

よ
び

国
内

支
援

大
学

（J
S

U
）と

の
協

働
関

係
を通

じて
向

上
す

る
」は

達
成
され

る見
込
み
か

元
S

E
E

D
-
N

e
t
の
学

生
が

S
I
に
お
け
る教

育
な
らび

に
研
究

能
力

が
向
上
した

と評
価
す

る。

まだ
そ
れ
ほ
ど卒

業
生
が
多
くな

い
の

で
、S

I
とし

て
教
育
と研

究
能
力
が
向
上
した

か
どう

か
は
今
後
の
経

過
に
より

が
、卒

業
生
へ
の

イン
タビ

ュー
で
は

、留
学
で
学

ん
だ
知

識
や

経
験

を教
育

・研
究

指
導

や
カリ

キ
ュラ

ム
開

発
に
役

立
て
て
い
るの

で
、徐

々
に
向

上
す

ると
考
え
られ

る。
現

状
に
お
い
て
も、

学
問

へ
の

取
り組

み
態

度
に
影

響
を与

え
るこ

とに
より

、教
育

研
究

活
動

が
活

発
とな

った
。こ

れ
に
より

、教
育

省
、科

学
技

術
省

より
の

奨
励

金
の

獲
得

、国
際

的
評

価
ラン

キ
ング

の
向

上
、日

本
他

海
外

との
提

携
お
よび

教
育

研
究

機
会

の
増

加
に
つ
な
が
って

い
ると

の
声
もあ

る。

•
プ
ロ
ジ
ェク

トに
関

す
る
出

版
物

、会
議

に
お

け
る
研

究
発

表
の

数
が
増
え
る

S
E

E
D

-
N

e
t
の
活
動
に
よっ

て
、研

究
発
表
の
数

が
増
加

した
と評

価
して

い
る。

背
景
とし

て
、上

記
、学

問
へ
の
取
り組

み
態

度
へ
の

影
響
お
よび

波
及
効
果
とし

て
研
究
発
表
数
は
増
加
に
つ
な
が
って

い
る。

•
留

学
生

支
援

や
研

究
ファ

ンド
に
お
け
る

M
I

な
らび

に
A

S
E

A
N
諸

国
に

よ
る
コス

トシ
ェ

ア
の

額
と割

合
が

増
え
る

→
この

指
標
自
体
が

M
I

の
能

力
向

上
を
表

す
こ

とに
な

る
の

か
要

検
討

（自
立
発

展
性
あ
るい

は
成

果
レベ

ル
に
落

とし
た

ほ
うが

よい
の
で
は

？

い
ず
れ
の

M
I
に
お
い
て
も、

P
h

2
以
後
の
財
源
確
保
とコ

ス
トシ

ェア
の

重
要
性
に
つ
い
て
は

、認
識
して

い
る。

H
I
に
お
け
る授

業
料
の

免
除
お
よび

S
I
で
の

旅
費
や
研
究
費
の
一
部
負
担
等
、そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
より

、で
きる

範
囲
内
で
の
対

応
を画

策
して

い
る。

さら
に
、

多
くの

場
合
は
、政

府
の
奨

励
策

もあ
って

外
部

リソ
ー
ス
に
目
を向

け
て
い
る。

す
な
わ

ち、
S

E
E

D
-
n
e
t
内
外
の

大
学

、政
府

関
連
機

関
、企

業
等
との

連
携
に
より

、負
担
を軽

減
す
ると

とも
に
研

究
資
金
他

を確
保
す
るも

の
で
あ
る。

•
海

外
か

ら
の

学
生

を
受

け
入

れ
る
た

め
に

新
しい

カリ
キ

ュラ
ム

や
科

目
数

が
増

加
し、

そ
の

内
容
が
改
善

され
る

プロ
ジ
ェク

トに
よっ

て
初
め
て
海

外
の

留
学

生
を受

け
入

れ
始
め
た
の
で
、彼

らの
ニ
ー
ズ
に
合

うよ
うに

コー
ス
ワ
ー
クを

変
更

す
る、

国
内

の
事

例
や

経
験

だ
け
で
な
く国

際
的

な
事

例
や

経
験

を取
り入

れ
た
指

導
に
シ
フト

す
る
な
ど
、内

容
面

で
変

化
が

み
られ

る
。

S
E

E
D

-
n

e
t
で
の
留
学
生

受
入
の
ノウ

ハ
ウ
を着

実
に
身

に
付
け
るな

ど副
次
的
効
果

も見
られ

る。
さら

に
、国

際
化
に
合

わ
せ
て
、カ

リキ
ュラ

ム
の
内
容
に
改
善
を加

える
とと

もに
、プ

ログ
ラム

の
多
様
化
を図

り、
当
初
２よ

り８
プロ

グ
ラム

に
増
加
した

例
もあ

る。

U
M

 
 

•
プ
ロ
ジ
ェク

トに
関

与
して

い
る

M
I
と

J
S

U

の
教

員
が

、プ
ロ
ジ
ェ

研
究
能

力
の

点
は

日
本

の
大

学
教

授
との

共
同
研

究
に
よっ

て
、研

究
内
容
、能

力
お
よび

そ
の

質
が

向
上

した
と多

くの
大

学
で
評
価

して
い
る。

教
育
の
面
で
も、

これ
まで

さま
ざま

な
改
善
点

が
あ
り、

徐
々
に
向
上
して

い
ると

評
価
して

い
る。

－ ��� －



調
査

項
目

判
断

基
準

・方
法

結
果

大
項

目
小

項
目

クト
に

よっ
て

M
I
に

お
け

る
教

育
と研

究
能

力
が

向
上

した
と評

価
す

る
上

位
目

標
は

達
成

され
る
見

込
み

が
あ

るか

•
プロ

ジェ
クト

に
より

直
接
進

め
られ

た
以

外
の

、M
I
、J

S
U

な
ら

び
に
民

間
企

業
との

間
の

共
同

研
究

の
数

が
増
え

る

現
状

に
お

い
て
産

業
界

の
人

材
向

け
に
遠

隔
教

育
の

プロ
グ

ラム
を準

備
して

い
る例

もあ
る。

この
よう

に
徐

々
に
産

業
界

へ
向

け
て

アプ
ロー

チ
して

い
け

ば
共

同
研

究
の

数
も増

加
す

ると
見
込

まれ
る。

他
、で

は
既

に
政
府
外
郭
団
体

、企
業

等
と

M
O

A
を締

結
して

共
同

研
究

を進
め

て
い

る例
もあ

る。
他

、多
くの

大
学

に
お

い
て

、今
後

は
研

究
成

果
を地

域
的

課
題

（再
生

可
能

燃
料

、環
境

、防
災

他
）の

応
用

す
ると

とも
に

、産
学

連
携

を推
進

して
い
くと

して
い

る。
（共

同
研

究
、学

生
イン

ター
ン等

の
交
流

）

上
位

目
標

の
「産

業
界

を
活

性
化

させ
る

工
学

系
の

人
材

を育
成

し、
ア

セ
ア

ン
諸

国
の

長
期

的
な
持

続
的

発
展

を
確

保
す

る」
は

達
成

され
る見

込
み

か
•
 
M

I
の

卒
業

生
あ

るい
は

教
員

の
中

で
A

S
E

A
N

諸
国

で
の

工
学

の
研

究
開

発
活

動
に
従

事
す

る人
の

数
が
増

え
る

ア
セ

ア
ン諸

国
に

お
け

る経
済

発
展

と高
等

工
学

教
育

の
強

化
とい

う社
会

的
ニ

ー
ズ

の
高

ま
りの

な
か

、現
在

もそ
の

人
数

は
増

加
し

て
い

ると
考
え

て
い

るが
、将

来
、修

士
や

博
士

号
を取

得
した

人
数

が
増

加
し、

共
同

研
究

が
活

発
化

す
れ

ば
、工

学
の

研
究

開
発

活
動

に
従

事
す

る人
数

が
さら

に
増

加
す

ると
考

え
て

い
る。

防
災

、環
境

問
題

へ
の

緊
急

的
対

応
等

、地
域

に
お
け

る共
通

課
題

へ
の

ニ
ー
ズ

の
高

まり
が

、こ
の
傾
向

に
拍
車

をか
け

るで
あ
ろう

。

•
 
A

S
E

A
N
各

国
に

お
い

て
、9

の
工

学
分

野
に

お
け

る高
位

学
位

を
持

つ
人

の
数

が
増
え

る

学
問

へ
の
取

り組
み
態

度
と取

り巻
く環

境
が
変
化

す
るこ

とと
、お

よび
S

I
で

の
学

位
取
得
ニ

ー
ズ

が
高

い
こと

、さ
らに

、民
間
企

業
と

の
共

同
研

究
が

活
発
化

す
るこ

とよ
り、

この
傾
向

は
強

まる
と考

え
られ

る。
C

L
M

V
諸

国
の

S
I
の

な
か

に
は

、教
員

ス
タッ

フの
質

・量
の
改
善

に
より

、M
A

コー
ス

を新
設

す
ると

とも
に

H
I
を目

指
す

な
ど、

規
模

の
拡

大
を図

ると
ころ

もあ
り、

研
究

開
発

に
対

応
す

る従
事

者
ニ

ー
ズ

が
生

まれ
て

い
る。

•
 
M

I
と

J
S

U
間

で
大

学
間
協

定
（M

O
U

）の
よ

うな
、交

流
活

動
の

数
が
増
え

る

ほ
ぼ
全

部
の

M
I
に

お
い

て
、プ

ロジ
ェク

トの
実

施
に

よっ
て

、他
の

M
I
の

こと
を知

る機
会

が
増

加
した

結
果

、積
極
的

に
他

の
M

I
と

M
O

U
を締

結
して

交
流

活
動

を実
施

して
い

る。
D

L
S

U
等

、プ
ロジ

ェク
トを

開
始

す
る以

前
の

1
9
8
0

年
代

か
ら既

に
T

I
T

と
M

O
U

を締
結

し、
共

同
研

究
な

ど
交

流
が

あ
った

とこ
ろも

あ
る

が
、各

大
学

とも
共

同
研

究
の

実
施

とネ
ット

ワ
ー

ク強
化

に
影

響
に

より
、

M
O

U
は
着

実
に
増

加
して

い
る。

数
件

か
ら多

い
とこ

ろは
、民

間
企

業
との

提
携

含
め

て
3
0
件
近
くに

達
す

ると
ころ

もあ
る。

実
施

プロ
セ

ス
アセ

アン
諸

国
で

の
M

A

•
 
H

I
： 

ホ
ス

ト大
学

とし
て

、計
画

どお
りの

活
動

に
より

、所
定

の
成

果
が
達
成

され
た

。
•
 
S

I
： 

学
生

の
送

り出
し大

学
とし

て
、計

画
ど

お
りの

活
動

に
よ

り、
所

定
の

成
果

が
達

成
され

た
。

サ
ンド

イン
チ

プロ
グ

ラム
に

よる
P

h
.
D

 
 

•
 
H

I
： 

ホ
ス

ト大
学

とし
て

、計
画

どお
りの

活
動

に
より

、所
定

の
成

果
が
達
成

され
た

。
•
 
S

I
： 

学
生

の
送

り出
し大

学
とし

て
、計

画
ど

お
りの

活
動

に
よ

り、
所

定
の

成
果

が
達

成
され

た
。

サ
ンド

イン
チ

プロ
グ

ラム
の

た
め

の
日

本
へ

の
短

期
訪

問
•
 
H

I
： 

ホ
ス

ト大
学

とし
て

、計
画

どお
りの

活
動

に
より

、所
定

の
成

果
が
達
成

され
た

。
•
 
S

I
： 

学
生

の
送

り出
し大

学
とし

て
、計

画
ど

お
りの

活
動

に
よ

り、
所

定
の

成
果

が
達

成
され

た
。

日
本

で
の

P
h

.
D

計
画

どお
りの

活
動

に
より

、所
定

の
成

果
が
達
成

され
た

。

活
動

の
進
捗

・実
績

活
動

は
計

画
どお

りに
実

施
さ

れ
た

か
 

•
計

画
と実

績
の
比
較

共
同

研
究

計
画

どお
りの

活
動

に
より

、所
定

の
成

果
が
達
成

され
た

。

－ ��� －



調
査

項
目

判
断

基
準

・方
法

結
果

大
項

目
小

項
目

日
本

か
らの

指
導

教
員

の
派

遣
計

画
どお

りの
活

動
に

より
、所

定
の
成

果
が
達
成

され
た

。
分

野
別

セ
ミナ

ー
計

画
どお

りの
活

動
に

より
、所

定
の
成

果
が
達
成

され
た

。
日

本
へ

の
短

期
訪

問
計

画
どお

りの
活

動
に

より
、所

定
の
成

果
が
達
成

され
た

。
M

I
間

で
の

短
期

訪
問

計
画

どお
りの

活
動

に
より

、所
定

の
成

果
が
達
成

され
た

。
プロ

モー
ショ

ン訪
問

計
画

どお
りの

活
動

に
より

、所
定

の
成

果
が
達
成

され
た

。
関

係
組

織
・関

係
者

の
プ

ロジ
ェク

トへ
の

参
加

度
ア

セ
アン

各
国

教
育

省
の

プロ
ジェ

クト
へ

の
関

与
は
適
切

か
•

ア
セ

ア
ン各

国
に

よる
資

金
・人

員
支

援
実

施
内
容

フェ
ー
ズ

1
に

お
け

る各
国

教
育

省
の

関
与

度
は

さほ
どで

は
な

い
が

、フ
ェー

ズ
2

の
準

備
段
階

の
協

議
か

ら大
学

側
は

教
育

省
を巻

き込
む

よう
に

配
慮

して
お

り、
著

しい
成

果
を与

え
て

い
るな

か
、

徐
々

に
関

与
レベ

ル
が

高
まる

と期
待

で
きる

。大
学

に
は

運
営

方
針

や
財
政
面

で
自
治
権

が
あ

る
た

め
、教

育
省

か
ら

M
I
に

対
して

資
金

援
助

を取
り付

け
るの

は
難

しい
よう

で
あ

る。
さら

に
、ど

この
国

の
教

育
省

に
お

い
て
も、

高
等

工
学

教
育

の
人

材
育
成

に
よる

、産
業

発
展

お
よ

び
当

面
す

る課
題
解
決

へ
の
貢
献

に
つ

い
て

、認
識

す
ると

とも
に

、産
学

連
携

の
重

要
性

とそ
れ

に
よる

外
部
資

金
の

調
達

に
お

い
て
も、

今
後

奨
励

して
い
くと

い
うこ

とで
は

共
通

で
あ

る。
一

部
の

国
に

お
い

て
は

、科
学
技
術

省
等

省
庁

が
、委

託
研

究
・調

査
等

を公
募

して
お

り、
これ

に
よっ

て
、研

究
資

金
を一

部
調

達
して

い
る大

学
もあ

る。
M

I
の

プロ
ジェ

クト
の

参
画

度
•
 
M

I
の

プロ
ジェ

クト
活

動
に

対
す

る参
画

度
が

高
い

一
般
的

な
傾
向

とし
て

、S
I
は
直
接
的

な
裨
益

者
とい

う面
で

、参
画

の
意
識

は
高

い
、こ

れ
に

より
、

大
学

とし
て

の
質

の
向

上
とこ

れ
に
付
随

した
評
価
改
善

が
強

い
動

機
づ
け

に
な

って
い

る。
な

か
に

は
H

I
とし

て
学

生
を受

け
入

れ
るよ

うに
な

りた
い

とい
うと

ころ
もあ

る。
H

I
とし

て
も、

大
学

院
プロ

グ
ラム

の
国
際
化

と充
実

、そ
れ

に
より

留
学

生
の
増

加
とい

う恩
恵

が
目

に
見
え

るこ
とよ

り、
強

い
参

画
意
識

を持
って

い
る。

プ
ロ

ジ
ェク

トの
マ

ネ
ジ
メ

ント
体
制

プ
ロ

ジ
ェク

トの
マ

ネ
ジ
メン

ト
体

制
（モ

ニ
タリ

ン
グ

の
仕

組
み

、意
思

決
定
過

程
、事

務
局

や
委

員
会

の
役

割
）は

適
切

か
 

•
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
定

義
・実

施
頻

度
、

フィ
ー

ドバ
ック

方
法

が
設

定
され

て
い

る
•

事
務

局
や

委
員

会
の

役
割

・機
能

が
定

義
され

、機
能

して
い

る
•
意
思
決

定
が

タイ
ム
リー

に
行

わ
れ

る

プロ
ジェ

クト
の
モニ

タリ
ング

は
非
常

に
適
切

で
あ

り、
大

学
側

との
意
見
交
換

、問
題
解
決

、留
学

生
の
ケ

アな
どの

面
で
効

果
をあ

げ
て

い
る。

意
思
決

定
に

つ
い

て
は

タイ
ム
リー

で
あ

り、
プロ

ジェ
クト

の
マ

ネ
ジメ

ント
体

制
は
適
切
だ

った
と評

価
して

い
る。

 
全
般
的

に
マ

ネ
ジメ

ント
体
制

は
、事

務
局

発
足

当
時

より
徐
々

に
改
善

され
て

い
くこ

とに
より

、高
い
満
足

度
を示

す
よう

に
な

った
とさ

れ
る。

た
だ

し、
学

生
の

モニ
タリ

ング
等

に
一

部
改
善

の
余
地

が
あ

ると
の

指
摘

は
あ

る。
（方

法
、頻

度
） 

カ
ウ

ン
ター

パ
ー

トの
配

置
M

I
側

の
人

員
配

置
は

適
切

だ
った

か
•
 
M

I
で

プロ
ジ

ェク
ト活

動
を推

進
す

るた
め

の
人

材
（

A
d

m
in

is
t
r
a

t
iv

e
 

o
r
 

a
c
a

d
e

m
ic

 
s
t
a
f
f
）が

アサ
イン

され
る

大
学

間
で

の
格

差
は

あ
る
もの

の
、コ

ー
デ

ィネ
ー

ター
が

ア
サ

イン
され

て
お

り、
大

学
側

とプ
ロ

ジェ
クト

をつ
な
ぐ貴

重
な
役
割

を果
た

して
い

る。
コー

デ
ィネ

ー
ター

は
ベ
テラ

ンの
職

員
が

アサ
イ

ンさ
れ

て
い

るた
め

、ス
ム

ー
ズ

な
プロ

ジェ
クト

運
営

に
貢
献

して
い

る。

実
施
過

程
で

生
じた

問
題

の
解
決

プ
ロ

ジ
ェク

トの
実

施
過

程
で

生
じて

い
る

問
題

や
効

果
発

現
に

影
響

を
与

え
た

要
因

は
何

か
。

－
事

務
局

の
効
率
的

な
プロ

ジェ
クト

運
営

と各
大

学
で

アサ
イン

され
た

コー
デ

ィネ
ー

ター
と事

務
局

の
適
切

な
連

携
が

、効
率
的

な
プロ

ジェ
クト

運
営

に
貢
献

して
い

ると
考
え

られ
る。

－ ��� －



評
価

グ
リッ

ド 
(
5
項
目
評
価

)
 
v
e
r
.
2
 

評
価

項
目

/
調

査
項

目
大

項
目

小
項

目
判

断
基

準
・方

法
結

果
 

 
 

 

妥
当

性
A

S
E

A
N

諸
国

の
開

発
政

策
との

整
合

性
プロ

ジェ
クト

目
標

、上
位

目
標

は
アセ

アン
諸

国
の

高
等

教
育

政
策

に
合

致
し

て
い

た
か

•
プロ

ジェ
クト

開
始

後
、A

S
E

A
N

諸
国

の
政

策
に

重
要

な
変

更
は

あ
った

か
。あ

った
場

合
、プ

ロ
ジェ

クト
の

方
向

性
と整

合
して

い
るか

。
•
 
A

S
E

A
N

諸
国

の
政

府
の

開
発

計
画

と教
育

政
策

に
お

け
る工

学
系

高
等

教
育

へ
の

ニ
ー

ズ
と

合
致

して
い

た
か

•
 A

S
E

A
N

諸
国

の
政

策
は

各
国

さま
ざま

だ
が

、教
育

省
（あ

るい
は

高
等

教
育

担
当

省
）へ

の
イ

ンタ
ビュ

ー
に

よれ
ば

、各
国

とも
に

「人
材

育
成

」は
優

先
課

題
の

ひ
とつ

で
あ

り、
高

等
教

育
の

国
際

化
や

、工
学

系
人

材
の

増
加

を重
点

課
題

とし
て

掲
げ

て
い

る国
もあ

る。
した

が
って

、
A

S
E

A
N

諸
国

の
政

府
の

教
育

政
策

とプ
ロジ

ェク
トの

内
容

は
合

致
して

い
ると

い
え

る。
•
産

業
の

振
興

と経
済

発
展

の
た

め
に

工
学

系
人

材
の

育
成

は
重

要
な

課
題

で
あ

ると
い

う認
識

に
つ

い
て

も、
各

国
政

府
とプ

ロジ
ェク

トの
内

容
は

合
致

して
い

る。

受
益

者
の

ニ
ー

ズ
との

合
致

プロ
ジェ

クト
目

標
は

参
加

大
学

（M
I
）

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
して

い
た

か
•

同
左

•
アセ

アン
諸

国
で

は
、産

業
界

が
求

め
る人

材
を質

、量
とも

に
高

等
教

育
機

関
で

十
分

に
育

成
で

きて
お

らず
、大

学
は

工
学

系
の

大
学

院
プロ

グ
ラム

を強
化

す
るこ

と、
つ

まり
高

位
学

位
を

取
得

した
教

員
の

数
を増

加
させ

、研
究

活
動

な
どの

質
を向

上
させ

る必
要

が
あ

った
。 

•
大

学
の

中
に

は
、工

学
系

の
教

育
の

質
を国

際
水

準
に

引
き上

げ
る方

針
を掲

げ
て

い
ると

ころ
もあ

り、
国

際
化

へ
の

ニ
ー

ズ
もあ

った
。 

•
この

よう
に

、大
学

の
教

育
と研

究
の

質
の

向
上

、大
学

間
や

日
本

の
大

学
との

ネ
ット

ワ
ー

クを
構

築
す

ると
い

う本
プロ

ジェ
クト

が
MI

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
して

い
た

とい
え

る。
 

改
訂

O
D

A
大

綱
、O

D
A

中
期

政
策

、
わ

が
国

の
高

等
教

育
支

援
政

策
との

関
連

性
は

あ
るか

•
改

訂
O

D
A

大
綱

、O
D

A
中

期
政

策
な

どと
プロ

ジェ
クト

の
整

合
性

•
 A

S
E

A
N

地
域

は
日

本
の

O
D

A
の

重
点

地
域

で
あ

る。
日

本
は

、ア
ジア

諸
国

との
相

互
的

経
済

関
係

を有
して

お
り、

これ
らの

国
々

との
協

力
を推

進
して

い
る。

•
 O

D
A

中
期

政
策

で
は

、重
点

課
題

の
ひ

とつ
とし

て
持

続
的

成
長

を掲
げ

、そ
の

中
で

人
づ

くり
支

援
を推

進
す

ると
明

言
して

い
る。

人
づ

くり
支

援
とし

て
、開

発
途

上
国

に
お

け
る基

礎
教

育
、高

等
教

育
、職

業
訓

練
の

充
実

に
向

け
た

支
援

に
加

え
、日

本
の

高
等

教
育

機
関

へ
の

留
学

生
の

受
入

な
どを

通
じた

幅
広

い
分

野
に

お
け

る人
材

育
成

を支
援

す
ると

あ
り、

この
点

で
プロ

ジェ
クト

の
方

向
性

と合
致

して
い

る。

プロ
ジェ

クト
とア

セ
アン

諸
国

に
対

す
る日

本
の

政
策

との
整

合
性

プロ
ジェ

クト
は

、日
本

の
アセ

アン
地

域
の

援
助

/
協

力
政

策
との

関
連

性
が

あ
るか

•
日

本
の

アセ
アン

地
域

へ
の

協
力

政
策

との
整

合
性

•
プロ

ジェ
クト

は
日

本
政

府
の

科
学

技
術

振
興

政
策

や
アジ

ア重
視

の
政

策
との

整
合

性
が

あ
り、

日
本

の
支

援
大

学
もこ

の
政

策
に

後
押

しさ
れ

る形
で

プロ
ジェ

クト
へ

協
力

して
い

る。
•

日
本

の
O

D
A

大
綱

で
は

、A
S

E
A

N
諸

国
との

関
係

強
化

と域
内

格
差

の
是

正
を日

本
の

O
D

A

の
資

源
を活

用
して

推
進

す
るこ

とを
方

針
とし

て
示

して
い

る。
プロ

ジ
ェク

トで
は

、ホ
ス

ト大
学

が
送

り出
し大

学
の

学
生

を受
け

入
れ

て
高

位
学

位
を授

与
す

るス
キ

ー
ム

を取
って

い
る。

これ
は

、A
S

E
A

N
域

内
に

お
け

る関
係

強
化

と格
差

是
正

の
ツー

ル
で

あ
り、

日
本

の
O

D
A

に
よっ

て
支

援
され

て
い

る南
南

協
力

に
も合

致
して

い
る。

手
段

とし
て

の
妥

当
性

広
域

技
術

プ
ロ

ジ
ェク

トと
した

実
施

さ
れ

た
の

は
妥

当
か

•
バ

イ案
件

とし
て

も実
施

可
能

で
あ

った
か

•
本

プロ
ジェ

クト
は

人
材

育
成

の
み

を目
標

に
掲

げ
た

プロ
ジェ

クト
で

は
な

く、
アセ

アン
諸

国
内

で
の

工
学

系
の

人
的

ネ
ット

ワ
ー

クを
構

築
し、

ア
セ

ア
ン諸

国
の

統
合

や
組

織
的

な
力

をつ
け

る
こと

を
目

的
とし

て
い

る
た

め
、広

域
案

件
とし

て
妥

当
だ

った
とい

え
る

。特
に

人
的

ネ
ット

ワ
ー

クに
つ

い
て

は
、留

学
生

同
士

、留
学

生
と指

導
教

員
の

ネ
ット

ワ
ー

クだ
け

で
な

く、
人

の
輪

の
連

鎖
に

よっ
て

ネ
ット

ワ
ー

クが
自

発
的

に
拡

大
す

るこ
とも

視
野

に
い

れ
て

お
り、

広
域

案
件

とし
て
複

数
国

が
関

与
した

プロ
ジェ

クト
とし

た
の

は
妥

当
だ

った
とい

え
る。

－ ��� －
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項

目
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項
目
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項

目
判

断
基

準
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法
結
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有
効

性
プ

ロ
ジ

ェク
ト目

標
の

達
成

見
込
み

プ
ロ

ジ
ェク

ト終
了

時
ま

で
に

達
成

が
見
込

め
るか

•
プ

ロ
ジ

ェク
トの

実
績

の
検

証
結

果
•

プロ
ジェ

クト
を実

施
した

結
果

、プ
ロジ

ェク
ト終

了
まで

に
、参

加
大

学
間

の
活

発
な
交

流
と国

内
支

援
大

学
（J

S
U

）と
の

協
働

関
係

を通
じて

、参
加

大
学

の
教

育
と研

究
能

力
が

向
上

す
る

と予
想

され
る（

詳
細

は
「実

績
」の

「プ
ロジ

ェク
ト目

標
達

成
」を

参
照

）。
•

た
だ

し、
C

L
M

V
で

の
さら

な
る教

育
と研

究
能

力
の

向
上

、人
的

ネ
ット

ワ
ー

クを
確

固
た

るも
の

に
す

るた
め

の
方

策
、フ

ェー
ズ

1
で

育
成

され
た

人
材

の
活

用
や
リソ

ー
ス

の
共

有
な

ど、
今

後
取

り組
む
べ

き課
題

は
い

くつ
か

あ
る。

因
果

関
係

プロ
ジ

ェク
トの

各
ア
ウ

トプ
ット

は
プロ

ジ
ェク

ト目
標

達
成

に
貢

献
して

い
る

か
、プ

ロジ
ェク

ト目
標

の
達

成
に
貢
献

した
プロ

ジェ
クト

外
の

要
素

は
あ

るか

•
 
P

D
M

の
ロジ

ック
の

確
認

•
ネ

ット
ワ

ー
キ

ン
グ

の
要

素
別

の
貢
献
度

•
プロ

ジェ
クト

目
標

あ
るい

は
アウ

トプ
ット

の
達

成
に
影

響
を
及

ぼ
す

、外
部
条

件
に

相
当

す
る重

要
な

要
因

•
 
M

I
と

J
S

U
へ

の
質
問
票

の
回
答

に
よれ

ば
、各

アウ
トプ

ット
は

プロ
ジェ

クト
目

標
を達

成
す

る
た

め
に

有
効

な
アプ

ロー
チ

だ
った

とい
う意

見
だ

った
。

•
た

だ
し、

フェ
ー

ズ
1

で
は

H
I
の
み

に
研

究
用

の
機

材
供

与
を行

った
の

で
、次

フェ
ー

ズ
で

は
S

I
側

の
ラボ

の
アッ

プグ
レー

ドも
視

野
に

入
れ

て
もよ

い
だ

ろう
とい

う意
見

もあ
る。

＜
プロ

ジェ
クト

外
の

要
素
＞

•
 
M

I
の

中
に

は
、積

極
的

に
海
外

の
大

学
と

M
O

U
を締

結
し、

留
学

制
度

、共
同

研
究

、海
外

教
員

の
招
聘

を推
進

して
い

ると
ころ

もあ
り、

そ
の

よう
な

本
プロ

ジェ
クト

外
の

活
動

もプ
ロジ

ェク
ト目

標
へ

あ
る程

度
は
貢
献

して
い

ると
考

え
られ

る。
•
ベ

トナ
ム

、イ
ンド

ネ
シア

、タ
イ等

では
政

府
奨

学
金

な
どを

拠
出

し、
高

等
教

育
機

関
へ

の
支

援
が
行

わ
れ

て
い

る。
プ

ロ
ジ

ェク
ト目

標
達

成
の

外
部

条
件

の
影
響

は
あ

った
か

。
「M

I
で

大
学

院
プ

ログ
ラム

を修
了

し
た

教
員

が
大

学
に

留
ま

る
」「

高
等

教
育

関
連

の
人

材
市

場
が

劇
的

に
変

化
しな

い
」

•
外

部
条

件
の

発
現

状
況

とプ
ロ

ジェ
クト

へ
の
影
響
度

•
大

学
院

プロ
グ

ラム
修

了
生

は
、ほ

ぼ
母

校
に
戻

って
教

鞭
を取

って
い

るか
、修

士
修

了
生

の
場

合
博

士
課

程
に

進
ん

で
い

る教
員

が
多

い
た

め
、教

員
の

歩
留

ま
り率

は
高

い
と考

え
られ

る。
•

学
生

へ
の

イン
タビ

ュー
で

も、
卒

業
後

は
母
校

に
戻

って
L
e
c
t
u
r
e
r
か

F
a
c
u
lt
y
 
s
t
a
f
f
とし

て
学

生
を教

え
ると

回
答

した
学

生
が
多

か
った

。

プロ
ジ

ェク
ト目

標
達

成
の

促
進

・阻
害

要
因

は
な

に
か

。
－

＜
プロ

ジェ
クト

目
標
達

成
の
促

進
要
因
＞

•
 
M

I
の
マ

ネ
ジメ

ント
（ト

ップ
）レ

ベ
ル

の
コミ

ット
メン

トの
高

さ、
J
S

U
の

協
力

とコ
ミッ

トメ
ント

な
どが

挙
げ

られ
る。

効
率

性

アウ
トプ

ット
の

産
出

状
況

ア
ウ

トプ
ット

は
達

成
され

て
い

る
か

、
達

成
され

ると
見
込

め
るか

•
実
績

の
検
証

結
果

•
成

果
1
～

4
とも

に
成

果
が

出
て

い
るが

、M
I
の

教
員

の
質

向
上

、H
I
の

大
学

院
プロ

グ
ラム

の
質

向
上

に
つ

い
て

は
、未

だ
ニ

ー
ズ

が
あ

り、
人

的
ネ

ット
ワ

ー
ク、

S
E

E
D

-
N

e
t

の
運
営
体
制

の
確

立
に

つ
い

て
は

、基
礎

は
築

か
れ

た
が

、ま
だ
自

立
的

に
発

展
で

きる
レベ

ル
に

は
達

して
い

な
い

。詳
細

は
「実

績
の

成
果

」の
項

を参
照

。
因

果
関

係
ア
ウ

トプ
ット

を産
出

す
るた

め
に

活
動

は
十

分
だ

った
か

 
•

活
動

の
完

了
状

況
とロ

ジ
ック

の
確

認
•
 
M

I
へ

の
質

問
票

に
よる

と、
ア

プト
プッ

トを
産

出
す

るた
め

に
各

活
動

は
十

分
だ

った
とい

う意
見

が
多

くを
占

め
た

。
•

各
活

動
の

内
容

に
つ

い
て
全
般

的
に
満
足
度

は
高

い
が

、フ
ェー

ズ
2

に
向

け
て

の
改

善
点

な
ど

が
M

I
か

ら出
され

て
い

る。
（F

W
S

、サ
ンド

イッ
チ
博
士

課
程

、博
士

課
程

の
期

間
な

ど）

－ ��� －



評
価

項
目

/
調

査
項

目
大

項
目

小
項

目
判

断
基

準
・方

法
結

果
ア
ウ

トプ
ット

達
成

の
た

め
の

外
部

条
件

「全
て

の
MI

が
活

動
に

対
して

協
力

的
で

あ
る」

「日
本

の
OD

A
が

大
幅

に
削
減

され
な

い
」「

MI
が
予
算

を維
持

す
る」

の
影
響

は
あ

った
か

 

•
左
記
外
部
条
件

の
発
現
状
況

•
 
M

I
の
コミ

ット
メン

トレ
ベ

ル
は
全
般

的
に
非
常

に
高

く、
プロ

ジェ
クト

が
進
む

に
つ

れ
て

関
与
度

も高
くな

って
お

り、
問

題
は

な
か

った
。

•
 
J
I
C

A
で

の
本

プロ
ジェ

クト
に

対
す

る予
算
措
置

は
きち

ん
と講

じら
れ

て
お

り、
プロ

ジェ
クト

期
間

中
は
予
算

が
確
保

され
て

い
た

。
•
 
M

I
側

の
予
算
措
置

は
大

学
に

よっ
て

差
異

は
あ

るが
、プ

ロジ
ェク

トが
進
む

に
つ

れ
て

増
加

し
て

お
り、

外
部
条
件

は
満

た
され

て
い

ると
い

え
る。

投
入

の
質

・量
・投

入
の

タイ
ミン

グ
は

適
切

だ
った

か
（機

材
、M

Iの
人

材
、タ

イ側
の

人
員

配
置

、専
門

家
の

投
入

、
資
金

、施
設

な
ど）

 

•
計

画
と実

績
の
比
較

•
投

入
とア

ウ
トプ

ット
の

関
係

分
析

•
全
般

的
に
投

入
の

質
、量

、タ
イミ

ング
は

適
切

だ
った

とい
え

る。
•
 
A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
事
務
局

で
は

、プ
ロジ

ェク
トの

事
務

・管
理
能

力
を補

完
す

るた
め

に
、現

地
ス

タッ
フが

採
用

され
て

お
り、

効
率

よく
プロ

ジェ
クト

の
運
営

が
管
理

され
て

い
る。

•
た

だ
し、

機
材

の
調
達

が
遅

れ
て

研
究

の
進

捗
に
影
響

を及
ぼ

した
ケ

ー
ス

が
あ

った
よう

で
、

調
達
シス

テム
を効

率
化

して
欲

しい
とい

う意
見

もあ
った

。
•

また
、 M

I
か

らは
J
S

U
の

教
員

の
短

期
派
遣

が
短

い
た

め
3
-
4
週

間
程
度
滞
在

して
欲

しい
と

い
う要

望
もあ

った
。

投
入

の
適
切

さ

日
本

ア
セ

ア
ン
ファ

ン
ドの

投
入

は
適

切
か

 
 

－
•

日
本

アセ
アン

ファ
ンド

の
投

入
実
績

（評
価

は
中

間
評

価
時

点
で
完
了

）

効
率

性
を
促

進
・阻

害
した

要
因

プロ
ジ

ェク
トの

実
施

プロ
セ

ス
の
効
率

性
に
影

響
を与

え
て

い
る要

因
は

な
に

か
 

•
広

域
技

術
プ

ロジ
ェク

トと
した

こ
とで

効
率

性
が
損

な
わ

れ
た

か
な

ど

•
広

域
案
件

で
あ

った
が

、事
務
局

の
マ

ネ
ジメ

ント
効
率

の
高

さ、
M

I
側

の
経
験
豊
富

な
コー

デ
ィ

ネ
ー

ター
の
配
置

な
どが

プロ
ジェ

クト
の

効
率

性
を高

め
た

とい
え

る。

イン
パ

クト
上

位
目

標
達

成
の
見
込
み

上
位

目
標

の
達

成
の
見
込
み

は
あ

る
か

。そ
れ

は
プロ

ジェ
クト

目
標
達

成
の

結
果

もた
らさ

れ
ると

考
え

られ
るか

•
プ

ロ
ジ

ェク
ト目

標
の

達
成

度
の

確
認

と今
後

の
見

通
し

•
 
P

D
M

の
ロジ

ック
の

確
認

•
「産

業
界

を活
性

化
させ

る工
学

系
の

人
材

を育
成

し、
アセ

アン
諸

国
の

長
期

的
な

持
続

的
発

展
を確

保
す

る」
とい

う上
位

目
標
自
体

は
、非

常
に

大
きな

目
標

で
あ

り、
そ

の
達

成
の
見
込
み

を評
価

す
るの

に
は

時
期
尚
早

で
あ

り、
この

上
位

目
標
達

成
に

は
多

くの
要

素
が
絡
ん

で
くる

と考
え

られ
る。

•
た

だ
し、

「実
績

」で
述
べ

た
よう

に
、「

M
I
，J

S
U

な
らび

に
民

間
企

業
との

間
の
共

同
研

究
の

数
の

増
加

」「
M

I
と

J
S

U
間

で
覚
書

協
定

（M
O

U
）の

よう
な

、交
流

活
動

の
数

の
増

加
」に

つ
い

て
、既

に
そ

の
よう

な
活

動
を進

め
い

て
い

る
M

I
もあ

る。

•
 
J
S

U
の
意
見

に
よれ

ば
、「

上
位

目
標
達

成
の

た
め

に
は

、M
I
が

同
じレ

ベ
ル

あ
るい

は
そ

れ
以

上
の
レベ

ル
で

域
内

ネ
ット

ワ
ー

クを
維

持
して

人
材

育
成

を継
続

的
に

実
施

して
い

くこ
とが

必
要

」と
の
意
見

が
あ

った
。教

育
の

質
を高

め
るに

は
、基

礎
的

な
設
備

の
拡

充
、修

了
生

の
帰

国
後

の
研

究
支

援
や

資
金

支
援

、さ
らに

分
野

を超
え

た
ネ

ット
ワ

ー
クの

形
成

や
産

業
界

との
つ

な
が

りを
作

れ
るよ

うな
仕
組
み
作

りが
必

要
との

意
見

で
あ

る。
因

果
関

係
上

位
目

標
の

達
成

に
影

響
を
及

ぼ
す

要
因

は
あ

るか
。

•
プ

ロ
ジ

ェク
ト目

標
レ
ベ

ル
に

影
響

を与
え

る外
部
条
件

の
発
現

•
そ

の
他

の
要
因

分
析

•
上

位
目

標
の

達
成

に
及
ぼ

す
外

部
条

件
とし

て
「ア

セ
ア

ン諸
国

の
政

府
が

、共
同

研
究

を推
進

す
るた

め
に

ア
セ

ア
ンの

ネ
ット

ワ
ー

クを
サ

ポ
ー

トす
る」

こと
が

ひ
とつ

の
条

件
だ

が
、こ

れ
ま

で
の

とこ
ろ、

各
国

政
府

か
らは

域
内

協
力

に
関

して
肯

定
的

な
コメ

ント
が

得
られ

て
い

る
の

で
、影

響
は

な
い

と考
え

られ
る。

－ ��� －



評
価

項
目

/
調

査
項

目
大

項
目

小
項

目
判

断
基

準
・方

法
結

果
•

さら
に

ア
セ

ア
ン諸

国
の

政
府

に
は

、ア
カデ

ミッ
ク面

、産
業

面
で

の
人

材
交

流
を制

限
す

るよ
うな

動
きも

な
い

た
め

、こ
の
条
件

も現
在

の
とこ

ろ満
た

され
て

い
る。

•
上
記

で
J
S

U
側

の
意
見

とし
て
記

述
した

よう
に

、域
内

ネ
ット

ワ
ー

クの
維

持
、ネ

ット
ワ

ー
クを

通
じた

さら
な

る共
同

研
究

の
発

展
が

必
要

で
あ

り、
そ

の
た

め
に

は
外
部

の
資

金
を確

保
す

る
必

要
が

あ
ると

い
え

る。

そ
の
他

の
イン

パ
クト

（波
及

効
果

等
）

プロ
ジェ

クト
の
枠
組
み
以

外
で

発
生

し
た

プ
ラス

・マ
イナ

ス
の

イン
パ

クト
は

あ
るか

。

広
域

案
件

で
あ

る
が

ゆ
え

に
もた

らさ
れ

た
イン

パ
クト

は
あ

るか
。

－
•
プロ

ジェ
クト

開
始
前

は
、ア

セ
アン

諸
国

は
地

理
的

に
近
接

して
い

るに
もか

か
わ

らず
、ア

セ
ア

ンの
大

学
教

員
・学

生
は

、お
互

い
の

国
を訪

問
す

る機
会

が
少

な
く相

互
理
解

が
進
ん

で
い

な
か

った
。プ

ロジ
ェク

トに
よっ

て
、ア

セ
アン

諸
国

の
相

互
理
解

や
文

化
交
流

が
進
み

、将
来

の
アセ

アン
統

合
に

向
け

て
、共

通
理
解

・信
頼

関
係

の
促

進
に
貢
献

した
とい

え
る。

 
•
 
M

I
の

中
に

は
、日

本
の

大
学

、M
I
の

あ
る大

学
と遠

隔
教

育
の
カリ

キ
ュラ

ム
開

発
を進

め
よう

とし
て

い
る大

学
もあ

る。
•

タイ
、イ

ンド
ネ
シア

、ベ
トナ

ム
等

では
政

府
が

M
I
以
外

の
大

学
の

教
員

の
能

力
向

上
を目

指
して

奨
学
金
制
度

を
A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
の
枠

内
で

実
施

し始
め

た
。

•
海
外

か
らの

留
学

生
を受

け
入

れ
るこ

とに
よっ

て
、M

I
の
マ

ネ
ジメ

ント
側

も留
学

生
の

受
入

の
ノウ

ハ
ウ

を身
に
付

け
、他

の
奨

学
金

プロ
グ

ラム
に
共

同
研

究
の

スキ
ー

ム
を取

り入
れ

る
な

ど、
S

E
E

D
-
N

e
t
の

経
験

を活
か

した
り、

事
務

職
員

が
英
語
能

力
を身

に
付

け
て

留
学

生
の

ケ
アに

力
を入

れ
始

め
た

な
どの

効
果

もあ
る。

さら
に

、留
学

生
を受

け
入

れ
始

め
た

こと
に

よっ
て

、現
地

の
学

生
も刺

激
を受

け
学
部
自
体

が
活

性
化

した
とい

う効
果

もあ
る。

•
ホ

ス
ト大

学
とし

て
活

動
を推

進
す

るう
ちに

、ホ
ス

ト分
野

の
枠
組
み

を超
え

て
大

学
全
体

の
研

究
活

動
が

活
性

化
した

例
もあ

る。
•
20

04
年

10
月
に
発
生
した

イン
ド洋

津
波
の

直
後
に

AU
N/

SE
ED

-N
et

で
自
然
災
害

WS
を開

催
し、

ジョ
グ

ジャ
カル

タの
地

震
発

生
後

は
FW

Sと
国

際
シン

ポ
ジウ

ム
を開

催
した

。そ
の

中
で

、対
応

策
を議

論
した

。地
震

に
関

して
は

地
質

の
観

点
か

ら論
文

をま
とめ

、イ
ギ
リス

で
の

学
会

で
論
文
賞

を受
賞

した
。こ

れ
らを

きっ
か

け
に

分
野

を横
断

す
る学

際
的

な
分

野
へ

の
対
応

の
必

要
性

が
認

識
され

た
。

•
この

後
、さ

らに
防

災
関

連
の

アセ
アン

間
、ア

セ
アン

と日
本

の
つ

な
が

りが
強

化
され

た
。ア

セ
アン

で
は

、チ
ュラ

ロン
コン

大
学

で
地
震

関
連

分
野

の
人

材
育

成
が

始
まっ

た
例

や
、東

工
大

の
C

O
E

プロ
グ

ラム
（都

市
防
災

）の
活

動
に
バ

ンド
ン工

科
大

学
、ガ

ジャ
マ
ダ

大
学

、チ
ュ

ラロ
ンコ

ン大
学

な
どの

教
員

が
参

加
した

例
が

あ
る。

東
工

大
とチ

ュラ
ロン

コン
大

学
の

間
で

防
災

に
関

す
る遠

隔
講
義

も実
施

され
るよ

うに
な

った
。

•
帰

国
した

留
学

生
が

各
国

で
抱

え
て

い
る共

通
課

題
に

関
す

る共
同

研
究
体
制

を形
成

す
るな

どの
連
携

が
生

まれ
て

い
る。

例
えば

、電
力

工
学

で
チ

ュラ
ロン

コン
大

学
に

留
学

して
い

た
卒

業
生

が
母
校

の
ガ

ジャ
マ
ダ

大
学

に
戻

った
後

も、
ガ

ジ
ャマ

ダ
大

学
も巻

き込
ん

で
チ

ュラ
ロン

コン
大

学
の

教
員

との
共

同
研

究
を始

め
て

い
る。

•
 
S

E
E

D
-
N

e
t
同
窓

生
の

留
学
校
別

の
ウ

ェブ
サ

イト
が

、修
了

生
の
自

発
的

な
活

動
で
立
ち上

が
って

い
る。

ウ
ェブ

サ
イト

で
は

出
身
校

で
の

同
窓

生
の
幹
事
役

の
連
絡

先
が

掲
載

され
て

い
る。

この
よう

に
修
了

生
の

人
材

ネ
ット

ワ
ー

ク活
動

も確
実

に
根

を広
げ

て
い

る。
自

立
発

展
性

－ ��� －



評
価
項
目

/
調
査
項
目

大
項
目

小
項
目

判
断
基
準
・方

法
結
果

プロ
ジェ

クト
効
果
の
持
続

性
プロ

ジェ
クト

目
標
の
達
成
に
よる

プロ
ジェ

クト
の
効
果
は
援
助
終

了
後
も維

持
され

る見
込
み
は
あ
るか

•
これ

まで
持
続
発
展
性
に
関
し

て
、ど

の
よう

な
施
策
が
とら

れ
、

そ
の
成
果
は
どう

で
あ
った

か

•
プロ

ジェ
クト

目
標
は
達
成
され

つ
つ
あ
ると

い
え
、プ

ロジ
ェク

ト終
了
後
も送

り出
し大

学
に

戻
った

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
の
卒
業

生
が
、母

校
へ
留
学
で
得
た
知
識
や
経
験
をフ

ィー
ドバ

ック
して

い
くと

い
う点

で
、こ

の
効
果
は
維
持
され

ると
考
え
られ

る。
•
しか

し、
全
般
的
に
教
育
の
質
や
研
究

能
力
は
大
学
に
よっ

て
は
向
上
途
中
で
あ
り、

域
内
の
人

的
ネ
ット

ワ
ー
クも

形
成
され

て
きて

い
るが

、今
後
もさ

らに
強
化
し、

ネ
ット

ワ
ー
クが

強
固
な
も

の
に
な
るよ

うに
配
慮
す
る必

要
が
あ
る。

プロ
ジェ

クト
の
効
果
の
持
続
性
に
影

響
を及

ぼ
す
要
因
は
あ
るか

（ど
の
よ

うな
能
力
，活

動
，支

援
が
プロ

ジェ
ク

トの
終
了
後
、便

益
の
継
続
をも

た
ら

す
か
）

－
•
 
M

I
と

J
S

U
へ
の
質
問
票
に
よれ

ば
、最

も効
果
に
影
響
を与

え
る項

目
は
、奨

学
金
の
財
源
、

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
事
務
局
の
マ
ネ
ジメ

ント
能
力
、H

I
を含

め
た

M
I
の

キ
ャパ

シテ
ィー

、共
同

研
究
活
動
、日

本
の
大
学
か
らの

支
援
で
あ
る。

•
 
M

I
間
の
短
期
訪
問

や
F

W
S
は
、M

I
間
の
コス

トシ
ェア

に
よっ

て
あ
る程

度
の
活
動
レベ

ル
は

維
持
で
きる

と考
え
る

M
I
もあ

るが
、国

に
よっ

て
は
そ
の
よう

な
費
用
の
拠
出
も困

難
だ
と思

わ
れ
る。

政
策
面
の
自
立
発
展
性

今
後
も政

策
的
な
支
援
（教

育
省
の
政

策
面
、大

学
自
身
の
方
針
）を

得
るこ

と
が
で
きる

か
。

•
教
育
省
の
政
策

•
 
M

I
の
方
針

•
教
育
省
、大

学
の
マ
ネ
ジメ

ント
レベ

ル
へ
の
イン

タビ
ュー

に
よる

と、
各
国
か
らフ

ェー
ズ

2
で

も政
策
的
な
支
援
を得

られ
るこ

とが
確
認
され

て
い
る。

制
度
面
の
自
立
発
展
性

プロ
ジェ

クト
で
確
立
され

た
制
度
は
維

持
され

、発
展
す
るか

•
 
S

E
E

D
-
N

e
t
の
機
能
が
維
持
あ

るい
は

M
I
独
自
で
発
展
させ

る
こと

が
で
きる

か
•
事
務
局
が
担
って

い
る機

能
が

維
持
され

るか

•
本
プロ

ジェ
クト

で
S

E
E

D
-
N

e
t
の
仕
組
み
の
基
礎
が
で
きた

と判
断
で
きる

が
、M

I
独
自
で
こ

の
制
度
を維

持
しそ

の
機
能
を発

展
させ

て
い
くに

は
、ま

だ
支
援
が
必
要
だ
と判

断
で
きる

。今
後
は
、M

I
側
で

S
E

E
D

-
N

e
t
を運

営
して

い
け
るよ

うに
、事

務
局
が
担
って

い
る機

能
な
どを

委
譲
して

い
く必

要
が
あ
る。

技
術
面
の
自
立
発
展
性

プロ
ジェ

クト
で
蓄
積
され

た
技
術
や

ノ
ウ
ハ

ウ
が
プロ

ジェ
クト

終
了
後
も維

持
され

るか

•
教
育
・研

究
水
準
は
自
立
的
に

向
上
で
きる

か
•
ネ
ット

ワ
ー
クは

維
持
され

、自
立
的
に
発
展
で
きる

か

•
本
プロ

ジェ
クト

で
、工

学
系
の
人
材
育
成
を実

施
し、

教
育
や
研
究
の
質
を向

上
で
きる

人
材
の

基
盤
整
備
が
で
きた

とい
え
る。

しか
し、

プロ
ジェ

クト
終
了
後
、M

I
独
自
で
教
育
・研

究
水
準
を

向
上
で
きる

レベ
ル

に
は
達
して

お
らず

、ま
だ
日
本
人

専
門
家
の
アイ

デ
ィア

や
サ
ポ
ー
トが

必
要
で
あ
る。

•
人
的
ネ
ット

ワ
ー
クに

関
して

も、
本
プロ

ジェ
クト

で
そ
の
基
盤
が
整
備
され

、ネ
ット

ワ
ー
クが

機
能
し始

め
て
い
る。

しか
しこ

の
ネ
ット

ワ
ー
クを

恒
常
的
な
もの

に
す
るた

め
に
は
さら

な
る取

り組
み
が
必
要
で
あ
り、

そ
の
た
め
に
は
、日

本
人
専
門
家
や

J
S

U
の
知
識
・経

験
、

S
E

E
D

-
N

e
t
事
務

局
の
サ
ポ
ー
トが

必
要
で
あ
ると

い
え
る。

プロ
ジェ

クト
で
供
与
され

た
機
材
は

維
持
され

るか
•
予
算
、人

員
が
きち

ん
と配

分
さ

れ
るか

、維
持
管
理
体
制
が
整

備
され

て
い
るか

•
現
在
の
とこ

ろ、
プロ

ジェ
クト

で
供
与
され

た
機
材
に
大
きな

問
題
は
な
い
が
、M

I
に
よっ

て
は

全
般
的
に
機
材
の

維
持
管
理
や
予
算
が
確
実
に
措
置
され

て
い
な
い
ケ
ー
ス
もあ

り、
今
後
モニ

タリ
ング

す
る必

要
が
あ
る。

財
政
面
の
自
立
発
展
性

今
後
プロ

ジェ
クト

で
実
施
した

活
動
を

継
続
して

い
くた

め
の

予
算
が

M
I
で
講

じら
れ
るか

•
これ

まで
の

M
I
の
負
担
額
・割

合
•
 
M

I
の
コミ

ット
メン

ト

•
コス

トシ
ェア

の
点

は
、プ

ロジ
ェク

ト開
始
か
ら徐

々
に
負
担
金
額
が
増
加
し、

内
容
も多

岐
に

わ
た
るよ

うに
な
った

。こ
れ
まで

1
1
の

M
I
か
ら修

士
・博

士
プロ

グ
ラム

の
奨
学
金
、

E
x
t
e

n
s
io

n
 
F

e
e
の

免
除
、論

文
出
版
費
の
面
で
コス

トシ
ェア

が
あ
り、

総
額

1
,
4
1
8
,
6
0
5
 

U
S

D
に
な
って

い
る（

総
事
業
予
算
の
約

7
%
）。

これ
以
外
に
もラ

ボ
の
整
備
や
研
究
費
の
一
部

支
援
とい

う形
で

M
I
が
費
用
を負

担
して

い
るこ

とも
あ
る。

•
今
後
、M

I
で
は

ミャ
ンマ

ー
な
どコ

ス
トシ

ェア
が
難
しい

国
もあ

るが
、シ

ンガ
ポ
ー
ル
、フ

ィリ
ピ

ン、
マ
レー

シア
、イ

ンド
ネ
シア

、カ
ンボ

ジア
の
大
学
か
ら奨

学
金
、旅

費
一

部
負
担

な
どの

コ
ス
トシ

ェア
の
コミ

ット
メン

トが
得
られ

て
い
る。

•
上
記
の
よう

な
コス

トシ
ェア

の
コミ

ット
メン

トが
得
られ

て
い
るが

、現
時
点
で
は

外
部
リソ

ー
ス

－ ��0 －



評
価
項
目

/
調
査
項
目

大
項
目

小
項
目

判
断
基
準
・方

法
結
果

の
支
援
が
な
い
場
合
は
、現

状
と同

じレ
ベ
ル
の
活
動
を維

持
す
るこ

とは
困
難
で
あ
る。

特
に

資
金
面
は
プロ

ジェ
クト

の
活
動
を維

持
す
るた

め
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り、

今
後
は
競

争
資
金
の
獲
得
や

A
S

E
A

N
連
帯
基
金
か
らの

援
助
な
ど外

部
ソー

ス
の
活
用
を促

進
す
る、

あ
るい

は
、「

集
中
と選

択
」の

観
点
か
らよ

り費
用
対
効
果
の
高
い

S
E

E
D

-
N

e
t
の
枠
組
み
を構

築
す
るな

どの
工

夫
が
必
要
で
あ
る。

－ ��� －



M
I
及
び
事
務
局
質
問
票
まと

め
2
0
0
7
/
6
/
2
1

M
I
は

2
0
0
7
年

6
月

1
8
日
時
点
で

1
2
大
学

1
2
名
か
ら回

答
。事

務
局
は

2
0
0
7
年

5
月

6
日

時
点
で
日
本
人
か
ら

5
名
、タ

イ人
か
ら

9
名
回
答
。

表
中
：M

I
とあ

るの
は

M
I
か
らの

回
答
の
計
、日

とあ
るの

は
事
務
局
（日

本
人
）か

らの
回
答
の
計
、タ

イと
ある

の
は
事
務
局
（タ

イ人
）か

らの
回
答
の
計
、

事
務
局
とあ

るの
は
事

務
局
全
体
の
回
答
の
計
を示

す
。

文
書
で
は
無
印
は

M
I
か
らの

コメ
ント

など
、(
事

)
とあ

るの
は
事
務
局
か
らの

コメ
ント

など
、(
双

)
とあ

るの
は
双
方
か
らコ

メン
トな

どが
あっ

た
こと

を示
す
。

PA
RT

1 
実

績
とプ

ロセ
ス 

1
.
1

これ
まで

の
プ
ロジ

ェク
ト達

成
度

合
い

は
どう

か

(
名

)

 
M

I
事
務
局

日
タイ

計
画
どお

りよ
くで

きた
1
2

1
0

2
 

8

多
少
遅
れ
気
味
で
ある

が
たい

した
こと

は
ない

0
3

2
 

1

か
なり

遅
れ
てい

る
0

0
0
 

0

ほ
とん

どの
回
答
が
計
画
通
りよ

くで
きた

と回
答
して

い
る。

そ
の
他
、コ

メン
トと

して
は
、

�
(
双

)
M

I
の
人
的
資
源
開
発
の
面
で
、目

標
に
達
して

い
る。

�
実
施
プ
ロセ

スも
順
調
か
つ
透
明
性
が
高
い
こと

か
ら評

価
す
る。

モ
ニタ

リン
グお

よび
フォ

ー
ドバ

ック
も機

能
して

い
る。

�
(
双

)
大
学
側
は
プ
ロジ

ェク
トへ

コミ
ット

した
。ま

た
、事

務
局
、J

I
C

A
お
よび

M
I
の
協
働
に
よる

もの
で
ある

。
�

分
野
別
セ
ミナ

ー
お
よび

共
同
研
究
に
より

、Ａ
ＳＥ

ＡＮ
域
内
お
よび

日
本
の
大
学
との

ネ
ット

ワー
クが

築
か
れ
た
。

�
(事

)「
多
少
遅

れ
気
味
で
あ
る
が
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
し
た
理
由
と
し
て
、
一
部
の
ホ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
大
学
に
お
い
て
事
業
の
初
年
度
お

よ
び
第
２
年
度
の
活
動
が
予
定
通
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
 

�
(事

) 
当
時
の
総
括
調
整
員
の
努
力
も
あ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
は

20
03

年
の
か
ら
少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
、
今
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ

ッ
フ
も
ま
と
も
で
非
常
に
上
手
く
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
当
初
計
画
や

PD
Mに

則
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
を
進
め
た
、
と
い
う

訳
で
は
な
く
、
実
際
の
状
況
に
応
じ
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
方
針
を
変
更
し
た
点
も
あ
り
ま
す
。
 

《改
善
す
べ
き点

》
�

(
双

)
2
年
の
修
士
課
程
は
適
切
で
ある

が
、サ

ンド
イッ

チ
プ
ログ

ラム
に
よる

博
士
課
程

3
年
の
年
限
は
不
十
分
な面

もあ
る。

全
般
的
に
３
年
間
と
い
う

限
ら
れ
た
研
修
期
間
の
中
で
奮
闘
中
で
あ
り
、
必
ず
し
も
期
間
内
で
終
了
で
き
ず
、
半
年
ほ
ど
の
延
長
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
る
。

1
.
2

プ
ロジ

ェク
ト活

動
に

対
す

る大
学

院
とし

て
の
参

加
度

合
い
は
ど

うか

(
名

)

 
M

I
事
務
局

日
タイ

満
足

1
2

1
2

3
9

不
満
足

0
0

0
0

わ
か
らな

い
/
判
断
で
きな

い
-

�
(
双

)
全
回
答
が
満
足
と回

答
して

い
る。

－ ��� －

3. メンバー大学及び AUN/SEED-Net 事務局へのアンケート結果要約



1
.
3

上
位

目
標

に
つ

い
て

、つ
ぎ

の
事

象
は

起
こり

えた
か

(
名

)

あ
て
は

まる
あ
る程

度
は

あ
て
は

まる
あ
て
は

まら な
い

1
)

アセ
アン

諸
国

に
お

ける
工

学
研

究
開

発
の

活
動

に
従

事
す

る
M

I
修

了
生

ある
い

は
学

部
スタ

ッフ
が

増
加

した
1

2
0

0
 

2
)

アセ
アン

諸
国

に
お

ける
9

分
野

に
つ

い
ての

高
位

学
位

取
得

の
技

術
者

が
増

加
した

1
1

1
0

 

3
)
 
M

Ｉと
J
S

U
との

間
の

覚
書

署
名

の
よう

な、
ネ

ット
ワー

ク促
進

活
動

が
増

加
した

6
5

1
 

4
)

プ
ロジ

ェク
トに

よる
直

接
的

な促
進

の
他

に
、M

I
,
 

J
S

U
お

よび
プ

ライ
ベ

ー
トセ

クタ
ー

の
間

で
の

共
同

研
究

が
増

加
した

7
4

1
 

�
(事

)「あ
て

は
まる

」「
ある

程
度

は
あて

は
まる

」の
双

方
に

該
当

す
ると

い
う回

答
あり

。そ
の

理
由

は
、「

大
学

・分
野

に
より

差
異

が
ある

」或
い

は
『部

分
的

に
Ye

sだ
が

全
体

とし
ては

Sli
gh

tly
で

は
ない

』た
め

「2
つ

の
回

答
の

中
間

が
適

して
い

る」
とい

う意
味

で
回

答
した

。 
�

(事
) 殆

どの
学

生
受

入
ホス

ト校
で

、あ
る程

度
まと

まっ
た数

の
外

国
人

学
生

受
入

始
め

たの
は

当
プ

ロジ
ェク

トの
域

内
留

学
が

契
機

に
なっ

てい
て、

そ
れ

以
前

は
制

度
は

あっ
ても

１人
程

度
また

短
期

の
受

入
など

で
あっ

た場
合

が
殆

どの
ため

、実
質

的
な彼

らの
int

ern
ati

on
al 

pro
gra

m
向

上
に

は
間

違
い

無
く寄

与
して

い
る。

 

1
.
4

プ
ロジ

ェク
ト目

標
に

つ
い

て
、つ

ぎ
の

事
象

は
起

こり
え

た
か

(
事

1
.
3
)

(
名

)

あ
て
は

ま る
あ
る程

度
は

あ
て
は

まる
あ
て
は

ま
らな

い
M

I
1

0
2

0
 

事
務

局
1

2
3

 

日
4

2
0

 

１）
プ

ロジ
ェク

トに
よっ

て、
大

学
院

とし
ての

教
育

・研
究

能
力

が
改

善
した

タイ
 

 
8

 
1

0
 

M
I

6
1

1
 

事
務

局
1

0
5

0
 

日
5

1
0

 

2
)
 

(
H

I
向

け
質

問
)
 ホ

スト
分

野
に

お
い

て、
留

学
生

受
け

入
れ

た
め

の
カリ

キュ
ラム

、コ
ー

ス
内
容

、数
量

に
増

加
ある

い
は

改
善

が
あっ

た

タイ
5

4
0

 

�
(
双

)
多

くの
回

答
が

「大
学

院
とし

ての
教
育

・研
究

能
力

が
改

善
した

」と
して

い
る。

�
(
事

)
「カ

リキ
ュラ

ム、
コー

ス内
容

、数
量

に
増

加
ある

い
は

改
善

」に
つ

い
て

は
、タ

イ人
の

事
務

局
員

の
半

数
近

くが
「あ

る程
度

あて
は

まる
」と

し、
他

の
グル

ー
プ

の
ほ

とん
どが

「あ
ては

まる
」と

回
答

して
い

るの
に

対
して

異
なる

評
価

をし
てい

る。

－ ��� －



1
.
5

プ
ロジ

ェク
ト成

果
とし

て
、つ

ぎ
は

起
こり

えた
か

(
事

1
.
4
)

(
名

)

あ
て
は

ま る
あ
る程

度
は

あ
て
は

まる
あ
て
は

ま
らな

い
M

I
6

1
1

 

事
務

局
1

3
2

0
 

日
5

1
0

 

1
)
 
(
H

I
向

け
質

問
)
 プ

ロジ
ェク

トに
よっ

て、
大

学
院

プ
ログ

ラム
の
拡

大
ある

い
は

改
善

が
あっ

た

タイ
8

1
0

 

M
I

1
1

0
0

 

事
務

局
1

4
0

0
 

日
5

0
0

 

2
)
 
M

I
間

に
お

ける
共

同
研

究
、分

野
別

セ
ミナ

ー
、短

期
訪
問

、ワ
ー

クシ
ョッ

プ
が

研
究

経
験

あ
るい

は
成
果

の
共

有
に

活
用
され

た

タイ
9

0
0

 

M
I

1
0

1
0

 

事
務

局
1
1

3
0

 

日
5

0
0

 

3
)
 
M

I
間

に
お

ける
共

同
活

動
お

よび
人

的
つ

なが
りが

プ
ロジ

ェク
トに

よっ
て強

化
され

た

タイ
6

3
0

 

M
I

9
2

0
 

事
務

局
9

6
0

 

日
4

2
0

 

4
)
 
A

U
N

/
S

E
E

-
N

e
t
に

お
け

る情
報
普
及
シス

テム
、活

動
マ

ネ
ジメ

ント
シス

テム
、コ

ミュ
ニケ

ー
ショ

ンネ
ット

ワー
クが

十
分

に
確
立
され

た

タイ
5

4
0

 

�
(事

)(双
)
ほ

とん
どの

回
答

が
１）

－
３）

の
成

果
が

起
こり

えた
こと

に
つ

い
て「

あて
は

まる
」と

して
い

るが
、４

）に
つ

い
てだ

け
は
三

分
の
一

以
上

が
「あ

る程
度

あて
は

まる
」と

回
答

し、
MI

と異
なる

評
価

をし
てい

る。
MI

の
一

部
の
声

とし
ても

、公
式

に
は
４）

は
「あ

ては
まる

」あ
るい

は
「あ

る程
度

は
あ

1
.
6
投

入
に

つ
い

て
プ

ロジ
ェク

ト立
ち

上
げ

より
今

日
に

至
るま

で
の

間
、貴

大
学

機
関

よ
りの

投
入

あ
るい

は
支

援
は

どの
よう

で
あっ

た
か

あ
て
は
ま る

あ
る程

度
は

あ
て
は
まる

あ
て
は
まら な
い

備
考

1
)
特
定
領

域
ある

い
は
特
定

数
学

生
に

対
す

る授
業
料
補
助

5
0

0
2
0
0
2
-
2
0
0
7
計

5
名

総
額

U
S

$
2
,
1
2
5
、

U
S

$
7
2
0
/
人

、
2
)

学
生

ある
い

は
学

部
スタ

ッフ
に

対
す

る滞
在
費
等
支
給

2
0

0

3
)
図

書
教
材

、通
常
／
電
子
出
版

の
促

進
3

0
0

A
U

N
図

書
連

合
体

活
動

4
)

プ
ロジ

ェク
ト資

金
の

不
足

分
充

当
5

0
0

U
S

$
4
8
,
0
0
0
,
 
U

S
$
2
5
3
.
0
0
0
,
 
 

5
)
卓
越

した
運
営

ある
い

は
学

部
スタ

ッフ
の

プ
ロジ

ェク
トへ

の
委
任

5
0

0

6
)

そ
の

他
2

0
0

短
期

旅
費

、会
議

参
加

費
、学

会
誌

出
版

費
、残

業
代

、入
国

手
続

き、
各

種
カ

ウン
セ
リン

グ等

－ ��� －



2
.
 実

施
プ

ロセ
ス

2
.
1
 

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t

シ
ステ

ム
の

現
行

マ
ネ

ジ
メン

ト／
実

施
シ

ステ
ム

は
い

か
な

るも
の

で
あっ

た
か

適
切

部
分
的
に
適
切

改
善
余
地
あ
り

わ
か

らな
い

M
I
 

1
2

0
0

0
 

事
務

局
1

2
1

1
0

 

日
3

1
1

0
 

a
)
 
S

E
E

D
-
N

e
t
事

務
局

場
所

（チ
ュラ

ロン
コン

大
学

）

タイ
9

0
0

0
 

M
I
 

1
1

1
0

0
 

事
務

局
1

3
1

0
0

 

日
4

1
0

0
 

b
)
 
S

E
E

D
-
N

e
t
事

務
局

の
マ

ネ
ジメ

ント

タイ
9

0
0

0
 

M
I
 

9
1

1
0

 

事
務

局
1

0
4

0
0

 

日
3

2
0

0
 

c
)

分
野

別
シス

テム
（９

ホス
ト分

野
）

タイ
7

2
0

0
 

M
I
 

1
1

1
0

0
 

事
務

局
9

5
0

0
 

日
4

1
0

0
 

d
)

活
動

計
画
＆

意
思
決
定
シス

テム

タイ
5

4
0

0
 

M
I
 

9
1

1
0

 

事
務

局
8

4
3

0
 

日
3

2
1

0
 

e
)

学
生

モ
ニタ

リン
グシ

ステ
ム

タイ
5

2
2

0
 

M
I
 

2
0

0
0

 
f
)

そ
の

他
事

務
局

0
0

0
0

 

他
、コ

メン
トと

して
は

、
�

S
E

E
D

-
N

e
t
事

務
局

に
よる

実
施

プ
ロセ

スの
マ

ネ
ジメ

ント
は

適
切

で
あり

、今
後

とも
共

に
続

け
た

い
。他

に
類
似
２件

（迅
速

な対
応
等

）
�

実
施
ガ

イド
ライ

ンは
適

切
か

つ
使

い
や

す
い

。
�

S
E

E
D

-
N

e
t
プ

ログ
ラム

に
つ

い
ての

決
定

事
項

と将
来

計
画

は
、主

要
な関

係
者

を巻
き込

ん
だ
運
営
委
員
会

に
て協

議
され

た
。

�
分

野
別
シス

テム
に

より
焦

点
を当

てる
こと

に
よっ

て、
強
固

か
つ

持
続

的
なネ

ット
ワー

ク構
築

をサ
ポ

ー
トす

るこ
とに

なる
。

《改
善

す
べ

き点
》

�
分

野
別

セ
ミナ

ー
は
均
等

に
実

施
され

るべ
きで

ある
。分

野
別

セ
ミナ

ー
は

H
I
ある

い
は

M
I
に

お
い

て毎
年

実
施

を提
言

す
る。

�
分

野
別

セ
ミナ

ー
は
地

域
ある

い
は

国
際
会
議

とし
、参

加
者

を非
M

I
まで

広
げ

るこ
とに

よっ
て改

善
を図

るこ
とが

で
きる

。
�

活
動

計
画
＆

意
思
決
定
シス

テム
に

つ
い

ては
、緊

急
時
等

の
意

思
疎

通
に
問
題

を生
じる

こと
もあ

り、
見

直
しが

必
要

で
ある

。

－ ��� －



�
(
双

)
学
生
モ
ニ
タリ

ング
に
つ
い
ては

、改
善
の
必
要
が
ある

。
�

運
営
委
員
会
開
催
前
に
は
、十

分
な資

料
とと

もに
予
備
会
議
を開

くこ
とで

、よ
り身

の
ある

もの
とな

ろう
。

�
現

行
の
マ
ネ
ジ
メン

トシ
ステ

ムは
大
学

間
の
協

力
お
よび

資
源
の
共

有
に
よっ

て
、推

進
され

た
もの

で
ある

。し
か
しな

が
ら、

学
生
モ
ニ
タリ

ング
や
入

学
者
能
力
評
価
に
つ
い
ては

、改
善
の
余
地
が
ある

。
2
.
2
 

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t

の
実

施
プ
ロセ

スは
い

か
な

るも
の

で
あ

っ
た

か

適
切

部
分
的
に
適
切

改
善
余
地
あ
り

わ
か
らな

い
M

I
 

1
1

1
0

0
 

事
務
局

7
7

2
0

 

日
2

3
2

0
 

a
)
ホス

ト大
学
の
コミ

ット
メン

ト

タイ
5

4
0

0
 

M
I
 

1
0

1
1

0
 

事
務
局

8
6

1
0

 

日
0

5
1

0
 

b
)
非
ホス

ト大
学
の
コミ

ット
メン

ト

タイ
8

1
0

0
 

M
I
 

1
2

0
0

0
 

事
務
局

7
6

1
1

 

日
0

5
1

0
 

c
)
日
本
の
支
援
大
学
の
コミ

ット
メン

ト

タイ
7

1
0

0
 

M
I
 

1
1

0
0

0
 

事
務
局

1
0

2
0

0
 

日
3

1
0

0
 

d
)
 A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
事
務
局
との

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン

タイ
7

1
0

0
 

M
I
 

4
6

2
0

 

事
務
局

1
7

1
0

 

日
0

4
1

0
 

e
)
 
M

I
間

で
の
コミ

ュニ
ケー

ショ
ン

タイ
1

3
0

0
 

M
I
 

9
2

1
0

 

事
務
局

8
7

0
0

 

日
2

4
0

0
 

f
)
学
生
／
研
究
員
の
派
遣
応
募
と選

抜

タイ
6

3
0

0
 

－ ��� －



適
切

部
分
的
に
適
切

改
善
余
地
あ
り

わ
か
らな

い
M

I
 

8
3

0
0

 

事
務

局
4

8
2

2
 

日
1

4
2

0
 

g
)

日
本

の
支
援

大
学

との
コミ

ュニ
ケー

ショ
ン

タイ
3

4
0

2
 

M
I
 

7
5

0
0

 

事
務

局
8

3
1

2
 

日
2

2
1

0
 

h
)
 
J
I
C

A
現
地

事
務
所

との
コミ

ュニ
ケー

ショ
ン

タイ
6

1
0

0
 

M
I
 

9
1

1
0

 

事
務

局
7

7
0

0
 

日
3

2
0

0
 

i
)
派
遣
され

た学
生
／

研
究
員

の
学

問
レベ

ル

タイ
4

5
0

0
 

M
I
 

1
1

1
0

0
 

事
務

局
5

9
1

0
 

日
0

5
1

0
 

j
)

分
野

別
セ

ミナ
ー

の
アレ

ンジ
メン

ト

タイ
5

4
0

0
 

M
I
 

9
3

0
0

 

事
務

局
6

7
0

1
 

日
1

3
0

1
 

k
)

研
究

プ
ログ

ラム
の

分
野

に
つ

い
て

タイ
5

4
0

0
 

M
I
 

8
3

0
0

 

事
務

局
6

5
3

1
 

日
1

2
3

0
 

l
)

短
期
訪
問
支
援

の
ため

の
申
込
み

と選
別

タイ
5

3
0

1
 

m
)

そ
の

他
 (事

) 
日

本
人

専
門
家

は
他

の
グル

ー
プ

と比
較

して
、b

) 非
ホス

ト大
学

の
コミ

ット
メン

ト、
c) 

日
本

の
支
援

大
学

の
コミ

ット
メン

ト、
f) 

学
生
／

研
究
員

の
派

遣
応
募

と選
抜

に
つ

い
て「

適
切

」と
す

る数
が
極

め
て少

ない
。ま

た
a) 

ホス
ト大

学
の

コミ
ット

メン
ト、

f) 
学

生
／

研
究

員
の
派
遣
応
募

と選
抜

、i
) 派

遣
さ

れ
た

学
生
／

研
究
員

の
学

問
レベ

ル
、j)

 分
野

別
セ

ミナ
ー

の
アレ

ンジ
メン

ト、
k) 

研
究

プ
ログ

ラム
の

分
野

に
つ

い
て、

l) 
短

期
訪
問
支
援

の
た

め
の
申
込

み
と選

別
に

つ
い

て
は

、M
Iの

多
くは

「適
切

」と
して

い
るの

に
対

して
、事

務
局

は
(日

本
人

タイ
人

とも
に

)「部
分

的
に

適
切

」と
す

る回
答

が
半

数
以

上
あ

る。
さら

に
e) 

MI
間

で
の

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン、
g) 

日
本

の
支
援

大
学

との
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンに

つ
い

ては
全

グル
ー

プ
に

お
い

て、
他

の
質

問
より

も「
適

－ ��� －



 (事
)二

つ
以

上
の
選
択
肢

に
該

当
す

ると
い

う回
答

あり
。そ

の
理

由
は

、大
学

・分
野

に
より

差
異

が
ある

の
で

、幾
つ

か
の
設
問

で
複

数
回

答
をし

た
。 

他
、コ

メン
トと

して
は

、 
�

(双
)SE

ED
-N

et
プ

ログ
ラム

の
実

施
に

お
い

ては
HI

お
よび

JSU
に

よる
強

い
コミ

ット
メン

トが
ある

。（
共

同
研

究
、学

生
指
導

、短
期

訪
問

、日
本

か
ら

の
教
授
派
遣
等

） 
�

AU
N/

SE
ED

-N
et

事
務

局
か

らの
強
力

な支
援

（実
施

計
画

の
アシ

スト
や
ガ

イド
） 

�
分

野
別

ワー
クシ

ョッ
プ

は
改

善
され

て年
二

回
の

開
催

（H
Iお

よび
MI

の
持
ち回

り各
一

回
）と

なっ
た

こと
が

ネ
ット

ワー
クの

改
善

で
あり

、ア
セ

アン
諸

国
と
JSU

との
交
流

に
つ

なが
った

。 
�

各
HＩ

は
修

士
お

よび
博

士
課

程
候
補

者
を応

募
者

リス
トお

よび
AU

N/
SE

ED
-N

et
事

務
局

か
らの

情
報

に
よっ

て選
別

す
る機

会
を得

る。
 

�
(事

) 特
に

大
きな

問
題

は
なく

なっ
てき

てい
るが

、メ
ンバ

ー
大

学
、支

援
大

学
間

で
状
況

が
か

なり
異

なる
（す

べ
ての

質
問

に
つ

い
て）

。 
�

(事
) ｅ

：今
後

の
ネ

ット
ワー

ク促
進

と拡
大

に
重
要

な因
子

だ
が
，分

野
の

ホス
トの

役
割

も大
きい

。 
�

(事
) ｉ

：本
プ

ロジ
ェク

トの
目

的
か

らい
って

，こ
れ

だ
け

は
維
持

しな
け

れ
ば

なら
ない

。 
 

�
(事

) ｋ
：ア

セ
アン

の
共

通
課
題

が
トピ

ック
スに

なり
つ

つ
ある

。 
�

(事
) 9

分
野

、参
加

19
大

学
、日

本
か

らの
支
援

１１
大

学
、各

メン
バ

ー
に

より
大

学
差

・個
人

差
が

ある
ため

、平
均

す
ると

上
記

の
よう

な結
果

とな
る。

 
《改

善
す

べ
き点

》 
�

Eメ
ー
ル

に
よる

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンは
散
漫

で
あり

改
善

の
余
地

が
あろ

う。
 

�
学

生
の
所
属

研
究
室

ある
い

は
指
導
教
官

へ
の

短
期
訪
問

に
つ

い
ては

改
善

され
るべ

きで
ある

。 
�

MＩ
間

で
の

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンに
は

改
善

す
べ

き点
が

ある
。こ

れ
は

HI
との

間
に

もあ
ては

まる
。背

景
に

は
Ｅメ

ー
ル
シス

テム
に

つ
い

てよ
り改

善
さ

れ
ね
ば

なら
ぬ

MＩ
が
見

受
け

られ
る。

 
�

言
語

が
障
害

とな
って

、講
義

の
理
解
や

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンが
お
ぼ

つ
か
ぬ

学
生

も一
部
存
在

す
る。

 
�

HI
とし

て、
より

基
礎

学
力

の
ある

学
生

を受
け入

れ
たい

。G
RU

,T
OE

FL
スコ

アが
十

分
で

あれ
ば
手
続

きも
簡
略
化
され

る。
英
語
力

も要
。(
NT

U)
 

�
分

野
別

セ
ミナ

ー
は

期
間

が
短

す
ぎる

、定
例

ミー
ティ

ング
とす

れ
ば

十
分

だ
が

。 
�

(事
)a:

ホス
ト大

学
に
依

るが
平
均

的
に

は
未

だ
改
良

の
余

地
が

多
い

。組
織

的
な

対
応

が
少

な
い

こと
，引

継
ぎが

無
い

こと
，教

員
の

対
応

に
個

人
差

が
多

い
こと

，等
々

 
�

(事
) ｃ

：大
学

に
より

大
きく

異
なる

。組
織

的
対

応
は
２，

３大
学

の
み

。 
�

(事
) ｆ

：日
本

とは
だ

い
ぶ

異
なる

し，
メン

バ
ー

大
学

の
事

を十
分

に
知

って
い

ない
。 

�
(事

) ｇ
：限

られ
た
範
囲

で
の
連
絡

網
しか

出
来

てい
ない

。 
�

(双
) ｈ

：事
務
所

に
より

か
なり

温
度

差
が

ある
。こ

れ
は
個

人
の
問
題

で
もあ

る。
 

�
(事

) 活
発

な分
野

・大
学

・教
員

が
大

半
で

ある
反

面
、一

部
改

善
す

べ
き面

も存
在

す
るこ

とも
事

実
で

ある
。

PA
RT

2評
価

五
項

目
 

1. 
妥

当
性

 

－ ��� －



1.1
 プ

ロジ
ェク

ト目
標

は
貴

大
学

(M
I)の

ニ
ー

ズ
に

とっ
て

適
切

で
あ

るか
 

(
名

)

 
M

I
事

務
局

適
切

1
1

1
1

部
分

的
に

は
適

切
1

3

不
適

0
0

多
くが

適
切

で
ある

との
回

答
で

ある
。他

、コ
メン

トと
して

は
、 

�
プ

ロジ
ェク

トは
学

内
体

制
確
立

に
適

した
もの

で
あっ

た
。M

Iお
よび

JSU
との

間
で

の
共

同
研

究
に

も寄
与

した
。 

�
過
去

3年
間

高
位

学
位

取
得

フィ
リピ

ン人
技

術
者

の
後
押

しを
した

が
、A

UN
/S
EE

D-
Ne

tは
この

目
的

を補
完

して
きた

。A
UN

/S
EE

D-
Ne

t学
生

は
論

文
作

成
時

に
お

い
ても

、間
接

的
に

共
同

研
究

資
金

を通
じて

恩
恵

を被
って

い
る。

 
�

(双
)学

部
メン

バ
ー

の
研

究
能
力

は
JSU

か
らの

技
術
移
転

を通
して

より
強
化
され

た
。 

�
非

MI
で

あっ
ても

、共
同

研
究

プ
ロジ

ェク
トを

通
じて

の
大

学
院

プ
ログ

ラム
に

よる
恩
恵

が
あっ

た
。 

�
学

部
メン

バ
ー

の
学

位
底

上
げ

に
つ

なが
った

。 
�

研
究

活
動

の
増

加
は
論

文
出
版

お
よび

国
内

外
会
議

で
の

プ
リゼ

ンテ
ー
ショ

ンに
つ

なが
った

。 
�

NU
S

は
MI

か
らの

学
生

受
け

入
れ

に
関
与

し、
そ

の
大

学
院

プ
ログ

ラム
の

入
学
要
件

へ
の

適
合

に
従

うも
の

で
ある

。ま
た

、地
域

内
の

工
学

人
的

資
源

の
開

発
とい

うゴ
ー
ル

を強
く支

援
す

る。
 

�
(双

)学
内

スタ
ッフ

の
知
識
向

上
に

よっ
て資

格
ある

スタ
ッフ

とす
べ

きニ
ー
ズを

有
す

る。
 

�
非
常

に
優

れ
た

共
同

研
修

、ネ
ット

ワー
ク確

立
、人

的
資

源
の
向

上
他

を評
価

す
る。

 
�

HI
, J

SU
, M

Iと
の

間
の

大
学

院
生

指
導

、共
同

研
修

お
よび

分
野

別
セ

ミナ
ー

・会
議

・出
版

に
よる

知
識

共
有

を通
じた

研
究

お
よび

学
術

スタ
ッフ

の
能
力
拡

大
 

�
(双

)高
等
教
育

とし
て必

要
なの

は
アセ

アン
地

域
の

MI
か

らの
人

的
資

源
の
教
育

で
あり

、こ
れ

は
地

域
の
社
会
経
済

面
を支

援
す

るも
の

で
ある

。 
�

HI
, J

SU
, M

Iの
間

に
て、

国
際

的
な大

学
院

生
とネ

ット
ワー

クの
増

大
を生

み
出

す
。 

�
ベ

トナ
ムの

よう
な開

発
途

上
国

に
とっ

て人
材
育

成
は
急

務
で

ある
。今

後
20
13

年
まで

に
、ス

タッ
フ数

現
行

70
0

名
弱

を倍
増

す
る計

画
で

あり
、

40
0名

以
上

が
高

位
学

位
を必

要
とし

てい
る。

(H
CM

UT
) 

�
国

際
的

な研
究

大
学

を志
向

す
るに

沿
うも

の
で

ある
。(
UG

M,
 IT

B)
 

�
(事

) 学
術

ネ
ット

ワー
クは

殆
ど存

在
して

い
なか

った
。 

�
(事

) 「
部

分
的

に
は

適
切

」と
回

答
した

理
由

とし
て、

メン
バ

ー
大

学
の

ニ
ー
ズに

は
適

って
い

ると
思

わ
れ

るが
、そ

の
プ

ライ
オ

リテ
ィに

沿
って

い
るか

どう
か

不
明

で
ある

。こ
れ

は
ほ

とん
どの

事
業

に
共

通
す

る問
題
･課

題
で

、ド
ナ

ー
主
導

とな
らざ

るを
得

ない
こと

の
必

然
的

な結
果

と思
わ

れ
る。

－ ��� －



1.2
 本

年
1

月
の

12
回

運
営

委
員

会
に

て
採

択
さ

れ
た

A
U

N
/
S

E
E

D
 

-
N

e
t
 フ

ェー
ズ
２提

案
書

は
貴

大
学

(
M

I
)
の

ニ
ー

ズ
に

適
す

るも
の

で
ある

か
 

(
名

)

 
M

I
事

務
局

適
切

1
1

1
1

部
分

的
に

は
適

切
1

2

不
適

0
0

�
研

究
者

の
質

的
向

上
とと

もに
HI

以
外

で
の

能
力

開
発

に
寄
与

す
るこ

とに
より

、M
Iに

とっ
てプ

ロジ
ェク

トゴ
ー

ル
を達

成
しう

るた
め

の
助

けと
なる

。 
�

AU
N/

SE
ED

-N
et

は
プ

ラッ
トホ

ー
ムと

して
産
業
界

、非
MI

、政
府

外
郭
団

体
の
関
与

を拡
大

し、
互
恵

的
な共

同
研

究
活

動
を創

出
す

る。
 

�
プ

ロジ
ェク

ト目
標

は
グロ

ー
バ

リズ
ムに

向
け

ての
能
力

ある
プ

ロフ
ェッ

ショ
ナ
ル

と労
働

者
を準

備
す

るこ
とに

よっ
て、

人
的

資
源

開
発

に
寄
与

す
る。

 
�

プ
ロジ

ェク
トは

教
育
／

技
術

能
力

を築
き上

げ
、意

味
ある

政
府

、産
業
界

お
よび

市
民
社

会
が
一

体
とな

った
関
連

コミ
ュニ

ティ
サ

ー
ビス

活
動

に
貢

献
す

るも
の

で
ある

。 
�

プ
ロジ

ェク
トは

産
業

界
の
展
望

に
合
致

す
るも

の
で

ある
。 

�
学

部
とし

ても
有

し各
スタ

ッフ
が

不
足

して
い

るこ
とか

ら、
多

くの
スタ

ッフ
の

資
質

向
上

が
望

まれ
てい

る。
 

�
共

同
研

究
の

アプ
ロー

チ
は
地

域
内

の
産
業

界
お

よび
コミ

ュニ
ティ

の
ニー

ズに
応

えて
お

り、
わ

が
国

お
よび

MI
とも

深
くか

か
わ

って
い

る。
 

�
研

究
志
向

大
学

とし
ての

長
期

目
標

と分
野
横

断
的

研
究
等

に
よる

ネ
ット

ワー
ク強

化
路
線

に
沿

うも
の

で
ある

。 
�

(事
) 第

一
フェ

ー
ズ

の
間

に
各

分
野

で
十

分
な
議

論
が
され

，そ
れ

が
幾

つ
か

の
全

体
会
議

で
まと

め
られ

てい
る。

各
国
政

府
機

関
との

話
し合

い
で

も，
十

分
に

ニ
ー

ズに
合

致
して

い
るこ

とが
認
識
され

た
。 

�
(事

) 送
り出

し側
の

大
学

は
不

足
して

い
る高

学
歴

の
教
員

が
養

成
され

るの
で
勿

論
の

こと
、ホ

スト
大

学
側

も（
当

初
は
個

々
の
教
員

に
外

国
人

受
入

に
つ

い
て教

育
バ

ック
グラ

ウン
ドの

相
違

か
ら多

少
の
混
乱

は
見

られ
たも

の
の

）大
学

とし
て

int
ern

ati
on

al 
pro

gra
m

が
実

質
的

に
進
み

域
内

他
国

と
の
交
流

が
深

まる
の

は
好

まし
い

とい
う発

言
を運

営
会
議

とい
う公

式
の

場
だ

けで
なく

、個
人

的
な会

話
の

中
で
幾

度
も聞

い
てい

る。
 

�
(事

) 「
部

分
的

に
は

適
切

」と
回

答
した

理
由

とし
て、

メン
バ

ー
大

学
の

ニ
ー
ズに

は
適

って
い

ると
思

わ
れ

るが
、そ

の
プ

ライ
オ

リテ
ィに

沿
って

い
るか

どう
か

不
明

で
ある

。こ
れ

は
ほ

とん
どの

事
業

に
共

通
す

る問
題
･課

題
で

、ド
ナ

ー
主
導

とな
らざ

るを
得

ない
こと

の
必
然

的
な結

果
と思

わ
れ

る。
 

＜
改

善
点
＞

 
�

大
学

院
レベ

ル
で

の
人

的
資

源
の
継
続

的
教
育

は
地

域
内
経
済

の
持
続

性
を確

保
す

るた
め

の
重
要

な要
素

で
ある

。次
期

フェ
ー

ズと
して

言
及
され

る産
業
界

の
取

り込
み
や

他
の
支
援

活
動

とと
もに

学
際

的
か

つ
集
団

研
究

の
アプ

ロー
チ

は
マ
レー

シア
に

お
け

る研
究

大
学

の
一

つ
とし

て必
須

。 
�

(事
) 現

在
の

活
動

を維
持

しつ
つ

、ア
セ

アン
の
地

域
共

通
課

題
に

取
り組

む
に

は
、現

在
の
投

入
量

（資
金

・人
材

）を
増
や

す
必
要

が
ある

。全
体

の
投

入
量

（日
本

・ア
セ

アン
双

方
）に

制
約

が
ある

ため
、最

も望
まし

い
プ

ロポ
ー
ザ
ル

に
は

なっ
てい

ない
。 

2. 
有

効
性

 
2.1

 プ
ロジ

ェク
ト目

標
の

達
成

度
合

い
をど

の
よう

に
とら

える
か

 

(
名

)

 
M

I
事

務
局

既
に

達
成
済

み
5

5

達
成

す
ると

予
測

す
る

7
1
0

達
成

は
困
難

で
ある

0
0

わ
か

らな
い

/
判

断
で

きな
い

0
0

－ ��0 －



2.2
 プ

ロジ
ェク

ト目
標

の
達

成
に
影

響
を及

ぼ
す

要
因

（正
負

ど
ち

ら
も）

は
存
在

す
るか

 

＜
正

の
要
因
＞

 
�

高
い

質
の

研
究

成
果

は
国

内
外

に
お

ける
発

表
とと

もに
学
会
誌

に
掲
載

の
た

め
の
出
版

の
増

加
に

つ
なが

る。
 

�
共

同
研

究
活

動
お

よび
分

野
別

セ
ミナ

ー
を通

じた
MI

お
よび

非
MI

を含
む

学
界

ネ
ット

ワー
クの

確
立

 
�

大
学

院
カリ

キュ
ラム

は
学

生
の

研
究

活
動

に
対

す
る技

術
資

源
と専

門
性

の
共

有
を拡

大
す

る。
 

�
MI

間
に

お
け

る人
的

つ
なが

りが
強
化
され

た
。 

�
AU

N/
SE

ED
-N

et
事

務
局

に
よる

MI
間

との
コー

デ
ィネ

ー
ショ

ンの
よさ

と密
な連

絡
は

評
価

に
値

す
る。

 
�

MI
へ

の
プ

ロジ
ェク

トに
対

す
る参

加
の

意
識

。 
�

地
域

内
の
産
業
界

お
よび

コミ
ュニ

ティ
の

ニ
ー

ズに
応

える
べ

く共
同

研
究

の
アプ

ロー
チ

は
わ

が
国

お
よび

MI
に

とっ
て適

切
で

ある
。 

�
大

学
お

よび
高
等
教
育
省

か
らの

支
援

（イ
ンド

ネ
シア

の
長

期
高
等
教
育
戦
略

に
も沿

う）
。 

�
国
際

的
な学

術
雰
囲

気
が
漂

うよ
うに

なっ
た

。 
�

(事
) ホ

スト
大

学
の

大
学

院
プ

ログ
ラム

の
意

識
改
革

に
貢
献

して
い

る 
�

(事
) 主

体
的

に
メン

バ
ー

間
の
交
流

が
促

進
して

い
る。

 
�

(事
) S

EE
D-

Ne
tの

案
件

に
対

す
る日

本
の

大
学
教
員

・メ
ンバ

ー
大

学
・教

員
等

の
意
識

が
向

上
した

。 
�

(事
) 出

張
費

用
等

が
十

分
とは

言
え

な
い

事
もあ

り、
SE

ED
-N

et
プ

ロジ
ェク

ト開
始

前
は

異
な

る国
の

メン
バ

ー
校

間
の
交

流
は

殆
どな

か
った

が
、

SE
ED

-N
et

を契
機

に
FW

Sな
どで

直
接

教
員

同
士

が
面
談

す
る事

に
より

、ア
セ

アン
の

共
通

課
題
等

が
見

つ
か

り、
そ

の
解
決

の
た

め
に

彼
ら自

身
が

相
互

交
流

をよ
り活

発
に

した
い

、と
い

う思
い

を抱
い

てい
る点

。 
�

(事
) 日

本
や

欧
米

の
大

学
の

場
合

、レ
ベ

ル
お

よび
研

究
対

象
が

アセ
アン

の
大

学
と乖

離
して

い
る場

合
もあ

るた
め

、ア
セ

アン
の
問
題

は
域

内
留

学
で

学
ん

だ
方

が
実

際
的

な知
識

・方
法

を習
得

で
きる

、と
い

う場
合

も少
なく

ない
。 

＜
そ

の
他
要
因
＞

 
�

HI
, J

SU
, M

I, A
UN

/S
EE

D-
Ne

t, 
JIC

A
より

の
強
力

なコ
ミッ

トメ
ント

お
よび

財
政

的
、物

的
な継

続
的
支
援

は
プ

ロジ
ェク

ト目
標

達
成

の
た

め
に
必
要

で
ある

。 
�

(事
) 各

国
の
政
府

の
方

針
、規

則
、予

算
配

分
等

の
影
響

は
大

きい
（ポ

ジテ
ィブ

、ネ
ガ
ティ

ブ
とも

に
）。

 
＜
負

の
要
因
＞

 
�

(事
)日

本
側

の
一

部
に
見

られ
る「

ＯＤ
Ａに

お
ける

高
等
教
育
軽
視

」「
柔
軟

性
に
欠

けた
官
僚

の
発

想
」 

�
(事

) s
en
din

g o
nly

の
メン

バ
ー

校
は

学
生

・若
手
教
員

を留
学
させ

るか
、F

WS
に

参
加

す
る事

で
しが

、当
プ

ロジ
ェク

トを
通

した
有
効

な教
育

・研
究

能
力
向

上
手
段

が
ない

ため
、各

分
野

の
ホス

ト校
に
比

べ
てプ

ロジ
ェク

トを
通
じた

向
上

度
合

い
が
相

対
的
低

くな
らざ

るを
得

ない
。こ

れ
は

ホス
ト校

で
も学

生
受

入
の

分
野

以
外

に
も言

える
事

。（
プ

ロジ
ェク

ト資
金

が
無

尽
蔵

に
ある

訳
で

は
無

い
た

め
投

資
を効

果
的

に
生

か
す

た
め

に
は

、ホ
スト

校
方
式

は
止
む

を得
ない

方
針

だ
とは

思
うが

。）
�

全
ての

学
内
組

織
が
恩
恵

を受
け

るわ
けで

は
ない

。
�

入
学

して
くる

AU
N/

SE
ED

 N
et

奨
学

生
数

が
限

られ
てい

る。
�

AU
N/

SE
ED

 N
et

奨
学

生
に
提
供

す
る専

用
プ

ログ
ラム

が
限

られ
てい

る。
�

HI
の
立

場
か

らみ
て、

い
くつ

か
の

MI
は

国
際

的
競
争
力

を身
に

つ
ける

ため
に
一
層

の
発
展

を要
す

る。

－ ��� －



2.3
 プ

ロジ
ェク

トの
各

成
果

をど
の

よう
に

とら
える

か
 

(
名

)

達
成
済

達
成
見

込
み

達
成
困 難

わ
か
ら

な
い

a
)

学
部

スタ
ッフ

の
資
格
向

上
M

I
1

0
2

0
0

 

事
務

局
9

6
0

0
 

b
)
 H

I
に

お
ける

大
学

院
プ

ログ
ラム

の
拡
張

M
I

9
2

0
0

 

事
務

局
7

7
1

0
 

c
)
 
M

I
に

お
け

る共
同

活
動

お
よび

人
的

つ
なが

りの
強
化

M
I

8
3

1
0

 

事
務

局
6

9
0

0
 

d
)
情
報
普
及
シス

テム
お

よび
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンネ

ット
ワー

クの
確
立

M
I

9
3

0
0

 

事
務

局
4

9
1

0
 

2.4
 プ

ロジ
ェク

ト目
標

の
達

成
の

た
め

の
各

成
果

は
ど

の
よう

に
寄

与
す

るか
 

(
名

)

重
要

十
分

多
少

不
明

a
)

学
部

スタ
ッフ

の
資
格
向

上
M

I
8

4
0

0
 

事
務

局
1

3
1

0
0

 

b
)
 H

I
に

お
ける

大
学

院
プ

ログ
ラム

の
拡
張

M
I

8
1

0
1

 

事
務

局
1
1

3
1

0
 

c
)
 
M

I
に

お
け

る共
同

活
動

お
よび

人
的

つ
なが

りの
強
化

M
I

9
3

0
0

 

事
務

局
1

0
5

0
0

 

d
)
情
報
普
及
シス

テム
お

よび
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンネ

ット
ワー

クの
確
立

M
I

7
5

0
0

 

事
務

局
6

7
1

0
 

2.5
 プ

ロジ
ェク

ト目
標

の
達

成
の

た
め

の
各

活
動

は
ど

の
よう

に
寄

与
す

るか
 

(
名

)

た
い
へ

ん
有
効

有
効

有
効
で

な
い

不
明

a
)
 
H

I
に

お
ける

修
士

お
よび

博
士

課
程

の
学
習

M
I

1
1

1
0

0
 

事
務

局
1

3
1

0
0

 

b
)
 共

同
研

究
M

I
8

3
0

0
 

事
務

局
1

3
1

0
0

 

c
)

日
本

の
大

学
に

よる
支
援

M
I

8
2

0
0

 

事
務

局
1

2
2

0
0

 

d
)

研
究

機
材

の
支
給

M
I

7
4

0
0

 

事
務

局
1
1

4
0

0
 

－ ��� －



 
た
い
へ

ん
有
効

有
効

有
効
で

な
い

不
明

e
)

分
野

別
セ

ミナ
ー

M
I

8
4

0
0

 

事
務

局
1

0
4

0
0

 

f
)
 
M

I
へ

の
短

期
訪
問

M
I

6
5

0
0

 

事
務

局
9

6
0

0
 

g
)

研
究
や

セ
ミナ

ー
の
後

の
コン

タク
ト保

持
M

I
8

4
0

0
 

事
務

局
1

3
2

0
0

 

h
)

研
究
仲

間
か

らの
助
言

お
よび

共
同
作
業

M
I

7
5

0
0

 

事
務

局
8

5
0

0
 

i
)
 
S

E
E

D
-
N

e
t
修

了
生

との
ネ

ット
を通

じた
討
議
や

共
同
作
業

M
I

7
5

0
0

 

事
務

局
9

6
0

0
 

j
)

そ
の

他
-

-
-

-
 

2.6
a 

＜
ホ

ス
ト大

学
(
H

I
)
向

け
＞

プ
ロジ

ェク
トの

結
果

、
貴

大
学

(H
I)に

お
け

る
能

力
改

善
は
み

られ
た

か
 

(
名

)

改
善
され

た
変
化
な
し

不
明

a
)

大
学

院
学

位
の
教
員

スタ
ッフ

数
M

I
6

1
0

 

事
務

局
9

4
4

 

b
)
 大

学
院
向

け
教
育

技
能

M
I

6
2

0
 

事
務

局
1

0
0

4
 

c
)
 
H

I
とし

て大
学

院
プ

ログ
ラム

へ
の

受
入

数
M

I
8

0
0

 

事
務

局
1
1

0
3

 

d
)

大
学

院
学

生
の

学
問
レベ

ル
M

I
6

2
0

 

事
務

局
1

0
0

5
 

e
)

研
究

活
動

の
数

M
I

6
1

0
 

事
務

局
1

3
0

1
 

f
)

研
究

活
動

の
質

M
I

6
1

0
 

事
務

局
1
1

0
3

 

g
)

コー
ス内

容
M

I
6

1
0

 

事
務

局
7

0
7

 

h
)

そ
の

他
 研

究
成
果

の
学
会
誌
掲
載

M
I

1
0

0
 

i
)

そ
の

他
 国

際
会

議
に

お
ける

発
表

M
I

1
0

0
 

－ ��� －



2.6
ｂ 

＜
非

ホ
スト

大
学

（H
I
以

外
）向

け
＞

プ
ロジ

ェク
トの

結
果

、
貴

大
学

(H
I

以
外

〉に
お

け
る能

力
改

善
は
み

られ
た

か
 

 

(
名

)

改
善
され

た
変
化
な
し

不
明

a
)

大
学

院
学

位
の
教
員

スタ
ッフ

数
M

I
6

0
0

 

事
務

局
1

2
0

1
 

b
)
 大

学
院
向

け
教
育

技
能

M
I

5
1

0
 

事
務

局
7

1
5

 

c
)
 
H

I
とし

て大
学

院
プ

ログ
ラム

へ
の

受
入

数
M

I
6

0
0

 

事
務

局
7

1
6

 

d
)

大
学

院
学

生
の

学
問
レベ

ル
M

I
6

0
0

 

事
務

局
6

1
6

 

e
)

研
究

活
動

の
数

M
I

6
0

0
 

事
務

局
8

1
3

 

f
)

研
究

活
動

の
質

M
I

6
0

0
 

事
務

局
8

1
3

 

g
)

そ
の

他
M

I
-

-
-
 

h
)

そ
の

他
事

務
局

1
0

0
 

-
-

-
 

他
、コ

メン
トと

して
は

、
�

若
手

学
生

は
戻

って
か

らも
熱
心

に
取

り組
ん

で
い

る。
新
規

研
究

の
成
果

が
生
み
出
され

、コ
ー

ス開
発
や

イノ
ベ

ー
ショ

ンも
同

時
に

スタ
ー

トす
る。

�
A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
を通

じて
、環

境
工

学
分

野
に

お
ける

博
士

クラ
スを

組
織
化

で
きた

。修
了

生
は

研
究

面
で

の
高

い
生
産

性
を示

して
い

る。
国

際
的

に
学

生
を受

け
入

れ
るこ

とよ
りコ

ミュ
ニ
ケー

シ
ョン

スキ
ル

も向
上

した
。共

同
研

究
は

研
究

成
果

の
改

善
の

面
で

、学
部

お
よび

学
生

に
寄
与

して
い

る。
また

、共
同

研
究

に
より

M
I
,
 
J
S

U
,
 
H

I
とも

強
い
絆

を形
成

した
。

�
修

了
生

の
なか

より
、傑

出
した

研
究

成
果

に
て、

高
等
教
育
委
員
会

、ナ
ショ

ナ
ル

アカ
デ

ミー
ある

い
は
企
業
主
催

で
の

受
賞

者
を生

み
出

して
い

る。
�

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
を通

じて
、S

I
で

は
多

くの
修

士
、博

士
を輩

出
して

い
る。

これ
らは

学
部

スタ
ッフ

で
なか

った
とし

ても
、戻

って
か

らス
タッ

フの
一

員
とな

るか
ある

い
は
産
業
界

に
加

わ
るこ

とが
期

待
され

てい
る。

�
プ

ロジ
ェク

ト修
了

生
は
未

だ
教
育

スタ
ッフ

に
桑
和
手

い
ない

た
め

、能
力

評
価

は
これ

か
らで

ある
。

�
ホス

ト大
学

とし
て、

研
究

活
動

、大
学

院
学

生
の

質
・量

、機
材
設
備

に
お

け
る便

益
が

あっ
た

。国
際

的
大

学
院

プ
ログ

ラム
の

実
施
や

M
I
,
J
S

U
との

ネ
ット

ワー
クも

経
験

とし
て

得
られ

た
。非

ホス
ト大

学
とし

て
は

、今
後

博
士

号
保

持
者

の
み

を雇
用

す
ると

い
う方

針
の

もと
、プ

ロジ
ェク

トで
の

修
了

生
が
戻

るこ
とを

期
待

す
る。

�
(
事

)
非
ホ
ス
ト
大
学
に
と
っ
て
は
高
位
学
位
取
得
者
が
増
え
た
だ
け
学
部
教
育

へ
の
貢
献
と
研
究
レ
ベ
ル
の
向
上
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

�
(事

)ホ
ス
ト
大
学
の
大
学
院
課
程
の
充
実
や
機
材
供
与
は
プ
ラ
ス
の
貢
献
で
あ
り
，
非
英
語
国
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
）
は
英
語
コ
ー
ス
の
設

置
が
国
際
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

－ ��� －



 
�

(事
)殆

ど
の
ホ

ス
ト
大
学
の
大
学
院
と
し
て
の
活
動
が
恒
常
化
し
た
と
も
言
え
る
 

�
(事

)
ア
セ
ア
ン
内
に
て
共
通
分
野
の
教
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
 

�
(事

) 
共
通
課
題
に
関
す
る
意
識
も
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、共

通
課
題
に
取
り

組
め
る
専
門
能
力
・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
は
今
後
の
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
が
必
要
で
あ

る
2.7

 プ
ロジ

ェク
ト以

外
に

も貴
大

学
(M

I)に
お

け
る教

育
・研

究
能

力
の

改
善

に
寄

与
した

活
動

は
ある

か
 

(
名

)

 
M

I
事

務
局

ある
8

1
1

ない
0

2

ほ
とん

どの
回

答
が

プ
ロジ

ェク
ト以

外
に

も大
学

(M
I)に

お
け

る教
育

・研
究

能
力

の
改

善
に
寄
与

した
活

動
は

ある
とし

てい
る。

そ
の

他
、コ

メン
トと

して
、

�
世
界

の
大

学
お

よび
機
関

との
共

同
ネ

ット
ワー

クを
確
立

した
。他

各
種

学
会
等

に
加

入
し、

共
同

研
究

と学
問

的
質

の
確
保

に
活

動
す

る。
H

U
T

 

�
A

S
E

A
N
パ

ー
トナ

ー
お

よび
国

内
外
企
業

と一
緒

に
E

U
諸

国
との

共
同

プ
ロジ

ェク
トを

実
施

して
い

る。
I
T

C

�
マ

ニ
ラ近

郊
の
産
業

界
に

て
働

く学
生

に
対

す
る遠

隔
教
育

を開
始

した
。こ

れ
に

つ
い

て
は

チ
ュラ

ロン
コン

大
、北

大
とも

協
議

して
い

る。
また

フィ
リ

ピン
政
府

か
らも

別
途
奨

学
金

の
支
給

が
開

始
され

ると
とも

に
、研

究
基
金

に
つ

い
ても

近
日

中
に
整
備

の
予
定

で
ある

。
�

企
業

の
支
援

の
もと

、ソ
ー

ラー
カー

レー
スに

も挑
戦

して
い

る。
D

L
S

U
他

、学
会

お
よび

学
会

誌
で

の
認
知

、国
際
会
議

へ
の

参
画
等

。
�

厳
選
され

た
海

外
大

学
との

教
育

お
よび

研
究

面
で

の
協

調
関
係

を持
って

い
る。

N
U

S
 

�
I
T
教
育

プ
ロジ

ェク
トの

向
上

。
�

政
府
－
産
業
界

の
支
援

に
よる

e
サ

イエ
ンス

基
金

に
よる

研
究

活
動

を推
進

中
。他

テク
ノ基

金
も開

始
予
定

。
�

海
外

の
パ

ー
トナ

ー
とダ

ブ
ル

学
位

の
共

同
プ

ログ
ラム

を開
始

、A
s
i
a
-
L

i
n
k
・世

銀
等

他
ドナ

ー
との

人
材

育
成

、科
学

研
究

プ
ロジ

ェク
ト・

海
外

研
究

機
関

との
教
職
員

・学
生

人
材
交

流
、他

大
学

・企
業

との
相
互

提
起
訪
問

、国
際

機
関

・大
学

･企
業

か
らの

設
備

投
資

、3
2

2
件

の
国

家
プ

ロジ
ェク

ト
予
算
等

。H
C

M
U

T
 

�
高
等
教
育
省

・科
学

技
術
省

・海
外
政
府

/
国
際

機
関

/
企
業

か
らの

基
金

他
I
B

T
,
 
U

G
M

 

�
(
双

)
他

大
学

・研
究

機
関

との
国

際
協

調
、産

業
界

との
共

同
研

究
、国

際
レベ

ル
で

の
学

生
お

よび
教
員
交
流

。
�

(
事

)
AU
N 
/S
EE
D-
Ne
t以

外
の
奨
学
金
や
他
国
の
援
助
は
当
然
貢
献
し
て
い
る
筈

。
 

2.8
 プ

ロジ
ェク

トに
よ

る修
士

･博
士

号
取

得
あ

るい
は

能
力

改
善

に
て
貴

大
学

に
寄

与
す

る
もの

へ
の

期
待

は
い

か
なる

もの
か

。 

(
名

)

ある
1
1

ない
1

一
つ

の
ホス

ト専
任

大
学

を除
い

て期
待

が
ある

と回
答

して
い

る。
そ

の
他

、コ
メン

トと
して

は
、

�
プ

ロジ
ェク

トに
よる

修
士
･博

士
号

取
得

者
は
来

年
度

より
の
潜
在

能
力
向

上
とな

る。
HU

T
�

プ
ロジ

ェク
トに

よる
修

士
･博

士
号

取
得

者
は
効
率

的
なコ

ー
ス開

発
を支

援
して

い
る。

IC
T

�
プ

ロジ
ェク

トに
よる

修
士
･博

士
号

取
得

者
の
戻

り後
、カ

リキ
ュラ

ム開
発

、研
究

の
質

改
善

へ
の
寄
与

を期
待

す
る。

HC
MU

T
�

同
窓
会
組
織

、共
同

研
究
指
導
教
職
員

、セ
ミナ

ー
、国

際
会
議
等

を通
じた

関
係

とコ
ミュ

ニケ
ー
ショ

ンお
よび

調
整

機
能
強
化

。H
CM

UT
, IT

B,
 

�
学

生
指
導

、コ
ー

ス教
育

、分
野

別
セ

ミナ
ー

の
実

施
・参

画
等

に
期

待
す

る。

－ ��� －



 
�

ジ
ュニ

ア学
部

スタ
ッフ

の
資

質
向

上
、学

会
誌

掲
載

・国
際
会

議
参

加
当

に
よる

高
質

な研
究

、学
界

ネ
ット

ワー
クの

強
化
等

が
み

られ
た

。さ
らに

期
待

す
るこ

とは
、国

立
研

究
組
織

に
よる

研
究

成
果

の
認
知

、シ
ニ

ア学
部

スタ
ッフ

の
毎

年
の
論

文
発

表
、J

SU
との

共
同

TV
授
業

実
施

、産
業
界

との
共

同
研

究
。 

�
同

窓
会
組
織
関

係
の
維
持

。N
US

 
�

学
位

取
得

者
は

学
内

に
て研

究
活

動
に

従
事

して
ほ

しい
。一

方
、コ

ミュ
ニ
テ
ィへ

の
技

術
・知

識
移

転
の

た
め

に
、指

導
者

ある
い

は
コン

サ
ル

タン
ト

とし
ても

仕
えて

くれ
るで

あろ
う。

 
�

ネ
ット

ワー
ク確

立
に

よる
共

同
作
業

の
実

施
。 

�
共

同
作
業

に
て関

係
性

とネ
ット

ワー
クを

維
持

で
きる

で
あろ

う。
これ

は
人

的
資

源
を共

有
して

、教
育

・研
究

プ
ログ

ラム
の
拡

張
に

つ
なが

るも
の

で
ある

。H
Iで

ある
と同

時
に

SI
とし

て、
学

位
取

得
者

に
は

学
部

スタ
ッフ

とし
て勤

務
し、

AU
N/

SE
ED

-N
et

プ
ログ

ラム
に
積
極

的
に

参
加

して
ほ

しい
。 

 ＜
フェ

ー
ズ２

へ
の
提
言
＞

 
�

より
開

発
の

遅
れ

た
、ベ

トナ
ム、

ラオ
ス、

カン
ボ

ジア
、ミ

ャン
マ

ー
の

MI
へ

の
修

士
･博

士
号

取
得
奨

学
金

を拡
大

す
るこ

と。
 

�
財
政

的
支
援
パ

ッケ
ー

ジへ
の

期
待

を提
案

書
に
記
載

した
。 

�
修

了
者

は
フル

タイ
ムの

学
部

スタ
ッフ

とし
て
戻

って
ほ

しい
。 

�
国
立

研
究

セ
ンタ

ー
主
催
会
議

へ
の
出
席
頻

度
増

加
、C

OE
とし

ての
地

位
保

全
、M

Iお
よび

JSU
との

資
源

お
よび

施
設

の
共

同
利
用

、カ
リキ

ュラ
ム協

調
、産

業
界

との
人

的
交
流

の
MO

U
署

名
、学

界
創
設
等

。 
�

同
窓
会
組
織

との
関
係

の
強
化

。N
US

 
�

教
職

員
交
換

・イ
ンタ

ー
ネ

ット
利
用

共
同
講
義

・ジ
ョイ

ント
学

位
・共

同
研

究
促

進
他

。I
BT

, U
GM

, H
CM

UT
 

�
プ

ロジ
ェク

ト修
了

者
に

よる
新
規

コー
スの

開
設

。 
�

日
本

人
教
職
員

の
派
遣

に
よる

研
究

チ
ー

ム指
導

と教
職
員

、学
生

対
象

の
セ

ミナ
ー

開
催

。 
�

HI
-S
I間

（ア
ドバ

イザ
ー
－

スタ
ッフ

とし
て）

で
の

共
同

研
究

を定
常

的
に

実
施

す
べ

きで
ある

。 
�

同
窓
会

名
簿

の
管

理
に
努

め
て、

確
立
され

た
ネ

ット
ワー

ク（
MI

, J
SU

）を
向

上
す

る。
 

�
同
窓
会

活
動

へ
の
財
政

的
支
援

、国
内

他
大

学
との

共
同

活
動

の
ため

の
セ

ンタ
ー
設
立

。 

3. 
効

率
性

3.1
 プ

ロジ
ェク

ト成
果

の
達

成
の

め
に

活
動

に
よる

投
入

（財
政

支
援

、
JU

S、
研

究
機

材
、分

野
別

セ
ミナ

ー
他

）は
い

か
に

活
用
され

たか
 

(
名

)

 
M

I
事

務
局

適
切

に
活
用
され

た
1
1

1
2

部
分

的
に
利

用
され

た
1

2

適
切

に
活
用
され

てい
ない

0
0

わ
か

らな
い

/
判

断
で

きな
い

0
0

－ ��� －



3.2
＜

日
本

側
＞

プ
ロジ

ェク
ト成

果
の

達
成

の
た

め
の
投

入
に

つ
い

て
、そ

の
量

、質
、タ

イミ
ング

に
つ

い
て

は
ど

うか
 

 

日
本
側

M
I

専
門
家
数

3
専
門
家
熟
達
度

3
派
遣
タイ

ミン
グ

3
・H

I
へ
の
適
切
な
コー

デ
ィネ

ー
シ
ョン

/
コン

サ
ル
テ
ー
シ
ョン

が
あっ

た
・実

施
期

間
中

の
プ
ロジ

ェク
トオ

フィ
サ
ー

、ア
カ
デ

ミッ
クア

ドバ
イザ

ー
に
よる

支
援

が
適

切
で
あっ

た
。

・熟
達
度
、タ

イミ
ング

とも
良

・派
遣
頻
度
が
より

多
く5

回
以
上
なお

よい

1
)

日
本

人
専

門
家

（A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
事

務
局

ア
ドバ

イザ
ー

、調
整

員
等

）
派
遣
→
適
切

事
務
局

7
6

3
・
調
整
員
に

JI
CA

職
員
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、こ

の
種
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
必
須
で
あ
り
、
JI
CA

内
外
に
も
大
き
な
効
果
を
与
え

て
い
る
 

・
専
門
家
の
専
門
分
野
に
お
け
る
知
識
経
験
に
は
特
に
問
題
は
な
い
 

M
I

専
門
家
数

2
専
門
家
熟
達
度

2
派
遣
タイ

ミン
グ

1
同
上
→
不
適
切

事
務
局

5
1

6
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
イ
ズ
と
し
て
調
整
員
の
数
が
十
分
で
な
い
 

・
長
期
専
門
家

5人
体
制
が
理
想
で
あ
る
 

・
会
計
担
当
の
専
門
家
が
必
要
 

・
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
常
駐

が
望
ま
れ
る
 

M
I

専
門
家
数

3
専
門
家
熟
達
度

4
派
遣
タイ

ミン
グ

5
・
分
野
別
派
遣
教
員
は
研
究
テ
ー
マ
に
合
致
し
て
い
た
→
2件

 
・
頻
度
、
熟
達
度
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
研
究
に
マ
ッ
チ
し
た
→
2件

 
・
共
同
研
究
で
の
直
接
対
話
・
E
メ
ー
ル
に
よ
り
、
自
由
闊
達
な
意

見
交
換
が
あ
っ
た
 

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
綿
密
か
つ
討
議
が
最
大
限
で
あ
っ
た
 

･研
究
ア
ン
ブ
レ
ラ
に
よ
り
相
違
は
み
ら
れ
る
 

2
)
日

本
人

教
員

の
貴

大
学

へ
の
派
遣
→
適
切

事
務
局

7
6

9
・
本
邦
支
援
大
学
の
教
官
の
専
門
的
な
知
識
に
特
に
問
題
は
な
い
 

M
I

専
門
家
数

1
専
門
家
熟
達
度

0
派
遣
タイ

ミン
グ

0
・
学
生
へ
の
訪
問
頻
度
が
最
重
要
で
あ
る
 

・
非
ホス

ト大
学
へ
の
派
遣
増
加
を望

む
 

同
上
→
不
適
切

事
務
局

7
2

3
・

現
状
で
は
非
ホス

ト大
学
へ
の
派

遣
が
殆
ど行

わ
れ
ず
，そ

ち
らへ

の
直
接
的
貢
献
が
少
な
い
 

・限
られ

た
人

材
だ
け
が
派

遣
され

て
い
る傾

向
が
あ
り，

人
材

の
活

用
が
不
十
分
 

・セ
ミナ

ー
な
どへ

集
団

で
派

遣
され

るた
め
，有

効
な
活

用
が
され

て
い
な
い
 

・日
本
の
現
職
の
大
学
教
員
は
タイ

ムリ
ー
に
十
分
な
期
間
の
派
遣
が
容

易
で
な
い
体

制
に
な
って

い
る 

・専
門

知
識

とい
うよ

りも
日

本
比

べ
研

究
レベ

ル
が
必

ず
しも

高
くな

い
ア
セ
ア
ンの

メン
バ
ー

国
の
教

員
・学

生
に
対

す
る指

導
に
つ

い
て
（日

本
との

将
来

の
関

わ
り等

を考
え
て
）積

極
的

に
協

力
して

くれ
る、

また
今

まで
そ
うい

う経
験

が
な
くて

も意
義

を見
出

して
くれ

て
協

力
して

く
れ
る、

とい
う教

員
は
実
は
実
際
に
は
あま

り多
くな

い
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3.2
＜

日
本

側
＞

プ
ロジ

ェク
ト成

果
の

達
成

の
た

め
の
投

入
に

つ
い

て
、そ

の
量

、質
、タ

イミ
ング

に
つ

い
て

は
ど

うか
 

 

日
本
側

M
I

機
材
種
類

4
機
材
数
量

3
設
置
タイ

ミン
グ

0
・機

材
は

適
切

で
有

用
で
あ
りプ

ロジ
ェク

ト目
的

に
合

致
して

い
る、

質
の
高
い
研
究
成
果
を生

み
出

して
い
る

・特
殊
機
材
は
とり

わ
け
有
用
で
ある

・研
究
用
の
より

大
型
機
材
の
可
能
性
は
ある

か

3
)
研
究
機
材
供
与
→
適
切

事
務
局

1
2

6
 

1
・
要
請
ベ
ー
ス
で
の
供
与
故
に
有
効
で
あ
る
 

M
I

機
材
種
類

1
機
材
数
量

3
設
置
タイ

ミン
グ

1
・
JI
CA

に
よ
る
購
入
・
納
品
プ
ロ
セ
ス
は
時
間
が
か
か
り
、
研

究
活
動
に
遅
れ
を
生
じ
る
 

同
上
→
不
適
切

事
務
局

3
6

 
1

0
・
予
算
上
の
制
約
が
あ
る
。納

入
へ
の
手
続
き
の
煩
雑
さ
に
よ
る

納
期
の
掛
か
り
す
ぎ
 

日
本
側

M
I

対
象
者
数

5
学
生
の
質

5
奨
学
金
総
額

5
支
給
期
間

3
・学

生
の
質
も高

く、
総
額
も適

切
・サ

ン
ドイ

ッチ
博

士
課

程
の
場

合
、環

境
適

応
を

考
慮
して

期
間
延
長
す
るの

も一
案

で
あろ

う
・P

h
D
は

A
S

E
A

N
人
的
資
源
育
成

に
増
加
す
べ
き

・学
生
に
質
は

S
I
に
よる

が
選

別
は
適

切
で
ある

4
)
日

本
で

の
修

士
・博

士
課

程
プ
ログ

ラム
→
適
切

事
務

局
6

1
0

 
1

2
6

 
・学

生
の
質
は
現
状
で
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
 

・
奨
学
金
の
供
与
期
間
は
現
状
で
十
分
で
あ
る

M
I

対
象
者
数

3
学
生
の
質

3
奨
学
金
総
額

0
支
給
期
間

3
・P

h
D

3
年
は
修
了
に
不
適
切

・効
果
発

現
増

大
の
た
め
、奨

学
金

増
加
と学

生
の

質
改

善
を図

るべ
きで

ある

同
上
→
不
適
切

事
務

局
7

2
 

0
7

 
・
理
想
的
に
は
も
っ
と
多
い
方
が
適
当
で
あ
る
。

し
か
し
，ホ

ス
ト
大
学
の

Ca
pa
ci
ty
，学

生
の
質

の
維

持
な

ど
を

考
慮

す
る

と
増

加
に

も
問

題
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

・3
年
間
で
の
博
士
課
程
終
了
は
日
本
・
ホ
ス
ト

大
学
の
双
方
に
と
っ
て
も
相
当
の
努
力（

本
人
お

よ
び
指
導
教
員
）が

必
要
で
あ
る
。資

金
面
を
考

慮
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
3.
5年

ま
た
は

4年
の

期
間
が
与
え
ら
れ
る
と
理
想
で
あ
る
。
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3.2
＜

日
本

側
＞

プ
ロジ

ェク
ト成

果
の

達
成

の
た

め
の
投

入
に

つ
い

て
、そ

の
量

、質
、タ

イミ
ング

に
つ

い
て

は
ど

うか
 

 

日
本
側

M
I

頻
度

6
テ
ー
マ

7
開
催

地
6

参
加
者
数

2
・M

Iの
活
発
な
参
加
、ネ

ット
ワー

ク、
交

流
、継

続
的

共
同
研
究
に

寄
与
、他

類
似
コメ

ント
あり

 
・開

催
頻
度
は
十
分
で
ある

 

5
)
分

野
別
セ
ミナ

ー
→
適
切

事
務

局
1

0
1
1

 
1
1

8
 

・現
在

まで
の

時
点

で
は
分

野
別

セ
ミナ

ー
は
多

く
の
成

果
を出

して
い
る 

・こ
れ

まで
の
とこ

ろ特
に

問
題

は
な
い
が
、第

２フ
ェー

ズ
で
は
大

きな
変

更
が
必

要
と思

わ
れ
る 

M
I

頻
度

1
テ
ー
マ

開
催

地
1

参
加
者
数

4
・持

続
性

に
は

FW
S
へ

の
同

窓
生
参
加
を増

大
さ

せ
る必

要
あり

、非
MI

の
取
り込

む
等

 
・分

野
横

断
型
テ
ー
マ
の
場
合
、関

連
分

野
最

低
2

名
な
い
し

3名
程

度
参

加
す

べ
きで

ある
、 

同
上
→
不
適
切

事
務

局
5

1
 

1
6

 
・参

加
メン

バ
ー

が
固

まり
す

ぎ
て
い

る傾
向

もあ
り，

レピ
ー

ター
も大

事
だ
が

新
メン

バ
ー

へ
の

拡
張
も必

要
で
ある

 
・予

算
が
可

能
で
あ
れ

ば
、よ

り多
くの

参
加

者
が

可
能
とな

る 
M

I
総
額

4
支
援

項
目

5
資
金
支

払
時
期

5
・A

UN
/S

EE
D-

Ne
tは

実
質
的
な

財
政
支
援
を継

続
す

るの
で

 
・大

学
院
プ
ログ

ラム
との

連
携
の
良

い
事

例
で
ある

 2
件

 
・共

同
研
究
援

助
は
増
額

要
、ま

た機
材

購
入
へ
の

充
当
も認

め
る 

6
)

共
同
研
究
資
金
→
適
切

事
務

局
1

4
1

0
 

1
0

・申
請
ベ
ー
スで

ある
こと

は
有
効
で
ある

。 
M

I
総
額

1
支
援

項
目

0
資
金
支

払
時
期

0
・研

究
毎
に
見
直
し要

、と
りわ

け
実
験

主
体
研
究
に
つ
い
て
、 

・修
士
課
程
学
生
が

HI
登

録
時
に
一

部
研
究
資
金
支

払
い
可
能
と

な
るこ

とを
推
奨
す
る 

同
上
→
不
適
切

事
務

局
1

3
 

2
・額

が
多
け
れ

ば
感

謝
され

るで
あろ

う 
M

I
財

政
支
援 額
3

研
究
者

訪
問
数 4

訪
問
タイ

ミン
グ

4
・各

項
目
とも

適
切
で
ある

 
・プ

ログ
ラム

は
極
め
て

重
要
か
つ

有
効
で
ある

 
・学

生
数
増
加
に

伴
い
研
究
者
増
加
す
べ
き 

7
)
 

J
S

U
へ

の
短

期
訪

問
支

援
→

適
切

事
務

局
1
1

9
 

9
・日

本
的

に
は
十

分
で
あ
る。

期
間

も受
け

入
れ
側

の
事

情
か
ら現

状
で
良
い

 
M

I
財

政
支
援 額
3

研
究
者

訪
問
数 3

訪
問
タイ

ミン
グ

3
・非

ホ
スト

大
学

に
とっ

て
、機

会
は

限
られ

か
つ

不
規

則
で
あ
る、

他
類

似
コメ

ント
数

件
あり

 
・日

当
が

小
額

な
た
め
、日

本
で
は

持
ち
出

しと
な
る、

他
類

似
コメ

ント
数

件
あり

 
・申

込
み

より
招

待
を受

け
るタ

イミ
ング

が
遅
れ

気
味
で
ある

 

同
上
→
不
適
切

事
務
局

1
5 

1
・数

を増
や

せ
ば

喜
ば

れ
る。

年
度

末
に
集

中
しす

ぎ
る。

同
じ人

間
が

何
回

も行
くケ

ー
スが

あ
る。

非
ホ
スト

大
学

の
メン

バ
ー

の
参

加
を促

進
す

べ
きで

ある
 

－ ��� －



  
日
本
側

MI
1 

・共
同
研
究
奨

励
の
た
め
に

継
続
させ

るべ
き 

8)
 MI

間
で
の
短
期
訪
問
支
援
→

適
切
 

事
務
局

6
5 

7
 

MI
 

 
同
上
→
不
適
切

事
務
局

 
 

3.2
＜

貴
大

学
(M

I)側
＞

 
プ

ロジ
ェク

ト成
果

の
達

成
の

た
め

の
投

入
に

つ
い

て
、そ

の
量

、質
、タ

イミ
ング

に
つ

い
て

は
ど

うか
 

 

貴
大
学

(
M

I
)
側

M
I

要
員
数

8
要
員
資

格
7

要
員
能
力

8
・管

理
4名

学
部

2名
（2

BS
,2M

S,2
Ph

D）
とい

う事
例
あり

 N
US

 
・H

Iに
お
い
て
、プ

ログ
ラム

は
有
資

格
の
能

力
ある

スタ
ッフ

に
より

効
率
的
に

運
営
され

て
い
る 

US
M 

1
)
貴

大
学

窓
口

の
要
員

配
置

→
適
切

事
務

局
1
1

6
 

6
 

M
I

要
員
数

0
要
員
資

格
1

要
員
能
力

1
・業

務
遂
行
に
は
スタ

ッフ
の
資

格
要

件
や
能
力
が

左
右
す
る 

同
上
→
不
適
切

事
務

局
3

6
 

8
・平

均
的

に
は

問
題

な
い
と言

え
るが

，大
学

に
依

って
は

これ
らの

問
題

が
生

じて
い
るこ

とも
あ
る。

た
だ
プ
ロジ

ェク
トの

進
行

と共
に

改
善
され

て
い
る 

・す
べ

て
の
大

学
に

当
て
は

まる
わ
け
で
は

な
い
が
、一

部
の
大

学
に
お

い
て
は

全
部

の
項

目
あ
るい

は
一

部
の

項
目

に
つ

い
て
改

善
が
望
まれ

る 
M

I
総
額

4
支
援

項
目

6
支

払
タイ

ミン
グ

3

そ
の

他
事
務
スペ

ー
ス

2

人
月

2

・A
UN

/S
EE

D-
Ne

t事
務
局
お
よび

JIC
A
現
地
事
務

所
とは

良
好

な
関

係
を保

ち
、適

切
な
奨

学
金
支

払
や

運
営

手
続

きを
確

保
す
る 

NU
S 

・P
hD

学
生
の
修
行
年
限
延
長
に
も対

処
、独

自
で
機
材
調
達

／
維

持
管

理
費

充
当

す
る、

そ
の

他
施

設
利

用
や

スタ
ッフ

賃
金

も補
助

 
DL

SU
 

･授
業

料
補
て

ん
、と

りわ
け
修
行
年
限
延
長
の
場
合

 2
件

US
M

他
 

・プ
ロモ

ー
ショ

ン出
張

時
に

AU
N/

SE
ED

-N
et

支
給
の
不

足
分

補
て

ん
 

・留
学
生
へ
の

便
宜
供
与
（出

迎
え、

当
初

宿
泊
） 

・必
要
な
事
務
スペ

ー
スや

労
力
を充

当
 I

TB
, U

GM
 

2
)
コス

トシ
ェア

の
体
制
→
適
切

事
務

局
6

8
 

3
・現

状
は

「学
修
期

間
の
延
長

時
」の

授
業

料
免

除
が

主
た
るシ

ェア
だ
が
，こ

の
点
に
つ

い
て
は

問
題
は
少

な
くな

って
い
る。

 
M

I
総
額

0
支
援

項
目

0
支

払
タイ

ミン
グ

0
・多

少
の
スピ

ー
ドア

ップ
要

 
同
上
→
不
適
切

事
務

局
5

6
 

1
現

状
の
コス

トシ
ェア

は
全

体
の

予
算

か
らは

微
々

た
るも

の
で
あ

り，
第

二
フェ

ー
ズ
の
課

題
で
ある

。し
か
し，

これ
は
メン

バ
ー

国
に

より
偏
りが

生
ず
るこ

とを
是

認
す
る必

要
が
ある

。 

－ �00 －



3.3
 実

施
プ

ロセ
スの

効
率

性
に
影
響

を及
ぼ

す
要

因
は

何
か

、フ
ェ

ー
ズ
２に

向
け

て
の

提
言

とか
 

コメ
ント

とし
ては

、
�

フェ
ー

ズ
１に

お
い

て
は
概

ね
良

好
に

実
施

され
た

もの
の

、サ
ンド

イッ
チ

プ
ログ

ラム
等

や
や

難
が

あ
った

。こ
れ

は
統

一
手

順
や

、研
究

トピ
ック

選
定

、要
求

研
究
水

準
、論

文
出
版
等

に
つ

い
て

MI
の
み

なら
ず

、H
I, 

ＪＳ
Ｕと

の
合

意
形

成
が

なか
った

た
め

で
ある

。こ
れ

を教
訓

とし
て、

HI
, Ｊ

ＳＵ
含

め
て、

効
率

性
の
要
因

に
つ

い
て議

論
し、

実
施

プ
ロセ

スの
改

善
に

つ
なげ

るこ
とが

で
きる

。 
ITC

 
�

す
で

に
効
率

よく
運
営
され

てお
り、

これ
を維

持
す

れ
ば

よい
。 

UP
 

�
実

施
プ

ロセ
スの

効
率

性
に

つ
い

ては
満

足
して

い
る。

 N
US

 
�

学
生

選
別

は
学
力

に
よる

もの
で

ある
が

、S
Iの

なか
に

は
か

なら
ず

しも
学

力
優
秀

者
を揃

えて
い

るわ
け

で
なく

、ス
タッ

フの
資

質
向

上
が
望

め
ない

こと
に

なる
。選

別
に

は
SI

側
の
優
先

度
も考

慮
し、

奨
学
金

も割
り当

てと
す

べ
きで

ある
。 

NU
L 

�
AU

N/
SE

ED
-N

et
事

務
局

、調
整
員

とも
効
率

的
か

つ
献
身

的
で

ある
。D

LS
U

もプ
ロジ

ェク
トを

支
援

す
べ

くコ
ミッ

トし
てい

る。
強
固

なモ
ニ

タリ
ング

シス
テム

も確
立
され

た
。J

SU
もプ

ロジ
ェク

トの
成
功
裡

の
実

施
に

コミ
ット

して
い

る。
MI

も協
力

的
で

ある
。プ

ロモ
ー

ショ
ンツ

ァー
は
応
募

者
との

直
接

面
談

の
機

会
を与

えて
、H

Iに
とっ

ての
市

場
を提

供
す

るこ
とに

なる
。 

提
言

とし
ては

、A
UN

/S
EE

D-
Ne

tは
MI

に
共

同
研

究
の

ため
の
支
援

を
す

るこ
とで

ある
。 

�
い

くつ
か

の
MI

で
は

AU
N/

SE
ED

-N
et

活
動

に
つ

い
ての

情
報

が
潜
在

的
学

生
／

スタ
ッフ

の
行

き届
い

てい
ない

。特
別
講
義

とか
の

別
枠

に
て扱

う
の

も一
案

。U
OM

 
�

重
要

な問
題

は
財
政
支
援

で
ある

。コ
スト

シェ
アの

要
素

は
ある

もの
の

、A
UN

/S
EE

D-
Ne

tお
よび

JIC
Aよ

りも
た

らさ
れ

てい
る。

産
業
界

か
らの

コミ
ット

お
よび

支
援

は
次

期
フェ

ー
ズに

お
い

て重
要

な要
因

で
ある

。A
UN

/S
EE

D-
Ne

tは
産
業
界

の
ニー

ズを
特
定

し、
MI

, H
Iに

て適
切

な共
同

研
究

が
計

画
で

きる
よう

に
ワー

キン
グ協

議
会

を設
立

す
べ

きで
ある

。A
UN

/S
EE

D-
Ne

tプ
ログ

ラム
が

AS
EA

N
地

域
で

の
実

体
か

つ
高
等
教
育

に
お

け
る重

要
な役

割
遂
行

の
お

手
本

とし
て地

域
の

人
的

資
源

開
発

を促
進

す
べ

きで
ある

。H
I同

士
に

お
け

る学
際

的
領

域
研

究
の

適
切

な研
究

計
画

策
定

も視
野

に
い

れ
る。

改
善
され

た
Eネ

ット
ワー

クは
HI

, M
I, J

SU
の
愛
代

で
の
情
報

アク
セ

ス・
普
及

・フ
ロー

に
寄
与

す
る。

フェ
ー
ズ２

に
お

い
て

も
AU

N/
SE

ED
-N

et
が
持
続

的
を確

保
す

るよ
うに

堅
固

な同
窓

コミ
ュニ

ティ
を設

立
す

るこ
とで

ある
。 

US
M 

�
スタ

ッフ
が
重
要

（ア
サ

イン
人

数
、資

格
、能

力
） 

�
実

施
プ

ロセ
スは

効
率

的
か

つ
マ

ネ
ジメ

ント
・コ

ミュ
ニケ

ー
ショ

ンと
も良

好
で

ある
が

、機
材

調
達

に
関
連

し
JIC

A
現
地

事
務
所

の
関
与

も要
す

る 
�

(事
)学

位
プ

ログ
ラム

が
基

本
だ

が
，そ

の
他

の
プ

ログ
ラム

は
そ

の
支
援

とし
て「

研
究

の
充

実
」「

ネ
ット

ワー
ク形

成
」な

ど主
目

的
に

か
なっ

てい
る。

現
フェ

ー
ズ

は
，ホ

スト
に

とっ
て

「大
学

院
の
充

実
」に

非
ホス

トに
は

「人
材

育
成

」に
主

とし
て
寄

与
して

い
る。

アセ
アン

全
体

の
底

上
げ

に
は
非

ホス
ト

へ
の

きめ
細

か
い

プ
ログ

ラム
が
第
二

フェ
ー
ズで

は
必
要

で
ある

。 
�

(事
) 参

加
大

学
の
積
極

性
・主

体
性

が
重
要
要
因

で
ある

。そ
れ

が
強
化
され

るよ
うな

プ
ログ

ラム
を構

築
す

る必
要

が
ある

。フ
ェー

ズ２
は

、J
IC
A

サ
イド

か
ら見

ると
、最

も適
切

に
アセ

アン
側

に
フェ

ー
ズア

ウト
す

るの
が
ね

らい
の
ひ

とつ
で

ある
と考

える
。そ

れ
が
有
効

・達
成

す
るた

め
の
最

大
限

の
日

本
側

の
協
力

・支
援

を期
待

した
い

。 
�

(事
) 各

国
の
政
府

の
方

針
と予

算
配

分
。そ

して
各

大
学

の
方

針
と予

算
配

分
。粘

り強
く改

善
を働

きか
ける

必
要

が
ある

。 
�

(事
) テ

レビ
会
議

シス
テム

で
な

くと
も、

Sk
yp

e
な

どを
利
用

した
少

数
人

数
間

の
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンが

可
能

な
イン

ター
ネ

ット
スピ

ー
ドが

メン
バ

ー
国

で
も確

保
され

れ
ば

、あ
る程

度
改

善
が
可

能
か

。 
�

(事
)メ

ンバ
ー

校
側

か
らの

Co
ntr

ibu
tio

nが
どの

程
度

、増
えて

い
くの

か
で

、ま
た

JIC
A以

外
の

外
部

資
金

が
どの

程
度

得
られ

るか
で

、プ
ログ

ラム
の
量
→

質
も左

右
され

る部
分

は
少

なく
ない

4. 
イン

パ
クト

－ �0� －



4.1
 

上
位

目
標

は
“A

SE
AN

諸
国

の
産
業

界
を再

活
性

化
す

るた
め

の
人

的
資

源
開

発
に

よっ
て

、経
済

的
持

続
性

が
拡

大
され

る”
と

い
うも

の
で

あ
る。

プ
ロ

ジ
ェ

クト
目

標
達

成
の

結
果

とし
て

、上
位

目
標

に
到

達
す

るか
 

(
名

)

 
M

I
事

務
局

部
分

的
に

達
成

した
1
1

0

達
成

が
予
測

され
る

1
1
1

達
成
困
難

で
ある

0
1

わ
か

らな
い

/
判

断
で

きな
い

0
2

�
部

分
的

達
成

の
理

由
とし

ては
、工

学
教
育

の
知
識

は
AS

EA
N

諸
国

に
適
用

可
能

、大
学

パ
ー

トナ
ー

間
で

の
人

的
資

源
の
統

合
しや

す
さ、

21
世
紀

の
コン

テ
クス

ト（
アカ

デ
ミッ

クエ
クセ

レン
ス、

国
家

目
標

、産
業

研
究

、ハ
イテ

ク開
発

）に
対

応
す

る必
要

性
、持

続
的

開
発

とい
う社

会
的
ゴー

ル
に

向
け

た
効
果

的
な研

究
開

発
へ

の
貢
献
－

人
口

増
加
下

で
の

ニ
ー

ズ、
ライ

フサ
ポ

ー
トシ

ステ
ム、

飢
餓

と貧
困
削
減

、持
続

的
開

発
の
確
保

、知
識
格

差
と知

的
協
力
推

進
 

�
(双

)A
UN

/S
EE

D-
Ne

tは
工

学
分

野
で

の
人

的
資

源
開

発
の
拡

大
を刺

激
した

こと
に

より
、上

位
目

標
は

達
成
され

るで
あろ

う。
産
業
界

の
再

活
性

も
続

くも
の

で
ある

、類
似
例

数
件

あり
 

�
修

了
生

は
知
識

･経
験

を母
国

に
持
ち帰

り、
経
済
界

に
貢
献

す
るこ

とに
なる

。 
�

(双
)修

了
生

の
数

は
い

まだ
に

、十
分

で
は

ない
。 

NU
OL

 
�

MI
、J

SU
の
シナ

ジー
パ

ー
トナ

ー
シッ

プ
は

、化
学

工
学
科

の
み

なら
ず

全
ての

分
野

で
の

アカ
デ

ミッ
クネ

ット
ワー

クと
良
好

な関
係

を育
成

した
。学

科
内

の
研

究
、学

部
、学

生
とも

に
改

善
が
み

られ
る。

非
MI

との
アカ

デ
ミッ

ク結
束

も強
化
され

た
。学

部
と学

生
との

密
接

な研
究

活
動

に
よっ

て斬
新

な大
学

院
プ

ログ
ラム

が
開

発
され

た
。 

�
い

くら
か

の
学

生
は

修
了

後
に

MI
の
母

国
に

お
い

て産
業

界
に

従
事

す
る。

他
は

MI
に

て教
員

とし
て、

産
業
界

に
て働

く未
来

の
技

術
者

を教
えて

い
る。

同
窓
会
組
織

は
各

MI
, H

I, J
SU

の
活

発
な巻

き込
み

を通
じて

、A
UN

/S
EE

D-
Ne

tプ
ログ

ラム
を支

援
す

るも
の

とし
て継

続
が

期
待

され
る。

 
�

(事
) わ

か
らな

い
/判

断
で

きな
い

理
由

とし
て、

現
状

で
は

「何
とも

言
えな

い
」と

い
うと

ころ
で
，人

材
は
容
易

に
は
育

た
ない

。 
�

(事
) O

ve
ral

l G
oa

lは
目

的
か

ら少
し飛

び
す

ぎた
ゴー

ル
とな

って
い

る。
解
釈
次
第

で
数

年
後

に
貢
献
可

能
で

は
ある

が
、あ

まり
本

質
的

で
ない

と思
わ

れ
る。

4.2
 上

位
目

標
達

成
に

影
響

す
る内

的
要

因
は

存
在

す
るか

 

�
わ

が
国

で
は

、半
導

体
産

業
を除

き、
産

業
界

に
て修

士
・博

士
を雇

用
す

るこ
とな

ない
。引

き続
き、

工
学

で
の

人
的

資
源

開
発

の
必
要

性
の

意
識

涵
養

を産
業
界

に
向

け
て発

して
い

るも
の

で
ある

。産
業
界

へ
の
提
唱

プ
ログ

ラム
を含

め
るこ

とを
推
奨

す
る。

NU
S 

�
わ

が
国

の
学

部
学

生
の
レベ

ル
は

他
MI

に
立
ち遅

れ
てい

る。
 N

UO
S 

�
大

学
は

MI
へ

の
短

期
訪
問

へ
の
展
望

を欠
い

てい
る。

宿
泊

施
設

も同
様

。政
府
関
連
省
庁

は
、プ

ロジ
ェク

トに
最
低

限
の
関
与

しか
しな

い
。次

期
フ

ェー
ズへ

の
提
言

とし
ては

、A
UN

/S
EE

D-
Ne

t事
務

局
は
政
府

当
局

の
関
与

を見
直

す
こと

、A
UN

/S
EE

D-
Ne

t事
務

局
、J

IC
A

事
務
所
支
援

の
HI

は
、ア

セ
アン

諸
国

に
お

け
る産

業
界

お
よび

非
MI

との
協

調
とネ

ット
ワー

ク生
成

を助
成

す
るこ

と。
DL

SU
 

�
他

の
HI

は
硬

直
化

して
お

り、
調
整

は
困
難

で
ある

。U
OM

�
工

学
部

全
体

の
支
援

と貢
献

、首
尾
一
貫

した
管

理
運
営

、書
面
や
手
続

き上
の
恩

恵
、実

施
し易

い
環
境
等

、類
似
例

数
件

あり
�

参
画

す
る学

科
スタ

ッフ
の

大
学

院
プ

ログ
ラム

拡
大

へ
の

コミ
ット

メン
ト

－ �0� －



 
�

奨
学

金
や

共
同

研
究

へ
の
財

政
支

援
、高

度
な

研
究

機
材

等
に
問

題
あ

り。
提

言
とし

て
は

、こ
れ

らに
対

す
る財

政
支

援
で

あ
る。

この
目

的
に

お
い

て、
関
係

す
る産

業
界

の
取

り込
み

もす
べ

きで
ある

。プ
ログ

ラム
の

成
果

は
、ま

さに
AS

EA
N諸

国
内
産
業
界

の
再

活
性
化

の
ため

の
人
材

開
発

で
あ

るか
らに

は
。U

SM
類
似
例

数
件

あり
 

�
技

術
的
ゴー

ル
と目

標
に

対
す

る共
通
認
識

 
�

地
域

お
よび

国
際

的
認
定

制
度

 
�

(事
) 高

等
教
育

に
よる

人
材
育

成
プ

ロジ
ェク

トさ
えも

「5
年

」と
い

う縛
りが

ある
の

は
何

とし
ても

理
解

に
苦

しむ
し，

また
そ

れ
を根

拠
に

した
暴

論
が

時
々

日
本

サ
イド

か
ら出

る。
こう

い
うプ

ロジ
ェク

トは
最
初

の
5年

に
適
正

な成
果

が
出

た
ら，

10
～

20
年

で
以

降
は
考

えた
い

。「
明

らか
に
途

中
」と

思
える

時
期

に
終

了
した

ら，
肝
心

な成
果

は
他

国
に

取
られ

る。
 

�
(事

) 各
国

の
経

済
状

況
や

政
治

状
況

の
影
響

が
大

きい
。事

業
の

内
容

と設
定

され
た
ゴー

ル
の

間
に

は
十

分
な
論

理
性

・整
合

性
が

な
い

。こ
れ

ら２
つ

目
の

内
容

に
つ

い
ては

改
善

の
余
地

が
ある

。
4.3

 プ
ロジ

ェク
トで

は
ど

の
よう

な
イン

パ
クト

が
あっ

た
か

 
正
の
イン

パ
ク ト

負
の
イン

パ
ク ト

イン
パ
クト

な
し

わ
か
らな

い

M
I

9
0

3
0

 
a
)
政
策

お
よび

規
約

の
変
更

（貴
ある

い
は

他
大

学
機
関

）
事

務
局

1
1

0
0

3
 

M
I

9
0

2
1

 
b
)

学
習

ある
い

は
教
育
指
導

面
で

の
変

化
事

務
局

1
2

0
0

2
 

M
I

9
0

2
1

 
c
)

技
術

面
で

の
変
化

事
務

局
9

0
1

4
 

M
I

9
0

3
0

 
d
)

プ
ロジ

ェク
ト以

外
で

の
アカ

デ
ミッ

ク面
の
交
流

事
務

局
1

0
0

0
4

 

M
I

0
0

0
0

 
e
)

そ
の

他
事

務
局

0
0

0
0

 

コメ
ント

とし
ては

、 
�

3大
学

との
MO

U
署

名
IC
T、

3大
学
３企

業
との

MO
U

署
名

UG
M、

二
十

数
大

学
・コ

ンソ
ー
シア

ムと
の

MO
U

署
名

ITB
 

�
AU

N/
SE

ED
-N

et
を手

本
とし

た
政
府
奨

学
資
金

プ
ログ

ラム
、非

英
語
圏

学
生

へ
の

学
部

スタ
ッフ

の
適

応
、研

究
文
化
や
出
版

面
で

の
拡

大
、他

MI
との

学
術
交
流

お
よび

協
調

（6
大

学
） 

UP
 

�
学

部
の

資
格

面
で

の
改

善
、研

究
活

動
と学

会
誌
出
版

の
増

加
、M

Iと
の
強
固

な共
同

研
究

お
よび

学
術

ネ
ット

ワー
ク、

衛
星

通
信
設
備
利
用

の
遠
隔

教
育
等

JSU
との

チ
ー

ム指
導

、プ
ロジ

ェク
ト外

の
学

術
交
流

とし
ては

5大
学

機
関

との
MO

U
署

名
含
む

活
動

が
ある

。 
DL

SU
 

�
フェ

ー
ズ２

支
援

に
向

けた
HI

か
らの

コス
トシ

ェア
枠
組
み

、留
学

生
呼

び
込
み

に
寄
与

す
るカ

リキ
ュラ

ム改
善

、J
SU

との
共

同
研

究
お

よび
監

理
を

通
した

活
動

参
加

より
学

ん
だ
新
規

技
術

、M
OU

署
名
等

に
よる

他
大

学
との

学
術

研
究

活
動

（2
大

学
） 

US
M 

�
(事

) 上
記
４項

目
は

当
然

Po
sit

ive
な

Im
pa
ct

を与
える

。こ
の

Im
pa
ct

を更
に
顕

著
に

して
且

つ
メン

バ
ー

大
学

の
み

なら
ず

メン
バ

ー
国
政
府

機
関

お
よび

国
民

が
認
識

し得
るよ

うに
，そ

して
日

本
の

「顔
」が

十
分

見
える

よう
に

す
るた

め
の

プ
ロジ

ェク
ト継

続
で

ある
。特

に
，ｂ

に
よる

親
日
家

・知
日

家
の
養

成
は

日
本

へ
大

きな
裨
益

をも
た

らす
 

�
英
語

に
よる

講
義

は
学

生
の
語

学
能
力

を改
善

す
るの

み
なら

ず
、文

化
交
流

に
も多

大
な影

響
を与

えた
�

日
本

人
教
授

との
共

同
研

究
は

J
S

U
と

M
I
との

間
に

て技
術

交
流

を促
進

した

－ �0� －



5. 
自

立
発

展
性

5.1
 プ

ロジ
ェ

クト
完

了
後

に
A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t

の
自

立
発

展
性

に
影

響
す

る能
力

、活
動

、支
援

策
は

つ
ぎ

の
うち

どれ
で

ある
とと

らえ
るか

 

最
重
要

や
や
影
響

無
関
係

M
I

9
3

0
 

a
)

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
事

務
局

の
マ

ネ
ジ

メン
ト能

力
事

務
局

1
2

2
0

 

M
I

1
1

1
0

 
b
)
 H

I
の

能
力

事
務

局
1

4
0

0
 

M
I

1
1

1
0

 
c
)

他
M

I
の

能
力

事
務

局
1
1

3
0

 

M
I

1
0

2
0

 
d
)

修
士

・博
士

課
程

の
ため

の
奨

学
金

事
務

局
1

2
2

0
 

M
I

1
0

2
0

 
e
)

共
同

研
究

活
動

事
務

局
1

4
0

0
 

M
I

8
2

0
 

f
)

日
本

の
大

学
か

らの
支
援

事
務

局
1
1

3
0

 

M
I

7
5

0
 

g
)

分
野

別
セ

ミナ
ー

事
務

局
8

6
0

 

M
I

7
4

 
h
)
 M

I
間

で
の

短
期
訪
問

事
務

局
1
1

3
0

 

M
I

9
3

0
 

i
)

研
究

ある
い

は
セ

ミナ
ー
等

イベ
ント

終
了
後

の
コン

タク
ト保

持
事

務
局

1
2

2
0

 

M
I

9
3

0
 

j
)

同
僚

へ
の
助
言

ある
い

は
支
援

事
務

局
8

5
0

 

M
I

1
0

1
-
 

k
)

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
修

了
生

の
帰

国
後

に
お

け
る討

議
や

共
同

作
業

事
務

局
1

3
1

0
 

そ
の

他
事

務
局

1
0

0
 

－ �0� －



5.2
 個

々
の

活
動

に
つ

い
て

、こ
れ

ま
で

の
自

立
発

展
性

は
い

か
な

る
もの

か
 

自
立
発
展
的

や
や
影 響

無
関
係

M
I

5
5

1
 

a
)

A
S

E
A

N
諸

国
内

で
の
修

士
･博

士
課
程

向
け
奨

学
金

事
務

局
4

6
5

 

M
I

4
4

3
 

b
)
 日

本
で

の
博

士
課

程
向

け奨
学
金

事
務

局
1

1
0

3
 

M
I

7
2

2
 

c
)

共
同

研
究

活
動

事
務

局
1

5
8

 

M
I

1
6

4
 

d
)
 
J
S

U
か

らの
教
員
派
遣

事
務

局
1

9
4

 

M
I

5
4

2
 

e
)

分
野

別
セ

ミナ
ー

事
務

局
3

8
3

 

M
I

1
7

3
 

f
)
 
J
S

U
へ

の
短

期
訪
問

事
務

局
2

8
4

 

M
I

2
3

5
 

g
)
 
M

I
へ

の
短

期
訪
問

事
務

局
2

4
8

 

M
I

7
3

2
 

h
)
  

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
事
務

局
事

務
局

2
5

7
 

M
I

1
0

2
0

 
i
)

研
究

ある
い

は
セ

ミナ
ー
等

イベ
ント

終
了
後

の
コン

タク
ト保

持
事

務
局

9
0

5
 

M
I

1
0

2
0

 
j
)

同
僚

へ
の
助
言

ある
い

は
支
援

事
務

局
9

1
3

 

M
I

1
0

2
0

 
k
)

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
修
了

生
の
帰
国
後
に
お

け
る討

議
や
共
同

作
業

事
務

局
9

1
4

 

そ
の

他

－ �0� －



5.3
 A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t

の
自

立
発

展
性

に
影

響
す

る外
部

要
因

は
あ

るか
 

�
国
毎

に
異

なる
マ

ネ
ジメ

ント
お

よび
文
化

。他
、H

I以
外

より
挙
げ

られ
た

コメ
ント

を精
査

して
ほ

しい
。こ

れ
らは

プ
ロジ

ェク
トゴ

ー
ル

達
成

に
か

か
わ

るも
の

を含
む

か
もし

れ
ない

。I
TC

 
�

(双
)政

府
関
連
省

庁
は
奨

学
金
支
給

、旅
費

、国
際
会
議
組
織
化
等

を拡
大

す
るこ

とお
よび

プ
ロジ

ェク
トへ

の
積
極

的
参

画
が
望

まれ
る。

他
、H

Iで
の

大
学

院
プ

ログ
ラム

は
研

究
活

動
を通

して
拡

大
され

た
。プ

ロジ
ェク

トは
研

究
環

境
を涵

養
した

。学
部

の
資
格
向

上
に
寄
与

した
。学

際
的

プ
ロジ

ェク
トは

高
度

な研
究

目
指

して
奨
励
され

るべ
きで

ある
。D

LS
U 

�
他

HI
の

協
力

と参
加

 U
OM

 
�

同
窓
会

へ
の
継
続

的
な活

動
参

加
は

SE
ED

-N
et

プ
ログ

ラム
の
持
続

性
の
主
要

因
で

ある
。各

国
政
府

の
継
続

的
か

つ
強
固

な支
援

は
SE

ED
-N

et
プ

ログ
ラム

持
続

性
確
保

に
必
要

で
ある

。U
SM

 
�

MI
と日

本
との

間
の
政
治

的
ネ

ット
ワー

クと
当

事
国

の
実

施
環
境

  
�

イン
パ

クト
の

増
大

の
た

め
に

は
、規

模
の
拡

大
が
必
須

で
ある

。こ
の

場
合

は
当

事
国
政
府

と産
業
界

の
支
援

が
必
須

で
ある

 類
似
例

数
件

あり
 

�
(事

) プ
ロジ

ェク
トの

Im
pa
ct

が
どこ

まで
及
ぶ

か
に
依

る。
特

に
各

国
政
府

機
関

に
現
在

の
スキ

ー
ムの

成
果

が
認
識
され

るか
どう

か
に

か
か

る。
そ

の
た

め
に

は
「人

材
育

成
」と

い
うプ

ロジ
ェク

トの
性

格
か

ら短
期

間
に

成
果

が
顕
著

に
は

なら
ない

の
で
，日

本
か

らの
援
助

は
程

度
は

とも
か

く継
続

が
必

須
で

ある
。 

�
(事

) 第
１フ

ェー
ズの

み
で

は
十

分
な持

続
性

は
得

られ
ない

。第
２フ

ェー
ズが

実
施
可

能
とな

るよ
うに

日
本

側
の

適
切

な支
援

が
得

られ
るこ

とは
大

きな
持
続

性
の
要

因
で

ある
。第

２フ
ェー

ズが
終

了
され

る時
期

に
は

、身
の
丈

に
あっ

た
規
模

で
、持

続
可

能
性

が
得

られ
るで

あろ
う。

 
�

(事
)現

在
の

成
果

など
に

は
期
待

以
上

と認
識

して
い

る。
そ

の
理

由
は
幾

つ
か

ある
が
，プ

ロジ
ェク

トと
して

2
年

間
の
準
備

期
間

が
あり

そ
の

間
に

内
容

の
修

正
が
可

能
で

あっ
た

こと
が

大
きい

。ま
た
，会

議
・セ

ミナ
ー

など
を通

して
メン

バ
ー

大
学

との
頻
繁

な意
見
交
換

が
行

わ
れ

た
こと

も有
効

で
あ

った
。し

か
し，

未
だ

改
善

の
余
地

は
多

くあ
り，

第
二

フェ
ー
ズへ

の
期

待
は

大
きい

。 
貴

大
学

参
考
デ

ー
タ 

学
位

取
得

者
数

と比
率

 

�
HI

とし
ての

NU
Sの

場
合

、も
とも

と
30
0名

近
い

スタ
ッフ

全
員

が
Ph

D保
持

者
。U

Pの
場

合
も
10
0％

Ph
D、

DL
SU

お
よび

US
M

も
80
～
90
％
Ph

D
か

つ
残

りM
sで

ある
 

�
IT
C,

 U
M

の
場

合
は

これ
まで

高
位

学
位

取
得

者
は
皆

無
に
近

い
状
態

で
あっ

たも
の

が
、よ

うや
く数

名
程

度
含

まれ
るよ

うに
なっ

た
 

�
UO

Lの
場

合
、P

hD
お

よび
Ms

合
わ
せ

て十
数
％

で
あっ

た
もの

が
、3

0％
を上

回
るよ

うに
なっ

た
。た

だ
し、

Ph
D

は
2％

以
下

 
�

HC
MU

Tの
場

合
、ス

タッ
フに

占
め

る
Ph

D
約

2割
、M

s4
割

程
度

で
ある

。今
後

修
了

者
が

加
わ

り、
これ

らは
増

大
す

る 
�

IT
Bで

は
、学

科
に

より
異

なる
が

、６
～
8割

近
くが

Ph
D

で
ある

、プ
ロジ

ェク
トの

恩
恵

に
より

、上
昇

して
い

る 
�

UG
M

で
は

ここ
数

年
で

Ph
D

は
10

人
以
下

より
倍

増
して

い
るが

、比
率

は
不

明
、 

�
HI

とし
ての

NT
U

で
は

、P
hD

保
持

者
は

7割
近

くを
占

め
計

11
00

名
以

上
 

 

備
考

： 
M

I
か

らの
回

答
状
況

 2
0
0
7
/
6
/
2
1
現
在

回
答
済

 H
U

T
,
 
I
T

C
,
 
U

P
,
 
D

L
S

U
,
 
N

U
S

,
 
N

U
O

L
,
 
U

M
,
 
U

S
M

,
 
U

G
M

,
 
I
T

B
,
 
H

C
M

U
T

,
 
N

T
U

計
1
2

大
学

  
  

 事
務

局
か

らの
回

答
に

つ
い

ては
、日

本
人

5
人

、タ
イ人

9
人

－ �0� －



J
S
U
質
問
票
まと

め

9
大

学
1
9

人
か

ら回
答

。
実

績
 

1
.
1

教
員

の
質

が
高

位
学

位
取

得
を通

じて
改

善
され

た
と考

えら
れ

る
か

(
人

)

非
常

に
改

善
4

ある
程

度
改

善
1
1

あま
り

-

全
く

-

わ
か

らな
い

/
判

断
で

きな
い

4

8
割

の
J
S

U
教

員
が

S
I
の

教
員

の
質

が
高

位
学

位
取

得
を通

じて
改

善
され

たと
感

じて
い

る。

1
.
2
 

(
1
)
 
ホ

スト
大

学
の

大
学

院
プ

ログ
ラム

は
向

上
した

と考
えら

れ
る

か

(
人

)

非
常

に
向

上
7

ある
程

度
向

上
1
0

あま
り

-

全
く

-

わ
か

らな
い

/
判

断
で

きな
い

2

�
9

割
の

J
S

U
教

員
が

H
I
の

大
学

院
プ

ログ
ラム

が
何

らか
の

形
で

向
上

した
と感

じて
い

る。
�

プ
ロジ

ェク
トの

実
施

に
よっ

て、
研

究
成

果
が

国
際

的
な水

準
に

なっ
た

大
学

もあ
れ

ば
、国

際
水

準
に

なり
つ

つ
ある

大
学

もあ
る。

博
士

課
程

の
プ

ロ
グラ

ム運
用

に
つ

い
てプ

ロジ
ェク

ト期
間

中
に

問
題

点
が

改
善

され
てコ

ー
スワ

ー
クが

きち
ん

と整
備

され
た

大
学

もあ
る。

供
与

され
た機

材
に

よっ
て

より
高

度
な研

究
成

果
が

得
られ

るよ
うに

なっ
た

こと
、日

本
の

支
援

大
学

教
員

に
よる

指
導

、プ
ロジ

ェク
トを

担
当

す
る教

員
の

取
り組

み
姿

勢
など

が
プ

ログ
ラム

向
上

の
大

きな
要

因
で

ある
。

�
ただ

し学
際

的
な領

域
で

は
他

分
野

との
連

携
を強

化
す

る必
要

が
ある

。
�

国
内

支
援

体
制

の
幹

事
大

学
、協

力
大

学
とい

うス
キー

ムに
無

理
が

ある
と思

わ
れ

る。
 

(
2
)

そ
れ

ぞ
れ

の
ホス

ト
大

学
に

つ
い

て
、大

学
院

プ
ログ

ラム
が

向
上

した
か

(
人

)

非
常
に

向
上

あ
る程

度
向
上

あ
まり

向
上

して
い
な
い

向
上

して
な
い

わ
か
らな い

デ
ラサ

ー
ル

大
学
（D

L
S

U
）

1
 

2
 

 
 

 

フィ
リピ

ン
フィ

リピ
ン大

学
デ
ィリ

マ
ン校

（U
P
）

1
 

1
 

 
 

1
 

マ
ラヤ

大
学
（U

M
）

1
 

 
 

 
 

マレ
ー
シア

マ
レー

シ
ア
科
学
大
学
（U

S
M
）

 
3
 

 
 

 

チ
ュラ

ロン
コン

大
学
（C

U
）（

電
気
電
子
）

1
 

 
 

 
 

チ
ュラ

ロン
コン

大
学
（C

U
）（

土
木
）

1
 

 
 

 
 

タイ
モ
ンク

ット
王
工
科
大

学
（K

M
I
T

L
）

1
 

1
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4. 日本国内支援大学へのアンケート結果要約



バ
ンド

ン工
科
大

学
（IT

B
）

1
 

1
 

 
 

 

イン
ドネ

シア
ガ
ジ
ャマ

ダ
大
学
（U

G
M
）

3
 

2
 

 
 

 

�
全

般
的

に
どの

ホス
ト大

学
の

大
学

院
プ

ログ
ラム

は
向

上
して

い
ると

評
価

され
てい

る。
（マ

ラヤ
大

学
に

つ
い

ては
情

報
を得

られ
なか

った
）。

1
.
3

メン
バ

ー
大

学
間

の
共

同
活

動
と人

的
つ

なが
りが

強
化

され
た

と
考

えら
れ

るか

(
人

)

非
常

に
強

化
1
2

ある
程

度
強

化
6

あま
り

-

全
く

-

わ
か

らな
い

/
判

断
で

きな
い

1

�
回

答
者

全
員

が
、メ

ンバ
ー

大
学

間
の

共
同

活
動

と人
的

つ
なが

りが
強

化
され

たと
感

じて
い

る。
�

全
般

的
に

、F
W

S
、相

互
大

学
訪

問
、ミ

ー
ティ

ング
など

を実
施

す
るこ

とで
、各

分
野

の
人

的
なネ

ット
ワー

クが
形

成
され

、各
メン

バ
ー

大
学

の
状

況
も把

握
で

きる
よう

に
なっ

た
と評

価
され

てい
る。

�
メン

バ
ー

大
学

間
の

研
究

成
果

を持
ち寄

って
、論

文
集

の
出

版
が

行
なわ

れ
てい

るケ
ー

スも
ある

。
�

中
に

は
、ホ

スト
大

学
、メ

ンバ
ー

大
学

、J
S

U
で

e
-
l
e
a
r
n
i
n
g

シス
テム

の
開

発
とコ

ンテ
ンツ

教
材

の
開

発
が

進
め

られ
てい

るケ
ー

スや
、ホ

スト
大

学
と

J
S

U
で

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
プ

ロジ
ェク

トの
人

的
ネ

ット
ワー

クを
活

用
して

J
S

U
が

実
施

して
い

る他
の

プ
ログ

ラム
（例

えば
、ユ

ネ
スコ

人
材

育
成

プ
ロ

グラ
ム）

で
、ホ

スト
大

学
の

スタ
ッフ

を採
用

した
り、

ホス
ト大

学
とメ

ンバ
ー

大
学

（ホ
ー

チ
ミン

工
科

大
学

、ハ
ノイ

工
科

大
学

、ブ
ラパ

ー
大

学
、ガ

ジャ
マ

ダ
大

学
等

）で
当

プ
ロジ

ェク
トを

修
了

して
帰

国
した

スタ
ッフ

を含
め

た共
同

研
究

等
が

行
わ

れ
てい

るケ
ー

スな
ど、

波
及

効
果

が
み

られ
る。

�
た

だ
し、

上
記

の
よう

な例
は

一
例

で
あり

、人
的

ネ
ット

ワー
クを

通
じて

具
体

的
な共

同
活

動
や

研
究

に
至

った
ケー

スは
そ

れ
ほ

ど多
くな

い
。ま

た
分

野
を超

えた
ネ

ット
ワー

クは
まだ

弱
い

た
め

、こ
れ

は
今

後
の

課
題

で
ある

。

1
.
4

情
報

配
信

シ
ステ

ム
、活

動
管

理
体

制
、

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン・
ネ

ット
ワー

クが
きち

ん
と

確
立

した
と考

えら
れ

る
か

(
人

)

きち
ん

と確
立

8

ある
程

度
確

立
6

あま
り

2

全
く

-

わ
か

らな
い

/
判

断
で

きな
い

3

�
全

般
的

に
情

報
配

信
シス

テム
、活

動
管

理
体

制
、コ

ミュ
ニケ

ー
ショ

ン・
ネ

ット
ワー

クが
確

立
した

と評
価

され
てい

る。
具

体
的

に
は

、H
P

の
立

ち上
げ

や
事

務
局

の
体

制
が

強
化

され
機

能
して

い
る点

が
評

価
され

てい
る。

�
中

に
は

、W
e
b

か
らの

情
報

発
信

量
をも

う少
し増

加
して

欲
しい

こと
や

、定
期

的
な情

報
提

供
は

、ま
だ

発
信

され
るに

至
って

い
ない

と感
じる

声
もあ

った
。 

�
将

来
を考

える
と

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
事

務
局

の
機

能
を弱

め
てい

きな
が

ら、
アセ

アン
の

各
ホス

ト大
学

の
そ

の
役

割
を移

行
し彼

らの
独

立
性

を高
め

てい
くこ

とが
重

要
だ

との
意
見

もあ
った

。
 

1
.
5
 

(
1
)
 
参

加
大

学
の

(
人

)

－ �0� －



活
発

な
交

流
と国

内
支

援
大

学
（J

S
U

）と
の

協
働

関
係

を
通

じて
、プ

ロジ
ェク

トが
目

標
とし

て
い

る
「参

加
大

学
（M

I
）の

教
育

と研
究

能
力

が
向

上
」が

達
成

され
た

と考
えら

れ
るか

全
般

的
に

向
上

9

向
上

した
大

学
が

多
い

が
、ま

だ
不
十

分
な大

学
もあ

る
5

不
十

分
な大

学
が

多
い

1

あま
り向

上
して

い
ない

-

わ
か

らな
い

/
判

断
で

きな
い

4

�
約

4
割

の
回

答
者

が
参

加
大

学
の

教
育

と研
究

能
力

が
全

般
的

に
向

上
した

と評
価

して
い

るが
、約

3
割

は
まだ

不
十

分
な大

学
もあ

ると
認
識

して
い

る。
�

J
S

U
の

教
員

は
留

学
生

や
ホス

ト大
学

の
教

員
との

協
議

や
意
見
交
換

、セ
ミナ

ー
で

の
発
表

、メ
ンバ

ー
大

学
の

日
本
短

期
派
遣

など
に

よっ
て

、プ
ロ

ジェ
クト

前
と比

較
す

ると
参

加
大

学
の

教
育

と研
究

能
力

は
確

実
に

向
上

した
と判

断
して

い
る。

�
た

だ
しメ

ンバ
ー

大
学

の
中

に
は

、研
究

成
果

を持
ち

寄
って

出
版

され
る論

文
集

に
投

稿
で

きる
レベ

ル
に
達

して
い

ない
大

学
もい

くつ
か
残

って
い

ると
い

う意
見

や
メン

バ
ー

大
学

間
の
レベ

ル
の
差

が
ある

とい
う意

見
もあ

った
。

�
さら

に
、本

当
の

効
果

は
終

了
した

学
生

が
自

国
の

大
学

に
戻

って
か

ら研
究

を継
続

し、
形

成
され

た
人

的
ネ

ット
ワー

クを
継
続

して
始

め
て効

果
が

で
た

と判
断

で
きる

の
で

、現
時

点
で

評
価

は
で

きな
とい

う意
見

もあ
った

。
�

現
時

点
で

本
プ

ロジ
ェク

トで
修

士
や

博
士

の
学

位
を取

得
し、

母
校

に
戻

って
教

育
･研

究
に

た
ず

さわ
って

い
るス

タッ
フは

まだ
僅

か
な

の
で

、そ
の

効
果

が
見

られ
ると

い
う段

階
で

は
ない

とい
う意

見
もあ

った
。

�
また

、プ
ロジ

ェク
トの

範
囲
外

で
は

ある
が

、自
国

の
大

学
に
戻

った
後

に
研

究
環
境

の
不

整
備

や
資
金
不
足

で
研

究
が
継
続

で
きな

い
ケー

スも
あり

、
成

果
が

ある
か

どう
か

は
この

点
も課

題
で

ある
。

�
関

わ
って

い
る分

野
で

、修
士

課
程

を修
了

した
学

生
が

、自
国

の
大

学
に
戻

り、
修

士
の

研
究

課
題

に
関

連
した

、学
生

実
験

テ
－

マ
を立

ち
上

げ
学

生
の

実
験

・教
育

指
導

を既
に

行
って

い
る。

(
2
)

メン
バ

ー
大

学
を

個
別

に
見

た
場

合
、そ

の
教

育
と研

究
能

力
は

プ
ロジ

ェク
トを

通
じて

向
上

した
と考

えら
れ

る
か

(
人

)

 
 教

育
能

力
 

（教
育

の
質

） 
研

究
能

力
 

（研
究

の
質

）
大

学
院

の
学

生
レベ

ル
 

カン
ボ

ジ
ア工

科
大

学
（IT

C）
 

3 
3 

1 
バ

ンド
ン工

科
大

学
（IT

B）
 

2 
1 

1 
ガ

ジ
ャマ

ダ
大

学
（U

GM
） 

5 
5 

4 
ラオ

ス国
立

大
学

（N
UO

L）
 

5 
4 

3 
マ

ラヤ
大

学
（U

M）
 

- 
1 

- 
マ

レー
シ

ア科
学

大
学

（U
SM

） 
4 

6 
3 

ヤ
ンゴ

ン大
学

（U
Y）

 
2 

2 
 

ヤ
ンゴ

ン工
科

大
学

（Y
TU

） 
- 

- 
- 

デ
ラサ

ー
ル

大
学

（D
LS

U）
 

3 
3 

3 
フィ

リピ
ン大

学
デ

ィリ
マ

ン校
（U

P）
 

1 
1 

- 
ブ

ラパ
ー

大
学

（B
UU

） 
- 

- 
- 

チ
ュラ

ロン
コン

大
学

（C
U）

 
2 

2 
2 

モ
ンク

ット
王

工
科

大
学

ラカ
バ

ン校
（K

MI
TL

） 
2 

3 
2 

ホー
チ

ミン
工

科
大

学
（H

CM
UT

） 
4 

4 
2 
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ハ
ノイ

工
科

大
学

（H
UT

） 
1 

1 
1 

�
全
体
的
に
、プ

ロジ
ェク

ト開
始
前
と比

較
す
ると

、メ
ンバ

ー
大
学
の
教
育
・研

究
能
力
が
向
上
した

とい
える

。
�

大
学
院
の
学

生
レベ

ル
に
つ
い
て
は
、向

上
した

と評
価

され
た
大
学

もあ
るが

、全
般

的
に
教
育
の
質

と研
究
の
質
の
向
上

が
大
学

院
生
の
レベ

ル
向

上
に
つ
なが

るの
は
、ま

だ
時
間
が
必
要
だ
とい

う評
価
だ
と考

えら
れ
る。

1
.
6

上
位

目
標

の
達

成
に

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t

が
貢

献
す

る
た

め
に

は
、ど

の
よう

な
点

に
重

点
を置

くべ
きか

＜
教
育
的
な支

援
＞

（）
内
は
同
じ回

答
をし

た人
数

�
フェ

ー
ズ

1
を通

して
教
育
支
援
を行

なっ
た
メン

バ
ー
大
学
、人

材
に
対
す
る定

期
的
なフ

ォロ
ー

アッ
プ
が
必
要
（情

報
の
供
与
、学

生
の
日

本
へ
の

継
続
的
な受

け入
れ
など

）。
(
2
)
 

�
教

育
の
質
を高

め
るに

は
、も

っと
基
礎
的
な設

備
の
充
実
をは

か
らな

け
れ
ば
、現

実
に
は
厳
しい

もの
が
ある

。
�

国
の
イン

フラ
整

備
や

生
活
環
境

の
向
上
の
た
め
に
は
、当

面
は
公

共
事
業
や
農
業

、環
境
保
全

、廃
棄
物
処
理

など
に
関
わ
る分

野
の
技
術
者

・教
育

者
の
養
成

が
大
切
で
ある

と認
識

して
い
る。

そ
の
よう

な社
会
基
盤
体

制
が
整

うま
で
は
息
の
長
い
継
続
支
援
と日

本
側
の
アド

バ
イザ

ー
の
掘
り起

こし
が
大
切
で
は
ない

か
。

�
日

本
で
博

士
号

を取
得
す

る優
秀

な
留

学
生
の
数

を大
幅

に
増
や

す
。工

科
系
に
お
い
ては

博
士

号
が
重
要

で
ある

。留
学

生
が
日

本
をよ

く知
るこ

と
で
、有

意
な人

材
とし

て将
来
活

躍
す
るこ

とが
見
込
め
る。

�
単
に
学
問
の
た
め
だ
けの

教
育
・研

究
の
能
力
向
上
だ
けで

は
なく

、大
学
が
そ
の
国
・地

域
に
とっ

て役
に
立
つ
ため

の
研
究
テー

マ
の
選
び
方
お
よび

大
学
の
あり

方
に
つ
い
ての

深
い
議
論
と検

討
が
重
要
で
ある

と考
える

。
�

学
位
取
得
後
、自

立
を促

す
ため

の
研
究
活
動
や
資
金
の
支
援

 
(
2
)
 

�
研
究
課
題
に
お
い
ても

、当
該
国
の
ニ
ー

ズ、
実
情
を反

映
した

課
題
の
選
択

（全
てに

最
先
端
・ハ

イテ
クな

研
究
課
題
を採

択
しな

い
）が

必
要
と思

わ
れ
る。

�
国
内
支
援
大
学
の
数
を増

加
させ

、学
位
を取

得
す
る学

生
を増

加
す
るこ

と
�

アセ
アン

諸
国

が
持

続
的

に
発

展
す

るた
め
に
は
、産

業
を興

し、
発

展
させ

る人
材

の
養

成
、特

に
リー

ダ
ー

や
教

員
に
なる

人
材

と、
そ
れ
らを

積
極

的
に
支
える

多
くの

人
材
の
養
成
が
必
要
。時

間
は
か
か
るが

、優
れ
た
教
員
の
養
成

を行
い
なが

ら、
そ
れ
らを

支
える

工
科
系
の
人
材
を自

国
で
養
成

で
きる

よう
に
す

べ
き。

＜
資
金
援
助
＞

�
学

生
が
日
本
大
学
に
留
学
す
る際

に
，学

生
へ
の
留
学
資
金
の
援

助
に
加
えて

，研
究
資
金
の
援

助
が
あれ

ば
い
い
の
で
は
ない

か
と思

う。
＜
人
的
ネ
ット

ワー
クの

強
化
＞

�
現
在
進
め
てい

る高
等
教
育
の
シス

テム
をサ

ポ
ー
トす

るこ
とと

、関
連
す
る人

材
の
ネ
ット

ワー
クを

形
成
す
るこ

とが
重
要
と考

える
。

�
全
ての

国
、大

学
か
らの

当
プ
ロジ

ェク
トへ

の
参
加

�
修
了
生
の
就
職
先
を斡

旋
や
、修

了
生
同
士
の
ネ
ット

ワー
クを

サ
ポ
ー
トす

るよ
うな

活
動

 
(
4

)
 

＜
産
業
界
の
巻
き込

み
＞

�
「産

業
界

を活
性

化
させ

る」
とい

う視
点
で
は
、日

本
の
企
業
へ
の
イン

ター
ンシ

ップ
など

も含
め
た
、産

学
官
の
共

同
サ
ポ
ー
トを

考
慮
に
入
れ
ても

よ
い
の
で
は
。

�
大
学
と産

業
界
との

つ
なが

りを
持
たせ

るよ
うな

仕
組
み

(
セ
ンタ

ー
など

)
作
りに

も重
点
を置

い
た
ほ
うが

い
い
の
と考

える
。

�
共
同

研
究
テ－

マ
を立

ち上
げ
る際

に
、研

究
に
関
係
す
る現

地
企

業
（日

本
か
らの

進
出

企
業
が
あれ

ば
ベ
タ－

）が
あれ

ば
共

同
研
究
の
形
で
研
究

支
援
に
参
加
して

もら
う。

＜
他
分
野
との

連
携
＞

�
生
体
材
料
工
学
の
発
展
に
お
い
ては

工
学
だ
け
で
なく

、必
要
な医

学
系
との

連
携
の
構
築
。

－ ��0 －



�
ラオ

ス・
カン

ボ
ジア

へ
の
重

点
化
．災

害
に

つ
い

て防
災
，復

旧
に

つ
い

ての
連

携
強

化
。

2．
 実

施
プロ

セ
ス

に
つ

い
て

 
2.1

 実
施

プ
ロセ

スに
つ

い
て

 
(
人

)

 
適

切
だ

った
 

ある
程

度
適

切
だ

った
 

あま
り適

切
で

な
か

った
全

く適
切

で
な

か
った

 
わ

か
らな

い
 

a. 
活

動
計

画
、意

思
決

定
シ

ステ
ム 

10
 

4 
 

 
4 

b. 
分

野
別

の
シ

ステ
ム（

9分
野

） 
10

 
5 

1 
 

3 
d. 

運
営

委
員

会
の

開
催

・機
能

 
4 

3 
 

 
9 

e. 
国

内
支

援
委

員
会

の
開

催
・機

能
 

4 
5 

 
 

9 
f. 

メン
バ

ー
大

学
の

数
 

7 
7 

1 
 

3 
g. 

奨
学

金
プ

ログ
ラム

の
対

象
者

の
選

考
 

8 
5 

 
 

5 
h. 

国
内

支
援

大
学

の
数

 
2 

10
 

 
1 

6 
適
切

で
なか

った
理
由
：

�
当

分
野

に
お
ける

国
内

支
援

大
学

間
の

連
携

が
不
十

分
だ

った
。 

�
M

I
は

、全
分

野
に

つ
い

て画
一

的
に
選

ば
れ

てい
たが

、分
野

ごと
に
適
切

な大
学

もあ
れ

ば
、ふ

さわ
しく

ない
大

学
もあ

った
の

で
は

ない
か

。M
I

と
して

より
適
切

な大
学

が
あり

、そ
の

大
学

か
らも

S
E

E
D

-
N

e
t
に
参

加
した

い
要

望
が

寄
せ

られ
てい

た
。

�
意

思
決

定
シ

ステ
ムに

つ
い

ては
、あ

まり
明

瞭
で

な
い

とい
う気

が
す

るが
、少

な
くと

もホ
スト

大
学

の
意
見

に
加

え
、国

内
支

援
委

員
の
意

見
を反

映
す

る場
が

、（
国

内
支

援
委

員
会

とは
別

に
）必

要
で

は
ない

か
。日

本
側

か
らの

プ
ロジ

ェク
トの

現
場

が
最

も見
えて

い
るは

ず
の

国
内

支
援
委

員
の
意

見
が

これ
まで

に
真
剣

に
収

集
され

る機
会

は
ほ

とん
どな

く、
大

学
へ

の
ヒア

リン
グを

早
い
時

期
に

実
施

して
ほ

しか
った

。
�

ホス
ト大

学
の
代

表
は
意

思
決

定
シ

ステ
ムに

関
与

して
い

るが
、日

本
側

へ
の
遠

慮
が

あり
率

直
な
意

見
を自

由
に
述

べ
て

い
るよ

うに
は

感
じな

か
っ

た
。

2.2
 プ

ロジ
ェ

クト
関

係
者

（メ
ン

バ
ー

大
学

、国
内

支
援

大
学

な
ど）

は
プ

ロジ
ェク

トの
活

動
に

積
極

的
に

参
加

して
い

ると
考

え
られ

るか
 

(
人

)

 
積

極
的

に
参

加
して

い
る 

参
加

は
不

十
分

で
ある

どち
らと

もい
え

な
い

 
a. 

ホス
ト大

学
 

17
 

- 
2 

b. 
ホス

ト大
学

以
外

の
メン

バ
ー

大
学

 
10

 
3 

5 
c. 

国
内

支
援

大
学

 
14

 
2 

3 
＜
関
係

者
の

プ
ロジ

ェク
トへ

の
参

加
に

つ
い

てよ
か

った
点

＞
�

地
質

・資
源

工
学

で
は

、H
I
、M

I
、J

S
U

が
積
極

的
に
参

加
して

い
た

こと
が

よか
った

。分
野
別
セ

ミナ
ー

開
催
時

に
は

、H
I
、M

I
、J

S
U

C
か

らの
研

究
発
表

に
よる

国
際

シン
ポ

ジウ
ムも

開
か

れ
、S

E
E

D
-
N

e
t
奨

学
生

も研
究

発
表

を行
ない

、さ
らに

J
S

U
C

か
らは

、別
の
資
金

、研
究
費

等
か

ら，
教

員
、

大
学

院
生

の
参

加
もか

なり
あっ

た
。

�
化

学
に
関

して
ホス

ト大
学

と
J
S

U
は
積
極

的
に
参

加
して

い
る。

環
境

に
つ

い
ても

、こ
こ数

年
積
極

的
に

活
動

を行
って

きて
い

る。
�

J
S

U
（あ

る大
学

）で
は

、支
援

分
野

の
環
境

工
学

・化
学

工
学

・電
気
電
子

工
学

以
外

の
分

野
で

も多
くの

参
加

教
員

をリ
スト

アッ
プ

す
るな

ど、
全

学
体

制
で

当
た

って
い

る。
当

プ
ロジ

ェク
トの

人
材

ネ
ット

ワー
クを

活
用

し、
優
秀

な研
究

者
・学

生
の

確
保

が
で

きた
と思

わ
れ

る。
＜

改
善

点
＞

�
ホス

ト大
学

の
本

プ
ロジ

ェク
ト関

係
者

が
少

人
数

に
固

定
化

す
る傾

向
が

あっ
た

の
で

、関
係

者
を増

や
す

よう
な意

見
をホ

スト
大

学
に
対

し述
べ

てき
た

。

－ ��� －



�
国

内
支

援
大

学
は

、教
員

の
個

人
的

なネ
ット

ワー
クを

柔
軟

に
生

か
せ

るよ
うな

仕
組

み
が

ある
とよ

り適
切

な配
置

が
で

きた
の

で
は

と思
う。

�
フェ

ー
ズ

2
で

は
、日

本
の

大
学

の
掘

り起
こし

を個
別

大
学
ごと

に
投

げ
か
け

ては
どう

だ
ろう

か
。全

国
公
募

で
の
競
争

で
は

、ど
うし

ても
全

国
的

に
組

織
を作

る必
要

が
あり

、日
常
業

務
に
忙
殺

され
て大

学
とし

てあ
まり

そ
の
気

に
なる

とこ
ろは

多
くな

い
と思

う。
�

学
生

の
研

究
の

進
捗

状
況

、教
員

の
指

導
等

に
つ

い
て

、あ
まり

負
担

に
な

らな
い

程
度

で
い

い
が

、H
I
、M

I
、J

S
U

間
で

定
期

的
に

報
告

ある
い

は
協

議
す

るシ
ステ

ムを
作

るこ
とが

望
まし

い
。

�
教

員
同

士
の
個

人
的

なつ
なが

りを
ベ

ー
スに

活
動

して
い

る点
が

あり
，そ

れ
は

組
織

的
な活

動
へ

改
善

して
い

く必
要

が
ある

。

2.3
 プ

ロジ
ェ

クト
の

実
施

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

特
筆

す
べ

き事
項

（良
い

点
・工

夫
さ

れ
て

い
る

点
、今

後
の

改
善

点
等

）
が

ある
か

 

＜
よい

点
・工

夫
され

てい
る点

＞
�

国
内

支
援

大
学

・ホ
スト

大
学

・メ
ンバ

ー
大

学
の

教
員

間
の

連
携

に
関

す
るサ

ポ
ー

トが
柔
軟

で
、ス

ムー
ズに

実
施

され
てい

る。
�

プ
ロジ

ェク
トの

成
否

は
、H

I
の

活
動

と熱
意

が
大

きく
影
響

す
る。

そ
の
意
味

で
フェ

ー
ズⅠ

で
の

G
M

U
は
極

め
て積

極
的

で
あっ

た
。

�
予
算
措
置

も含
め

て教
員

間
の
交
流

が
比
較

的
活

発
に

行
わ

れ
てい

る点
に

つ
い

ては
評

価
で

きる
。

�
サ

ンド
イッ

チ
プ

ログ
ラム

で
、J

S
U

に
研

究
費

を手
当

てし
てい

るこ
とは

特
筆

す
べ

き事
項

で
ある

。（
この

よう
な仕

組
み

が
ない

と
J
S

U
体

制
は

くず
れ

るも
の

と思
わ

れ
る）

<
改

善
点
＞

�
プ

ロジ
ェク

トの
進

行
状

況
に
お
け

る評
価

の
フィ

ー
ドバ

ック
体

制
の

確
保

�
分

野
間

の
交

流
が

もっ
と必

要
。関

連
の

ある
分

野
間

で
共

同
セ

ミナ
ー

を実
施

した
り、

共
同

シ
ンポ

ジ
ウム

を実
施

す
るこ

とは
有

意
義

で
あろ

う。
ま

た
、分

野
別
セ

ミナ
ー

開
催

を、
関

連
の

国
際
会
議

など
に
時

期
や
場
所

を合
わ
せ

、セ
ミナ

ー
参

加
者

が
国

際
活

動
を倍

増
させ

た
り、

国
際

学
会

の
中

に
A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
セ

ッシ
ョン

を作
った

りと
、活

発
な国

際
活

動
に
関

与
して

い
くこ

とが
必

要
。

�
重

点
分

野
別

の
ホス

ト校
の
決

定
が
難

しい
とは

思
うが

、第
2

フェ
ー
ズで

は
見
直

しを
して

もよ
い

の
で

は
と感

じる
。

�
国

内
支

援
校

に
関

して
は

幹
事
校

と協
力

校
の
関
係

が
明

確
で

なく
、必

ず
しも

適
切

な人
選

が
で

きて
い

ない
よう

に
思

わ
れ

る。
�

優
秀

な人
材

（研
究

者
）の

確
保

、研
究
費

の
支

援
など

日
本

の
大

学
の
参

加
の
モ

チ
ベ

ー
ショ

ンを
高

め
る手

段
を構

築
で

きな
い

だ
ろう

か
。

�
どう

して
も専

門
が
広

範
囲

に
な

るの
で

、必
ず

しも
参

加
者

全
員

の
関
心

の
高

い
トピ

ック
スば

か
りで

は
な

い
し、

場
合

に
よっ

て
は

研
究

接
点

を見
つ

け
るの

が
難

しい
。

�
イン

ドネ
シア

の
学
生

が
、マ

レー
シア

で
修

士
研

究
を行

って
、さ

らに
日

本
の
ドク

ター
コー

スへ
進

学
で

きる
よう

な、
一
貫

した
教

育
シス

テム
。

�
日

本
の

教
授
陣

が
、メ

ンバ
ー

大
学

を訪
問

で
きる

シス
テム

。
�

地
質

工
学

分
野

に
つ

い
て、

事
務

局
の
努

力
に

もか
か

わ
らず

、H
I、

国
内

支
援

（幹
事

大
学
お

よび
支

援
）大

学
間

の
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンが

改
善

され
てい

ない
。 

�
もう

少
し、

ホス
ト大

学
、メ

ンバ
－

大
学

、国
内

支
援

大
学

間
の

連
携

強
化

が
必

要
で

、そ
の

ため
の

相
互

交
流

の
機

会
を現

状
より

多
くし

た
方

が
よい

。 

1.
 妥

当
性
 

１.
 

AU
N/

SE
ED

-N
et

の
活

動
や

ネ
ット

ワ
ー

クに
参

加
す

るこ
とで

得
られ

る意
義

・
メリ

ット
（あ

るい
は
デ

(
1) 

わ
が

国
の

工
学

系
教

育
・研

究
�

グロ
ー

バ
ル

化
が

必
然

とし
て進

ん
で

い
る工

学
系

教
育

・研
究

に
お

い
ては

、1
つ

の
国

に
限

定
せ
ず

教
育

・研
究

に
関

して
多

様
性

を持
つ

多
くの

大
学

と連
携

して
1

つ
の

プ
ロジ

ェク
トを

推
進

す
るの

は
意
義

が
ある

。
�

アジ
アへ

の
支

援
が

中
心

に
なる

の
は
妥

当
で

あり
、基

盤
イン

フラ
の

整
備

の
よう

なハ
ー

ド面
だ
け

で
は

なく
、ソ

フト
面

で
の

支
援

が
重

要
で

ある
。そ

の
中

で
も人

材
育

成
へ

の
支

援
が

、そ
の

国
の

将
来

に
とっ

て、
また

そ
の

国
と日

本
との

パ
ー

トナ
ー

シ
ップ

を
築

く上
で

も重
要

で
ある

。
�

積
極

的
に
アジ

アの
発
展

に
寄

与
す

るこ
とが

我
が

国
の

今
後

の
発

展
に

とっ
て必

要
不
可
欠

で
ある

と、
考

え
られ

、そ
の
意
味

か

－ ��� －



メリ
ット

）に
つ

い
て 

               

らも
当
該

プ
ロジ

ェク
トは

意
義

ある
もの

と思
わ

れ
る。

�
現

代
の
地
球

規
模

で
の

問
題

を解
決

す
るた

め
の

工
学

分
野

の
教

育
、研

究
に

は
、国

際
連

携
は
欠

か
せ

な
い

。ケ
ー

スス
タデ

ィ
も海

外
で

の
現

地
調
査

が
必
然

的
に

多
く、

国
際

共
同

研
究

の
パ

ー
トナ

ー
とし

て
、ア

ジ
ア各

国
の

研
究

者
，大

学
院

生
も、

国
際

的
に
十

分
な水

準
で

ある
こと

は
、共

同
研

究
を進

め
る上

で
も非

常
に
重

要
で

ある
。

�
A

S
E

A
N

諸
国

は
今

後
成
長

が
見
込

まれ
る国

々
で

あり
、将

来
性

の
ある

国
の
次
世
代
リー

ダ
ー

をわ
が

国
が

育
成

す
るこ

とは
工

学
系

教
育

・研
究

だ
けで

なく
、わ

が
国

の
将

来
に

とっ
て
極

め
て大

きい
と思

わ
れ

る。
(
2

)

�
地

域
に

よっ
て社

会
が
求

め
る研

究
テー

マ
に

大
きな

差
が

ある
とい

うこ
とを

認
識

す
るた

め
の

よい
きっ

か
け

とな
りう

る。
�

意
義

とい
うよ

り責
任

が
ある

。
�

我
が

国
の

教
員

の
目

をア
セ
アン

諸
国

に
もっ

と向
か
せ

るこ
とが

で
きる

と思
う。

国
際

化
は

必
ず

しも
欧

米
に

行
くこ

とで
は

なく
、

アセ
アン

諸
国

の
意

欲
の

ある
学

生
を教

育
す

るこ
とで

もあ
ると

思
う。

�
現
時

点
で

は
わ

が
国

の
工

学
教

育
や

研
究

の
面

で
メリ

ット
は

あま
りな

い
と思

わ
れ

るが
、A

U
N

/
S

E
E

D
-
n

e
t

の
活

動
を通

じて
、こ

れ
らの

国
々

が
研

究
・教

育
の
面

で
力

をつ
け

てく
れ

ば
、日

本
の
対

等
パ

ー
トナ

ー
に

もな
って

くる
うえ

、日
本

とア
セ
アン

、あ
る

い
は

日
本

を含
む

ア
ジ
ア

、さ
らに

は
環

太
平

洋
とい

った
大

きな
まと

まり
が

形
成

で
きれ

ば
、日

本
が
世

界
に

向
け

て
情

報
発

信
し、

世
界

に
対

して
リー

ダ
ー

シッ
プ

をと
る上

で
、大

きな
力

に
なる

と考
える

。
�

親
日

的
な

A
S

E
A

N
の

工
学

系
大

学
の
優
秀

な学
生

を
A

S
E

A
N
諸

国
に
輩

出
す

るこ
とが

で
きる

。(
2

)

�
A

S
E

A
N

の
工

学
系

大
学

の
優
秀

な学
生

が
日

本
に

来
て、

優
れ

た
研

究
を行

うこ
とが

可
能

に
なる

。
�

建
設

マ
ネ

ジ
メン

ト分
野

に
お

い
て

は
，地

域
の

実
情

に
応

じて
そ

の
方
法

論
は
異

な
るが

，研
究

範
囲

が
飛
躍

的
に
広

が
るこ

とに
なり

，そ
の
意
義

は
極

め
て大

きい
.

日
本

の
若
手

研
究

者
，特

に
修

士
課

程
学
生

の
意
識

の
変

化
，グ

ロー
バ
ル

化
。

 

(2)
貴

大
学

の
組
織

�
基

本
的

に
まじ

め
で
優
秀

な
S

E
E

D
-
N

E
T

学
生

を留
学
生

とし
て研

究
室

で
指

導
す

るこ
とは

、他
の

学
生

など
へ

の
影
響

を考
え

ると
有
益

で
ある

。
�

連
携

して
研

究
成

果
を多

数
発

表
して

い
くこ

とは
、研

究
成

果
とし

て
の
業

績
だ
け

で
は

な
く、

国
際

的
な

連
携

プ
ロジ

ェク
トの

実
現

に
もつ

なが
り、

本
専
攻

・本
研

究
科

に
とっ

ても
有
益

で
ある

。(
2

)

�
大

学
の

国
際

化
戦
略

と合
致

す
る。

�
所
属

大
学

・部
門

で
は
アジ

アと
の

連
携

が
重
視

され
てい

る(
2

)
。東

南
アジ

ア主
要

大
学

と協
定

を結
び

、共
同

研
究

、交
流

が
進

め
られ

てお
り、

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t

の
活

動
も、

そ
の
延
長

に
位

置
づ
け

られ
てい

る。
さら

に
、J

I
C

A
の

事
業

に
参

加
す

るこ
とは

、
社
会
貢
献

、国
際
貢
献

とし
て位

置
づ
け

られ
てい

る。
�

地
質

・資
源

工
学

分
野

は
、地

球
規
模

で
の

問
題

を教
育

、研
究

の
対
象

とし
てお

り、
国

際
連

携
は
欠

か
せ

ない
。ケ

ー
スス

タデ
ィ

も海
外

で
の
現
地
調
査

が
必

然
的

に
多

く、
国

際
共

同
研

究
の

スキ
ー

ムが
数

多
くあ

るこ
とは

、大
きな

メリ
ット

で
ある

。
�

東
南
アジ

アの
協

定
締
結

大
学

か
ら積

極
的

に
留

学
生

を受
け
入

れ
てお

り、
S

E
E

D
-
N

e
t

本
邦

博
士

プ
ログ

ラム
もそ

の
延
長

とし
て、

非
常

に
有

効
に

機
能

した
ほ

か
、分

野
別
セ

ミナ
ー
時

など
に

、H
I
お

よび
M

I
大

学
か

らも
、本

学
へ

の
留

学
希
望

者
との

面
談

など
が

行
なわ

れ
るな

ど、
本

学
へ

の
留

学
希
望

者
を発

掘
で

きる
機
会

が
多

くあ
った

こと
が

メリ
ット

とし
てあ

げ
られ

る。
�

本
プ

ロジ
ェク

ト修
了

者
で

非
常

に
優

秀
な
若
手

人
材

を、
大

学
の

研
究

スタ
ッフ

とし
て
雇

用
して

い
るが

、教
育

・研
究

に
貢

献
し

てい
る。

大
学

の
国

際
活

動
に

大
い

に
貢
献

して
い

る。
�

日
本

は
，欧

米
か

ら学
ん

で
きた

の
で

、今
の

日
本

の
立

場
で

は
メリ

ット
の
議

論
より

責
任

が
ある

と感
じる

。
�

所
属

大
学
へ
優
秀

な学
生

を確
保

す
るこ

とが
で

きる
(
2
)
。

－ ��� －



�
国

際
協

力
とい

う実
績
作

りと
、将

来
A

S
E

A
N

の
大

学
が

教
育

・研
究
面

で
力

をつ
けた

とき
に

、よ
きパ

ー
トナ

ー
とな

るた
め

の
パ

イプ
作

り
�

所
属

大
学

とア
セ
アン

諸
国

の
大

学
との

教
育

・研
究

連
携

プ
ログ

ラム
に

発
展

す
る可

能
性

が
ある

。
�

A
S

E
A

N
の

工
学
系

大
学

の
優
秀

な学
生

が
本

学
に

来
て、

優
れ

た
研

究
を行

うこ
とが

可
能

に
なる

。
�

国
際
性

が
育

まれ
る(

2
)
。

�
人

的
つ

なが
りを

生
か

して
大

学
間

交
流

を深
め

るこ
とで

、留
学
生

の
増

加
(
2

)
、共

同
研

究
の

増
加

が
期
待

され
る。

�
本

学
で

行
って

い
るプ

ログ
ラム

（ユ
ネ

スコ
人

材
育

成
プ

ログ
ラム

な
ど）

に
お

い
て

、本
プ

ロジ
ェク

トの
人

材
ネ

ット
ワー

クを
活

用
で

きる
こと

は
、大

きな
メリ

ット
と思

わ
れ

る。
�

A
S

E
A

N
か

らの
優
秀

な学
生

との
交
流

は
、本

学
学

生
に

とっ
て他

で
は

得
られ

ない
貴
重

な
経
験

と思
わ

れ
、本

学
の

教
育

・研
究

の
向

上
に

もつ
なが

ると
思

わ
れ

る。
＜
デ

メリ
ット

＞
�

組
織

とし
て取

り組
む

に
は

分
野
別

の
枠

組
み

を再
考

した
方

が
良

い
。

�
組
織

とし
ては

メリ
ット

もデ
メリ

ット
もあ

まり
感

じら
れ

ない
。

 

(
3
)
個

人
（個

々
の

教
員

） 
�

世
界

的
なレ

ベ
ル

の
高

い
研

究
をし

てみ
たい

と考
える

学
生

に
、そ

の
環
境

を提
供

で
きる

こと
は
意
義

が
ある

。
�

優
秀

で
あっ

ても
、環

境
が

そ
ろわ

なけ
れ

ば
、研

究
を推

進
して

行
け

ない
。各

学
生

に
、ど

の
よう

な環
境

が
必

要
なの

か
、教

育
を通

して
、そ

の
手
法

を学
ぶ

こと
が

で
きる

し、
有

益
な成

果
も得

られ
る。

�
A

S
E

A
N
諸

国
へ

の
貢
献

�
東
南

アジ
アの

各
地

域
をケ

ー
スス

タデ
ィと

して
、こ

れ
まで

も現
地

で
の
調
査

、現
地

の
主

要
大

学
との

共
同

研
究

を以
前

か
ら行

なっ
て来

てお
り、

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t

に
よる

共
同

研
究

、交
流

もそ
の
延
長

上
に

あり
、研

究
をさ

らに
発
展

させ
るこ

とが
で

きた
。

当
該

分
野

は
、地

球
規

模
で

の
問

題
を教

育
、研

究
の
対

象
とし

て
お

り、
国

際
連

携
は
欠

か
せ

な
い

。ケ
ー

スス
タデ

ィも
海

外
で

の
現
地
調
査

が
必
然

的
に

多
く、

国
際

共
同

研
究

の
スキ

ー
ムが

数
多

くあ
るこ

とは
、大

きな
メリ

ット
で

ある
。

�
分

野
別
セ

ミナ
ー
時

など
に

、H
I
お

よび
M

I
大

学
か

らも
、本

学
へ

の
留

学
希
望

者
との

面
談

など
を行

ない
、本

学
で
受
け入

れ
る留

学
希
望

者
を発

掘
す

る機
会

が
多

くあ
った

こと
が

メリ
ット

とし
てあ

げ
られ

る。
�

所
属

大
学

の
方
針

に
そ

った
事
業

に
参
画

で
きる

こと
は

非
常

に
よい

。
�

アセ
アン

諸
国

の
指

導
的

教
員

と人
的
関
係

を構
築

で
きる

こと
も大

きい
。

�
東
南

アジ
アの

フィ
ー

ル
ド研

究
に

力
を入

れ
るこ

とが
で

き、
また

日
本

側
の

学
生

の
現
地
派
遣

の
た

め
の

イン
フラ

が
か

な
り整

備
され

た
こと

は
メリ

ット
で

ある
。

�
ホス

ト校
の

担
当

者
との

共
同

研
究

を通
じて

、別
の
留

学
生

の
受
入

れ
に

際
して

も共
同

指
導

体
制

を考
える

こと
が

で
きる

点
が

メ
リッ

トと
なっ

た
。

�
優
秀

な人
材

を受
け
入

れ
るこ

とが
で

きる
(
2
)
。

�
国

際
協

力
とい

う実
績

を作
る、

人
的

つ
なが

りを
形

成
す

るこ
と、

将
来

の
良

き研
究

・教
育

の
パ

ー
トナ

ー
に

なり
える

よう
す

るこ
と

�
研

究
や
勉

学
に
対

す
るひ

たむ
きさ

を実
感

で
きる

点
が

教
員

とし
ては

うれ
しい

。
�

日
本

人
学
生

の
博

士
進

学
率

が
低
迷

す
る中

、優
秀

な学
生

を経
済

的
な負

担
を心

配
せ
ず

に
受
け入

れ
られ

るこ
と。

�
研

究
の

進
展

に
つ

なが
る(

2
)
。

�
A

S
E

A
N

の
工

学
系

大
学

の
優
秀

な当
研

究
室

に
来

て、
A

S
E

A
N

の
工

学
系

大
学

の
教

員
達

と連
携

を持
ちつ

つ
、優

れ
た研

究
を継

続
して

行
うこ

とが
可

能
に

なる
。

－ ��� －



�
語
学
力
を向

上
させ

、文
化
・慣

習
を理

解
す
るな

ど、
国
際
性

を育
む

よい
機

会
に
なる

。
�

人
的
つ
なが

りが
で
きた

の
で
、将

来
的
に
は
、共

同
研
究
ある

い
は
学
生
の
交
流
等
に
つ
なが

るも
の
と考

える
。

�
研
究
範
囲
の
拡
大

(
3
)
。新

たな
るテ

ー
マ
、実

験
フィ

ー
ル
ドの

発
見
。

�
海

外
を対

象
に
教

育
の
機

会
が
得

られ
、さ

まざ
まな

国
に
教
え
子

を持
つ

こと
が
出
来
る事

，そ
れ
が
教
員
に
とっ

て一
番
の
メリ

ッ
トと

思
う。

�
参

加
して

い
るユ

ネ
スコ

人
材
育

成
プ
ログ

ラム
に
お
い
て
、化

学
工

学
分
野

の
ホス

ト大
学
で
ある

ＤＬ
ＳＵ

より
優
秀

な
スタ

ッフ
を

研
究
員
とし

て迎
える

こと
が
で
き、

当
プ
ログ

ラム
に
大
い
に
貢
献
して

頂
い
た
。ま

た
、現

在
、博

士
後
期
課
程
の
学
生
も

1
名
お

り、
当
研
究
室
の
日
本

人
学
生
を含

め
た
在
校
生
の
良

い
刺
激
、国

際
交
流
の
機
会
とな

って
い
る。

�
アジ

ア事
情
の
理
解
に
つ
なが

る。
＜
デ
メリ

ット
＞

�
限
られ

た予
算
お
よび

支
援
先
の
人
的

資
源
等
の
制

約
の
もと

に
、効

果
を挙

げ
るに

は
か
なり

の
負
担
が
か
か
る。

�
デ
メリ

ット
は
時

間
が
とら

れ
る。

相
手
方
が
来
学
した

時
の
接
遇
等
に
個
人
資
金
しか

財
政
資
源
が
ない

。
�

学
生
の
能
力
に
よっ

ては
教
育
上
の
負
担
が
増
加
す
る。

�
デ
メリ

ット
は
時
間
的
な拘

束
が
多
少
ある

以
外
は
とく

に
感
じな

い
。

2. 
フェ

ー
ズ

2
で

得
られ

る意
義

・メ
リッ

ト 
 ①

「A
SE

AN
の

地
域

・
産

業
界

が
共

通
に

抱
え

る課
題

（防
災

、環
境

、エ
ネ

ル
ギ

ー
、天

然
材

料
等

）に
対

処
す

る研
究

活
動

」、
②

「ネ
ット

ワー
クの

さら
な

る強
化

・拡
充

（地
域

学
会

の
設

立
、メ

ン
バ

ー
大

学
以

外
の

大
学

、産
業

界
等

巻
き

込
み

）」
、③

「ジ
ュニ

ア
・ア

セ
ア

ン
の

大
学

を
中

心
とし

た
教

員
の

資
格

向
上

の
継

続
と大

学
院

プ
ログ

ラム
の

強
化

」
、

④
「

AS
EA
N-
Ja
pa
n 

Pa
rt
ne
rs
hi
p 

Un
iv
er
si
ty
 

of
 

Te
ch
no
lo
gy

（ネ
ット

(
1
)
貴
大
学
の
組
織

�
ネ
ット

ワー
ク大

学
設
立

の
スキ

ー
ムは

効
率
的

な
プ
ラッ

トホ
ー

ムと
して

機
能

し得
る。

参
画

す
るメ

リッ
トと

い
うよ

り、
継
続

、持
続

性
の
観
点
か
ら協

力
す
る意

義
が
ある

と考
える

。
�

所
属

す
る大

学
、部

門
に
お

い
て
は
、ア

ジ
ア
との

連
携

が
重

視
され

て
い
る。

東
南

ア
ジ
ア
主

要
大

学
と協

定
を結

び
、共

同
研

究
、交

流
が
進
め
られ

てお
り、

A
U

N
/
S

E
E

D
-
N

e
t
の
活
動
も、

そ
の
延
長
に
位

置
づ
け
られ

てい
るこ

とか
ら、

フェ
ー
ズ２

で
計
画
さ

れ
て
い
るネ

ット
ワー

ク大
学

の
設

立
は
そ
の
延

長
上

に
ある

。当
該

分
野

は
、ま

さに
、フ

ェー
ズ
２で

計
画

され
て
い
る①

の
問

題
を教

育
、研

究
の
対
象
とし

てお
り、

国
際
連
携
は
欠
か
せ

ない
。ケ

ー
スス

タデ
ィも

海
外
で
の
現
地
調
査
が
必

然
的
に
多
く、

国
際

共
同
研
究
の
スキ

ー
ムが

数
多
くあ

るこ
とは

、大
きな

メリ
ット

で
あリ

、こ
の
延
長
上
に
フェ

ー
ズ２

で
計
画
され

てい
る②

が
位

置
づ

け
られ

る。
また

J
I
C

A
の
事
業
に
参
加
す
るこ

とは
、社

会
貢

献
、国

際
貢
献
とし

て位
置
づ
け
られ

てい
る。

東
南
アジ

アの
協

定
締

結
大

学
か
ら積

極
的

に
留
学

生
を受

け
入

れ
てお

り、
これ

もこ
の
延

長
上
に
フェ

ー
ズ２

で
計

画
され

て
い
る③

が
位

置
づ

け
ら

れ
る。

�
所
属
大
学
は
アジ

ア志
向
を大

学
の
方

針
の
一
つ
とし

て
掲

げ
てお

り、
組
織
の
方
針
とフ

ェー
ズ２

の
方

針
が
一

致
す
るた

め
に
参

加
す
る意

義
が
ある

。
�

東
南
アジ

アの
主
要
大
学
との

パ
ー
トナ

ー
シッ

プ
が
強
化
され

る点
は
、大

きな
メリ

ット
で
ある

。優
秀
な留

学
生
を確

保
す
るた

め
の
現

地
に
お

け
るイ

ンタ
ビュ

ー
が
容

易
に
な
る点

も意
義

が
ある

。ア
セ
アン

の
資

源
国

との
工

学
教

育
を通

した
本

プ
ロジ

ェク
ト

推
進
は
、こ

れ
らの

目
的
に
大
い
に
役
立
って

い
る。

�
優
秀
な人

材
の
確
保

(
2
)

�
大
学
とし

て社
会
に
アピ

ー
ル
す
るこ

とが
で
きる

。
�

国
際
貢
献
の
実
績
作

りで
は
メリ

ット
が
ある

。
�

大
学
の
国
際
化
戦
略
と合

致
し、

継
続
的
な交

流
関
係
が
期

待
で
きる

。
�

アセ
アン

諸
国
へ
の
所
属
大
学
の
認
知
度
の
向
上
。

�
大
学
の
教
育
・研

究
プ
ログ

ラム
の
多
様
性
に
繋
が
る可

能
性
が
ある

。
�

A
S

E
A

N
の
工
学
系
大
学
の
優
秀
な学

生
が
本
学
に
来
て、

優
れ
た
研
究
を行

うこ
とが

可
能
に
なる

。

－ ��� －



ワ
ー

ク
大

学
）の

設
立

」 
�

国
際
性
が
育
まれ

る。
�

産
業

界
へ

の
優

秀
な
アジ

ア人
材

供
給
とい

う面
で
、産

業
界

を巻
き込

ん
だ
産

学
連

携
の
プ
ロジ

ェク
トの

一
環
とな

る可
能
性

が
あり

、期
待

され
る。

�
相

手
方
の
大
学
との

交
流
協
定
等
に
より

、学
生
の
交
流
が
盛
ん
に
なり

、優
秀
な留

学
生
の
確

保
が
期
待
され

る。
�

新
しい

共
同
研
究
プ
ロジ

ェク
トに

よる
刺
激
。

�
大
学
内
の
英
語
コー

スの
さら

なる
発
展
．

�
これ

まで
に
培
った

メン
バ
ー
大
学
との

協
力
体
制
の
継
続
が
で
きる

こと
，新

た
な関

係
を持

つ
こと

が
出
来
るこ

と。
�

A
S

E
A

N
地
域
の
発

展
に
貢
献
す
るこ

とが
で
き、

また
ＡＳ

ＥＡ
Ｎの

大
学
との

交
流

を通
し、

ネ
ット

ワー
クの

構
築
を行

うこ
とが

で
きる

。
�

本
プ
ロジ

ェク
トを

通
して

大
学
が
国
際

交
流
（国

際
貢
献
）に

参
加
して

い
るこ

とを
内
外
に
広
報
す
るこ

との
意
義
は
大
きい

。
＜
デ
メリ

ット
＞

�
②

③
④

に
つ

い
て
は
、ロ

ー
ドが

重
くな

るわ
りに

大
学

とし
て
の
ア
ウト

プ
ット

が
低

下
し、

デ
メリ

ット
が
強

くな
ると

予
想

す
る。

とく
に
、相

手
国
の
産
業
界
をど

うい
う形

で
巻
き込

む
か
に
よっ

て、
メリ

ット
は
なく

なる
。

�
現
時
点
で
は
判
断
で
きな

い
。

 
(
2
)
個

人
（個

々
の

教
員
）

�
工
学
研
究
は
、個

人
の
み
で
進
め
られ

るこ
とは

少
なく

、関
連
す
るグ

ル
ー

プ
とと

もに
国

際
的
に
認
め
られ

るプ
ロジ

ェク
トを

遂
行

で
きる

と考
える

。
�

当
該
分
野
は
、フ

ェー
ズ２

で
計
画
され

てい
る①

の
問
題
を教

育
、研

究
の
対
象
とし

てお
り、

国
際
連
携
は
欠
か
せ
ない

。ケ
ー
ス

スタ
デ
ィも

海
外
で
の
現
地
調
査

が
必

然
的
に
多
く、

国
際
共
同
研

究
の
スキ

ー
ムが

数
多
くあ

るこ
とは

、大
きな

メリ
ット

で
あリ

、こ
の
延
長

上
に
フェ

ー
ズ２

で
計
画
され

てい
る②

が
位

置
づ
けら

れ
る。

�
国
際
教
育
の
実
現
に
は
大

い
に
関
心
を持

って
い
るの

で
、国

際
ネ
ット

ワー
ク大

学
設
立
に
向

け
ても

貢
献
した

い
と考

えて
い
る。

�
優
秀
な人

材
の
確
保

(
2
)

�
①
に
つ
い
ては

、新
しい

テー
マ
の
発
掘
と推

進
とい

う点
で
メリ

ット
は
あり

そ
うで

ある
。

�
受

け
入
れ
る学

生
に
もよ

るが
、研

究
戦
力
に
育
て
上

げ
るま

で
は
た
い
へ

ん
で
あり

、そ
の
ハ
ー

ドル
が
クリ

アで
きれ

ば
大

きな
果

実
を与

えて
くれ

る。
�

研
究
の
活
性
化
に
つ
なが

る。
�

A
S

E
A

N
の
工
学

系
大
学
の
優
秀
な当

研
究
室
に
来
て、

A
S

E
A

N
の
工
学

系
大
学
の
教
員
達
と連

携
を持

ちつ
つ
、優

れ
た研

究
を継

続
して

行
うこ

とが
可
能
に
なる

。
�

語
学
力
を向

上
させ

、文
化
・慣

習
を理

解
す
るな

ど、
国
際
性
を育

む
よい

機
会
に
なる

。
�

新
しい

研
究
テー

マ
の
チ
ャン

ス
�

さら
なる

研
究
フィ

ー
ル
ドの

展
開

�
A

S
E

A
N
の
発
展
に
貢
献
で
き、

ネ
ット

ワー
クを

通
じで

、優
秀
な学

生
の
確

保
なら

び
に
、研

究
室
に
お
ける

国
際
交
流
を行

うこ
と

が
で
きる

。
�

個
々
の
教
員
の
研
究
が
広
く

A
S

E
A

N
の
大
学

と一
緒
に
伸
張
して

い
くこ

との
満
足
と、

国
際
交
流
に
参
画
して

い
る事

の
満
足
感

が
ある

。
＜

デ
メリ

ット
＞

�
③

に
つ

い
て
は
、ど

の
レベ

ル
の
大

学
まで

広
げ
よう

とし
て
い
るの

か
、そ

の
程

度
に
よっ

て
は
ロー

ドば
か
り増

え
て
研

究
が
進
ま

－ ��� －



なく
なる

など
の
デ
メリ

ット
が
拡
大
す
るこ

とに
なろ

う。
�

研
究
教
育
の
ノベ

ル
を上

げ
るこ

とを
真
摯
に
考

える
A

S
E

A
N

の
教
員
は
、増

加
して

い
ると

は
い
えま

だ
一
握
りで

、ネ
ット

ワー
ク

大
学
の
設
立
を彼

らは
望
ん
で
い
るの

だ
ろう

か
。

2.
 有

効
性
 

2.1
 プ

ロジ
ェク

ト目
標

達
成

の
た

め
に

、
本

プ
ロジ

ェク
トの

ア
プ

ロー
チ

は
有

効
だ

った
か

 

�
有
効
だ
った

。非
常
に
有
効
な戦

略
で
ある

と評
価
す
る。

(
3
)

�
M

I
か
らの

本
邦
支
援
大
学
へ
の
短
期

訪
問

プ
ログ

ラム
が
もっ

と有
効
に
機
能
して

い
れ
ば
よか

った
、と

い
う印

象
が
ある

。（
率
直
なと

ころ
、単

なる
表
敬

訪
問
、見

学
に
なっ

てし
まっ

たケ
ー
スも

あっ
た
よう

な印
象
が
ある

。一
方
で
実
質
的
な成

果
が
あっ

た
訪
問
もあ

った
。）

�
アプ

ロー
チ
自

体
は
有

効
。フ

ェー
ズ２

に
お

い
て
ネ
ット

ワー
クの

更
な強

化
・拡

充
（メ

ンバ
ー

大
学

以
外
の
大

学
）は

もっ
とも

で
ある

が
、工

学
を中

心
と

した
学
際
領
域

へ
の
発

展
を考

える
の
で
あれ

ば
必
要
な学

部
の
取

り込
み
も必

須
で
ある

。
�

ホス
ト大

学
に
は
教

育
・研

究
に
最
低

限
必
要

な設
備
が
整
い
始

め
て
い
ると

感
じる

が
、メ

ンバ
ー
大
学

へ
の
この

よう
な資

金
供
与
が
な
され

てい
ない

た
め
、本

プ
ロジ

ェク
トで

学
位

を得
て
自

分
の
大

学
に
スタ

ッフ
とし

て
戻

った
卒

業
生

は
、思

った
よう

な
教

育
・研

究
が
で
きな

い
で
い
るの

で
、基

礎
的

な
教
育
・研

究
設
備
が
絶

対
に
必
要
で
ある

。
�

もう
少
し継

続
して

卒
業
生
の
社
会
で
の
活
躍
を追

跡
調
査
す
る必

要
が
ある

と思
う。

�
M

I
の
教
育
・研

究
能
力
が
向
上
した

か
どう

か
は
、現

時
点
で
は
なん

とも
言
えな

い
が
、少

しず
つ
、こ

れ
らを

向
上
させ

よう
とい

う教
員
の
意
識
は
で
きて

い
るの

で
は
ない

か
、少

なく
とも

F
W

S
等
で
見
てい

る範
囲
で
は
そ
う思

える
。し

か
し、

現
実
に
どう

しよ
うと

して
い
るの

か
は
不
明
で
、そ

の
意
味
で
は
あ

まり
有
効
で
は
なか

った
か
もし

れ
ない

。向
こう

の
中
堅
お
よび

上
級
教
員
に
研
究
をさ

せ
たほ

うが
い
い
の
か
もし

れ
ない

。
�

短
期
に
評

価
は
で
きな

い
が
、本

プ
ロジ

ェク
トの

修
了

生
は
各

出
身

国
/
大
学
に
お
い
て長

期
に
影
響

を与
え
、さ

らに
彼
らの

教
え
子
の
教

育
を通

し、
そ

の
効
果

は
連
鎖
反

応
的
に
継
続

/
増
大
す
るこ

とが
期
待
で
きる

。
�

有
効
だ
った

と思
うが

、学
位
を取

った
後
の
フォ

ロー
，3

年
間
で
学
位
を取

らせ
研
究
者
とし

て自
立
させ

るこ
とが

実
際
は
か
なり

困
難
で
ある

ため
，1

,
2

年
延
長
して

留
学
継

続
出
来
るよ

うな
対
応
が
で
きれ

ば
よか

った
の
で
は
ない

か
。

�
5

年
間
の
第

一
フェ

ー
ズで

は
、多

くの
学
位

取
得
者

を輩
出
し、

教
育
者

・研
究

者
とし

ての
種

をま
い
た
段
階
で
あり

、今
後
の
活

躍
が
期

待
で
きる

と共
に
、彼

らの
更
なる

サ
ポ
ー
トも

必
要
と思

わ
れ
る。

3. 
効

率
性

 

3.1
 プ

ロジ
ェ

クト
で

実
施

した
以

下
の

活
動

は
、「

参
加

大
学

（M
I）

の
教

育
と研

究
能

力
が

向
上

す
る」

と
い
う目

標
に

対
して

、
効

果
を
発

現
させ

る
た

め
に

有
効

だ
っ

た
か

 

 
大
変
有
効

 
有
効

 
あま

り有
効

で
な

い
 

有
効

で
な

い
 

わ
か

らな
い

a. 
ホス

ト大
学

で
の

域
内
修

士
取

得
プ

ログ
ラム

 
8 

8 
 

 
2 

ｂ. 
サ

ンド
イッ

チ
博
士

号
プ

ログ
ラム

 
11

 
5 

1 
 

 
ｃ. 

日
本

で
の
博

士
号
取

得
プ

ログ
ラム

 
13

 
4 

 
 

1 
ｄ. 

共
同

研
究

 
9 

5 
1 

1 
2 

e. 
日

本
へ

の
短

期
訪
問

プ
ログ

ラム
 

4 
10

 
2 

1 
1 

f. 
メン

バ
ー

大
学
間

短
期
訪

問
プ

ログ
ラム

 
5 

5 
 

1 
6 

g. 
分

野
別

セ
ミナ

ー
 

9 
8 

 
 

 
h. 

そ
の
他

学
術

セ
ミナ

ー
・ワ

ー
クシ

ョッ
プ

 
4 

8 
1 

 
4 

i. 
日

本
人

教
員

の
派

遣
 

11
 

4 
 

 
3 

－ ��� －



j. 
研

究
機

材
の
供
与

 
6 

9 
1 

 
1 

k. 
SE

ED
-N

et
の

学
生

の
モ

ニ
タリ

ング
 

4 
9 

 
 

4 
l. S

EE
D-

Ne
tの

広
報

活
動

 
5 

9 
 

 
3 

そ
の
他

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

 
 

 
�

全
般
的
に
活
動
は
有
効
だ
った

とい
う評

価
で
日
本

で
の
博
士
号
取
得
プ
ログ

ラム
は
特
に
有
効

だ
とい

う意
見
が
多
か
った

。
�

一
方
で
有
効

で
なか

った
と評

価
され

た活
動
もい

くつ
か
ある

。

3.2
 プ

ロジ
ェ

クト
の

投
入

の
「質

」「
量

」
「タ

イミ
ン

グ
」に

つ
い

て
 

不
適
切
なも

の

＜
日
本
側
＞

調
査

項
目

a
.
 A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
事
務
局

へ
の
日
本

人
専
門

家
の
派

遣
□
人
数

□
専

門
分

野
1

□
タイ

ミン
グ

□
そ
の
他

b
.
メン

バ
ー
大

学
へ

の
国
内

支
援
大
学
教

員
の
派

遣
□
人
数

□
専

門
分

野
□

タイ
ミン

グ
□
そ
の
他

1

c
.
域

内
修

士
プロ

グ
ラム

へ
の

支
援

□
奨
学
金

の
額

□
支

援
対

象
1

□
タイ

ミン
グ

□
そ
の
他

c
.
サ

ンド
イッ

チ
博

士
プロ

グ
ラム

へ
の
支

援
□
奨
学
金

の
額

□
支

援
対

象
□

タイ
ミン

グ
2

□
そ
の
他

1

c
.
本

邦
博

士
プロ

グ
ラム

へ
の
支

援
□
奨
学
金

の
額

□
支

援
対

象
1

□
タイ

ミン
グ

□
そ
の
他

d
.
共

同
研

究
支

援
□
金
額

 
1
 

□
支

援
対

象
□

タイ
ミン

グ
1

□
そ
の
他

e
.
国

内
支

援
大

学
あ
る
い
は

メン
バ

ー
大

学
へ

の
短

期
派

遣
制

度
へ

の
支

援
□
財
務
支

援
□

受
入

人
数

□
タイ

ミン
グ

2
□
そ
の
他

1

f
.
機

材
供

与
□
機
材
の

種
類

□
量

1
□

設
置

時
期

5
□
そ
の
他

＜
アセ

アン
各
国
側
＞

g
.
 A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
事
務
局

の
人
員
配

置
（タ

イに
よる

）
□
人
数

□
経

験
□

能
力

□
そ
の
他

h
.
メン

バ
ー
大

学
の

担
当
者

の
配
置

□
人
数

□
経

験
□

能
力

□
そ
の
他

1

i
メン

バ
ー
大

学
に
よる

費
用

負
担

□
金
額

□
対

象
費

目
□

タイ
ミン

グ
□
そ
の
他

�
機
材
供
与
の
設
置
時
期
に
関
して

は
、不

適
切
だ
った

とい
う意

見
が
多
か
った

。

＜
理
由
＞

�
研
究
機
器
、機

材
の
調
達

シス
テム

を効
率
化
す
る必

要
が
ある

。
�

機
材
が
納
入
され

た時
期
が
大
きく

遅
れ
て、

初
年
度
に
入
学
の
修
士
学
生
の
修
了

後
に
なっ

てし
まい

、初
年
度
入
学
の
学
生
の
研
究
に
用
い
るこ

とが
で

きな
か
った

。
�

機
材
供
与
に
つ
い
て、

ホス
ト大

学
へ
の
量

は
決
して

十
分
とい

えな
い
が
徐
々
に
充
足
して

い
る。

メン
バ
ー
大
学
へ
の
機
材

供
与

は
まっ

たく
考
慮
され

て
い
ない

の
で
、今

後
の
検
討
に
値
す
る。

また
、こ

れ
まで

の
機
材
供
与
の
時
期
に
つ
い
ては

予
想

より
1
～

2
年
遅
れ
る傾

向
が
あり

、（
J
I
C

A
の
）購

入
シス

テム
の
見
直
しが

急
務
で
ある

。
�

機
材
は
納
入
まで

時
間
が
か
か
る。

メン
バ
ー
大
学
の
担
当
者
は
役
割
が
こち

らか
らは

見
えな

か
った

。
�

機
材

供
与
の
問
い
合
わ
せ
が
あっ

て
か
ら２

年
以
上

経
過

して
納
入

され
、そ

の
頃
に
は
サ
ンド

イッ
チ
学

生
が
日
本
に
来
て
い
た
。こ

の
た
め
、H

I
で
研
究

が
実
施
され

ない
まま

日
本
に
来
てい

る。
受
け入

れ
側
の
ほ
うに

問
題
が
あっ

たの
か
どう

か
に
つ
い
ては

不
明
で
ある

が
。

�
機
材
の
供
与
に
関
して

、環
境
工
学
は
ＵＰ

の
学
内
事
情
に
より

、開
始
が
遅
れ
たた

め
大
型
機
材
の
寄
与
の
期
間

短
くな

り、
支
援
が
不
十
分
で
ある

よう
に

－ ��� －



思
わ

れ
る。

プ
ロジ

ェク
トの

末
期

で
あっ

ても
、必

要
な機

材
の

供
与

を行
う必

要
が

ある
と思

わ
れ

る。
�

サ
ンド

イッ
チ

の
部

分
、つ

まり
日

本
の

大
学

で
の

研
究

期
間

が
早

め
で

ない
と、

研
究

の
方

向
性

が
定

まる
の

が
遅

くな
り、

3
年

で
学

位
を取

得
す

るの
が

非
常

に
苦

しく
なる

。
�

サ
ンド

イッ
チ

博
士

課
程

で
は

、最
初

に
日

本
で

研
究

の
仕
方

を学
び

、そ
れ

か
ら

H
I
で

本
格

的
に

取
り組

む
方

が
時

間
的

なロ
スが

少
なく

てす
む

の
で

は
ない

か
と思

う。
�

(
本
邦

博
士

プ
ログ

ラム
へ

の
支

援
)
博

士
課

程
学

生
の

国
際

活
動

へ
の

支
援

は
まっ

た
くな

く、
プ

ロジ
ェク

ト研
究
へ

の
財

政
支

援
もな

い
。こ

れ
らは

国
内

支
援

大
学

に
完

全
に
依

存
して

い
る。

年
間

5
0
～

1
0
0

万
円

程
度

は
一

人
の

本
邦

博
士

プ
ログ

ラム
学

生
に

実
際

に
使

用
して

い
る。

これ
らは

本
来

、
A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
プ

ロジ
ェク

トか
ら支

給
され

るべ
きで

は
ない

で
しょ

うか
。

�
(
e
)
短

期
派
遣

制
度
：こ

れ
まで

は
年

度
末

に
集

中
す

る傾
向

が
あり

、も
っと

早
い
時

期
に

す
べ

きと
考

える
。

�
e
：交

流
の

回
数

を増
や

す
方

が
効

果
が

上
が

る。
�

4
名

の
メン

バ
ー

大
学

教
員

が
1
週

間
日

本
に
滞
在

した
が

、受
け
入

れ
側

も十
分

な準
備

や
スケ

ジュ
ー

ル
調

整
が

で
きず

、費
用
対

効
果

が
小

さか
った

よう
に

感
じら

れ
た

。
�

日
本

人
専
門
家

の
専
門

分
野

が
プ

ロジ
ェク

ト全
体

の
運
営

上
どの

よう
に
役

に
立

って
い

るの
か

が
わ

か
らな

い
。

�
修

士
学
生

に
つ

い
て，

日
本

か
ら

c
o
-
i
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r

が
つ

い
ても

，メ
ンバ

ー
大

学
へ

の
派
遣
予
算

など
ない

た
め
十

分
な研

究
指

導
が

出
来

ない
。よ

って
関
係
構
築

が
で

きな
い

。も
し継

続
して

博
士

課
程
へ

進
学
，と

なっ
た
場
合
，マ

ッチ
ング

の
問

題
が

発
生

す
る可

能
性

が
あり

，で
きれ

ば
修

士
学
生

の
時

代
か

ら，
日

本
側

教
員

との
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンの

ため
の
予
算
措
置

など
が

ある
と良

い
と思

う。
�

b
は
派
遣

回
数

を増
や

す
ほ

うが
良

い
。

�
c
：日

本
へ

の
派
遣

時
期

は
で

きる
なら

日
本

の
学

期
と合

わ
せ

た
、3

月
、9

月
が

よい
。

3.4
 実

施
プ

ロ
セ

ス
に

お
い

て
、何

か
解

決
す

べ
き課

題
 

�
Co

lla
bo
rat

ive
 re

sea
rch

 が
実

際
の

教
育

、研
究

指
導

の
中
心

的
な役

割
を果

たす
こと

に
なる

の
で

、効
率

的
か

つ
円
滑

な実
施

の
た

め
の
仕

組
み

を再
考

す
る必

要
が

ある
。具

体
的

に
は

HI
と国

内
支

援
大

学
間

の
情

報
共
有

、意
思
決

定
が

うま
く機

能
しな

い
ケー

スが
多

い
。 

�
生

体
材
料

を目
的

とす
る場

合
の

教
育

研
究

者
の
選
択

。 
�

メン
バ

ー
大

学
の

一
部

の
見
直

しが
必

要
で

ある
。大

幅
な見

直
しは

困
難

で
ある

と理
解

で
きる

が
、た

とえ
ば

地
質

工
学

・資
源

工
学

分
野

で
は
ベ

トナ
ム

の
ハ

ノイ
工

科
大

学
に

連
携

相
手

は
皆

無
で

あり
、実

際
に

は
ハ

ノイ
理

科
大

学
に

連
携

す
べ

き学
科

が
存
在

す
る。

両
大

学
は

もと
もと

、ひ
とつ

の
大

学
で

あっ
た

。第
２フ

ェー
ズ

の
目

標
の

一
つ

、「
ネ

ット
ワー

クの
さら

な
る強

化
・拡

充
（地

域
学

会
の
設

立
、メ

ンバ
ー

大
学

以
外

の
大

学
、産

業
界

等
巻

き込
み

）」
を目

指
す

た
め

に
は

、現
状

を分
析

した
上

で
、一

部
の

メン
バ

ー
大

学
を増

や
し、

ネ
ット

ワー
クが

虚
構

とな
らな

い
よう

な見
直

しが
必

要
と思

わ
れ

る。
 

�
サ

ンド
イッ

チ
プ

ログ
ラム

に
関

して
は

、派
遣

時
期

を早
め

て派
遣

期
間

を１
年
半

ぐら
い

に
しな

い
と、

実
験

装
置

の
設

計
、製

作
、設

置
、実

験
、デ

ー
タ

の
まと

め
まで

終
わ

らな
い

と思
わ

れ
る。

装
置

の
設
計

や
実
験
自

体
初

め
てで

ある
場
合

が
多

い
ため

、実
験
半

ば
で

帰
国

して
、H

Iで
実
験

が
継
続

で
き

ない
こと

もあ
るよ

うで
ある

。 
�

開
催

され
るセ

ミナ
ー

は
主

に
教

員
に

よっ
て

行
わ

れ
るが

、も
っと

参
加

学
生

に
発

言
の

機
会

を与
える

工
夫

が
必

要
。口

頭
発
表
以
外

に
ポ

スタ
ー

発
表

の
機
会

を与
えて

は
どう

か
。

�
F

W
S

に
関
係

す
る企

業
（日

本
か

らの
進

出
企
業

を含
め

て）
の
参

加
と、

2
回

の
セ

ミナ
－

の
中

1
回

は
1

分
野

に
限

定
しな

い
で

、関
連

す
る分

野
（材

料
と製

造
など

）と
連

携
、共

同
とし

た
F

W
S

も有
効

と思
う。

4. 
イン

パ
クト

 
 

4.1
 プ

ロジ
ェ

クト
を

－ ��� －



実
施

した
こと

に
よっ

て
発

現
す

る可
能

性
が

ある
項

目
は

 

イン
パ

クト
が

発
生

す
る可

能
性

が
あ

る
イン

パ
クト

が
発

生
す

る可
能

性
は

な
い

現
状

で
は

不
明

a
.

各
メン

バ
ー

大
学

の
教

育
・研

究
方

針
の

改
善

17
 

- 
1 

b
.

産
業

開
発

に
必

要
な

工
学

系
人

材
の

育
成

16
 

- 
2 

c
.

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
に

マ
ッチ

した
研

究
の

実
施

/

民
間

企
業

との
共

同
研

究
へ

の
発

展
8 

- 
9 

d
.

プロ
ジ

ェク
トの

枠
外

で
の

メン
バ

ー
大

学
と国

内
支

援
大

学
の

交
流

活
動

の
増

加
16

 
- 

2 

�
上

記
の
うち

、産
業

界
の
ニ
ー

ズ
に
マ
ッチ

した
研

究
の
実
施

/
民

間
企

業
との

共
同

研
究

へ
の
発

展
は
、将

来
実

現
す
るか

どう
か
わ
か
らな

い
とい

う意
見

が
多
か
った

。そ
れ
以
外
の
もの

は
、実

現
す
る可

能
性
が
ある

とい
う意

見
が
多
い
。

<
そ
の
他
の
イン

パ
クト

＞
�

プ
ラス

の
イン

パ
クト

とし
て
、ホ

スト
大
学

お
よび

メン
バ
ー
大
学
の
教
育
の
国
際

化
が
挙

げ
られ

る。
どの

主
要
大

学
も国

際
化
が
重

視
され

てい
るが

、そ
こま

で
の
資
金
が
ある

の
は
タイ

や
マ
レー

シア
に
限
られ

る。
ほ
か
の
大
学
で
の
非
常
に
大
きな

変
化
は
「国

際
化
」で

あり
、こ

れ
に
関
す
る内

外
の
評
価
は

非
常
に
高
い
。

�
A

S
E

A
N
地
域
の
問
題
に
対
す
る日

本
の
大
学
の
理
解
度
が
進
展
す
る。

�
双
方
の
教
員
の
意
識
の
向
上

。学
生
の
国
際

感
覚
の
養
成
。

�
確
か
に
本
プ
ロジ

ェク
トは

産
業
界
の
参
加
を全

く前
提
とし

てい
ない

。セ
ミナ

ー
等
の
開
催
時
に
、産

官
の
参
加
を促

す
の
もよ

い
と思

う。
�

一
人

前
の
研

究
者

とし
て
育

てた
人

材
が
地

域
に
戻

って
、教

育
や

産
業

の
分

野
で
活

躍
す
るこ

とが
、そ

の
後
輩

を育
て
るこ

とに
つ

な
が
るこ

とに
な
り、

本
プ
ロジ

ェク
トの

成
果
とな

ると
考
える

。
5. 

自
立

発
展

性
 

 
5.1

 現
時

点
に

お
い

て
、も

し今
後

外
部

か
ら

の
支

援
が

な
い

と
仮

定
した

場
合

、「
メ

ン
バ

ー
大

学
」の

自
助

努
力

に
よ

り下
記

の
プ

ロジ
ェク

ト活
動

を
継

続
で

き
る
可

能
性

は
ある

か
 

継
続

可
能

継
続

は
難

しい
わ

か
らな

い
a. 

域
内

で
の
修

士
と博

士
課

程
の

奨
学

金
 

1 
15

 
2 

b. 
共

同
研

究
研

究
 

8 
8 

2 
c. 

分
野

別
セ

ミナ
ー

の
開

催
 

2 
13

 
3 

d. 
国

内
支

援
大

学
へ

の
短
期
訪

問
 

2 
13

 
4 

e. 
メン

バ
ー

大
学

間
の
短
期

訪
問

 
4 

9 
5 

f. A
UN

/S
EE

D-
Ne

t事
務

局
の
維
持

 
- 

10
 

8 
g. 

AU
N/

SE
ED

-N
et

の
卒

業
生

との
ネ

ット
ワー

ク構
築
や

共
同

活
動

 
11

 
3 

4 
h. 

そ
の
他

（＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿

＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿

＿
） 

- 
- 

- 
�

ほ
とん

どの
活

動
が

外
部

支
援

な
しで

は
継

続
不

可
能

だ
とい

う判
断

で
ある

。

5.2
 「

日
本

の
国

内
支

援
大

学
」か

らの
独

自
支

援
に
より

、次
の

プ
ロジ

ェク
ト活

動
を

 
継

続
可

能
 

継
続

は
難

しい
わ

か
らな

い
a. 

本
邦

大
学

の
博

士
課

程
に

対
す

る奨
学

金
 

4 
8 

5 
b. 

共
同

研
究

 
10

 
6 

2 

－ ��0 －



継
続

で
きる

可
能

性
は

ある
か

 
c. 

国
内

支
援

大
学

か
らの

教
員

の
派
遣

 
5 

9 
3 

d. 
分

野
別

セ
ミナ

ー
の

開
催

 
3 

11
 

4 
e. 

国
内

支
援

大
学

へ
の
短

期
訪

問
 

5 
9 

3 
f. 

 A
UN

/S
EE

D-
Ne

tの
卒

業
生

との
ネ

ット
ワー

ク構
築

や
共

同
活

動
  

10
 

4 
4 

g. 
そ

の
他

（＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿

） 
- 

- 
- 

�
共
同

研
究

や
卒

業
生

との
ネ

ット
ワー

ク構
築

・共
同

活
動

は
、J

S
U
独
自

の
支

援
で

も継
続

可
能

とい
う意

見
が
多

い
が

、そ
の
他

の
活

動
の

継
続
性

は
困

難
だ

とい
う意

見
が
多

い
。

5.3
 

AU
N/

SE
ED

-N
et

が
今

後
自

立
的

に
発

展
して

い
くた

め
に

、以
下

の
項

目
が

影
響

を
及

ぼ
す

と考
え

られ
る

か
 

 
大

きく
影

響
す

る 
ほ

とん
ど影

響
は

な
い

 
わ

か
らな

い
 

a. 
AU

N/
SE

ED
-N

et
事
務
局

の
キャ

パ
シ

テ
ィ 

11
 

2 
4 

b. 
ホス

ト大
学

の
キャ

パ
シ

テ
ィ 

16
 

1 
1 

c. 
そ

の
他

の
メン

バ
ー

大
学

の
キャ

パ
シ

テ
ィ 

10
 

5 
3 

d. 
奨

学
金

の
財

源
 

18
 

- 
- 

e 
研

究
活

動
の
財

源
 

16
 

2 
- 

f 日
本

の
大

学
か

らの
サ
ポ

ー
ト 

16
 

- 
2 

g. 
メン

バ
ー

大
学

間
の
連
携

 
10

 
3 

4 
h. 

AU
N/

SE
ED

-N
et

の
卒

業
生

との
ネ

ット
ワー

ク構
築

 
12

 
2 

3 
i. 

そ
の
他

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
- 

- 
- 

�
ほ
ぼ
全
ての

項
目
が
、A

U
N

/
S

E
E

D
-
N

e
t
が
自
立
的
に
発
展
して

い
くた

め
に
影
響
を及

ぼ
す
もの

とし
て認

識
され

てい
る。

�
そ
の
中

で
も奨

学
金

の
財

源
、ホ

スト
大

学
の
キャ

パ
シ
テ
ィー

、研
究

活
動

の
財

源
、日

本
の
大

学
か
らの

サ
ポ
ー

トは
大

きく
影

響
す

ると
い
う意

見
が
多

か
った

。

5.4
 そ

の
他

に
プ

ロ
ジ

ェク
トの

効
果

の
持

続
性

に
影

響
を
及

ぼ
す
要
因

は
ある

か
 

＜
事
務
局
に
関
連
す
る項

目
＞

�
事

務
局
の
組

織
自

体
は
条
件
に
合
わ
せ
て
変
化
す
るに

して
も、

何
らか

の
形
で
情
報

発
信
、集

約
の
機
能
を持

つ
窓

口
が
無
い
と、

s
u

s
t
a
i
n

a
b

i
l
i
t
y
は
維

持
で
きな

い
。

＜
相
手
国
政
府
、大

学
側
に
関
連
す
る項

目
＞

�
各
国
政
府

教
育
省

や
ＨI

，Ｍ
I
の
大
学
当
局
に
よる

本
プ
ロジ

ェク
トへ

の
評
価
の
高
さが

、プ
ロジ

ェク
ト維

持
へ
の
イン

セ
ンテ

ィブ
を維

持
す
る指

標
とも

な
る。

大
学

当
局

へ
の
資

金
供
与

が
な
い
の
で
、大

学
レベ

ル
で
は
思

った
ほ
ど重

視
して

い
るわ

け
で
は
な
い
。つ

まり
、大

学
レベ

ル
で
の
プ
ロジ

ェク
ト

実
施
へ
の
評
価
は
、中

身
の
質
の
高
さに

比
べ
、高

くな
い
とい

う気
が
す
る。

�
ガ
ジャ

マ
ダ
大
学
の
担
当
学
科
で
は
本
プ
ロジ

ェク
トの

重
要

性
が
よく

分
か
って

い
る。

しか
し、

大
学
や

政
府
の
財
政
状
態
も厳

しい
こと

か
ら、

担
当
学
科

が
ＪＩＣ

Ａや
種

々
の
企
業

か
ら外

部
資

金
を確

保
で
きな

くな
った

とた
ん
、プ

ロジ
ェク

ト維
持

をあ
きら

め
る可

能
性
もあ

る。
各
国
の
高
等
教
育
へ
の
関
心

の
高

さの
違
い
が
大
きく

関
わ
ると

思
わ
れ
る。

�
H

I
お
よび

M
I
の
教

員
の
意
識
の
問
題
が
大
きく

関
与
して

くる
と考

える
。現

在
は
、日

本
側
の
経
済

的
サ
ポ
ー
トが

あり
、む

しろ
そ
れ
を期

待
して

い
る部

分
が
大
きい

と考
える

。し
か
し、

教
員
に
教
育

・研
究

を向
上
させ

よう
とい

う意
識

が
な
け
れ
ば

、経
済

支
援
が
なく

な
った

段
階

で
ネ
ット

ワー
クが

ギ
クシ

ャク
して

くる
で
あろ

う。
そ
の
ため

に
も、

自
国
産
業
界
との

結
び
つ
きを

密
に
して

経
済
的
サ
ポ
ー

トを
獲
得
す
る取

り組
み
が
必
要
で
は
ない

で
しょ

うか
。

－ ��� －



＜
財
政
面
＞

�
財
政

的
なサ

ポ
ー

トが
ほ
とん

どす
べ
ての

要
素
に
影
響
を及

ぼ
す

。自
立
的

な発
展
の
た
め
に
は
企
業
体
や

各
国

政
府
か
らの

サ
ポ
ー
トを

とり
つ

け
な
い

と、
大
学
だ
けで

は
非
常
に
困
難
と思

わ
れ
る。

＜
そ
の
他
＞

�
人
材
育
成
に
時
間
が
か
か
るの

は
明
白

で
あり

、短
期
的
な結

果
を期

待
す
るの

は
無
理
。人

材
が
育
成
され

、育
成
され

た人
材
が
産
業
を活

性
化
させ

、
アセ

アン
諸
国
の
経
済
的
環
境
が
向
上
し、

教
育
状
況
が
改
善
され

るプ
ロセ

スが
必
要

。
�

修
了
生
の
継
続
的

な
w

a
t
c
h
と交

流
支
援
。

そ
の

他
コ

メン
ト・

意
見

 
�

フェ
ー
ズ

I
は
全
体

とし
て、

成
功
裡
に
推
移
した

と評
価
され

る。
�

フェ
ー
ズ

I
I
をさ

らに
効

果
的
に
進
め
るた

め
に
は
、防

災
・環

境
エ
ネ
ル
ギー

とい
った

キー
ワー

ドの
もと

に
現
分
野
を再

編
す
ると

共
に
、国

内
幹
事
大

学
・協

力
大
学
とい

うス
キー

ムは
変
更

し、
H

I
との

より
緊
密
な連

携
を図

る体
制
に
変
えた

方
が
良
い
。

�
生

体
材

料
に
関

して
は
世

界
的
に
研
究
が
活
発
に
な
って

い
るこ

と、
学

際
的

領
域
で
ある

こと
か
ら、

体
制

を整
え
て行

えば
、当

該
教
育

研
究
の
推
進
に

よっ
て参

加
校
は
新
規
分
野
へ
の
開
拓
精
神
、必

要
な学

部
等
との

連
携
構
築
が
体

験
で
きる

た
め
極
め
て有

効
だ
と思

わ
れ
る。

�
本

プ
ロジ

ェク
トの

達
成
に
は
、プ

ロジ
ェク

トを
通

して
生

産
され

た
大
量
の
修
士

・博
士

学
位
取

得
者

が
、メ

ンバ
ー

大
学
に
戻

り、
効

果
的

な
教
育

・研
究

を実
施
で
きる

よう
な設

備
拡
充
支
援
が
絶

対
に
必
要
で
ある

。ア
セ
アン

の
メン

バ
ー
大

学
や
ホス

ト大
学
、政

府
の
教
育
担
当
者
を訪

問
す
るに

つ
け
、本

プ
ロジ

ェク
トの

人
材

育
成
に
対

し、
各
国
の
大

変
大
きな

期
待
が
見

られ
る。

しか
し、

一
方
で
、現

場
の
教
育

・研
究

イン
フラ

の
お
粗
末

さの
中
で
本
プ
ロ

ジェ
クト

卒
業
生
が
遭
遇
す
る失

望
もま

た
明
らか

な現
実
で
ある

。各
国

政
府
が
高
等

教
育
へ
の
投
資
を渋

る現
状
を変

えさ
せ
るこ

とも
重
要
で
あろ

う。
し

か
し、

現
実
に
は
、こ

れ
は
簡
単
なこ

とで
は
ない

。本
プ
ロジ

ェク
トに

よる
人
材
育
成
の
大
きな

成
果
を失

わ
ない

ため
に
は
、本

プ
ロジ

ェク
トと

設
備
拡
充

プ
ロジ

ェク
トを

相
補
的
に
実
施
しな

け
れ
ば
なら

ない
。

�
この

プ
ロジ

ェク
トで

行
な
って

い
る取

り組
み
と、

他
の
省
庁
が
取

り組
ん
で
い
るプ

ロジ
ェク

トと
の
融
合

、連
携
、協

力
など

の
整
理
が
急
務

。例
え
ば
、本

邦
博
士
課
程
奨
学
金
は
文
科
省
の
国

費
留
学
生

制
度
、短

期
派
遣
は

J
A

S
S

O
の
短
期

派
遣
留
学
生
制
度
、A

S
E

A
N
ネ
ット

ワー
ク大

学
は

M
J
I
U

T
構
想

との
融
合
、修

了
生
の
サ
ポ
ー
トは

アジ
ア人

材
資
金
構
想
との

融
合
、な

どが
例
に
挙
げ
られ

る。
�

日
本
の
大
学
の
中

で
は
、国

際
化
を唱

える
とい

えど
も、

そ
の
具
体
的
な評

価
は
なか

なか
難
しい

。本
プ
ロジ

ェク
トは

日
本
国
内
の
大
学
を具

体
的
な国

際
活
動
に
直
接
的
に
向
か
わ
せ
るも

の
で
あり

、現
在
関
わ
って

い
る国

内
の
大
学
の
数
を増

や
す
こと

が
望
まれ

る。
特
に
、公

共
事

業
が
少
なく

なっ
てい

る土
木
部
門
に
お
い
ては

、海
外
で
の
社
会
基
盤
の
整
備
に
積
極
的
に
参
入
して

お
り、

アセ
アン

諸
国
の
この

分
野
の
学
生

の
教
育
に
は
、我

が
国
に
とっ

ても
有
益
で
ある

と思
う。

�
フェ

ー
ズ

2
で
、M

I
の
拡
充
を行

うと
の
こと

で
す
が
、そ

の
選
定
に
当
た
って

は
慎
重
な判

断
をぜ

ひ
とも

お
願
い
した

く存
じま

す
。基

本
的
に
は
有
力
大

学
あた

りに
絞
らな

い
と、

実
効
は
上
が
らな

い
と思

い
ます

。
�

せ
っか

くセ
ミナ

ー
を開

催
す
るな

ら、
もっ

とオ
ー

プ
ンに

し、
現
地
大
学
の
学

生
や
教
員
も参

加
で
きる

よう
に
して

は
如
何

で
しょ

うか
。特

に
、修

了
生
の

参
加
を望

み
ます

。セ
ミナ

ー
開
催
時
に
配

布
され

るバ
ック

等
は
不
要
。

�
是
非
、フ

ェー
ズ

2
も積

極
的
に
進
め
て頂

きた
い
。

�
これ

まで
の
日
本
の

A
S

E
A

N
に
対
す
る支

援
、協

力
が
物
質
重
点
に
終
始
して

い
ると

思
わ
れ
てい

る中
で
、こ

の
プ
ロジ

ェク
トは

大
学
を中

心
とし

た
しか

も特
定
の
国
とか

、大
学
に
限
定
した

もの
で
は
なく

、A
S

E
A

N
全
体
をカ

バ
－

す
る教

育
研
究
を支

援
す
るこ

とで
あり

、こ
の
意
義

は
十
分
に
評
価
され

る
と考

えま
す
。そ

の
た
め
この

プ
ロジ

ェク
トの

長
期
継
続
は
是
非
とも

必
要
と考

えま
す
。教

育
は
短
期
間
で
効
果
が
出
るも

の
で
は
ない

こと
を考

えて
い
た

だ
きた

い
と思

う。
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高
等
教
育
担
当
省
庁
質
問
票
まと

め

2
0
0
7
年

5
月

2
6
日

、マ
レー

シア
を除

く全
国
か
らの

回
答
。

1
プ
ロジ

ェク
ト目

標
は

国
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
てい

るか

(
名

)

合
致
して

い
る

7

部
分
的
に
合
致
して

い
る

1

合
致
して

い
ない

0

シン
ガ
ポ
ー
ル
を除

き、
全
回
答
が
合
致
して

い
ると

回
答
して

い
る。

�
人
材
育
成
、国

際
協
調
リサ

ー
チ
、R

&
D

イン
フラ

、大
学
院
の
教
育
プ
ログ

ラム
の
向
上
、技

術
の
先
見
力
、情

報
収
集
能
力
、技

術
実
用
化
力
、環

境
保
全
、大

学
の
国
際
化
、共

通
課
題
へ
の
キャ

ッチ
アッ

プ
など

多
方
面
で
の
ニー

ズの
合
致
が
上
げ
られ

てい
る。

�
シン

ガ
ポ
ー
ル
は
「部

分
的
に
」と

す
る理

由
とし

て、
シン

ガ
ポ
ー
ル
の
大
学
と

J
S

U
間
の
コラ

ボ
レー

ショ
ンが

ない
ため

、と
して

い
る。

2
プ
ロジ

ェク
ト目

標
は

達
成

され
つ

つ
あ
ると

思
うか

(
名

)

達
成
され

つ
つ
ある

8

部
分
的
に
達
成
され

つ
つ
ある

0

達
成

され
てい

ると
は
思
わ
ない

0

全
回
答
が
達
成
され

つ
つ
ある

と回
答
して

い
る。

3
上

位
目

標
は
国

の
ニ

ー
ズ
に

合
致

して
い

る
か

合
致
して

い
る

7

部
分
的
に
合
致
して

い
る

1

合
致
して

い
ない

0

ミャ
ンマ

ー
を除

き、
全
回
答
が
合
致
して

い
ると

回
答
して

い
る。

�
産

業
育

成
、質

の
高

い
技

術
者

、研
究

開
発

に
従

事
す

る技
術

者
の
増

加
、ア

セ
ア
ン域

内
内

で
の
科

学
技

術
分

野
で
の
協

力
、産

学
間

の
技

術
移

転
、経

済
発
展
に
お
け
る科

学
技
術
の
重
要
性
の
認
識
の
高
まり

、科
学
技
術
に
関
す
るプ

ログ
ラム

を生
み
出
し継

続
させ

る手
段
、人

材
育
成
など

へ
の
イン

パ
クト

か
ら国

の
ニー

ズと
合
致
して

い
るこ

とが
あげ

られ
てい

る。
�

ミャ
ンマ

ー
は
「部

分
的
に
」と

す
る理

由
とし

て、
工
学
系
の

H
R

D
だ
けで

は
国
の
経
済
を持

続
的
に
高
め
てい

くこ
とは

で
きな

い
た
め
、と

して
い
る

－ ��� －
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4
プ

ロジ
ェク

ト目
標

な
らび

に
上

位
目

標
は

国
の

政
策

に
合

致
して

い
るか

プ
ロ目

上
位

目
標

合
致

して
い

る
7

7
 

部
分

的
に

合
致

して
い

る
0

0
 

合
致

して
い

ない
0

0
 

プ
ロジ

ェク
ト目

標
なら

び
に

上
位

目
標

とも
に

、全
回

答
が

合
致

して
い

ると
回

答
して

い
る。

5
プ

ロジ
ェク

トの
結

果
とし

て
と、

つ
ぎ

こと
は

改
善

され
た

と思
うか

(
名

)

改
善
され

た
変
化
な
し

不
明

a
)

大
学

院
学

位
の

教
員

スタ
ッフ

数
7

0
0

 

b
)
 大

学
院

向
け

教
育

技
能

6
1

0
 

c
)
 
H

I
とし

て大
学

院
プ

ログ
ラム

へ
の

受
入

数
6

1
0

 

d
)

大
学

院
学

生
の

学
問

レベ
ル

6
1

0
 

e
)

研
究

活
動

の
数

7
0

0
 

f
)

研
究

活
動

の
質

7
0

0
 

g
)

コー
ス内

容
5

2
0

 

h
)

そ
の

他
-

-
-
 

6
自

国
の

M
I

の
教

育
な

らび
に

研
究

能
力

改
善

に
プ

ロジ
ェク

トの
活

動
は

どの
よう

に
評

価
さ

れ
るか

(
名

)

た
い
へ
ん

有
益

有
益

有
益
で

な
い

不
明

a
)
 
H

I
に

お
ける

修
士

お
よび

博
士

課
程

の
学

習
6

1
0

0
 

b
)
 共

同
研

究
5

2
0

0
 

c
)

日
本

の
大

学
に

よる
支

援
6

1
0

0
 

d
)

研
究

機
材

の
支

給
5

2
0

0
 

e
)

分
野

別
セ

ミナ
ー

5
2

0
0

 

f
)
 
M

I
へ

の
短

期
訪

問
4

2
0

0
 

g
)

研
究

や
セ

ミナ
ー

の
後

の
コン

タク
ト保

持
5

2
0

0
 

h
)

研
究

仲
間

か
らの

助
言

お
よび

共
同

作
業

5
2

0
0

 

i
)
 
S

E
E

D
-
N

e
t
修

了
生

との
ネ

ット
を通

じた
討

議
や

共
同

作
業

3
4

0
0

 

j
)

そ
の

他
-

-
-

-
 

�
ほ

とん
どの

活
動

は
大

変
有

益
と評

価
され

てい
るが

、S
E

E
D

-
N

e
t

修
了

生
との

ネ
ット

を通
じた

討
議

や
共

同
作

業
は

相
対

的
に

有
益

度
が

低
い

と評

－ ��� －



価
され

てい
る。

�
また

、ミ
ャン

マ
ー

は
す

べ
ての

項
目

に
つ

い
て「

有
益

」（
「た

い
へ

ん
有

益
」で

ない
）を

選
ん

で
お

り、
これ

が
「有

益
」と

い
う回

答
の

数
の

５割
近

くを
占

め
てい

る。

7
 国

また
は

省
か

らプ
ロジ

ェク
トに

対
して

イ
ンプ

ット
あ

るい
は

支
援

が
なさ

れ
た

か

該
当

a
)
 
M

I
に

対
す

る補
填

0

b
)
 
H

I
に

送
り出

され
る留

学
生

の
奨

学
金

0

c
)

運
用

上
の

人
的

支
援

3

d
)

短
期

訪
問

に
対

す
るロ

ジ支
援

2

e
)

そ
の

他
(
F

W
S

開
催

中
の

い
くつ

か
の

活
動

の
支

援
の

た
め

の
ファ

ンド
)

1

f
)

そ
の

他
（タ

イに
よる

事
務
局

支
援

と奨
学

金
）

1

�
事
務
局

が
設
置

され
てい

るタ
イを

除
くと

、国
また

は
省

か
らプ

ロジ
ェク

トに
対

して
イン

プ
ット

ある
い

は
支

援
は

金
銭

で
な

く、
人

的
支

援
な

どが
ほ

と
ん

どで
ある

。
�

8
 S

E
E

D
-
N

e
t

プ
ロジ

ェク
ト以

外
に

、高
等

教
育

に
お

け
る教

育
や

研
究

能
力

を
高

め
るた

め
の

、他
国

か
らの

支
援

をう
け

てい
るか

a
)
 は

い
4

b
)

い
い
え

3

�
「は

い
」と

答
えた

国
の

内
容

は
、ま

ちま
ち。

�
「い

い
え」

と答
えた

国
は

タイ
,
フィ

リピ
ン,

ミャ
ンマ

ー
�

9 
 (

た
とえ

ば
他

の
類

似
な奨

学
金

制
度

や
研

究
支

援
制

度
な

ど
と比

べ
て
)SE

E
D

-
N

e
t

プ
ロ

ジ
ェク

トの
強

み
と弱

み
は

なに
か

 
(
強

み
)

�
関
係

国
が

協
力

す
る協

調
スキ

ー
ム 

�
互

い
に

支
援

補
完

しあ
う計

画
性

の
ある

諸
活

動
�

各
H

I
が

自
分

た
ちの

得
意

な分
野

で
大

学
院

の
プ

ログ
ラム

を提
供

す
るス

キー
ム

�
分

野
に

分
け

て運
用

あれ
てい

るこ
と

�
専
門

技
術

の
み

で
なく

必
要

なサ
ポ

ー
トを

提
供

して
い

る
�

きち
ん

とし
たモ

ニ
タリ

ング
と評

価
活

動
�

M
I
に

お
け

る
H

R
D

とい
うミ

ッシ
ョン

が
明
確

で
ある

�
不

言
実
行

タイ
プ

で
ある

�
訪

問
、F

W
S
、短

期
交
換

プ
ログ

ラム
そ

の
他

の
活

動
が

よい
成

果
と信

頼
関
係

をも
た

らし
てい

る
�

M
I
の

教
育

者
の

質
の

向
上

をも
た

らし
てい

る
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�
A

S
E

A
N

の
大

学
間

の
ネ

ット
ワー

クと
コミ

ュニ
ケー

ショ
ンを

強
化

して
い

る
�

学
術

なら
び

に
科

学
に

関
す

る交
換

の
場

で
ある

F
W

S
が

向
上

して
い

る

（弱
み

）
�

H
I
と

H
I
で

ない
大

学
間

の
格
差

が
縮

まっ
てい

ない
。こ

の
格
差

を縮
め

るこ
とを

検
討

す
べ

き

10
 将

来
プ

ロジ
ェク

ト
が

終
了

し
た

後
も

、
S

E
E

D
-
N

e
t

は
継

続
さ

れ
るべ

きと
考
える

か
 

(
名

)

現
在

と同
じ形

で
残

され
るべ

き
7

部
分

的
に
残

され
るべ

き
1

不
要

0

理
由

とし
ては

、
�

H
R

D
は

教
育

シス
テム

に
お

い
て常

に
コア

で
ある

�
メン

バ
ー

を広
げ

て、
A

S
E

A
N

に
お

ける
質

の
高

い
エ

ンジ
ニア

を作
り出

して
い

く必
要

が
ある

の
で

�
J
S

U
と

J
I
C

A
の
絶

大
な支

援
と貢

献
に

より
M

I
の

能
力

が
向

上
させ

るこ
とが

で
きて

きた
。次

は
アセ

アン
の

M
I
の

自
助
努

力
や
貢
献

に
よっ

て、
プ

ロジ
ェク

ト活
動

を通
常

的
なプ

ログ
ラム

とし
、自

立
発

展
性

を確
保

す
べ

きで
ある

。（
部

分
的

に
残

され
るべ

き、
タイ

）
�

M
I
の

教
員

の
質

が
向

上
して

きた
の

で
、継

続
す

べ
き

�
優
秀

な人
材

は
まだ

不
足

して
お

り、
長

期
ビジ

ョン
の

達
成

に
は

S
E

E
D

-
N

e
t
の

継
続

は
大

変
重

要
で

ある
と考

えて
い

る。
�

科
学

技
術

は
研

究
や

技
術

開
発

、地
域

の
経

済
統

合
の

ニ
ー

ズへ
の

対
応

など
を通

じて
、経

済
発

展
の

持
続

性
に

とっ
てキ

ー
ファ

クタ
ー

で
あり

、社
会

の
福
利

を増
や

し、
A

S
E

A
N

の
統

合
を推

進
す

るの
で

。

もし
残

され
るべ

きと
答
えた

場
合

、プ
ロジ

ェク
ト終

了
後

S
E

E
D

-
N

e
t

を継
続

させ
るた

め
の

国
や

省
か

らの
イン

プ
ット

や
支

援
を増

や
す

こと
は
可

能
か

と
い

う質
問

に
対

して
は

、肯
定

的
な回

答
が

多
い

中
、シ

ンガ
ポ

ー
ル

は
「増

や
す

意
思

ない
」、

ミャ
ンマ

ー
は

「わ
か

らな
い

」と
回

答
した

。

可
能

性
は
非
常

に
高

い
3

可
能

と思
わ

れ
る

3

困
難

と思
わ

れ
る

0

増
や

す
意

思
は

ない
1

わ
か

らな
い

1

11
 プ

ロジ
ェク

トフ
ェー

ズ
２は

貴
国

の
政

策
や

戦
略

に
合

致
して

い
と

思
うか

 

(
名

)

合
致

す
る

8

合
致

しな
い

0

分
か

らな
い

0
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留学プログラム留学プログラム 奨学金授与数奨学金授与数 ホスト大学別ホスト大学別 （（20012001--20072007年度）年度）
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留学プログラム留学プログラム 奨学金授与数奨学金授与数 送り出し大学別送り出し大学別 （（20012001--20072007年度）年度） 6-2
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6. 留学（高位学位取得）プログラム詳細実績
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域内修士プログラム域内修士プログラム
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サンドイッチ博士プログラムサンドイッチ博士プログラム
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3

本邦博士プログラム本邦博士プログラム
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6-5

シンガポール博士プログラムシンガポール博士プログラム

2006年度人数枠: シンガポール国立大学 3名

2007年度人数枠: シンガポール国立大学+ナンヤン工科大学 合計20名
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(As of 27 Jul 07)
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ホスト大学別ホスト大学別

合計 169 人

6-7

年度別の卒業生数年度別の卒業生数
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(※SEED-Netで修士と博士の双方を取得した場合は最終学歴のみカウントしているため、

奨学金授与数合計（444名）と一致しない。また、2007年度以降は予測値。
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Master's level

No. Full Name Gender SI Field HI

1 Tristan Roland Punzalan M DLSU EEE CU

2 Marie Therese Quieta F DLSU EEE NUS

3 Medi Nazar Abelardo F DLSU ICT KMITL

4 Marlon Musngi M DLSU ME/AE NUS

5 Jazmin Chong F DLSU ME/AE NTU

6 Tran Tien Dac M HCMUT CE CU

7 Doan The Nam Long M HCMUT ChE DLSU

8 Phan Thi Cam Linh F HCMUT ChE DLSU

9 Nguyen Quang Long M HCMUT ChE DLSU

10 Pham Thi Thanh Thuy F HCMUT EnvE UP

11 Bui Thi Tai F HCMUT GeoE UGM

12 Tran Ngoc Thinh M HCMUT ICT KMITL

13 Le Thanh Sach M HCMUT ICT KMITL

14 Pham Trung Kien M HCMUT MatE USM

15 Nguyen Ngoc Dung M HCMUT ME/AE ITB

16 Tran Quang Tuyen M HCMUT ME/AE ITB

17 Nguyen Thi Thu Ha F HUT ChE CU

18 Xuan Thang Cao M HUT ChE CU

19 Chau Van Dinh M HUT ChE DLSU

20 Do Thi Tu Anh F HUT EEE CU

21 Vo Thi Le Ha F HUT EnvE UP

22 Hoang Tuan Dung M HUT EnvE UP

23 Nguyen Thi Du F HUT EnvE UP

24 Tran Duc Chung M HUT EnvE UP

25 Hung Dinh Quang M HUT EnvE UP

26 Tran Tuan Hung M HUT ICT KMITL

27 Nguyen Ngoc Minh M HUT MatE USM

28 Phan Anh Tuan M HUT ME/AE ITB

29 Nguyen Van Bo M HUT ME/AE ITB

30 Tran Duc Huy M HUT Metal CU

31 Willy Kurnia M ITB ManuE NTU

32 Usman Husni M ITB MatE USM

33 Okti Junjung Parsaoran Manalu M ITB MatE USM

34 Arief Yudhanto M ITB ME/AE NUS

35 Kimtho Po M ITC EEE CU

36 Leng Ky M ITC EEE CU

37 Lychek Keo M ITC EEE CU

38 Nguon Taing M ITC ICT KMITL

39 Un Amata M ITC ME/AE NUS

40 Thong Sopha M NUOL CE NTU

41 Phongsavanh Inthavongsa M NUOL CE CU

42 Pipong Phimphachanh F NUOL CE CU

43 Anousak Thammavong M NUOL CE CU

44 Anousone Outhailatsady M NUOL CE CU

45 Alitking Anongphouth M NUOL CE CU

46 Vansay Meksarik M NUOL EEE USM

47 Senglathsamy Chanthamenavong M NUOL EEE CU

48 Chanthaphone Khanty M NUOL EEE CU

49 Roger Phetdaleen F NUOL EEE NUS

50 Xaysomphone Kounlabout M NUOL EEE CU

51 Somvang Tipphavongxay M NUOL EEE CU

52 Sihalath Souksakhone F NUOL EnvE UP

53 Keokhamphui Keoduangchai M NUOL EnvE UP

54 Langkone Xaignavong M NUOL EnvE UP

55 Keophousone Phonhalath F NUOL GeoE UGM

56 Vongsavanh Soysouvanh M NUOL GeoE UGM

List of Faculty members pursuing higher degree under AUN/SEED-Net programs

－ ��� －
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57 Khamphong Khongsomboun M NUOL ICT KMITL

58 Khampheth Bounnady M NUOL ICT KMITL

59 Somphone Kanthavong M NUOL ICT KMITL

60 Tha Bounthanh M NUOL ICT KMITL

61 Kham Khanthavivone M NUOL ICT KMITL

62 Nouanchanh Panyanouvong F NUOL ICT KMITL

63 Phoumy Indarack M NUOL ICT KMITL

64 Seumsak Douangsyla M NUOL ICT KMITL

65 Theng Vilayphone M NUOL ICT KMITL

66 Sisavath Khotpanya M NUOL ICT KMITL

67 Nanthady Sombath M NUOL ICT NUS

68 Soumek Inthala M NUOL ICT KMITL

69 Donekeo Lakanchanh M NUOL ICT KMITL

70 Thongsamlith Onemanisone M NUOL ICT KMITL

71 Souphanna Vongsack F NUOL ICT KMITL

72 Somsanouk Pathoumvanh M NUOL ICT KMITL

73 Thongvanh Vilayphonh M NUOL ME/AE NUS

74 Deuansavanh Phommavongsa M NUOL ME/AE ITB

75 Sri Widiastuti F UGM CE NTU

76 I Gde Budi Indrawan M UGM CE NTU

77 Arief Setiawan Budi Nugroho M UGM CE CU

78 Sumaryono M UGM CE CU

79 Berlian Kushari M UGM CE CU

80 Ali Awaludin M UGM CE CU

81 Setiaji Ryan Rahmat M UGM CE NUS

82 Muhammad Nur Rizal Masduq M UGM EEE CU

83 Faridah F UGM EEE NTU

84 Eka Firmansyah M UGM EEE NTU

85 Bimo Sunarfrihantono M UGM EEE NTU

86 Sigit Basuki Wibowo M UGM EEE CU

87 Iswandi M UGM EEE CU

88 Avrin Nur Widiastuti F UGM EEE CU

89 Prapto Nugroho M UGM EEE CU

90 Wawan Budianta M UGM EnvE UP

91 I Wayan Mustika M UGM ICT KMITL

92 Urip Agus Salim M UGM ManuE UM

93 Surojo M UGM ManuE UM

94 I Gusti Bagus Budi Dharma M UGM ManuE UM

95 Herianto M UGM ManuE UM

96 Nopriadi M UGM ME/AE NTU

97 Indriana Hidayah F UGM ME/AE NTU

98 Wahyu Wilopo M UGM Mining CU

99 Jay Arre Toque M UP ManuE UM

100 Mary Donnabelle L. Balela F UP MatE USM

101 Soe Soe Than F UY ChE DLSU

102 Lin Lin Tun F UY ChE DLSU

103 Nay Myo Tun M UY EEE CU

104 U Thiha Soe M UY GeoE UGM

105 Tin May Htun F UY GeoE UGM

106 Myo Min Tun M UY GeoE UGM

107 Hlaing Myat Su F UY ICT KMITL

108 Soe Thein M UY Survey CU

109 Tun Naing Win M YTU ChE DLSU

110 Mi Eai Htaw F YTU ChE DLSU

111 Htet Zarni Kyaw F YTU EEE CU

112 Hein Thura Aung M YTU EEE CU

113 Su Su Muang F YTU ICT KMITL

114 War War Min Swe F YTU ME/AE ITB

115 Thein Min Htike M YTU ME/AE ITB

116 Aung Myo Thant Sin M YTU ME/AE ITB

－ ��� －



Doctoral level

No. Full Name Gender SI Field HI / JSU

1 Tran Tuan Anh M HCMUT CE Hokkaido

2 Le Trong Nghia M HCMUT CE CU

3 Tran Van Mien M HCMUT CE CU

4 Nguyen Quang Long M HCMUT ChE TIT

5 Nguyen Hoai Thu F HCMUT ChE TIT

6 Tran Hai Ung M HCMUT ChE DLSU

7 Ky Phuong Ha Huynh M HCMUT ChE DLSU

8 Le Thi Hong Tran F HCMUT EnvE UP

9 Ho Trong Long M HCMUT GeoE Kyushu

10 Nguyen Kim Phuong F HCMUT GeoE Kyushu

11 Nguyen Dinh Tu M HCMUT GeoE UGM

12 Nguyen Minh Trung M HCMUT GeoE UGM

13 Tran Ngoc Thinh M HCMUT ICT KMITL

14 Nguyen Ngoc Dung M HCMUT ME/AE Kyoto

15 Chau Van Dinh M HUT ChE TIT

16 Nguyen Hoang Hai M HUT EEE Tokyo

17 Ha Duyen Trung M HUT EEE CU

18 Tran Duc Huy M HUT MatE USM

19 Tran Khanh Duong M HUT ME/AE TUT

20 Le Xuan Truong M HUT ME/AE ITB

21 Sony Sulaksono Wibowo M ITB CE CU

22 Dedi Apriadi M ITB CE CU

23 Budi Hartono M ITB ManuE NUS

24 Wibowo, Agung M ITB ME/AE TUT

25 Sandro Mihradi M ITB ME/AE TUT

26 Filian Arbiyani F ITB ME/AE NUS

27 Lim Sok Tay M ITC CE CU

28 Hak Sok Chea M ITC ChE DLSU

29 Kimtho Po M ITC EEE TIT

30 Leng Ky M ITC EEE TIT

31 Sutheera Puntheeranurak F KMITL ICT Tokai

32 Panarat Rawiwan F KMITL ICT TIT

33 Douangmixay Dounsuvanh M NUOL CE CU

34 Sioudom Khamfeuane M NUOL EnvE UP

35 Somphone Inkhamseng M NUOL EnvE UP

36 Khamphong Khongsomboun M NUOL ICT Tokai

37 Khampheth Bounnady M NUOL ICT KMITL

38 Kham Khanthavivone M NUOL ICT KMITL

39 Ali Awaludin M UGM CE Hokkaido

40 Arief Setiawan Budi Nugroho M UGM CE Hokkaido

41 Ashar Saputra M UGM CE CU

42 Nazrul Effendy M UGM EEE CU

43 Sarjiya M UGM EEE CU

44 Mohammad Kholid Ridwan M UGM EnvE TIT

45 Wawan Budianta M UGM EnvE TIT

46 Lucas Donny Setijadji M UGM GeoE Kyushu

47 Adha Imam Cahyadi M UGM ICT Tokai

48 Risanuri Hidayat M UGM ICT KMITL

49 Muslim Mahardika M UGM ManuE Keio

50 Herianto M UGM ManuE TIT

51 Gesang Nugroho M UGM ManuE UM

52 Fauzun M UGM ManuE UM

53 Muhammad Kusumawan Herliansyah M UGM ManuE UM

54 Sugiyono M UGM ManuE UM

55 I Gusti Bagus Budi Dharma M UGM ManuE UM

56 Sukiman Kusmono M UGM MatE USM

57 R. Rachmat A. Sriwijaya M UGM ME/AE TIT
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58 Mubin, Marizan F UM EEE Tokai

59 Tan Chin Joo M UM ManuE TUT

60 Rhandley D. Cajote M UP EEE CU

61 Lanticse, Leslie Joy G. F UP MatE TIT

62 Rinlee Butch M. Cervera M UP MatE Tokyo

63 Lau Tze Liang M USM CE CU

64 Yeoh Fei Yee M USM MatE TUT

65 Cho Cho Thet F UY EEE CU

66 Nan Thidar Chit Swe F UY EEE CU

67 Su Su Kyi F UY GeoE UGM

68 Myo Thant M UY GeoE UGM

69 Tun Naing M UY GeoE UGM

70 Aye Aye Thant M UY MatE USM
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Master's Degree Students Year 2001-2

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Huy Tran Duc M HUT CU Mattur

2 Wahyu Wilopo M UGM CU Mining

3 Soe Thein M UY CU Survey

4 Xuan Thang Cao M HUT CU ChE

5 Nguyen Thi Thu Ha F HUT CU ChE

6 Tristan Roland Punzalan M DLSU CU EEE

7 Kimtho Po M ITC CU EEE

8 Muhammad Nur Rizal Masduq M UGM CU EEE

9 Medi Nazar Abelardo F DLSU KMITL ICT

10 Tha Bounthanh M NUOL KMITL ICT

11 Khamphong Khongsomboun M NUOL KMITL ICT

12 Khampheth Bounnady M NUOL KMITL ICT

13 Somphone Kanthavong M NUOL KMITL ICT

14 Kham Khanthavivone M NUOL KMITL ICT

15 Nounachanh Panyanouvong F NUOL KMITL ICT

16 Jazmin Chong F DLSU NTU ME/AE

17 Thong Sopha M NUOL NTU CE

18 Sri Widiastuti F UGM NTU CE

19 I Gde Budi Indrawan M UGM NTU CE

20 Angelo Sumayao M DLSU NTU EEE

21 Faridah M UGM NTU EEE

22 Bimo Sunarfrihantono M UGM NTU EEE

23 Eka Firmansyah M UGM NTU EEE

24 Nopriadi M UGM NTU ME/AE

25 Marie Therese Quieta F DLSU NUS EEE

26 Agnes D. Galang F DLSU NUS CE

27 Marlon Musngi M DLSU NUS ME/AE

28 Thong Vanh Vilayphonh M NUOL NUS ME/AE

29 Wawan Budianta M UGM UP EnvE

30 Vansay Meksarik M NUOL USM EEE

Master's Degree Students Year 2003

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Tran Tien Dac M HCMUT CU CE

2 Anousak Thammavong M NUOL CU CE

3 Pipong Phimphachanh F NUOL CU CE

4 Phongsavanh Inthavongsa M NUOL CU CE

5 Sumaryono M UGM CU CE

6 Berlian Kushari M UGM CU CE

7 Arief Setiawan Budi Nugroho M UGM CU CE

8 Ali Awaludin M UGM CU CE

9 Ha Duyen Trung M HUT CU EEE

10 Pham Dinh Tan M HUT CU EEE

11 Le Viet Tien M HUT CU EEE

12 Leng Ky M ITC CU EEE

13 Chanthaphone Khanty M NUOL CU EEE

14 Vimontha Khieovongphachanh F NUOL CU EEE

15 Senglathsamy Chanthamenavong M NUOL CU EEE

16 Addy Wahyudie M UGM CU EEE

17 Mas Iswandi M UGM CU EEE

18 Sigit Basuki Wibowo M UGM CU EEE

19 Htet Zarni Kyaw F YTU CU EEE

20 Doan The Nam Long M HCMUT DLSU ChE

21 Phan Thi Cam Linh F HCMUT DLSU ChE

22 Pham Phuong Thi Thuy F HCMUT DLSU ChE

23 Dinh Van Chau M HUT DLSU ChE
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24 Dang Son van M HUT DLSU ChE

25 Anton Purnomo M UGM DLSU ChE

26 Duong Tran Khanh M HUT ITB ME/AE

27 Phan Anh Tuan M HUT ITB ME/AE

28 War War Min Swe F YTU ITB ME/AE

29 Vo Thi Ngoc Chau F HCMUT KMITL ICT

30 Pham Huu Nghia M HCMUT KMITL ICT

31 Phoumy Indarack M NUOL KMITL ICT

32 Seumsak Douangsyla M NUOL KMITL ICT

33 Adha Imam Cahyadi M UGM KMITL ICT

34 Nuttawut Lewpiriyawong M KMITL NTU ME/AE

35 Indriana F UGM NTU ME/AE

36 Abdi Robbi Sembada M ITB NUS CE

37 Arief Yudhanto M ITB NUS ME/AE

38 Nguyen Thi Bich Ngoc F HCMUT UGM GeoE

39 Nguyen Kim Phuong F HCMUT UGM GeoE

40 Nimol Vamoeurn M ITC UGM GeoE

41 Long Veasna M ITC UGM GeoE

42 U Thiha Soe M UY UGM GeoE

43 Thanongsak Thepsonthi M BUU UM ManuE

44 Muslim Mahardika M UGM UM ManuE

45 Urip Agus Salim M UGM UM ManuE

46 Surojo M UGM UM ManuE

47 I Gusti Bagus Budi Dharma M UGM UM ManuE

48 Duong Ngoc Binh M HUT USM MatE

49 Usman Husni M ITB USM MatE

50 Okti Junjung Parsaoran Manalu M ITB USM MatE

51 Rinlee Butch Cervera M UP USM MatE

Master's Degree Students Year 2004

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Nguyen Bao Thach M HCMUT CU CE

2 Vuthy Horng M ITC CU CE

3 Phonepheth Mounnarath M NUOL CU CE

4 Anousone Outhailatsady M NUOL CU CE

5 Alitking Anongphouth M NUOL CU CE

6 Xoumaitri Panyanouvong M NUOL CU CE

7 Nofalia Andriyani F UGM CU CE

8 Suprapto Budinugroho M UGM CU CE

9 Masria Mustafa F USM CU CE

10 Do Thi Tu Anh F HUT CU EEE

11 Lychek Keo M ITC CU EEE

12 Chaymaly Phakasoum F NUOL CU EEE

13 Avrin Nur Widiastuti F UGM CU EEE

14 Pupus Adiwaluyo M UGM CU EEE

15 Muhammad Arif Rahman Hakim M UGM CU EEE

16 Nguyen Ngoc Diem Phong F HCMUT DLSU ChE

17 Nguyen Quang Long M HCMUT DLSU ChE

18 Le Thi Hong Linh F HCMUT DLSU ChE

19 Nguyen Hoai Thu F HCMUT DLSU ChE

20 Nguyen Dinh Viet M HUT DLSU ChE

21 Mith Hasika M ITC DLSU ChE

22 Hul Seingheng M ITC DLSU ChE

23 Izza Aliyatul Muna F UGM DLSU ChE

24 Soe Soe Than F UY DLSU ChE

25 Nguyen Ngoc Dung M HCMUT ITB ME/AE

26 Tran Quang Tuyen M HCMUT ITB ME/AE

27 Nguyen Quang Nguyen M HUT ITB ME/AE
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No. Full Name Sex SI HI Field

28 Duong Van Yen M HUT ITB ME/AE

29 Chan Sarin M ITC ITB ME/AE

30 Rey Sopheak M ITC ITB ME/AE

31 Kinnaleth Vongchanh F NUOL ITB ME/AE

32 Deuansavanh Phommavongsa M NUOL ITB ME/AE

33 Thinh Tran Ngoc M HCMUT KMITL ICT

34 Vuong Tran Xuan M HCMUT KMITL ICT

35 Nguon Taing M ITC KMITL ICT

36 Sisavath Khotpanya M NUOL KMITL ICT

37 Theng Vilayphone M NUOL KMITL ICT

38 Soumek Inthala M NUOL KMITL ICT

39 Su Su Muang F YTU KMITL ICT

40 Lia Maisarah Umar F ITB NTU ManuE

41 Situmorang Elisabeth Rianawati F ITB NUS CE

42 Setiaji Ryan Rahmat M UGM NUS CE

43 Aripin Wiryi M UGM NUS CE

44 Nanthady Sombath M NUOL NUS ICT

45 Un Amata M ITC NUS ME/AE

46 Mohd Ashraf Mohamad Ismail M USM UGM EnvE

47 Bui Thi Tai F HCMUT UGM GeoE

48 Aimee Calibugan F UP UGM GeoE

49 Tin May Htun F UY UGM GeoE

50 Sompong Vongphosy M NUOL UM ManuE

51 Lamphanh Sisamouth M NUOL UM ManuE

52 Gunawan Setia Prihandana M UGM UM ManuE

53 Herianto M UGM UM ManuE

54 Hoang Tuan Dung M HUT UP EnvE

55 Vo Thi Le Ha F HUT UP EnvE

56 Bui Duc Long M HUT USM MatE

57 Nguyen Ngoc Minh M HUT USM MatE

58 Le Pham Ngoc Quynh M HUT USM MatE

59 Ardhyanawta Hosta M ITB USM MatE

60 Setiwan Asep Ridwan M ITB USM MatE

Master's Degree Students Year 2005

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Irene Olivia Ubay F DLSU CU CE

2 Rani Nurcharissa F ITB CU CE

3 Budi Hashiholan Siregar M ITB CU CE

4 Meng Hong Ung M ITC CU CE

5 Menghour Phan M ITC CU CE

6 Muriel Naguit F UP CU CE

7 Ha Hoang M HUT CU EEE

8 Nguyen Khac Hieu M HUT CU EEE

9 Nguyen Vinh Ich M HUT CU EEE

10 Xaysomphone Kounlabout M NUOL CU EEE

11 Prapto Nugroho M UGM CU EEE

12 RR Eny Sukani Rahayu F UGM CU EEE

13 Andrianus Yofy M UGM CU EEE

14 Nay Myo Tun M UY CU EEE

15 Reasmey F ITC DLSU CHE

16 Dyah Setia Novianti F UGM DLSU CHE

17 Reniek Fitriany F UGM DLSU CHE

18 Lin Lin Tun F UY DLSU CHE

19 Ye Min Htut M YTU DLSU CHE

20 Tun Naing Win M YTU DLSU CHE

21 Mi Eai Htaw F YTU DLSU CHE

22 Hung Anh M HCMUT ITB ME/AE
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No. Full Name Sex SI HI Field

23 Tran Nam M HCMUT ITB ME/AE

24 Van Bo M HUT ITB ME/AE

25 Kollika M ITC ITB ME/AE

26 Khamtanh M NUOL ITB ME/AE

27 Thein Min Htike M YTU ITB ME/AE

28 Thanh Sach M HCMUT KMITL ICT

29 Tuan Hung Tran M HUT KMITL ICT

30 Phok Chrin M ITC KMITL ICT

31 Chanthea Khun M ITC KMITL ICT

32 Donekeo Lakanchanh M NUOL KMITL ICT

33 Thongsamlith Onemanisone M NUOL KMITL ICT

34 Myat Su Hlaing F UY KMITL ICT

35 Willy Kurnia M ITB NTU ME

36 Samsu Sukaimi Hendra M UGM NUS CE

37 Deny Hartono M ITB NUS CHE

38 Imma Nuella F ITB NUS CHE

39 Danan Suryo Wicaksono M ITB NUS CHE

40 Phetdaleen Roger F NUOL NUS EEE

41 Tobias Bestari M UGM NUS ME

42 Thuong Huyen Dang F HCMUT UGM GeoE

43 Sopheap Leang M ITC UGM GeoE

44 Raksmey May M ITC UGM GeoE

45 Keophousone Phonhalath F NUOL UGM GeoE

46 Angeline Abrenica F UP UGM GeoE

47 Myo Min Tun M UY UGM GeoE

48 Waratta Authayarat F BUU UM ManuE

49 Julirose Gonzales F DLSU UM ManuE

50 Le Minh Hoang M HCMUT UM ManuE

51 Agung Bramantya Muhammad M UGM UM ManuE

52 Indro Pranoto M UGM UM ManuE

53 Jay Arre Toque M UP UM ManuE

54 Thi Thanh Thuy Pham F HCMUT UP EnvE

55 Thi Du Nguyen F HUT UP EnvE

56 Duc Chung Tran M HUT UP EnvE

57 Sobonn Ros M ITC UP EnvE

58 Keoduangchai Keokhamphui M NUOL UP EnvE

59 Souksakhone Sihalath F NUOL UP EnvE

60 Trung Kien Pham M HCMUT USM MatE

61 Thi Thien Ly Tran F HUT USM MatE

62 Niki Prastomo M ITB USM MatE

63 Chandara Chea M ITC USM MatE

64 Vilay Vannaladsaysy M NUOL USM MatE

Master's Degree Students Year 2006

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Nicanor Jr. Rodriguez Roxas M DLSU CU CE

2 Seng Sochan M ITC CU CE

3 Somxai Phongsawat M NUOL CU CE

4 Frieska Evita Ayurananda F UGM CU CE

5 Cheryl Lyne E. Capiz F UP CU CE

6 Nguyen Van Quang M HUT CU EEE

7 Hel Sopheak M ITC CU EEE

8 Leng Sovannarith M ITC CU EEE

9 Somvang Tipphavongxay M NUOL CU EEE

10 Hein Thura Aung M YTU CU EEE

11 Chainarong Upasen M BUU DLSU ChE

12 Nguyen Thi Anh Nga F HCMUT DLSU ChE

13 Phan Cam Tuan Huy M HCMUT DLSU ChE
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No. Full Name Sex SI HI Field

14 Amsal Goesmano Sihombing M UGM DLSU ChE

15 Eka Prasetia Merdika M UGM DLSU ChE

16 Huynh Phuoc Thien M HCMUT ITB ME/AE

17 Huynh Thi Minh Thu F HCMUT ITB ME/AE

18 Nguyen Truong Tho M HUT ITB ME/AE

19 Tran Xuan Bo M HUT ITB ME/AE

20 Aung Myo Thant Sin M YTU ITB ME/AE

21 Nguyen Huy Thach M HUT KMITL ICT

22 Khem Sochenda F ITC KMITL ICT

23 Somsanouk Pathoumvahn M NUOL KMITL ICT

24 Souphanna Vongsack F NUOL KMITL ICT

25 I Wayan Mustika M UGM KMITL ICT

26 Suhartono Setiawan M ITB NTU ME/AE

27 Laura Sutarlie F ITB NUS ChE

28 Melissa A. Setiawan F ITB NUS ChE

29 Rita Farida Yunus F ITB NUS ChE

30 Agus Pulung Sasmito M UGM NUS ME/AE

31 Andreas Lo M UGM NUS ME/AE

32 Pich Bunchoeun M ITC UGM GeoE

33 Ros Soty M ITC UGM GeoE

34 Phetnakhone Xaixongdeth F NUOL UGM GeoE

35 Vongsavanh Soysouvanh M NUOL UGM GeoE

36 Mohd Shalahuddin bin Adnan M USM UGM GeoE

37 Ekkavat Kanjanasirathip M BUU UM ManuE

38 Purwo Kadarno M ITB UM ManuE

39 Kim Vireak M ITC UM ManuE

40 Soulideth Thongpradith M NUOL UM ManuE

41 Tutik Sriani F UGM UM ManuE

42 Cherdphong Seedao M BUU UP EnvE

43 Hung Dinh Quang M HUT UP EnvE

44 Thuy Vu Ngoc F HUT UP EnvE

45 Kuok Fidero M ITC UP EnvE

46 Langkone Xaignavong M NUOL UP EnvE

47 Cao Xuan Viet M HCMUT USM MatE

48 Nguyen Minh Luan M HCMUT USM MatE

49 Firmandika Harda M ITB USM MatE

50 Bun Kim Ngun M ITC USM MatE

51 Mary Donnabelle L. Balela F UP USM MatE
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List of Alumni

Master's Program

No. ogra SI HI Field Job at Application Job after Graduation Remarks

1 Mr. Thanongsak Thepsonthi

Ma

ste

r's BUU UM ManuE Graduate Faculty Staff

2 Ms. Medi Nazar Abelardo

Ma

ste

r's DLSU KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

3 Ms. Jazmin Chong

Ma

ste

r's DLSU NTU ME/AE Faculty Staff Faculty Staff

4 Ms. Agnes D. Galang

Ma

ste

r's DLSU NUS CE Graduate Faculty Staff

5 Ms. Marie Therese Quieta

Ma

ste

r's DLSU NUS EEE Faculty Staff Faculty Staff

6 Mr. Tran Tien Dac

Ma

ste

r's HCMUT CU CE Faculty Staff Faculty Staff

7 Mr. Nguyen Bao Thach

Ma

ste

r's HCMUT CU CE Graduate Graduate

8 Mr. Doan The Nam Long

Ma

ste

r's HCMUT DLSU ChE Faculty Staff Faculty Staff

9 Mr. Nguyen Quang Long

Ma

ste

r's HCMUT DLSU ChE Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2006

10 Ms. Nguyen Hoai Thu

Ma

ste

r's HCMUT DLSU ChE Graduate Faculty Staff Now PhD JP scholar 2006

11 Ms. Pham Phuong Thi Thuy

Ma

ste

r's HCMUT DLSU ChE Graduate Research Institute Staff

12 Ms. Le Thi Hong Linh

Ma

ste

r's HCMUT DLSU ChE Graduate Graduate

13 Ms. Nguyen Ngoc Diem Phuong

Ma

ste

r's HCMUT DLSU ChE Graduate Graduate Now PhD SW scholar 2006

14 Mr. Nguyen Ngoc Dung

Ma

ste

r's HCMUT ITB ME/AE Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2006

15 Mr. Tran Quang Tuyen

Ma

ste

r's HCMUT ITB ME/AE Faculty Staff Faculty Staff

16 Mr. Tran Ngoc Thinh

Ma

ste

r's HCMUT KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff Now PhD SW scholar 2006

17 Mr. Pham Huu Nghia

Ma

ste

r's HCMUT KMITL ICT Graduate Graduate

18 Ms. Vo Thi Ngoc Chau

Ma

ste

r's HCMUT KMITL ICT Graduate Graduate Now PhD SW scholar 2005

19 Mr. Vuong Tran Xuan

Ma

ste

r's HCMUT KMITL ICT Private / Business Graduate Now PhD JP scholar 2006

20 Ms. Nguyen Thi Bich Ngoc

Ma

ste

r's HCMUT UGM GeoE Graduate Faculty Staff

21 Ms. Bui Thi Tai

Ma

ste

r's HCMUT UGM GeoE Faculty Staff Faculty Staff

22 Ms. Nguyen Kim Phuong

Ma

ste

r's HCMUT UGM GeoE Graduate Graduate Now PhD JP scholar 2005

23 Mr. Xuan Thang Cao

Ma

ste

r's HUT CU ChE University Employee Research Institute Staff

24 Ms. Nguyen Thi Thu Ha

Ma

ste

r's HUT CU ChE Faculty Staff Private / Business

25 Mr. Ha Duyen Trung

Ma

ste

r's HUT CU EEE Graduate Faculty Staff Now PhD SW scholar 2006

26 Mr. Le Viet Tien

Ma

ste

r's HUT CU EEE Graduate Faculty Staff Now PhD SW scholar 2006

27 Ms. Do Thi Tu Anh

Ma

ste

r's HUT CU EEE Faculty Staff Faculty Staff

28 Mr. Pham Dinh Tan

Ma

ste

r's HUT CU EEE Graduate Graduate

29 Mr. Tran Duc Huy

Ma

ste

r's HUT CU Metal Faculty Staff Faculty Staff Now PhD SW scholar 2006

30 Mr. Chau Van Dinh

Ma

ste

r's HUT DLSU ChE University Employee Faculty Staff Now PhD JP scholar 2005

31 Mr. Dang Son Van

Ma

ste

r's HUT DLSU ChE Research Institute Staff Graduate Now PhD SW scholar 2005

32 Mr. Nguyen Viet Dinh

Ma

ste

r's HUT DLSU ChE Research Institute Staff Graduate

33 Mr. Phan Anh Tuan

Ma

ste

r's HUT ITB ME/AE Faculty Staff Faculty Staff

34 Mr. Tran Khanh Duong

Ma

ste

r's HUT ITB ME/AE Graduate Graduate

35 Mr. Duong Van Yen

Ma

ste

r's HUT ITB ME/AE Graduate Graduate

Full Name
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36 Mr. Nguyen Quang Nguyen

Ma

ste

r's

HUT ITB ME/AE Graduate Graduate

PhD candidate at Polytechnic

University, NY, USA

37 Ms. Vo Thi Le Ha

Ma

ste

r's HUT UP EnvE Faculty Staff Faculty Staff

38 Mr. Hoang Tuan Dung

Ma

ste

r's HUT UP EnvE Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2005

39 Mr. Duong Ngoc Binh

Ma

ste

r's HUT USM MatE Graduate Graduate Now PhD SW scholar 2005

40 Mr. Bui Duc Long

Ma

ste

r's HUT USM MatE Graduate Graduate

41 Ms. Le Pham Ngoc Quynh

Ma

ste

r's HUT USM MatE Graduate Graduate

42 Mr. Arief Yudhanto

Ma

ste

r's ITB NUS ME/AE University Employee Research Institute Staff

43 Mr. Usman Husni

Ma

ste

r's ITB USM MatE University Employee Faculty Staff

44 Mr. Okti Junjung Parsaoran Manalu

Ma

ste

r's ITB USM MatE University Employee University Employee

45 Mr. Setiwan Asep Ridwan

Ma

ste

r's ITB USM MatE Graduate Graduate Now PhD JP scholar 2006

46 Mr. Ardhyananta Hosta

Ma

ste

r's ITB USM MatE Graduate Graduate Now PhD JP scholar 2006

47 Mr. Vuthy Horng

Ma

ste

r's ITC CU CE Graduate Faculty Staff

48 Mr. Kimtho Po

Ma

ste

r's ITC CU EEE Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2005

49 Mr. Leng Ky

Ma

ste

r's ITC CU EEE Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2006

50 Mr. Lychek Keo

Ma

ste

r's ITC CU EEE Faculty Staff Faculty Staff

51 Mr. Mith Hasika

Ma

ste

r's ITC DLSU ChE Graduate Faculty Staff

52 Mr. Hul Seingheng

Ma

ste

r's ITC DLSU ChE Graduate Faculty Staff

53 Mr. Rey Sopheak

Ma

ste

r's ITC ITB ME/AE Graduate Faculty Staff

54 Mr. Chan Sarin

Ma

ste

r's ITC ITB ME/AE Graduate Graduate Now PhD SW scholar 2006

55 Mr. Nguon Taing

Ma

ste

r's ITC KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

56 Mr. Long Veasna

Ma

ste

r's ITC UGM GeoE Graduate Faculty Staff

57 Mr. Vamoeurn Nimol

Ma

ste

r's ITC UGM GeoE Graduate Faculty Staff

58 Mr. Nuttawut Lewpiriyawong

Ma

ste

r's KMITL NTU ME/AE Graduate Graduate

59 Mr. Anousak Thammavong

Ma

ste

r's

NUOL CU CE Faculty Staff Faculty Staff

Ph.D candidate (ASIA Link supported

by EU)

60 Ms. Pipong Phimphachanh

Ma

ste

r's NUOL CU CE Faculty Staff Faculty Staff

61 Mr. Phongsavanh Inthavongsa

Ma

ste

r's NUOL CU CE Faculty Staff Faculty Staff

62 Mr. Anousone Outhailatsady

Ma

ste

r's NUOL CU CE Faculty Staff Faculty Staff

63 Mr. Alitking Anongphouth

Ma

ste

r's NUOL CU CE Faculty Staff Faculty Staff

64 Ms. Xoumaitri Panyanouvong

Ma

ste

r's NUOL CU CE Graduate University Employee

65 Mr.

Senglathsamy

Chanthamenavong

Ma

ste

r's NUOL CU EEE Faculty Staff Faculty Staff

66 Ms. Vimontha Khieovongphachanh

Ma

ste

r's NUOL CU EEE Graduate Faculty Staff Now PhD JP scholar 2006

67 Ms. Chaymaly Phakasoum

Ma

ste

r's NUOL CU EEE Graduate Faculty Staff

68 Mr. Deuansavanh Phommavongsa

Ma

ste

r's NUOL ITB ME/AE Faculty Staff Faculty Staff

69 Ms. Kinnaleth Vongchanh

Ma

ste

r's NUOL ITB ME/AE Graduate Graduate Now PhD SW scholar 2006

70 Ms. Khamphong Khongsomboun

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2003

71 Mr. Khampheth Bounnady

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff Now PhD SW scholar 2003
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72 Mr. Somphone Kanthavong

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

73 Mr. Tha Bounthanh

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

74 Mr. Kham Khanthavivone

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff Now PhD SW scholar 2003

75 Ms. Nouanchanh Panyanouvong

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

76 Mr. Phoumy Indarack

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

77 Mr. Seumsak Douangsyla

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

78 Mr. Soumek Inthala

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

79 Mr. Sisavath Khotpanya

Ma

ste

r's NUOL KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

80 Mr. Thong Sopha

Ma

ste

r's NUOL NTU CE Faculty Staff Faculty Staff

81 Mr. Nanthady Sombath

Ma

ste

r's NUOL NUS ICT Faculty Staff Faculty Staff

82 Mr. Thongvanh Vilayphonh

Ma

ste

r's NUOL NUS ME/AE Faculty Staff Faculty Staff

83 Mr. Lamphanh Sisamouth

Ma

ste

r's NUOL UM ManuE Graduate Faculty Staff

84 Mr. Sompong Vongphosy

Ma

ste

r's NUOL UM ManuE Graduate Faculty Staff

85 Mr. Vansay Meksarik

Ma

ste

r's NUOL USM EEE Faculty Staff Faculty Staff

86 Mr. Berlian Kushari

Ma

ste

r's UGM CU CE Faculty Staff Faculty Staff

87 Mr. Ali Awaludin

Ma

ste

r's UGM CU CE Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2005

88 Mr. Arief Setiawan Budi Nugroho

Ma

ste

r's UGM CU CE Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2006

89 Mr. Suprapto Budinugroho

Ma

ste

r's UGM CU CE Graduate Research Institute Staff

90 Mr. Sumaryono

Ma

ste

r's UGM CU CE Faculty Staff Government Staff

91 Ms. Nofalia Andriyani

Ma

ste

r's UGM CU CE Graduate Graduate

92 Mr. Muhammad Nur Rizal Masduq

Ma

ste

r's UGM CU EEE Faculty Staff Faculty Staff

93 Mr. Iswandi

Ma

ste

r's UGM CU EEE Faculty Staff Faculty Staff

94 Mr. Sigit Basuki Wibowo

Ma

ste

r's UGM CU EEE Faculty Staff Faculty Staff

95 Ms. Avrin Nur Widiastuti

Ma

ste

r's UGM CU EEE Faculty Staff Faculty Staff

96 Mr. Pupus Adiwaluyo

Ma

ste

r's UGM CU EEE Graduate Graduate

97 Mr.

Muhammad Arif Rahman

Hakim

Ma

ste

r's UGM CU EEE Graduate Graduate

98

Mr. Wahyu Wilopo

Ma

ste

r's

UGM CU Mining Faculty Staff Faculty Staff Monbusho scholar

99 Mr. Anton Purnomo

Ma

ste

r's UGM DLSU ChE Graduate Graduate Now PhD SW scholar 2005

100 Ms. Izza Aliyatul Muna

Ma

ste

r's UGM DLSU ChE Graduate Graduate

101 Mr. Addy Wahyudie

Ma

ste

r's UGM DLSU EEE Graduate Faculty Staff Monbusho scholar

102 Mr. Adha Imam Cahyadi

Ma

ste

r's UGM KMITL ICT Graduate Faculty Staff Now PhD JP scholar 2005

103 Ms. Sri Widiastuti

Ma

ste

r's UGM NTU CE Faculty Staff Faculty Staff

104 Mr. I Gde Budi Indrawan

Ma

ste

r's UGM NTU CE Faculty Staff Faculty Staff

105 Mr. Bimo Sunarfrihantono

Ma

ste

r's UGM NTU EEE Faculty Staff Faculty Staff

106 Ms. Faridah

Ma

ste

r's UGM NTU EEE Faculty Staff Faculty Staff

107 Mr. Eka Firmansyah

Ma

ste

r's UGM NTU EEE Faculty Staff Faculty Staff Monbusho scholar
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108 Mr. Nopriadi

Ma

ste

r's UGM NTU ME/AE Faculty Staff Faculty Staff

109 Mr. Aripin Wiryi

Ma

ste

r's UGM NUS CE Graduate Private / Business

110 Mr. Urip Agus Salim

Ma

ste

r's UGM UM ManuE Faculty Staff Faculty Staff

111 Mr. I Gusti Bagus Budi Dharma

Ma

ste

r's UGM UM ManuE University Employee Faculty Staff Now PhD SW scholar 2006

112 Mr. Muslim Mahardika

Ma

ste

r's UGM UM ManuE Graduate Faculty Staff Now PhD JP scholar 2005

113 Mr. Herianto

Ma

ste

r's UGM UM ManuE Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2006

114 Mr. Gunawan Setia Prihandana

Ma

ste

r's UGM UM ManuE Graduate Faculty Staff

115 Mr. Wawan Budianta

Ma

ste

r's UGM UP EnvE Faculty Staff Faculty Staff Now PhD JP scholar 2005

116 Ms. Aimee Alo Calibugan

Ma

ste

r's UP UGM GeoE Research Institute Staff Graduate

117 Mr. Rinlee Butch M. Cervera

Ma

ste

r's UP USM MatE Graduate Graduate Now PhD JP scholar 2005

118 Ms. Masria Mustafa

Ma

ste

r's USM CU CE Graduate Graduate

119 Mr. Mohd Ashraf Mohamad Ismail

Ma

ste

r's USM UGM GeoE Graduate Graduate Now PhD JP scholar 2006

120 Mr. Soe Thein

Ma

ste

r's UY CU Survey Faculty Staff Faculty Staff

121 Ms. Soe Soe Than

Ma

ste

r's UY DLSU ChE Faculty Staff Faculty Staff

122 Mr. U Thiha Soe

Ma

ste

r's UY UGM GeoE Faculty Staff Faculty Staff

123 Ms. Tin May Htun

Ma

ste

r's UY UGM GeoE Faculty Staff Faculty Staff

124 Ms. Htet Zarni Kyaw

Ma

ste

r's

YTU CU EEE Faculty Staff Faculty Staff

PhD candidate in Germany

(scholarship)

125 Ms. War War Min Swe

Ma

ste

r's YTU ITB ME/AE Faculty Staff Faculty Staff

126 Ms. Su Su Muang

Ma

ste

r's

YTU KMITL ICT Faculty Staff Faculty Staff

PhD candidate at Mandalay

Technological University, Myanmar

PhD Program in Japan 

No. ogra SI HI Field Job at Application Job after Graduation Remarks

1 Mr. Wibowo, Agung

Ph

D

Ja

pa

n ITB TUT ME/AE Faculty Staff Faculty Staff

2 Mr. Sandro Mihradi

Ph

D

Ja

pa

n ITB TUT ME/AE Faculty Staff Faculty Staff

3 Mr. Lucas Donny Setijadji

Ph

D

Ja

pa

n UGM Kyushu GeoE Faculty Staff Faculty Staff

4 Ms. Mubin, Marizan

Ph

D

Ja

pa

n UM Tokai EEE Faculty Staff Faculty Staff

5 Ms. Lanticse, Leslie Joy G.

Ph

D

Ja

pa

n UP TIT MatE Faculty Staff Faculty Staff

Full Name
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JFY

Total PhD SW

scholarship

given

S/N Master's

Graduates got

PhD SW

%

Total PhD JP

scholarship

given

S/N Master's

Graduates got

PhD JP

%

2003 6 2 33.33 4 1 25.00

2004 13 - 0.00 9 - 0.00

2005 13 4 30.77 9 9 100.00

2006 18 10 55.56 13 11 84.62

Total 50 16 32.00 35 21 60.00

Remark PhD SW = Doctoral Degree Sandwich Program

PhD JP = Doctoral Degree Program in Japan

For JFY2004 

- PhD SW : only one Master's graduate applied and failed.

- PhD JP : no Master's graduate applied. 

The key reason might be because those Master's students in the first two years of 

operation are lecturers and they were required to resume duty promptly after completed

their study.

Proportion of SEED-Net Student in Ph.D Program (Sandwitch Ph.D and Ph.D Japan)

－ ��� －
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No. of publications by students (as of 7 Mar 07)

Type of publication Master's PhD Sandwich PhD in Japan Total

Journal 18 1 10 29

Proceeding 178 57 48 283

312Grand total 

－ ��� －

7. 共同研究に基づく論文発表実績



N
u

m
b

e
r
 
o

f
 
i
n

s
i
t
u

t
i
o

n
s
 
i
n

v
o

l
v
e
d

 
i
n

 
s
t
u

d
e
n

t
s
'
 
p

u
b

l
i
c
a
t
i
o

n
s
:
 
M

a
s
t
e
r
'
s
 
a
n

d
 
P

h
D

 
S

a
n

d
w

i
c
h

 
P

r
o

g
r
a
m

s
 
(
a
s
 
o

f
 
7
 
M

a
r
 
0
7
)

H
o

s
t

S
e

n
d

i
n

g
N

a
m

e
 
o

f
 
S

t
u

d
e

n
t

G
r
a

n
d

T
o

t
a

l

BUU

CU

DLSU

HCMUT

HUT

ITB

ITC

KMITL

NTU

NUOL

NUS

UGM

UM

UP

USM

UY

YTU

Hokkaido

Keio

Kyoto

Kyushu

TIT

Tokai

TUT

Shizuoka

Others

C
U

H
C

M
U

T
L

e
 
T

r
o

n
g

 
N

g
h

ia
1

1
1

3

N
g

u
y
e

n
 
B

a
o

 
T

h
a

c
h

1
1

T
r
a

n
 
V

a
n

 
M

ie
n

1
1

1
3

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a

l
2

3
2

7

H
U

T
C

a
o

 
X

u
a

n
 
T

h
a

n
g

1
1

2

H
a

 
D

u
y
e

n
 
T

r
u

n
g

5
5

1
0

L
e

 
V

ie
t
 
T

ie
n

1
1

2

N
g

u
y
e

n
 
T

h
i 
T

h
u

 
H

a
1

1
1

3

T
a

n
 
P

h
a

m
 
D

in
h

2
2

4

T
r
a

n
 
D

u
c
 
h

u
y

3
3

2
8

H
U

T
 
T

o
t
a

l
1

3
1

3
3

2
9

I
T

B
S

o
n

y
 
S

u
la

k
s
o

n
o

 
W

ib
o

w
o

1
1

1
3

I
T

B
 
T

o
t
a

l
1

1
1

3

I
T

C
K

im
t
h

o
 
P

o
2

2
4

K
Y

 
L

e
n

g
2

2
4

I
T

C
 
T

o
t
a

l
4

4
8

N
U

O
L

A
n

o
u

s
a

k
 
T

h
a

m
m

a
v
o

n
g

2
2

4

P
h

o
n

e
p

h
e

t
h

 
M

o
u

n
n

a
r
a

t
h

1
1

2

S
e

n
g

la
t
h

s
a

m
y
 
C

h
a

n
t
h

a
m

e
n

a
v
o

n
g

3
3

6

N
U

O
L

 
T

o
t
a

l
6

6
1

2

U
G

M
A

li
 
A

w
a

lu
d

in
1

1
2

A
s
h

a
r
 
S

p
u

t
r
a

1
2

3

N
a

z
r
u

l 
E

f
f
e

n
d

y
3

3
1

7

P
r
a

p
r
o

 
N

u
g

r
o

h
o

1
1

1
3

S
ig

it
 
B

a
s
u

k
i 
W

ib
o

w
o

1
1

2

U
G

M
 
T

o
t
a

l
7

8
2

1
7

U
P

M
u

r
ie

l 
E

n
r
iq

u
e

z
 
N

a
g

u
it

1
1

2

U
P

 
T

o
t
a

l
1

1
2

U
S

M
C

h
a

n
 
K

o
k
 
H

o
o

i
4

4
1

9

U
S

M
 
T

o
t
a

l
4

4
1

9

U
Y

C
h

o
 
C

h
o

 
T

h
e

t
4

4
8

N
a

y
 
M

y
o

 
T

u
n

2
2

4

U
Y

 
T

o
t
a

l
6

6
1

2

C
U

 
T

o
t
a

l
2

9
1

4
6

9
1

4
6

1
2

6
3

D
L
S
U

H
C

M
U

T
D

o
a

n
,
 
L

o
n

g
 
T

h
e

 
N

a
m

1
1

1
3

P
h

a
m

,
 
T

h
u

y
 
P

h
u

o
n

g
 
T

.
1

1

T
r
a

n
 
H

a
i 
U

n
g

2
2

2
6

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a

l
3

4
3

1
0

I
n

s
t
i
t
u

t
i
o

n
s

 
i
n

v
o

l
v
e

d
 
i
n

 
p

u
b

l
i
c

a
t
i
o

n
s

－ ��� －



H
o

s
t

S
e

n
d

i
n

g
N

a
m

e
 
o

f
 
S

t
u

d
e

n
t

G
r
a

n
d

T
o

t
a

l

I
n

s
t
i
t
u

t
i
o

n
s

 
i
n

v
o

l
v
e

d
 
i
n

 
p

u
b

l
i
c

a
t
i
o

n
s

H
U

T
C

H
A

U
 
V

A
N

 
D

I
N

H
2

2
2

2
8

D
A

N
G

 
S

O
N

 
V

A
N

1
1

1
1

4

H
U

T
 
T

o
t
a

l
2

3
1

3
3

1
2

U
G

M
A

n
t
o

n
 
P

u
r
n

o
m

o
3

3
3

4

U
G

M
 
T

o
t
a

l
1

1
1

4

D
L

S
U

 
T

o
t
a

l
2

6
5

4
1

7
2

5

I
T
B

H
C

M
U

T
L

y
 
H

u
n

g
 
A

n
h

2
1

1
4

N
G

U
Y

E
N

 
N

G
O

C
 
D

U
N

G
1

1

N
g

u
y
e

n
 
N

g
o

c
 
D

ie
m

 
P

h
u

o
n

g
3

3
3

3
1

2

N
g

u
y
e

n
 
Q

u
a

n
g

 
L

o
n

g
1

1
1

3

N
g

u
y
e

n
 
T

r
a

n
 
N

a
m

1
1

1
3

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a

l
3

4
8

2
4

2
2

3

H
U

T
T

r
a

n
 
K

h
a

n
h

 
D

u
o

n
g

1
1

2

H
U

T
 
T

o
t
a

l
1

1
2

I
T

C
C

h
a

n
 
S

a
r
in

1
1

1
3

I
T

C
 
T

o
t
a

l
1

1
1

3

N
U

O
L

K
h

a
m

t
a

n
h

 
S

a
n

t
is

o
u

k
1

1
2

N
U

O
L

 
T

o
t
a

l
1

1
2

I
T

B
 
T

o
t
a

l
3

4
8

1
5

1
1

1
4

2
3

0

K
M
I
T
L

H
C

M
U

T
H

u
u

 
N

g
h

ia
 
P

h
a

m
2

2
1

5

L
e

 
T

h
a

n
h

 
S

a
c
h

2
2

1
5

T
r
a

n
 
N

g
o

c
 
T

h
in

h
3

3
2

1
9

V
O

 
T

H
I
 
N

G
O

C
 
C

H
A

U
4

4
8

V
u

o
n

g
 
T

r
a

n
 
X

u
a

n
5

5
1

0

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a

l
1

6
1

6
4

1
3

7

H
U

T
T

r
a

n
 
T

u
a

n
 
H

u
n

g
2

2
4

H
U

T
 
T

o
t
a

l
2

2
4

I
T

C
N

g
u

o
n

 
K

o
ll
ik

a
1

1
2

P
h

o
k
 
C

h
r
in

1
1

1
3

T
A

I
N

G
 
N

g
u

o
n

2
2

2
6

I
T

C
 
T

o
t
a

l
1

4
3

3
1

1

N
U

O
L

D
o

n
e

k
e

o
 
L

a
k
a

n
c
h

a
n

h
5

5
1

1
1

I
n

t
h

a
la

 
S

o
u

m
e

k
1

1
1

1
4

K
h

a
m

p
h

e
t
h

 
B

o
u

n
n

a
d

y
3

3
1

7

K
h

a
m

p
h

o
n

g
 
K

h
o

n
g

s
o

m
b

o
o

n
5

6
1

1
2

S
is

a
v
a

t
h

 
K

h
o

t
p

a
n

y
a

1
1

1
3

N
U

O
L

 
T

o
t
a

l
1

1
5

1
6

5
3

7

U
G

M
A

d
h

a
 
I
m

a
m

 
C

a
h

y
a

d
i

6
9

6
2

1

R
is

a
n

u
r
i 
H

id
a

y
a

t
2

2
2

6

U
G

M
 
T

o
t
a

l
8

1
1

2
6

2
7

K
M

I
T

L
 
T

o
t
a

l
1

1
6

2
1

4
4

4
1

6
1

1
2

1
8

1
1

1
6

N
T

U
D

L
S

U
J
a

z
m

in
 
C

h
o

n
g

6
5

1
1

D
L

S
U

 
T

o
t
a

l
6

5
1

1

K
M

I
T

L
N

u
t
t
a

w
u

t
 
L

e
w

p
ir

iy
a

w
o

n
g

4
4

8

－ ��� －



H
o

s
t

S
e

n
d

i
n

g
N

a
m

e
 
o

f
 
S

t
u

d
e

n
t

G
r
a

n
d

T
o

t
a

l

I
n

s
t
i
t
u

t
i
o

n
s

 
i
n

v
o

l
v
e

d
 
i
n

 
p

u
b

l
i
c

a
t
i
o

n
s

K
M

I
T

L
 
T

o
t
a

l
4

4
8

N
U

O
L

K
h

a
m

 
K

h
a

n
t
h

a
v
iv

o
n

e
1

1
2

S
o

p
h

a
 
T

h
o

n
g

1
1

1
3

N
U

O
L

 
T

o
t
a

l
1

2
1

1
5

U
G

M
E

k
a

 
F

ir
m

a
n

s
y
a

h
5

2
7

I
 
G

d
e

 
B

u
d

i 
I
n

d
r
a

w
a

n
4

4
8

U
G

M
 
T

o
t
a

l
4

9
2

1
5

N
T

U
 
T

o
t
a

l
6

5
1

3
2

1
9

3
3

9

N
U

S
D

L
S

U
A

g
n

e
s
 
G

a
la

n
g

1
1

2

D
L

S
U

 
T

o
t
a

l
1

1
2

I
T

B
A

r
ie

f
 
Y

u
d

h
a

n
t
o

2
2

4

I
m

m
a

 
N

u
e

ll
a

1
1

2

I
T

B
 
T

o
t
a

l
3

3
6

U
G

M
T

o
b

ia
s
 
B

e
s
t
a

r
i 
T

ja
n

d
r
a

1
1

2

S
a

m
s
u

 
S

u
k
a

im
i 
H

e
n

d
r
a

1
1

2

U
G

M
 
T

o
t
a

l
2

2
4

N
U

S
 
T

o
t
a

l
1

3
6

2
1

2

U
G

M
H

C
M

U
T

N
g

u
y
e

n
 
D

in
h

 
T

u
5

5
4

1
4

N
g

u
y
e

n
 
K

im
 
P

h
u

o
n

g
1

1
2

N
g

u
y
e

n
 
M

in
h

 
T

r
u

n
g

4
4

1
9

N
g

u
y
e

n
 
T

h
i 
B

ic
h

 
N

g
o

c
3

3

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a

l
1

3
1

0
5

2
8

I
T

B
D

a
n

a
n

 
S

u
r
y
o

 
W

ic
a

k
s
o

n
o

1
1

2

D
e

n
y
 
H

a
r
t
o

n
o

1
1

2

I
T

B
 
T

o
t
a

l
2

2
4

I
T

C
V

A
M

O
E

U
R

N
 
N

im
o

l
1

1
2

V
e

a
s
n

a
 
L

o
n

g
1

1
2

I
T

C
 
T

o
t
a

l
2

2
4

N
U

O
L

K
e

o
p

h
o

u
s
o

n
e

 
P

h
o

n
h

a
la

t
h

1
1

1
3

K
in

n
a

le
t
h

 
V

o
n

g
c
h

a
n

h
1

1
2

N
U

O
L

 
T

o
t
a

l
1

2
1

1
5

U
P

A
im

e
e

 
A

lo
 
C

a
li
b

u
g

a
n

1
1

1
3

U
P

 
T

o
t
a

l
1

1
1

3

U
S

M
M

o
h

d
 
A

s
h

r
a

f
 
M

o
h

a
m

a
d

 
I
s
m

a
il

3
3

1
2

9

U
S

M
 
T

o
t
a

l
3

3
1

2
9

U
Y

M
y
o

 
T

h
a

n
t

2
2

2
6

M
y
o

 
M

in
 
T

u
n

1
1

1
3

S
u

 
S

u
 
K

y
i

5
5

4
1

1
5

U
Y

 
T

o
t
a

l
8

8
6

1
1

2
4

U
G

M
 
T

o
t
a

l
1

3
3

2
2

2
2

5
1

3
8

1
3

1
4

7
7

U
M

B
U

U
T

h
a

n
o

n
g

s
a

k
 
T

h
e

p
s
o

n
t
h

i
3

3
3

9

B
U

U
 
T

o
t
a

l
3

3
3

9

D
L

S
U

J
u

li
r
o

s
e

 
G

o
n

z
a

le
s

1
1

2 0

－ ��� －



H
o

s
t

S
e

n
d

i
n

g
N

a
m

e
 
o

f
 
S

t
u

d
e

n
t

G
r
a

n
d

T
o

t
a

l

I
n

s
t
i
t
u

t
i
o

n
s

 
i
n

v
o

l
v
e

d
 
i
n

 
p

u
b

l
i
c

a
t
i
o

n
s

D
L

S
U

 
T

o
t
a

l
1

1
2

I
T

C
L

e
a

n
g

 
S

o
p

h
e

a
p

1
1

1
3

M
a

y
 
R

a
k
s
m

e
y

1
1

1
3

I
T

C
 
T

o
t
a

l
2

2
1

1
6

G
e

s
a

n
g

 
N

u
g

r
o

h
o

5
5

3
1

3

G
u

n
a

w
a

n
 
S

e
t
ia

 
P

r
ih

a
n

d
a

n
a

2
5

5
3

1
5

I
n

d
r
o

 
P

r
a

n
o

t
o

4
3

3
1

0

M
u

h
a

m
m

a
d

 
A

g
u

n
g

 
B

r
a

m
a

n
t
y
a

5
4

2
1

1

M
u

s
li
m

 
M

a
h

a
r
d

ik
a

1
0

1
1

1
0

8
3

9

U
r
ip

 
A

g
u

s
 
S

a
li
m

3
2

5

U
G

M
 
T

o
t
a

l
1

0
2

3
3

2
9

1
9

9
3

U
P

J
a

y
 
A

r
r
e

 
T

o
q

u
e

4
4

4
1

2

0

U
P

 
T

o
t
a

l
4

4
4

1
2

U
M

 
T

o
t
a

l
3

1
1

0
2

2
3

5
3

7
4

2
2

5
1

1
2

2

U
P

H
C

M
U

T
L

e
 
T

h
i 
H

o
n

g
 
T

r
a

n
3

3
3

9

H
o

a
n

g
 
L

e
 
M

in
h

2
2

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a

l
5

3
3

1
1

U
G

M
F

a
u

z
u

n
3

2
2

1
8

M
u

h
a

m
m

a
d

 
K

u
s
u

m
a

w
a

n
 
H

e
r
li
a

n
s
y
a

h
8

6
2

4
2

0

W
a

w
a

n
 
B

U
D

I
A

N
T

A
1

1
2

U
G

M
 
T

o
t
a

l
1

2
8

3
4

2
1

3
0

U
P

 
T

o
t
a

l
5

1
2

8
6

4
2

3
1

4
1

U
S

M
H

C
M

U
T

P
h

a
m

 
T

r
u

n
g

 
K

ie
n

2
2

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a

l
2

2

H
U

T
D

u
o

n
g

 
N

g
o

c
 
B

in
h

1
1

L
e

 
P

h
a

m
 
N

g
o

c
 
Q

u
y
n

h
1

1

H
U

T
 
T

o
t
a

l
2

2

I
T

C
C

h
e

a
 
C

h
a

n
d

a
r
a

1
1

1
3

I
T

C
 
T

o
t
a

l
1

1
1

3

I
T

B
A

s
e

p
 
R

id
w

a
n

 
S

3
3

3
9

H
o

s
t
a

 
A

r
d

h
y
a

n
a

n
t
a

5
5

5
1

5

O
k
t
i 
J
u

n
ju

n
g

 
P

a
r
s
a

o
r
a

n
 
M

a
n

a
lu

8
7

1
1

6

I
T

B
 
T

o
t
a

l
1

6
1

5
1

5
3

4
0

N
U

O
L

V
a

n
s
a

y
 
M

E
K

S
A

R
I
K

6
6

1
2

V
il
a

y
 
V

a
n

n
a

la
d

s
a

y
s
y

3
3

3
1

1
0

N
U

O
L

 
T

o
t
a

l
9

9
3

1
2

2

U
P

R
in

le
e

 
B

u
t
c
h

 
M

.
 
C

e
r
v
e

r
a

1
1

2

U
P

 
T

o
t
a

l
1

1
2

U
S

M
 
T

o
t
a

l
2

2
1

6
1

9
1

2
6

5
5

4
7

1

G
r
a

n
d

 
T

o
t
a

l
8

3
0

1
8

4
9

9
3

9
1

4
4

9
1

3
3

6
1

1
1

0
4

4
5

1
3

3
3

1
4

0
3

2
3

2
2

2
1

8
2

0
7

3
1

3
5

9
6

U
G

M

－ ��0 －



N
u

m
b

e
r
 
o

f
 
i
n

s
i
t
u

t
i
o

n
s
 
i
n

v
o

l
v
e
d

 
i
n

 
s
t
u

d
e
n

t
s
'
 
p

u
b

l
i
c
a
t
i
o

n
s
:
P

h
D

 
P

r
o

g
r
a
m

 
i
n

 
J
a
p

a
n

 
(
a
s
 
o

f
 
7
 
M

a
r
 
0
7
)

H
o

s
t

S
e

n
d

i
n

g
N

a
m

e
 
o

f
 
S

t
u

d
e

n
t

G
r
a

n
d

T
o

t
a

l

BUU

CU

DLSU

HCMUT

HUT

ITB

ITC

KMITL

NTU

NUOL

NUS

UGM

UM

UP

USM

UY

Hokkaido

Keio

Kyoto

Kyushu

TIT

Tokai

Tokyo

TUT

Shizuoka

Others

H
o
k
k
a
id

o
U

G
M

A
li
 
A

w
a
lu

d
in

2
2

4

U
G

M
 
T

o
t
a
l

2
2

4

H
C

M
U

T
T

u
a
n
 
A

n
h
 
T

r
a
n

4
4

8

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a
l

4
4

8

H
o
k
k
a
id

o
 
T

o
t
a
l

4
2

6
1
2

K
y
u
s
h
u

H
C

M
U

T
H

o
 
T

r
o
n
g
 
L
o
n
g

7
1

7
3

1
8

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a
l

0

K
y
u
s
h
u
 
T

o
t
a
l

7
1

7
3

1
8

T
I
T

I
T

C
K

im
t
h
o
 
P

o
1

4
3

8

I
T

C
 
T

o
t
a
l

1
4

3
8

T
I
T

 
T

o
t
a
l

1
4

3
8

T
o
k
a
i

N
U

O
L

K
h
a
m

p
h
o
n
g
 
K

h
o
n
g
s
o
m

b
o
o
n

2
2

4

N
U

O
L
T

o
t
a
l

0

U
M

M
a
r
iz

a
n
 
M

u
b
in

1
0

1
0

2
0

U
M

 
T

o
t
a
l

0

T
o
k
a
i 
T

o
t
a
l

2
1
0

1
2

2
4

T
o
k
y
o

U
P

R
in

le
e
 
B

u
t
c
h
 
M

.
 
C

e
r
v
e
r
a

9
9

1
1
9

U
P

 
T

o
t
a
l

0

T
o
k
y
o
 
T

o
t
a
l

9
9

1
1
9

T
U

T
H

C
M

U
T

N
g
u
y
e
n
 
H

o
a
i 
T

h
u

1
1

1
3

H
C

M
U

T
 
T

o
t
a
l

0

I
T

B
S

a
n
d
r
o
 
M

ih
r
a
d
i

3
3

6

I
T

B
 
T

o
t
a
l

0

U
M

T
a
n
 
C

h
in

 
J
o
o

6
6

4
1
6

U
M

 
T

o
t
a
l

0

U
S

M
Y

e
o
h
 
F

e
i 
Y

e
e

4
4

4
1
2

U
S

M
 
T

o
t
a
l

0

T
U

T
 
T

o
t
a
l

1
1

3
6

4
5

1
3

4
3
7

G
r
a
n
d
 
T

o
t
a
l

1
1

1
2

3
4

2
2

1
6

9
4

6
1

7
8

1
2

9
1
3

8
1
1
8

I
n

s
t
i
t
u

t
i
o

n
s

 
i
n

v
o

l
v
e

d
 
i
n

 
p

u
b

l
i
c

a
t
i
o

n
s

－ ��� －



PhD Sandwich Students Year 2003

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Nazrul Effendi M UGM CU EEE

2 Cho Cho Thet F UY CU EEE

3 Kham Khanthavivone M NUOL KMITL ICT

4 Khampheth Bounnady M NUOL KMITL ICT

5 Su Su Kyi F UY UGM GeoE

PhD Sandwich Students Year 2004

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Le Trong Nghia M HCMUT CU CE

2 Sony Sulaksono Wibowo M ITB CU CE

3 Ashar Saputra M UGM CU CE

4 Sarjiya M UGM CU EEE

5 Nan Thidar Chit Swe F UY CU EEE

6 Tran Ung Hai F HCMUT DLSU ChE

7 Ky Phuong Ha Huynh M HCMUT DLSU ChE

8 Hak Sok Chea F ITC DLSU ChE

9 Le Xuan Truong M HUT ITB ME/AE

10 Nguyen Dinh Tu M HCMUT UGM GeoE

11 Gesang Nugroho M UGM UM ManuE

12 Le Thi Hong Tran F HCMUT UP EnvE

13 Sukiman Kusmono M UGM USM MatE

PhD Sandwich Students Year 2005

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Tran Van Mien M HCMUT CU CE

2 Douangmixay Dounsuvanh M NUOL CU CE

3 Chan Kok Hooi M USM CU CE

4 Dang Son Van M HUT DLSU ChE

5 Anton Purnomo M UGM DLSU ChE

6 Vo Thi Ngoc Chau F HCMUT KMITL ICT

7 Risanuri Hidayat M UGM KMITL ICT

8 Nguyen Minh Trung M HCMUT UGM GeoE

9 Myo Thant M UY UGM GeoE

10 Fauzun M UGM UM ManuE

11 Muhammad Kusumawan Herliansyah M UGM UM ManuE

12 Sioudom Khamfeuane M NUOL UP EnvE

13 Duong Ngoc Binh M HUT USM MatE

PhD Sandwich Students Year 2006

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Dedi Apriadi M ITB CU CE

2 Lau Tze Liang M USM CU CE

3 Le Viet Tien M HUT CU EEE

4 Ha Duyen Trung M HUT CU EEE

5 Rhandley D. Cajote M UP CU EEE

6 Nguyen Ngoc Diem Phuong F HCMUT DLSU ChE

7 Nguyen Viet Dinh M HUT DLSU ChE

8 Chan Sarin M ITC ITB ME/AE

9 Kinnaleth Vongchanh F NUOL ITB ME/AE

10 Tran Ngoc Thinh M HCMUT KMITL ICT

11 Tun Naing M UY UGM GeoE

12 Sugiyono M UGM UM ManuE

13 Gunawan Setia Prihandana M UGM UM ManuE

14 I Gusti Bagus Budi Dharma M UGM UM ManuE

15 Somphone Inkhamseng M NUOL UP EnvE

16 Du Ngoc Uy Lan M HCMUT USM MatE

17 Tran Duc Huy M HUT USM MatE

18 Aye Aye Thant M UY USM MatE
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PhD in Japan Students Year 2002

No. Full Name Sex SI JSU Field

1 Lanticse, Leslie Joy G. F UP TIT MatE

2 Mubin, Marizan F UM Tokai EEE

3 Wibowo, Agung M ITB TUT ME/AE

PhD in Japan Students Year 2003

No. Full Name Sex SI JSU Field

1 Lucas Donny Setijadji M UGM Kyushu GeoE

2 Sutheera Puntheeranurak F KMITL Tokai ICT

3 Khamphong Khongsomboon M NUOL Tokai ICT

4 Sandro Mihradi M ITB TUT ME/AE

PhD in Japan Students Year 2004

No. Full Name Sex SI JSU Field

1 Tran Tuan Anh M HCMUT Hokkaido CE

2 Ho Trong Long M HCMUT Kyushu GeoE

3 Mohammad Kholid Ridwan M UGM TIT EnvE

4 Panarat Rawiwan F KMITL TIT ICT

5 R. Rachmat A. Sriwijaya M UGM TIT ME/AE

6 Surachai Chaitusaney M CU Tokyo EEE

7 Nguyen Hoang Hai M HUT Tokyo EEE

8 Chin Joo Tan M UM TUT ManuE

9 Yeoh Fei Ye M USM TUT MatE

PhD in Japan Students Year 2005

No. Full Name Sex SI JSU Field

1 Ali Awaludin M UGM Hokkaido CE

2 Muslim Mahardika M UGM Keio ManuE

3 Nguyen Kim Phoung F HCMUT Kyushu GeoE

4 Chau Dinh Van M HUT TIT ChE

5 Kimtho Po M ITC TIT EEE

6 Wawan Budianta M UGM TIT EnvE

7 Adha Iman Cahyadi M UGM Tokai ICT

8 Rinlee Butch Cervera M UP Tokyo MatE

9 Tran Khanh Duong M HUT TUT ME/AE

PhD in Japan Students Year 2006

No. Full Name Sex SI JSU Field

1 Arief Setiawan Budi Nugroho M UGM Hokkaido CE

2 Nguyen Hoai Thu F HCMUT TIT ChE

3 Nguyen Quang Long M HCMUT TIT ChE

4 Leng Ky M ITC TIT EEE

5 Vimontha Khieovongphachanh F NUOL Tokai EEE

6 Mohd Ashraf Mohamad Ismail M USM Kyoto GeoE

7 Vuong Tran Xuan M HCMUT Tokai ICT

8 Herianto M UGM TIT ManuE

9 Setiwan Asep Ridwan M ITB TIT MatE

10 Ardhyananta Hosta M ITB TUT MatE

11 Kesiny Phomkeona F NUOL TUT MatE

12 Nguyen Ngoc Dung M HCMUT Kyoto ME/AE

13 Menandro Serrano Berana M UP TUT ME/AE
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PhD in Singapore Students Year 2006

No. Full Name Sex SI HI Field

1 Janet Jill Yu Uy F DLSU NUS Industrial & System Engineering

2 Budi Hartono M ITB NUS Industrial & System Engineering

3 Filian Arbiyani F ITB NUS Mechanical Engineering
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Short-term Visit to Japan

Objectives

(3) To enhance the research collaboration between Member Institutions and Japanese Supporting Universities

Short-term Visit to Japan (JFY 2003 - 2006)

No JFY No Name MI Field JSU JP Prof. Period Duration Research Topic

1 2003 1

Assoc.  Prof. Dr. Boonchai

Stitmannaithum CU CE Hokkaido Prof. Dr. UEDA Tamon 9 Feb 04 - 14 Feb 04 6 days (To formulate the Collaborative Research)

2 2003 2

Assoc. Prof. Dr. Phoonsak

Pheinsusom CU CE Hokkaido Prof. Dr. UEDA Tamon 9 Feb 04 - 14 Feb 04 6 days (To formulate the Collaborative Research)

3 2003 3

Assoc. Prof. Dr. Anat

Ruangrassamee CU CE Hokkaido Prof. Dr. UEDA Tamon 9 Feb 04 - 14 Feb 04 6 days (To formulate the Collaborative Research)

4 2003 4

Assoc. Prof. Dr. Veerasak

Likhitruangsilp CU CE Hokkaido

Assoc. Prof. Dr. TAKANO

Shin-ei 8 Feb 04 - 15 Feb 04 8 days (To formulate the Collaborative Research)

5 2003 5

Assoc. Prof. Dr. Sorawit

Narupiti CU CE Hokkaido

Assoc. Prof. Dr. KAGAYA

Seiichi 8 Feb 04 - 15 Feb 04 8 days (To formulate the Collaborative Research)

6 2003 6 Dr. Tirawat Boonyatee CU CE Hokkaido

Assoc. Prof. Dr. SHIBUYA

Satoru 8 Feb 04 - 15 Feb 04 8 days (To formulate the Collaborative Research)

7 2003 7 Dr. Saksith Chalermpong CU CE Hokkaido Prof. Dr. KAGAYA Seiichi 8 Feb 04 - 15 Feb 04 8 days (To formulate the Collaborative Research)

8 2003 8

Assoc. Prof. Dr. Luis F.

Razon DLSU ChE TITech Prof. Dr. NIIYAMA Hiroo within Sep 2003 7 days

Catalytic Processes for the Production of Syngas using Natural

Gas

9 2003 9 Prof. Dr. Susan M. Gallardo DLSU ChE TITech

Assoc. Prof. Dr. AIDA

Takashi within Mar 2004 7 days

Catalytic Processes for the Production of Syngas using Natural

Gas

10 2003 10

Assoc. Prof. Dr. Leonila C.

Abella DLSU ChE TITech Prof. Dr. HINODE Hirofumi within Mar 2004 7 days

Catalytic Processes for the Production of Syngas using Natural

Gas

11 2003 11 Prof. Dr. Carlito M. Salazar DLSU ChE TITech Prof. Dr. NIIYAMA Hiroo within Oct 2004 7 days

Catalytic Processes for the Production of Syngas using Natural

Gas

12 2003 12 Dr. Dwikorita Karnawati UGM GeoE Kyushu

Prof. Dr. WATANABE

Koichiro within May 2003 7 days

Development of sustainable slope protection in tropical residual

soils

13 2003 13 Dr. Heru Hendrayana UGM GeoE Kyushu

Prof. Dr. WATANABE

Koichiro within May 2003 7 days (To formulate the Collaborative Research)

14 2003 14 Ms. Pri Utami UGM GeoE Kyushu

Prof. Dr. WATANABE

Koichiro Nov 03 - Dec 03 60 days

Central Java to Support the Program of Alternative Energy

Development

15 2003 15 Dr. Dwikorita Karnawati UGM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji within Feb 2004 7 days

Development of sustainable slope protection in tropical residual

soils

16 2003 16 Dr. Heru Hendrayana UGM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji within Feb 2004 7 days

Development of sustainable slope protection in tropical residual

soils

17 2003 17 Dr. Subagyo UGM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji within Feb 2004 7 days (To formulate the Collaborative Research)

18 2003 18 Ms. Ema Amallia ITB (INA) ME/AE Keio

Assoc. Prof. Dr. OBI

Shinnosuke within Aug 2003 7 days (To formulate the Collaborative Research)

19 2003 19

Assoc. Prof. Dr. Ichsan

Setya Putra ITB (INA) ME/AE TUT Prof. Dr. HOMMA Hiroomi within Mar 2004 7 days High Velocity Impact on Multilayered Composites

20 2004 1

Assoc. Prof. Dr. Boontee

Kruatrachue KMITL ICT Tokai

Prof. Dr. MATSUURA

Takenobu 20 Feb 05 - 26 Feb 05 7 days

On-line Lao Handwritten Feature with Automatic Noise & Real

Feature Identification

21 2004 2

Asst. Prof. Dr. Songphol

Kanjanachuchai CU EEE TITech Prof. Dr. ODA Shunri 23 May 04 - 29 may 04 7 days

Current Conduction in InAs quantum dot arrays embedded in

GaAs matrix

22 2004 3

Asst. Prof. Dr. David

Banjerdpongchai CU EEE U of Tokyo Prof. Dr. HARA Shinji 21 Oct 04 - 31 Oct 04 22 days Development of Infrastructures of Control Systems Technology

23 2004 4 Prof. Dr. Carlito M. Salazar DLSU ChE TITech Prof. Dr. NIIYAMA Hiroo 4 Jul 04 - 10 Jul 04 7 days

Partial Oxidation of Methane Using NiO/MgO Catalysts

Supported on Alumina

24 2004 5

Assoc. Prof. Dr. Luis F.

Razon DLSU ChE TITech

Assoc. Prof. Dr. AIDA

Takashi 4 Jul 04 - 10 Jul 04 7 days

Catalytic Processes for the Production of Sysgas from Natural

Gas

25 2004 6 Ms. Piyachat Yimsiri BUU ChE TITech

Assoc. Prof. Dr.

KUBOUCHI Masatoshi 31 Jul 04 - 8 Aug 04 9 days Microwave Pyrolysis of Medical Plastic Wastes

26 2004 7 Prof. Dr. Susan A. Roces DLSU ChE TITech

Assoc. Prof. Dr.

KUBOUCHI Masatoshi 31 Jul 04 - 8 Aug 04 9 days Microwave Pyrolysis of Medical Plastic Wastes

27 2004 8 Prof. Dr. Susan M. Gallardo DLSU ChE TITech Prof. Dr. NIIYAMA Hiroo 17 Mar 05 - 26 Mar 05 10 days Catalytic Processes for Sysgas Production

28 2004 9

Assoc. Prof. Dr. Leonila C.

Abella DLSU ChE TITech Prof. Dr. HINODE Hirofumi 17 Mar 05 - 26 Mar 05 10 days

Catalytic Processes for the Production of Sysgas from Natural

Gas

29 2004 10

Assoc. Prof. Dr. Noel

Cabigon DLSU ChE TITech

Prof. Dr. KAWASAKI

Junjiro 10 Jun 04 - 19 Jun 04 10 days

Recovery of Solvent from the Seminconductor Washings via

Selective Separation by Molecular Affinity Modification

30 2004 11 Prof. Dr. Zahari Taha UM ManuE Keio Prof. Dr. MITSUI Kimiyuki 21 May 04 - 26 May 04 6 days

Intelligent Online Monitoring System of Cutting Tool Wear and

Failure

31 2004 12

Dr. Mohd Hamdi Abdul

Shukor UM ManuE Tokai Prof. Dr. ARIGA Tadashi 27 Mar 05 - 31 Mar 05 5 days

Development and Fabrication of Miniature Heat Exchangers

through Precision Machining / Joining / Slurry Polishing & their

Performance Evaluation through Experimental & Analytical

Techniques

32 2004 13

Dr. Mohd Hamdi Abdul

Shukor UM ManuE Keio Prof. Dr. MITSUI Kimiyuki 21 Apr 04 - 1 May 04 11 days

Investigations in to minimal cutting fluid application in high speed

milling of hardened steel using carbide mills

33 2004 14

Assoc. Prof. Dr. Boonchai

Stitmannaithum CU CE Hokkaido Prof. Dr. UEDA Tamon 1 Feb 05 - 5 Feb 05 5 days (To formulate the Collaborative Research)

34 2004 15

Assoc. Prof. Dr. Tanit

Tongthong CU CE Hokkaido Prof. Dr. UEDA Tamon 30 Jan 05 - 4 Feb 05 6 days

A Study of Productivity Improvement in Piliy worse in Southeast

Asian Countries

35 2004 16

Assoc. Prof. Dr. Wanchai

Teparaksa CU CE Hokkaido

Assoc. Prof. Dr. SHIBUYA

Satoru 11 Feb 05 - 18 Feb 05 8 days Ground response due to deep excavation in Bangkok subsoils

36 2004 17 Dr. Kasem Choosakul CU CE Hokkaido Prof. Dr. KAGAYA Seiichi 30 Jan 05 - 5 Feb 05 7 days

A Comparative Study of Bus Transit Service in Bangkok and

Manila

37 2004 18 Mr. Suched Likitlersuang CU CE Hokkaido

Prof. Dr. MITACHI

Toshiyuki 30 Jan 05 - 5 Feb 05 7 days

A Comparative Study of Bus Transit Service in Bangkok and

Manila

38 2004 19 Mr. Ismail Ahmad Badri USM MatE Tokai Prof. Dr. ARIGA Tadashi 25 Jul 04 - 30 Jul 04 6 days

Influence intermetallic phase development on the property of lead

free solder

39 2004 20

Assoc. Prof. Dr. Ahmad

Fauzi Mohd Noor USM MatE TUT

Assoc. Prof. Dr. TODA

Hiroyuki 13 Dec 04- 18 Dec 04 6 days

Mechanical and Mircrostructure response on Thermal Behavior of

TiAl Alloy System with Respect to Materials Failure

40 2004 21

Prof. Dr. Zainal Arifin Mohd

Ishak USM MatE TUT

Prof. Dr. TAKEICHI

Tsutomu 31 Jan 05 - 10 Feb 05 11 days

Microstructural Characterizations and Mechanical Properties of

Polymide 6/Poypropylene/Organoclay Nanocomposites

41 2004 22

Prof. Dr. Sharif Nurulakmal

Mohd USM MatE TITech

Prof. Dr. MARUYAMA

Toshio 21 Feb 05 - 25 Feb 05 5 days

Determination of Transport Properties in the Protective Oxide-

Scale Formation of the TiAl-X Multiphase Alloy  Systems

42 2004 23

Assoc. Prof. Dr. Ichsan

Setya Putra ITB (INA) ME/AE TUT Prof. Dr. HOMMA Hiroomi 16 Nov 04 - 25 Nov 04 10 days High Speed Ballistic Impact of Multi-layered Composites

43 2004 24

Assoc. Prof. Dr. Bambang

Kismono Hadi ITB (INA) ME/AE TUT Prof. Dr. HOMMA Hiroomi 20 Mar 05 - 25 Mar 05 6 days High Speed Ballistic Impact of Multi-layered Composites

44 2004 25 Dr. Lavi R. Zuhal ITB (INA) ME/AE Keio

Assoc. Prof. Dr. OBI

Shinnosuke 20 Mar 05 - 26 Mar 05 7 days

Experimental Investigation; of Three-dimensional Flow

Separation using PIV

45 2004 26

Dr. Iman Katolaksono

Reksowardojo ITB (INA) ME/AE Hokkaido Prof. Dr. OGAWA Hideyuki 10 Jan 05 - 19 Jan 05 10 days Biodiesel Fuel

46 2004 27 Dr. I Made Astina ITB (INA) ME/AE Keio Prof. Dr. SATO Haruki 29 Jan 05 - 9 Feb 05 11 days

Development and Implementation of Thermodynamic Property

Models for Simulating Refrigeration and Integrated Thermal

Systems in Buildings

47 2004 28 Dr. Dwikorita Karnawati UGM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 27 Feb 05 - 8 Mar 05 10 days

Development of Sustainable Slope Protection in Tropical

Residual Soils

48 2004 29 Dr. Heru Hendrayana UGM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 27 Feb 05 - 8 Mar 05 10 days

Pre-exploitation Hydrogeologic Model(s) of the Ungaran

Geothermal Prospect

(2) To ensure high quality of master’s and doctoral theses (which will lead to reputable international refereed journal publication) and to ensure

the completion of the graduate degree within reasonable duration (two years for master’s degree and three years for doctoral degree).

(1) To enhance joint thesis research supervision of AUN/SEED-Net students between Host Institution and Japanese Supporting Universities and

to supplement Collaborative Research Program.
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Short-term Visit to Japan (JFY 2003 - 2006)

No JFY No Name MI Field JSU JP Prof. Period Duration Research Topic

49 2004 30 Dr. Nguyen Viet Ky HCMUT GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 27 Feb 05 - 8 Mar 05 10 days

Development of Sustainable Slope Protection in Tropical

Residual Soils

50 2004 31

Assoc. Prof. Dr. Agung

Harijoko UGM GeoE Kyushu

Prof. Dr. WATANABE

Koichiro 18 Mar 05 - 27 Mar 05 10 days Geology of Mineral Resources in Indonesia

51 2004 32

Assoc. Prof. DR. Victor

Maglambayan UP GeoE Kyushu

Prof. Dr. WATANABE

Koichiro 22 Mar 05 - 31 Mar 05 10 days Geology of Mineral Resources in Indonesia

52 2004 33

Asst. Prof. Dr. Analiza

Rollon UP EnvE Shizuoka

Prof. Dr. NAKASAKI

Kiyohiko 7 Mar 05 - 10 Mar 05 4 days

Anaerobic and Aerobic Digestion of Organic Fraction of Municipal

Solid Waste

53 2004 34

Asst. Prof. Dr. Ernesto De

La Cruz UP EnvE Shizuoka

Prof. Dr. NAKASAKI

Kiyohiko 7 Mar 05 - 10 Mar 05 4 days

Anaerobic and Aerobic Digestion of Organic Fraction of Municipal

Solid Waste

54 2005 1 Dr. Saksith Chalermpong CU CE Hokkaido Prof. Dr. KAGAYA Seiichi 26 Mar 06 - 4 Apr 06 10 days Transit Accessibility Improvement Project (Phase-I ITAIP I)

55 2005 2

Asst. Prof. Dr. Tirawat

Boonyatee CU CE Hokkaido

Prof. Dr. MITACHI

Toshiyuki 19 Oct 05 - 24 Oct 05 6 days

Using Bender Element  Test and Its Application to Geotechnical

Problems

56 2005 3

Assoc. Prof. Dr. Wanchai

Teparaksa CU CE (Kobe) Prof. Dr. SHIBUYA Satoru 28 Feb 06 - 4 Mar 06 5 days

Ground Movement dueto EPB Shield Tunneling in Bangkok

Subsoils

57 2005 4

Assoc. Prof. Dr. Phoonsak

Pheinsusom CU CE Hokkaido Prof. Dr. NAWA Toyoharu 4 Mar 06 - 11 Mar 06 8 days Model Calibration for Bridge Maintenance System

58 2005 5 Dr. Vachara Phensupap CU CE Hokkaido Prof. Dr. TAKANO Shin-ei 4 Mar 06 - 11 Mar 06 8 days

Comparative Study of Implementation of Online Bidding for

Contractor Selection in Government Process

59 2005 6

Assoc. Prof. Dr. Florinda

Bacani DLSU ChE TITech Prof. Dr. UNNO Hajime 19 Jun 05 - 28 Jun 05 10 days

Biochemical Degradation of Polymeric Plastic Materials Induced

by Microwave Process

60 2005 7

Assoc. Prof. Dr. Yolanda

Brondial DLSU ChE TITech

Prof. Dr. KAWASAKI

Junjiro 21 Apr 05 - 30 Apr 05 10 days

Separation of Acetone-Toluene-Water System by Salt Distillation

Using Sodium Chloride and Cupric Chloride

61 2005 8

Prof. Dr. Servillano Jr.

Olano DLSU ChE TITech

Assoc. Prof. Dr. KOSUGE

Hitoshi 21 Aug 05 - 30 Aug 05 10 days

CO2 Fixation and Utilization by Conversion to Biomass Using An

Integrated Absorption-Biofilm-Algal Photo-bioreactor System

62 2005 9 Prof. Dr. I Made Bendiyasa UGM ChE TITech

Assoc. Prof. Dr. KOSUGE

Hitoshi 21 Aug 05 - 30 Aug 05 10 days

CO2 Fixation and Utilization by Conversion to Biomass Using An

Integrated Absorption-Biofilm-Algal Photo-bioreactor System

63 2005 10

Assoc. Prof. Dr. Joseph

Auresenia DLSU ChE TITech

Prof. Dr. KAWASAKI

Junjiro 1 Mar 06 - 10 Mar 06 10 days

Extraction of Falvor from Spices/Herbs Using Supercritical

CarbonDioxide

64 2005 11 Dr. Chanin Laliew CU EEE U of Tokyo

Prof. Dr. ARAKAWA

Yasuhiko 30 May 05 - 4 Jun 05 5 days Optical Properties of Linearly Aligned Quantum Dots

65 2005 12

Asst. Prof. Dr. Manop

Wongsaisuwan CU EEE U of Tokyo Prof. Dr. HARA Shinji 24 May 05 - 2 Jun 05 10 days Development of Infrastructure of Control Systems Technology

66 2005 13

Assoc. Prof. Dr.

Genandrialine L. Peralta UP EnvE TITech

Assoc. Prof. Dr.

SEKIGUCHI Hidetoshi 26 Feb 06 - 2 Mar 06 6 days

Use of Horn Sonotrode Sonication System to Inactivate E. coli in

Dringking Water

67 2005 14 Assoc. Prof. Dr. Jose Munoz UP EnvE TITech

Assoc. Prof. Dr.

KUBOUCHI Masatoshi 26 Feb 06 - 2 Mar 06 6 days

Experimental Studies on Production of Biodegradable Cassava

based Fool Packaging Material

68 2005 15

Prof. Dr. Ricardo Leonardo

Liongson UP EnvE TITech Prof. Dr. IKEDA Shunsuke 26 Feb 06 - 2 Mar 06 6 days

Surface Water and Groundwater Bodies in Selected Sites in Laos

and the Philippines

69 2005 16 Dr. Agung Harijoko UGM GeoE Kyushu

Prof. Dr. WATANABE

Koichiro 20 Feb 06 - 1 Mar 06 10 days

The Hyrothermal Alteration and the Histroy of the Ungaran

Geothermal Prospect

70 2005 17 Dr. I Wayan Warmada UGM GeoE Kyushu

Prof. Dr. WATANABE

Koichiro 20 Feb 06 - 1 Mar 06 10 days

The Hyrothermal Alteration and the Histroy of the Ungaran

Geothermal Prospect

71 2005 18

Assoc. Prof. Dr. Dwikorita

Karnawati UGM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 25 Feb 06 - 5 Mar 06 9 days

Development of Sustainable Slope Protection in Tropical Soils for

Landslide Risk Management

72 2005 19 Dr. Heru Hendrayana UGM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 25 Feb 06 - 5 Mar 06 9 days

Development of Sustainable Slope Protection in Tropical Soils for

Landslide Risk Management

73 2005 20 Ms. Amphone Vonvixat NUOL GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 25 Feb 06 - 5 Mar 06 9 days

Development of Sustainable Slope Protection in Tropical Soils for

Landslide Risk Management

74 2005 21

Asst. Prof. Dr. Surin

Kittitornkun KMITL ICT Tokai

Prof. Dr. TOMIYAMA

Shigenori 22 May 05 - 28 May 05 7 days Manifold Similarity Search of Biological Sequences using FPGA

75 2005 22

Assoc. Prof. Dr. Boontee

Kruatrachue KMITL ICT Tokai

Prof. Dr. MATSURA

Takenobu 11 Feb 06 - 17 Feb 06 7 days

On-line Lao Handwritten Feature with Automatic Noise & Real

Feature Identification

76 2005 23 Dr. Visit Hirankitti KMITL ICT Tokai Prof. Dr. TSUJI Hidekazu 20 Oct 05 - 29 Oct 05 10 days A Logical Study of Semantic Webs

77 2005 24

Assoc. Prof. Dr. Pitikhate

Sooraksa KMITL ICT Tokai

Assoc. Prof. Dr. KOMINE

Noriyuki 25 Sep 05 - 29 Sep 05 5 days Mulitimedia Encryption using Tools in System Engineering

78 2005 25

Asst. Prof. Dr. Sakchai

Thepchaksurat KMITL ICT Tokai Prof. Dr. ISHII Hiroshi 9 Oct 05 - 15 Oct 05 7 days QOS-Based Multimedia Service in Wireless Ad-Hoc Networks

79 2005 26 Prof. Dr. Zahari Taha UM ManuE TITech

Assoc. Prof. Dr.

KURABAYASHI Daisuke 7 Aug 05 - 10 Aug 05 4 days

PC-Base Control of a Tele-operated Robot for Search or

Inspection Tasks

80 2005 27 Dr. Muljowidodo Kartidjo ITB (INA) ManuE Keio Prof. Dr. SUGA Yasuo 6 Aug 05 - 10 Aug 05 5 days Autonomous Unmanned Aerial Vehicle

81 2005 28 Mr. Azuddin Mamat UM ManuE Tokai Prof. Dr. ARIGA Tadashi 19 Sep 05 - 25 Sep 05 7 days

Development and Fabrication of Water Cooling Channel for

Injection Mold through Machining and Brazing Technology

82 2005 29

Dr. Mohd Hamdi Abdul

Shukor UM ManuE Kyoto Prof. Dr. IDE Ari Ektessabi 21 Nov 05 - 27 Nov 05 7 days

Fabrication of Hydroxyapatite Coating Using Magnetron

Sputtering

83 2005 30

Dr. Mohd Hamdi Abdul

Shukor UM ManuE Keio Prof. Dr. MITSUI Kimiyuki 19 Sep 05 - 25 Sep 05 7 days Investigation of Vibration of Cathode in EDM

84 2005 31

Assoc. Prof. Dr. Luay Bakir

Hussain USM MatE Tokai

Prof. Dr. MATSUSHITA

Junichi 5 Jun 05 - 11 Jun 05 7 days Nano Structural Electrode Tips for Spot Welding Application

85 2005 32 Dr. Hussain Zuhailawati USM MatE TUT

Prof. Dr. UMEMOTO

Minoru 4 Mar 06 - 9 Mar 06 6 days

Properties of Dispersion Strengthened Coper Made by

Mechanical Alloying of Copper-Niobium-Graphite Powder

86 2005 33 Prof. Dr. Hanafi Ismail USM MatE TUT

Prof. Dr. TAKEICHI

Tsutomu 14 Dec 05 - 21 Dec 05 8 days Preparation and Properties of Polymer Clay Nano Composites

87 2005 34 Prof. Dr. Radzali Othman USM MatE Kyoto

Prof. Dr. KAWASHITA

Masakazu 4 Mar 06 - 10 Mar 06 7 days

Development of Bioactive Glass-Ceramics/Polymer Composites

for Bone-Graft

88 2005 35 Dr. Mariatti Jaafar USM MatE Kyoto

Prof. Dr. KAWASHITA

Masakazu 4 Mar 06 - 10 Mar 06 7 days

Development of Bioactive Glass-Ceramics/Polymer Composites

for Bone-Graft

89 2005 36 Dr. Abdurrachim Halim ITB (INA) ME/AE Hokkaido Prof. Dr. KUDO Kazuhiko 2 Aug 05 - 13 Aug 05 12 days Solar Dryer

90 2005 37

Dr. Iman Katolaksono

Reksowardojo ITB (INA) ME/AE Hokkaido Prof. Dr. OGAWA Hideyuki 9 Nov 05 - 13 Nov 05 5 days Bio Fuel

91 2005 38

Assoc. Prof. Dr. Ichsan

Setya Putra ITB (INA) ME/AE TUT Prof. Dr. HOMMA Hiroomi 6 Mar 06 - 16 Mar 06 11 days

Development of Mesh-Free Method for Dynamic Fracture

Problems

92 2006 1 Dr. Indrawanto ITB (INA) ME/AE TUT

Assoc. Prof. Dr. YANADA

Hideki 18 Mar 07 - 24 Mar 07 7 days

Identification and Control of Hydraulic Servomechanism using

Neural Network

93 2006 2

Dr. Iman Katolaksono

Reksowardojo ITB (INA) ME/AE Hokkaido Prof. Dr. OGAWA Hideyuki 4 Mar 07 - 13 Mar 07 13 days Bio Fuel

94 2006 3 Dr. Lavi R. Zuhal ITB (INA) ME/AE Keio Prof. Dr. OBI Shinnosuke 27 Mar 07 - 31 Mar 07 5 days

Experimental Investigation of Three-Dimensional Flow Separation

using PIV

95 2006 4

Assoc. Prof. Dr. Ichsan

Setya Putra ITB (INA) ME/AE TUT Prof. Dr. HOMMA Hiroomi 16 Jul 06 - 25 Jul 06 10 days Very High Speed Ballistic Impact on Composite-Ceramics Plate

96 2006 5

Assoc. Prof. Dr. Ichsan

Setya Putra ITB (INA) ME/AE TITech

Prof. Dr. KISHIMOTO

Kikuo 6 Mar 07 - 11 Mar 07 6 days

Investigation of Mechanical Behaviours of Aluminum Foam

Sandwich Structure

97 2006 6 Dr. Taufiq Mulyanto ITB (INA) ME/AE U of Tokyo Prof. Dr. SUZUKI Shinji 20 Mar 07 - 27 Mar 07 7 days Development of A Micro/Mini UAV

98 2006 7 Dr. Tatacipta Dirgantara ITB (INA) ME/AE TITech

Prof. Dr. KISHIMOTO

Kikuo 18 Dec 06 - 27 Dec 06 10 days (To formulate the Collaborative Research)

99 2006 8 Prof. Dr. Ngo Sy Loc HUT ME/AE TUT Prof. Dr. HOMMA Hiroomi 6 Feb 07 - 15 Feb 07 10 days Digital Image Correlation 3D Stress Measurements

100 2006 9 Mr. Sopheak Rey ITC ME/AE Hokkaido Prof. Dr. OGAWA Hideyuki 4 Mar 07 - 13 Mar 07 10 days Bio Fuel

101 2006 10

Assoc. Prof. Dr. Bui Cong

Thanh HCMUT CE Hokkaido Prof. Dr. KAGAMI Hiroshi 5 Feb 07 - 12 Feb 07 8 days Estimation of Probable Earthquake Ground Motions in Bangkok
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No JFY No Name MI Field JSU JP Prof. Period Duration Research Topic

102 2006 11

Asst. Prof. Dr. Alexis

Morales Fillone DLSU CE Hokkaido Prof. Dr. KAGAYA Seiichi 23 Oct 06 - 1 Nov 06 10 days Transit Accessibility Improvement Project - Phase I (TAIP I)

103 2006 12

Asst. Prof. Dr. Chatpan

Chintanapakdee CU CE Hokkaido Prof. Dr. KAGAMI Hiroshi 5 Feb 07 - 14 Feb 07 10 days Estimation of Probable Earthquake Ground Motions in Bangkok

104 2006 13

Assoc. Prof. Dr. Wanchai

Teparaksa CU CE Hokkaido

Prof. Dr. MITACHI

Toshiyuki 5 Feb 07 - 10 Feb 07 6 days Ground Response due to Deep Excavation in Bangkok Subsoils

105 2006 14 Dr. Suched Likirltersuang CU CE Hokkaido

Prof. Dr. FUKUDA

Fumihiko 5 Feb 07 - 14 Feb 07 10 days (To formulate the Collaborative Research)

106 2006 15

Assoc. Prof. Dr. Sorawit

Narupiti CU CE Hokkaido

Assoc. Prof. Dr.

NAKATSUJI Tkaashi 5 Feb 07 - 14 Feb 07 10 days

Improvement of Urban Travel using Advanced Traveler

Information System (ATIS)

107 2006 16 Dr. Kasem Choosakul CU CE Hokkaido

Assoc. Prof. Dr.

NAKATSUJI Tkaashi 5 Feb 07 - 14 Feb 07 10 days

Stated Preference Analysis of Urban Bus Attributes in Phnom

Penh

108 2006 17 Dr. Noppadon Jokkaw CU CE Hokkaido

Assoc. Prof. Dr. TAKANO

Shin-ei 5 Feb 07 - 11 Feb 07 7 days

Development a Construction Road Map by Comparing with

Thailand Construction Industry

109 2006 18

Assoc. Prof. Dr. Tanit

Tongthong CU CE Hokkaido

Assoc. Prof. Dr. TAKANO

Shin-ei 5 Feb 07 - 11 Feb 07 7 days

Development a Construction Road Map by Comparing with

Thailand Construction Industry

110 2006 19

Asst. Prof. Dr. Songphol

Kanjanachuchai CU EEE TITech Prof. Dr. ODA Shunri 18 Oct 06 - 28 Oct 06 11 days

Growth and Characterization of InAs Quantum Dots on Cross-

hatch Virtual Substrates

111 2006 20

Asst. Prof. Dr. Supavadee

Aramvith CU EEE Hokkaido

Prof. Dr. MIYANAGA

Yoshikazu 21 Jan 07 - 2 Feb 07 13 days (To formulate the Collaborative Research)

112 2006 21

Prof. Dr. Rowena Cristina L.

Guevara UP EEE Hokkaido

Prof. Dr. MIYANAGA

Yoshikazu 28 Jan 07 - 3 Feb 07 7 days (To formulate the Collaborative Research)

113 2006 22

Dr. Naebbooon

Hoonchareon CU EEE U of Tokyo

Prof. Dr. YOKOYAMA

Akihiko 4 Feb 07 - 13 Feb 07 10 days (To formulate the Collaborative Research)

114 2006 23

Dr. Kulyos

Audomvongseree CU EEE U of Tokyo

Prof. Dr. YOKOYAMA

Akihiko 4 Feb 07 - 13 Feb 07 10 days (To formulate the Collaborative Research)

115 2006 24

Asst. Prof. Dr. Nisachon

Tangsangiumvisai CU EEE TITech

Prof. Dr. NISHIHARA

Akinoro 15 Mar 07 - 21 Mar 07 7 days (To formulate the Collaborative Research)

116 2006 25 Dr. Zainovia Lockman USM MatE TUT

Assoc. Prof. Dr. MATSUDA

Atsunori 18 Feb 07 - 23 Feb 07 6 days

Chemical Synthesis of Nanocrystals of Semi-Conducting Doped

Tetragonal Zirconia

117 2006 26 Prof. Dr. Radzali Othman USM MatE TUT

Prof. Dr. UMEMOTO

Minoru 5 Aug 06 - 12 Aug 06 8 days

Properties of Dispersion Strengthened Copper Made by

Mechanical Alloying of Copper-Niobium-Graphite Powders

118 2006 27 Dr. Mariatti Jaafar USM MatE Kyushu

Assoc. Prof. Dr. TODO

Mitsugu 19 Feb 07 - 25 Feb 07 7 days Development of Bagasse Fiber Reinforced Polymer Composites

119 2006 28 Prof. Dr. Radzali Othman USM MatE Kyushu Prof. Dr. ISHIKAWA Kunio 19 Feb 07 - 25 Feb 07 7 days

Synthesis of Nano-bioresorbable ß-TCP (Tricalcium Phosphate)

Bioceramics

120 2006 29

Assoc. Prof. Dr. Luay Bakir

Hussain USM MatE Tokai

Prof. Dr. MATSUSHITA

Junichi 20 Jun 06 - 27 Jun 06 7 days (To formulate the Collaborative Research)

121 2006 30 Dr. Chow Wen Shyang USM MatE TUT

Prof. Dr. TAKEICHI

Tsutomu 3 Feb 07 - 11 Feb 07 9 days (To formulate the Collaborative Research)

122 2006 31 Dr. Hazizan Md Akil USM MatE Kyoto Prof. Dr. IWATA Hiroo 13 Jan 07 - 20 Jan 07 8 days

Cartilage Tissue of PCL/PLLA Copolymer Scaffold with Bio-

functionality and Growth Factor

123 2006 32

Assoc. Prof. Korakanh

Pasomsouk NUOL MatE Kyushu

Assoc. Prof. Dr. TODO

Mitsugu 19 Feb 07 - 25 Feb 07 7 days Development of Bagasse Fiber Reinforced Polymer Composites

124 2006 33 Dr. Vo Huu Thao HUT MatE TUT

Prof. Dr. TAKEICHI

Tsutomu 25 Feb 07 - 4 Mar 07 8 days

Combined Effect of Organoclay and Carbon Black on Properties

of Natural Rubber NanoComposites

125 2006 34 Dr. Do Quang Minh HCMUT MatE Kyushu Prof. Dr. ISHIKAWA Kunio 11 Mar 07 - 16 Mar 07 6 days

Synthesis of Nano-bioresorbable ß-TCP (Tricalcium Phosphate)

Bioceramics

126 2006 35 Dr. Watchara Chatwiriya KMITL ICT Tokai Prof. Dr. KONDO Shozo 25 Jun 06 - 1 Jul 06 7 days Automatic Vehicle Classification

127 2006 36

Assoc. Prof. Dr. Suphamit

Chittayasothorn KMITL ICT Tokai Prof. Dr. OHARA Shigeyuki 8 Oct 06 - 14 Oct 06 7 days A Spatio-temporal Database Model for Virtual Reality

128 2006 37

Assoc. Prof. Dr. Boontee

Kruatrachue KMITL ICT Tokai

Prof. Dr. MATSUURA

Takenobu 18 Sep 06 - 27 Sep 06 10 days

On-Line Lao Handwritten Feature with Automatic Noise and Real

Feature Identification

129 2006 38 Prof. Dr. Zahari Taha UM ManuE Keio Prof. Dr. MITSUI Kimiyuki 2 Oct 06 - 6 Oct 06 5 days

Monitoring of Bearing Defects Using Acoustic Emission (AE)

Application

130 2006 39 Mr. Norhafizan Ahmad UM ManuE Keio Prof. Dr. SUGA Yasuo 2 Oct 06 - 6 Oct 06 5 days

Development of a Software for Designing and Manufacturing of

an Impeller

131 2006 40

Dr. Mohd Hamdi Abdul

Shukor UM ManuE Kyoto Prof. Dr. IDE Ari Ektessabi 2 Nov 06 - 10 Nov 06 9 days

Development and Fabrication of Hydroxyapatite Bone Graft for

Implant Application

132 2006 41

Assoc. Prof. Dr. Alva Edy

Tontowi UGM ManuE Tokai Prof. Dr. ARIGA Tadashi 1 Nov 06 - 8 Nov 06 8 days

Design and Manufacturing of Brazed Joint Laminated Mold with

Conformal Cooling Channel for Plastic Injection Molding

133 2006 42 Ms. Siti Nurmaya Musa UM ManuE Keio Prof. Dr. MITSUI Kimiyuki 2 Nov 06 - 10 Nov 06 9 days (To formulate the Collaborative Research)

134 2006 43

Dr. Mohd Hamdi Abdul

Shukor UM ManuE Kyoto Prof. Dr. IDE Ari Ektessabi 11 Jun 06 - 18 Jun 06 8 days

Fabrication of Hydroxyapatite Coating Using Magnetron

Sputtering

135 2006 44 Dr. Siti Zawiah Md Dawal UM ManuE Keio Prof. Dr. AOYAMA Hideki 26 Mar 07 - 31 Mar 07 6 days (To formulate the Collaborative Research)

136 2006 45 Dr. Nukman Yusoff UM ManuE Keio Prof. Dr. MITSUI Kimiyuki 26 Mar 07 - 31 Mar 07 6 days (To formulate the Collaborative Research)

137 2006 46 Dr. Thai Thi Thu Ha UM ManuE Keio Prof. Dr. SUGA Yasuo 26 Mar 07 - 31 Mar 07 6 days CAD/CAM integration of PC-based retrofit milling

138 2006 47 Prof. Dr. Elmer P. Dadios DLSU ManuE Keio Prof. Dr. SUGA Yasuo 26 Mar 07 - 31 Mar 07 6 days Multi-feature Recognition for Autonomous Mobile Robot

139 2006 48

Prof. Dr. Pag-asa D.

Gaspillo DLSU ChE TITech

Prof. Dr. KAWASAKI

Junjiro 9 Nov 06 - 14 Nov 06 6 days

Extraction of Flavor from Spices / Herbs using Supercritical

Carbon Dioxide

140 2006 49

Assoc. Prof. Dr. Julius B.

Maridable DLSU ChE TITech

Prof. Dr. KAWASAKI

Junjiro 9 Nov 06 - 14 Nov 06 6 days

Extraction of Flavor from Spices / Herbs using Supercritical

Carbon Dioxide

141 2006 50

Assoc. Prof. Dr. Luis F.

Razon DLSU ChE TITech

Assoc. Prof. Dr. AIDA

Takashi 5 Nov 06 - 10 Nov 06 6 days

Catalytic Processes for the Production of Syngas from Natural

Gas

142 2006 51

Asst. Prof. Dr. Marylou M.

Uy DLSU ChE TITech

Prof. Dr. SEKIGUCHI

Hidetoshi 28 Oct 06 - 6 Nov 06 10 days

Extraction of Essential Oil of Ginger by Microwave Assisted

Process

143 2006 52

Asst. Prof. Dr. Wilheliza

Baraoidan DLSU ChE TITech Prof. Dr. SUZUKI Masaaki 28 Oct 06 - 6 Nov 06 10 days

Solids (DS) and High Concentration of Chemical Oxygen

Demand (COD) using Coagulation and Flocculation

144 2006 53

Assoc. Prof. Dr. Suryo

Purwono UGM ChE TITech

Assoc. Prof. Dr. AIDA

Takashi 17 Feb 07 - 25 Feb 07 9 days

Catalytic Processes for the Production of Syngas from Natural

Gas

145 2006 54

Prof. Dr. Servillano Jr.

Olano DLSU ChE TITech

Assoc. Prof. Dr. KOSUGE

Hitoshi 5 Jan 07 - 14 Jan 07 10 days

CO2 Fixation and Utilization by Conversionto Biomass using an

Integrated Absorption-Biofilm-Algal Photo-bioreactor System

146 2006 55

Assoc. Prof. Dr. Joseph

Auresenia DLSU ChE TITech

Assoc. Prof. Dr. KOSUGE

Hitoshi 5 Jan 07 - 14 Jan 07 10 days

CO2 Fixation and Utilization by Conversionto Biomass using an

Integrated Absorption-Biofilm-Algal Photo-bioreactor System

147 2006 56

Assoc. Prof. Dr. Doan Thai

Hoa HUT ChE TITech

Prof. Dr. KAWASAKI

Junjiro 25 Jan 07 - 31 Jan 07 7 days (To formulate the Collaborative Research)

148 2006 57 Dr. Davin Uy ITC ChE TITech

Prof. Dr. KAWASAKI

Junjiro 25 Jan 07 - 31 Jan 07 7 days (To formulate the Collaborative Research)

149 2006 58

Assoc. Prof. Dr. Analiza P.

Rollon UP EnvE (Shizuoka)

Prof. Dr. NAKASAKI

Kiyohiko 5 Aug 06 - 12 Aug 06 8 days

Modeling pH and Temperature Effects on Anaerobic Stabilization

of Cellulose and Nitrogen-Rich Organic Solid Wastes

150 2006 59

Asst. Prof. Dr. Ernesto De

La Cruz UP EnvE (Shizuoka)

Prof. Dr. NAKASAKI

Kiyohiko 5 Aug 06 - 12 Aug 06 8 days (To formulate the Collaborative Research)

151 2006 60

Asst. Prof. Dr. Maria

Lourders P. Dalida UP EnvE TITech

Assoc. Prof. Dr.

YOSHIKAWA Shiro 12 Nov 06 - 19 Nov 06 8 days

Denitrification of Landfill Leachate Using Membrane BioReactor

(MBR)

152 2006 61

Asst. Prof Dr. Ernesto De La

Cruz UP EnvE TITech

Assoc. Prof. Dr. TANJI

Yoshinori 11 Feb 07 - 17 Feb 07 7 days

Isolation and Characterization of Azo-dye Degrading

Microorganisms

153 2006 62

Asst. Prof. Dr. Eligia

Clemente UP EnvE TITech

Assoc. Prof. Dr. TANJI

Yoshinori 11 Feb 07 - 17 Feb 07 7 days (To formulate the Collaborative Research)

154 2006 63 Dr. Rizalinda de Leon UP EnvE TITech

Assoc. Prof. Dr. TANJI

Yoshinori 11 Feb 07 - 17 Feb 07 7 days (To formulate the Collaborative Research)
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155 2006 64

Mr. Chankhachone

Sonemanvong NUOL EnvE TITech

Assoc. Prof. Dr. TANJI

Yoshinori 10 Feb 07 - 17 Feb 07 8 days (To formulate the Collaborative Research)

156 2006 65 Dr. Nguyen Phuoc Dan HCMUT EnvE TITech

Assoc. Prof. Dr.

YOSHIKAWA Shiro 12 Nov 06 - 19 Nov 06 8 days (To formulate the Collaborative Research)

157 2006 66 Prof. Dr. Wilfredo I. Jose UP EnvE TITech Prof. Dr. SHODA Makoto 11 Nov 06 - 19 Nov 06 9 days

Anaerobic and Aerobic Treatment of Food Processing

Wastewater Using Discarded Solid Waste

158 2006 67 Dr. Agung Harijoko UGM GeoE Kyushu

Prof. Dr. WATANABE

Koichiro 10 Nov 06 - 17 Nov 06 8 days

Alternative Energy Resources (Silica scaling problem at the

geothermal field)

159 2006 68 Dr. Arifudin UGM GeoE Kyushu

Prof. Dr. WATANABE

Koichiro 4 Dec 06 - 14 Dec 06 11 days

Alternative Energy Resources (Silica scaling problem at the

geothermal field)

160 2006 69 Dr. Heru Hendrayana UGM GeoE Kyushu Prof. Dr. JINNO Kenji 4 Feb 07 - 13 Feb 07 10 days

Toward Sustainable GeoEnvironment and Geohazard

Management

161 2006 70 Dr. I Wayan Warmada UGM GeoE Kyushu Prof. Dr. ITOI Ryuichi 4 Feb 07 - 13 Feb 07 10 days

Integrated Study on Earth Resources within the Island Arc and

Continental Margin Geological Setting of SE Asia

162 2006 71 Mr. Phat Bone ITC GeoE Kyushu Prof. Dr. JINNO Kenji 4 Feb 07 - 13 Feb 07 10 days

Toward Sustainable GeoEnvironment and Geohazard

Management

163 2006 72 Ms. Hong Hanh Thi Hoang HUT GeoE Kyushu Prof. Dr. ITOI Ryuichi 4 Feb 07 - 13 Feb 07 10 days

Integrated Study on Earth Resources within the Island Arc and

Continental Margin Geological Setting of SE Asia

164 2006 73 Dr. Subagyo Pramumijoyo UGM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 25 Feb 07 - 6 Mar 07 10 days

Development of Sustainable Slope Protection in Tropical

Residual Soils

165 2006 74

Assoc. Prof. Dr. Dwikorita

Karnawati UGM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 25 Feb 07 - 6 Mar 07 10 days

Development of Sustainable Slope Protection in Tropical

Residual Soils

166 2006 75 Dr. Hj. Ismail Abustan USM GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 25 Feb 07 - 6 Mar 07 10 days

Development of Sustainable Slope Protection in Tropical

Residual Soils

167 2006 76 Mr. Nhinxay Visane NUOL GeoE Kyoto Prof. Dr. AOKI Kenji 25 Feb 07 - 6 Mar 07 10 days

Development of Sustainable Slope Protection in Tropical

Residual Soils
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Public Relations Statistics

(As of 26 Mar 07)

Access to SEED-Net website

Total visits   213,227 times 

(See details in Global & Time Stats) 

Inquiries from outside

E-mails    20-30/year 

Phone calls   >10/year 

Face to face or visits  >10/year 

Total    ~40 inquiries per year 

Utilization of SEED-Net website

Mailing list   676 members 

Bulletin board (using Yahoo! Group service) 5 boards 

CU board   71 members 

DLSU board   8 members 

ITB board   33 members 

UGM board   37 members 

NUS board   12 members 

Total    161 members 

Press coverage

Before 2005   7 times 

2005 30 times 

2006 26 times 

Total     63 times 

(See details in Media Coverage Log) 
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9. 広報実績（ウェブサイト、メディア報道、外部問合せ等）
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10. AUN/SEED-Net による事業モニタリング



Progress Report

The progress report comprises

Part A Coursework 

Part B Thesis

Part C General

Part D Graduate Interview

Remarks *Sample of progress reports are available in separate documents

In addition to the monitoring visits,the students are also monitored through the progress reports which

show their progress on study and research as well as frank comments on the coursework, programs

and others. The students are required to submit the progress report to AUN/SEED-Net at the end of

each semester, together with the transcript and thesis abstract/report (if any)

Graduating students are also required to subit this report after graduation, where the last part of the

report is for their comments and suggestions.
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